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例 に瑠

1本書は，茨城県の委託によりタ財団法人茨城県教育財団が平成7年4月から10月まで発掘調査を実施したタ

茨城県久慈郡金砂郷町太字大里3514番地の1ほかに所在する長者屋敷遺跡の発掘調査報告書である。

2　長者屋敷遺跡の調査及び整理に関する当教育財団の組織は，次のとおりである。

理　　　 事　　　 長 i橋 本　 昌 平成 7 年 4 月～

副　　 理　　 事　　 長

小　 林　 秀　 文

中　 島　 弘　 光

斎　 藤　 佳　 郎

平成 6 年 4 月～平成 8 年 3 月

平成 7 年 4 月～

平成 8 年 4 月～

常　　 務　　 理　　 事
一　 木　 邦　 彦 平成 7 年 4 月～平成 8 年 3 月

梅　 澤　 秀　 夫 平成 8 年 4 月～

事　　 務　　 局　　 長
斎　 藤　 妃　 彦 平成 7 年 4 月～平成 8 年 3 月

小　 林　 降　 郎 平成 8 年 4 月～

埋 蔵 文 化 財 部 長
安　 戒　 尊　 重 平成 5年 4 月～平成 8 年 3 月

沼　 田　 文　 夫 平成 8 年 4 月～

埋 蔵文 化財 部長代 理 河　 野　 佑　 司 平成 6 年 4 月～

企

画

管

理

課

課　　　　　　 長 水　 飼　 敏　 夫 平成 4 年 4 月～平成 8 年 3 月

課　 長　 代　 理

係　　　　　　 長

主　 任　 調　 査　 員

小　 幡　 弘　 明 こrrで　－」b▲　　〈　　上．．一　　，　　「1半牧 8 年 4 月～

根　 本　 達　 夫 平成 7 年 4 月～

清　 水　　　 薫

海　 老　 澤　 稔

平成 8 年 4 月～

平成 6 年 4 月～平成 8 年 3 月

小　 高　 五十二 平成 8 年 4 月～

経

理

課

課　　　　　　 長

主　　　　　　 査

課　 長　 代　 理

主　　　　　　 任

小　 幡　 弘　 明

河　 崎　 孝　 典

鈴　 木　 三　 郎

平成 5 年 4 月～平成 8 年 3 月

平成 8 年 4 月～

平成 7 年 4 月～平成 8 年 3 月

田　 所　 多佳男 平成 8 年 4 月～

大　 高　 春　 夫

小　 池　　　 孝

平成 7 年 4 月～

平成 7 年 4 月～

主　　　　　　 事 軍　 司　 浩　 作 平成 5年 4 月～平成 8 年 3 月

柳　 澤　 松　 雄 平成 8 年 4 月～

調 課長 （部長兼務） 安　 歳　 事　 重 平成 5 年 4 月～平成 8 年 3 月

査 調 査 第 二 班 長 萩野谷　　　 悟 平成 7 年 4 月～平成 7 年10月

第 主　 任　 調　 査　 員

課　　　　　　 長

矢ノ倉　 正　 男 平成 7 年 4 月～平成 7 年 9 月調査

課

整
理
課

長　 岡　 正　 雄 平成 7年 4 月～平成 7 年10月調査

江　 幡　 良　 夫 平成 7 年10月調査

山　 本　 静　 男 平成 7 年 4 月～

主　 任　 調　 査　 員 矢ノ倉　 正　 男 平成 8 年 4 月～平成 9 年 3 月整理 ・執筆 ・編集

3　本書に使用した記号等については，凡例を参照されたい。

4　発掘調査及び整理に際して，ご指導，ご協力を賜った関係各機関並びに関係各位に対し，深く感謝の意を

表します。



5　遺跡の概要

ふ　 り　が　 な しゅようちはうどうひたちなかこうやまがたせんどうろか再ようこうじちないまいぞうぶんかざいちょうさほうこくしょ

書　　　　 名 主要地方道常陸那珂港山方線道路改良工事地内埋蔵文化財調査報告書

副　 書　 名 長者屋敷遺跡

巻　　　　 次

シリーズ名 茨城県教育財団文化財調査報告

シリーズ番号 第117粟

編　著　者　名 矢ノ倉　 正男

編　 集　機　 関 財団法人　 茨城県教育財団

所　 在　 地 〒310　茨城県水戸市見和 1丁目356番地の 2　 ℡ 029－225－6587

発 行年 月　日 1997 （平成 9 ）年 3 月25日

調　 査　 原　 因
ふ　 り　が　 な

所　 収　遺　跡

芸 り在が 孟 コー ド
北　 緯　 東　 経　 調査期間　　 調査面積

ちょうじゃやしきいせき
長者屋敷遺跡

いばらきけん　く　じ　ぐんかな 主要地方道常陸

那珂港山方線道

路改良工事に伴

う事前調査

茨城療久慈郡金　 08361 36度 140度 19950401 6，822感
さ　ごうまちおおあざおおさと
砂郷町太字大里　 －18　　　 32分 28分 ノ『、－．．ノノ
ばん　ち

199510313514番地の 1 ほ 5秒　　　 55秒

か

i　 i　 i
所 収遺 跡 名 種　 別 主な時代

主 な 遺 構 ！ 主　 な　 遺　 物
特 記 事 項

長者屋敷遺跡 集落跡 縄文時代 石　　　 器　　 石匙 標高25～30m 。

古墳時代及び奈

良 ・平安時代を

中心とする集落

跡。古代久慈郡

の郡寺の跡。

寺域を囲んでい

たと思われる溝

や住居跡から，

「久寺」と読め

る墨書土器が出

土している。

i

弥生時代 弥 生 士 器　 壷

紡錘車

古墳時代 竪穴住居跡　 35軒

土坑　　　　 5 基

土　 師　 器　 杯，高杯，器台，

堵＼ 襲撃　台付聾

士　 製　 品　　 管状士錘

石　 製　 品　 管玉夕　石製模造品，

支脚

金 属 製 品　 轡，鉄斧，金環

i 芸ラ 製悪 霊詣 王

奈良 ・平 土　 師　 器　 杯，禁，椀，甑竪穴住居跡　 68軒

安時代

時期不明 ！

据立柱建物跡 ・基 須　 恵　 器　 杯，高林，甑

壇建物跡　　 4 基 灰 粕 陶 器　 短頸壷

溝　　　　　 9 条 緩 和 陶 器　 椀

井戸　　　 1基　　　 瓦　　　 軒丸瓦，丸瓦，平

土坑　　　　 6 基　　　　　　　　 瓦

石　 製　 品　 紡錘車

金 属 製 品　 鎌，釘

竪穴住居跡 11軒

土坑　　　　 54基



凡

1当遺跡の地区設定は，日本平面直角座標第Ⅳ系

座標を用いて区画し，Ⅹ軸（南北）＋59，600m，

Y軸（東西）十58，000mの交点を基準点とした。

大調査区は，この基準点を基に東西，南北各々

40mずつ平行移動して大調査区を設定し，さらに，

大調査区を東西，南北に各々10等分して，4m方

眼の小調査区を設定した。

大調査区の名称は，北から南へ「A」，「B」，

「C」…，西から東へ「1」，「2」，「3」…とし，

「Al」区，「B2」区というように呼称した。小

調査区も同様に北から南へ「a」，「b」，「C」…

「j」，西から東へ「1」，「2」，「3」…「。」と小

文字を付し，位置を表示する場合は，大調査区と

合わせて，Albl区，B2b2区のように呼称した。

例

1　　　　　　　　2　　　　　　　　3

12 3 4 5 6 7 合．●
b
c
d

e
f
g
h

l
題

■
0　　　　　　　　　　　　　　40m

第1図　調査区呼称方法概念図
2　遺構，遺物，土層に使用した記号は，以下のと

おりである。

遺構　竪穴住居跡…SI，掘立柱建物跡・基壇建物跡…SB，土坑…SK，溝・・・SD，井戸・・・SE

遺物　土器・・・P，土製品…DP，石器・石製品・‥Q，金属製品…M

土層　撹乱…K

3　遺構・遺物の実測図中の表示は，以下のとおりである。

●土器　　　○土製晶　　　　□石器・石製晶　　　　　　△金属製品　　　　★瓦　　　　　☆ガラス製品

4　土層観察における色相，含有物の量の判定については，『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄編著　日

本色研事業株式会社）を使用した。

5　遺構，遺物実測図作成方法と掲載方法については，以下のとおりである。

（1）遺跡の全体図は縮尺200分の1，住居跡や土坑等は縮尺60分の1にした。

（2）遺物は原則として3分の1の縮尺にした。種類や大きさにより異なる場合もあり，それらについては，

個々にS＝1／○と表示した。

（3）土器の計測値のAは口径，Bは器高，Cは底径，Dは高台径，Eは高台高，Fはつまみ径，Gはつまみ

高を示した。また，（）は現存値，〔〕は推定値を示した。

（4）遺物観察表の備考欄は，土器の現存値や実測番号（P），出土位置及びその他の必要と思われる事項を

記した。



領　　　　　　空　　　　　　遜　　　　　鳴　　　　　　5 ㊨

i＋つ＋ i

i

0 ．°　－　t ．

I °　°慈 銭 猪 瀬
．．． ．．e す．

捗 澱 や

． ° ° ．．．．．

穀 粒 婁 浅

°．．． ．．．°
す．． ．．．．．す
抜 幾 璃

’． ・・・∵ ・ ∴

’．・・∵ ・∴
駁 章 浅

°． ．．t I
す． ．tサ°．．． ．．．°

駁 幾 桟

敷 幾 濱

駁 幾 璃

°．．．． ．．．°
敏 光 凛

e ．．．．．．e

e ．．．．．． t
鋸 訂 駁 幾

0 ．．．°

e 。．．e

°．．e

°．°

°　°

e
°　°

°　°
e ．°
e ． ．1

°．．e

°．ヰ

e　t I ．．．． °
°．．． ．．t

°． 。．．．t
∵ ・∴ ・．．
e ．．．．．．． e

°．．．．． ．．4
t ．．．． －

ー▼．．．°’． ・・∵ ・∴

1 ．．．．．． ．°

°．．．． ．．．e

e ． ．．．．．．1

°．．．．．． °

°．．．．． ．0

4 ．．． ．．．°
選 匿 あご喜 寿 喜 。ニ

ケ．．． ．．．1

1 ． ．．4

° ．・． r ．°

1 ．．．．． ．e

・．． 声 ’・

！ ＼ ！ ！J ！！！＼　　　　 1　　　　　　 1
㌔ ‾　e　ei

°　e

a

i

° ． ． ． す

4 ． ． ． ． °

∵ ・ ∴ ．

∵ ・ ∴ ．

° ． ． ． ． ． t

∵ ・ ∴

e ． ． ． ． ． ． ee　°

‘ ∵ 了 ∴

い ・ ∵ ・ ∴

． ． e

管 竿 鶉

1　 ．　 0°　　　　 一

°　 ．　 °
°　 ．　 tt　 ．　 ee　 ．　 °
°　 ．　 ▼°　 ．　 °す　 ．　 1
°　 。　 °t　 ．　 e
°　　 ．　 1°　 ．　 e°　 ．　 e
e　 ．　 °

． ． 。 ！ ． ． ！°　 ．　 °e　 ．　 °
1 ． ． 1°　 ．　 1°　 ．　 e
°　 ．　 1°　 ．　 °t　 ．　 °
e　 ．　 e°　 ．　 °
1　　　 °°　 ．　 t
e　 ．　 °e　　　 °°　　　 °
す　　　 °1　　　 °

i　　 o eの 0㌔ ゆ

t

▼　°
1　　 °° °

°
°

1　　　 °
°　　　 1°　　 ．
e　　　 °e　　　 °
°　 ．　 tt　　　 °°　　　 °
°　 ．　 °°　　　 t
e　 ．　 1°　 ．　 °音 薫 潤 腰

t　 ．　 ナ
°　 ． 1．． ．． °°　 ．　 e°　 ．　 °
1 ． ． 1°　 ．　 e° ．． ． ′． °
°　 ． ．　 ee　 ．　 te　 ．　 1°　 ．　 °
°　 ．　 °
°　 ．　 1°　 ．　 °
°　 。 ．　 ヽ°　 ．　 すす　 ．　 1
°　 ． ．　 す▼　 ．　 °°　 ．　 °ナ　　 ．　　 °
°　　　　 一°　 ．　 °
・∴ ・．・ ・．・・ ・’・　　 ・

°　 ．　 °1　 ．　 °
°　 ． ．　 °°　 ．　 ee　 ．　 °
t　 ． ．　 °e　 ． ．　 °°　 ． ．－ ． 一・ °°　 ． ．　 °
’・’．・吉 ．・！ ∴ 十 ．・ ∴ ・ ∴

1 ． ．　 °▼　　　 e
． す ． ． ． ． ． ． t ． ．°　 ． ．　 °°　　　 t． °　 ° ．　 ．　　　 °　 ．

． ° ． ． ． ． ． ． °
°　 ． ． ．　 e

． ° ． ． ． ． ． ． ． ． ° ．

°　 ． ． ． ． ° ．°　　　　　 °　　　 °1 ． ． ． ． ． e°　 ．　 ．
°　　　 e

． 1 ． ． ． ． 11　　 1

°　 ． ． ． 1°　　　 一°
． °　 ° ． ． ． ．

▼ ． ． ．　 0 ．

Ⅰ ． ． ． ． °
す　 ．　 e　　　　 °　 ．

4 ． ． ． e°　 ．　 °
1 ． ． ．　 e°　e　　 ．

結 納 瀾

°　　　　 °1
1　　　　 °°　　　　 °

tt　　　　　°

1°　　　　 1
°e　　　　 °
°　　　　 °

1　　　　 °e　　　　 °°

0　　　　　　　　 4

°　　　　 e
e

°　　　　 °t　　　　 °e
°　　　　 e°　　　 °

°　　　　 °
e　　　　 °

0　　　　 °

e

O m

虔　　　　　 農　　　　　　 産

＿　　　‥　．′　－　　　、“＼㌧＋∵



次

序

例　言

凡　例

第1章　調査経緯

第1節　調査に至る経過

第2節　調査経過

第2章　位置と環境

第1節　地理的環境

第2節　歴史的環境

第3章　長者屋敷遺跡

第1節　遺跡の概要

第2節　基本層序

第3節　遺構と遺物

1　竪穴住居跡

11　　　」一斗与
∠　　」一りし

3　溝

4　掘立柱建物跡

5　井戸

6　出土瓦

7　遺構外出土弥生土器

8　遺構外出土遺物

第4節　まとめ

写真図版



挿　図　拍　次

第1図　調査区呼称方法概念図

第　2　図　長者屋敷遺跡調査区設定図

第　3　図　周辺遺跡分布図

第　4　図　一基本上層図

第　5　図　第1＿号住I‾朋亦実測図‥‥‥…‥…・‥‥‥…11＿

第　6　図　第1号住居跡出上遺物実測図‥‥…・…・＿12

第　7　図　第2号住居跡実測図‥‥…‥…‥‥‥‥‥‥13

第　8　図　第2号住居跡出土遺物実測図‥‥‥‥…斗1

第　9　図　第3号住有識亦∵出十遺物実測図‥‥‥…15

第10図　第3号住居跡出土遺物実測図……‥‥‥16

第11図　第と4号住居跡・出上遺物実測図・‥‥‥‥17

第l＿2図　第5号住居跡実測図‥‥……‥‥‥‥‥…弓8

第＿13図　第5号住居跡出土遺物実測図‥‥…‥…18

第　‖図　第6号住居跡弓上目二遺物実測図…・‥…19

第1，5図　第7封机引称実測図‥…・……‥‥…‥…21＿

第卦6図＋第7号住居跡出土遺物実測図屈伸……㌶

第膵図　第　号住居跡出土遺物実測図彊ee…の…23

第18図　第8引主居跡実測図・‥…‥‥・‥‥‥…‥‥25

第1＿9図　第8号住居跡出土遺物実測図‥‥…‥…26

第20図　第9号住居跡実測図・‥‥‥…………‥…27

第21図　第9号住居跡出土遺物実測図…‥・……28

第22図　第10号住f朋亦実測図‥……‥‥‥……‥‥29

第23図　第10号住居跡出土遣物実測図‥‥‥……29

第2∠‥1図　第11号住居跡実測図‥…‥‥…‥‥‥‥…・30

第25図　第11替住居跡～＿I＿は二遣物実測図‥‥‥……31

第26図　第12号住居跡実測図‥……・‥‥…・…‥‥3＿1

第27図　第1が封甘宮跡出土遺物実測図‥……‥‥32

第28図　第13号住居跡実測図‥‥…‥‥…‥……‥33

第29図　第13号f日朝亦出上遺物実i別図…‥‥…‥3・二1

第30図　第1ご用l住居跡～－Il土遺物実測図‥‥…‥…35

第3．1回　第14・15・17・18号住居跡実測図・…‥36

第32図　第15号私矧帆肛上遣物実測図‥…・‥‥‥37

第33図　第16号住居跡実測図……‥…‥…‥・‥…39

第34図　第16号住居跡出土遺物実測図‥‥‥‥‥‥40

第35図　第17号住居跡出土遺物実測図…………42

第36図　第1＿8号住居跡出土遺物実測図‥……‥‥43

第37　図　第19射主居跡実測図‥‥‥‥‥‥・‥‥‥‥…44

第38図　第1＿9ぢ一住居跡出土遺物実測図……‥…弓5

第3！）図　第20号住有識亦弓仕上遺物実測図・‥……46

第40図　第21号住居跡実測図・‥‥‥‥‥‥…・…・‥弓7

第∠′11図　第22∴1・B号住居跡実測図　‥‥‥48、・・49

第∴12図　第22一一1一一Å射主居跡出土遺物実測図　……51

第43図　第22－B号住居跡出土遺物実測図　‥‥‥52

第44図　第23号住居跡実測図…‥‥…・‥‥‥・……53

第・一15図　第23号住居跡～廿上遺物実測図・…‥‥‥‥54

第46図　第24号住居跡実測図……‥‥‥…‥…・…55

第∠17図　第24号住居跡r仕上遺物実測図…………56

第ご用図　第25号住居跡実測図…‥‥…‥…‥……・57

第49図　第25号住居跡出土遺物実測図‥‥……‥58

第5（‾）図　第26e27・29号住居跡実測図………‥・5〔）

第51図　第26号住居跡出上遺物実測図‥……・…60

第52図　第27号住居跡出土遺物実測図‥‥‥‥‥‥62

第53図　第29号住居跡出上遺物実測図‥‥‥‥・…64

第5・二4　図　第30号住居跡実測図‥‥……・‥…‥‥…・65

第55図　第30号住居跡出土遺物実測図‥‥‥……66

第56図　第32∵A・B号住居跡実測図　…‥‥‥…67

第57図　第3211号住居跡出土遺物実測図　‥…・68

第58図　第32－－B号住居跡出土遺物実測図　‥‥‥70

第59図　第33一別・抽拍亦実測図・…‥………‥‥‥…71

第60図　第33号住居跡出l二遺物実測図‥‥‥‥‥‥72

第61回　第34号住居跡実測図‥‥‥‥…・……‥…・73

第62回　第3f蟻一住居跡出上遺物実測図‥………千t

第63図　第35射精鞘亦弓甘土遺物実測図‥…・…75

第64図　第36・一一Å・B・C号住居跡実測図　‥‥‥76

第65図　第3611・B田津潮こ出土遺物

実測図

第66図　第36－－－B・C号住居跡出土遺物

実測図

第67　図　第37号f新報亦実測図…・……‥‥‥‥……82

第68図　第37号住居跡出土遺物実測図‥‥…‥…83

第69図　第38号住廿跡・出土遺物実測図‥…‥‥85

第70図　第39号住居跡実測図‥…‥‥‥‥………‥86



第71図　第39号軋剛酎廿上遣物実測図・……‥…86

第72図　第40・42封抽潮こ実測図‥…‥…‥‥‥‥87

第73図　第40号住居跡出土遺物実測図……・‥‥・89

第74つ図　第41号住居跡・山上遺物実測図・……‥90

第75図　第43号住居跡・甘上遺物実測図‥‥‥…92

第76図　第44号住居跡実測図‥‥…‥‥‥………‥93

第77図　第44号住居跡l虹1－二遺物実測図・‥‥‥‥…93

第78図　第45号f捕謂亦実測図‥‥‥‥‥‥…‥…‥‥94

第79図　第46号住居跡実測図……‥……‥・…‥‥95

第80図　第46号住居跡出土遺物実測図…………96

第81図　第47号住居跡実測図‥‥‥‥…‥…‥‥‥‥97

第82図　第47号住居跡出土遣物実測図・…‥……98

第83図　第射「A・B号住居跡実測図　‥…・‥・…99

第8こく1図　第射「A号住居跡出土遣物実測図　……99

第85図　第50号住居跡実測図　‥‥‥‥‥‥‥‥‥…l＿01

第86図　第50号十m瑚狛廿上遺物実測図　…‥‥‥1＿01

第87図　第51号住居潮虜測図　‥…‥‥‥……‥‥1＿03

第88回　第51号住居跡出土遺物実測図　‥・‥‥‥104

第89図　第52・105号住居跡実測図‥………‥‥106

第90図　第52号住居跡出土遺物実測図　…‥‥‥1＿07

第91回　第53の54の55e56057058059弓12号

住居跡実測図‥‥…‥‥…‥…‥‥・108～109

第92図　第53ぢ一住J‾調亦出土遣物実測図　‥……・l＿10

第93回　第55号住居跡亡廿土遺物実測図　…‥‥‥112

第94回　第56号住居跡出上遺物実測図・…‥…11＿3

第95図　第57号f拭瑚亦出土遣物実測図　……‥・114

第96図　第58号住居跡r虹上遣物実測図　‥‥‥…116

第97図　第60・6巨62ぢ寸日刊跡実測図…118、119

第98図　第60号f封調亦出土遺物実測図　‥・‥…・1．1．9

第99図　第61号住居跡出土遺物実測図　‥…‥‥121

第100図　第62号住居跡出上遺物実測図　…‥‥‥12＿1

第10＿1図　第63号住居跡実測図　……・‥‥‥…‥‥・122

第102図　第63号住居跡出土遣物実測図　…‥・…123

第103図　第64号住居跡e出土遺物実測図……124

第104図　第65号住居跡実測図　‥‥‥…‥‥‥…・‥126

第105図　第65号住居跡出土遣物実測図　‥‥‥…127

第106図　第66封圭居跡実測図　…‥‥…‥…・‥…128

第107図　第67号住居跡実測図　……‥…‥‥‥‥‥1＿29

第108図　第67号住居跡！仕上遺物実測図　…‥‥‥130

第109図　第68・69号f・目許跡実測図　‥…‥……‥132

第11＿0図　第68号住居跡出土遺物実測図　‥‥‥…l＿33

第111図　第7111－1・B号住居跡実測図‥‥…‥…135

第112図　第72－A砂B o C号住居跡実測図……137

第113図　第72－C号住居跡出土遺物実測図・…・0138

第114図　第73の74号住居跡。出土遺物実測図139

第115図　第75号住居跡実測図　‥‥・…‥…‥…・‥Hl

第m6図　第75号住居跡出土遺物実測図e……弓劇

第117図　第76号住居跡実測図・‥‥……‥‥‥…・H2

第1＿18図　第76号住居跡～ll十上遺物実測図　‥‥‥…14∠1

第119図　第77号住居跡実測図　‥……‥‥‥…‥‥145

第120図　第77号住居跡出土遺物実測図‥…‥‥146

第121つ叫　第78・1＿併号住居跡実il州図・・…‥‥‥・・‥上17

第122図　第79・80号住居跡実測図　‥…・…‥…・148

第は3図　第7弼イ持潮こ出土遺物実測図　‥‥…‥1こ具）

第1．2∠1図　第80号住有用亦廿日二遺物実測図　…‥‥‥150

第125回　第8．1・82号住居跡実測図　…‥‥…‥…1．51

第1＿26図　第81号住居跡I仕上遣物実測図　‥‥…‥152

第127図　第82号住居跡出土遺物実測図　‥‥‥…154

第128図　第85号住居跡実測図・‥……‥…‥…‥155

第1＿29図　第85号住居跡出土遺物実測図　‥‥‥…155

第130図　第86・95号十・日剖跡実測図　………‥‥‥156

第131つ到　第86号住居跡出土遺物実測図　‥‥…‥157

第132図　第87号住居跡実測図　‥…‥‥・…‥……l＿58

第133図　第87号住居跡出土遺物実測図　‥・‥…・158

第134図　第89・90・91号住居跡実測図　…‥‥‥159

第135図　第89号住居跡出土遺物実測図　…‥‥‥161

第136図　第92賢住居跡実測図　…‥‥・‥…‥‥‥‥163

第137回　第92号住居跡出土遺物実測図　‥…・…163

第138図　第93・94号住居跡実測図　…………・‥1＿64

第139図　第94号住居跡山上遺物実測図　‥‥…‥165

第140図　第95号住居跡出土遺物実測図　‥・…‥・166

第1＿41図　第96・99号住居跡実測図　……‥‥…‥168

第142図　第96号住居跡山王遺物実測図　…‥‥‥168

第143回　第97号住居跡弓11上遺物実測図……169

第144図　第98号住居跡実測図　……………‥‥‥1＿70

第145図　第98号f拭瑚亦山上遺物実測図　…‥…・171



第1L・・16図　第99号住居跡出土遺物実測図　………173

第147図　第100号住居跡実測図‥‥……‥…‥‥‥175

第148図　第100号住居跡出土遣物実測図証‥‥‥176

第149図　第100号住居跡出土遺物実測［軋2ト‥‥177

第150図　第101号住居跡実測図・…‥‥……‥‥…179

第151図　第102号住居跡実測図……‥…・………180

第152図　第102号fm引亦出土遺物実測図………181

第153図　第10∠蟻イ新報亦実測図‥‥‥‥‥…‥……182

第154図　第104号住居跡出土遺物実測図………183

第155図　第105号住屠跡出土遺物実測図………184

第156図　第108号住居跡実測図‥…‥‥‥‥…‥…186

第157図　第1〔博一A・B・C号住居跡実測図　…187

第158図　第109－－ll一一・A号住居跡出土遺物

実測図（1）

第159図　第109－A号住居跡出土遺物

実測図（2）

第16（月叫　第109－1一一一一B㌢住居跡出土遺物実測図　…192

第1＿61図　第1＿11号住居跡実測図・…‥‥‥…‥‥…・194

第蟻　図　第1は号住居跡出土遺物実測図はト…195

第摘　図　第は号住居跡出土遺物実測図（2）……196

第1．64回　第112号住居跡出土遺物実測図‥‥…‥199

第165図　第113号住居跡・出土遺物実測図‥・…200

第166図　第116号住居跡・出土遺物実測図・…‥201

第167図　第4号土坑・出土遺物実測図‥‥‥…206

第1＿（う8図　第7ぢ一十坑目上「I二遺物実測図　…‥…・207

第169図　第8号土坑実測図　‥‥…‥………‥…・208

第170図　第9号上坑・日工土遺物実測図　………209

第171図　第27号土坑・出土遺物実測図　‥‥…‥210

第172図　第33ぢ一土坑・出土遣物実測図　‥‥‥…211

第173図　第35号土坑・出土遺物実測図　‥‥‥…211

第174図　第39号土坑・出土遺物実測図　…‥‥‥212

第175図　第39号士坑出土遺物実測図　‥‥‥……213

第176図　第46号土坑・出土遺物実測図　‥‥‥…215

第177図　第59号土坑・出土遺物実測図・……‥216

長者屋敷遺跡全体図

第178図　第60号土坑e出土遺物実測図………217

第179図　第64－A。B号士坑e出土遺物

実測図

第180図　第73号士坑実測図　…‥……‥……・‥‥219

第181図　第75号土坑e出土遺物実測図…‥・…220

第182図　第76号土坑e出土遺物実測図「………221

第183図　その他の土坑実測図（l）………………223

第184図　その他の土坑実測図（2「……………‥224

第185図　その他の土坑実測図（3）…………・…・・225

第186図　第1号溝¢出土遺物実測図……・…・・229

第187図　第2・3号溝実測図　……‥…‥……‥231

第188図　第2号溝出土遺物実測図……………232

第189図　第3号溝出土遺物実測図‥…‥……‥233

第190図　第4・5号溝・出土遺物実測図　……234

第191図　第6・7号溝・出土遺物実測図　‥‥‥236

第192図　第8号溝・出土遺物実測図　‥………・237

第193図　第9号溝・出土遺物実測図　…‥…‥‥239

第194図　第1号掘立柱建物跡実測図……241～242

第195図　第2号掘立柱建物跡実測図…………245

第196図　第3号掘立柱建物跡実測図…………246

第197図　第4号基壇建物跡実測図・…………‥248

第198図　第1号井戸e出土遺物実測図………249

第199図　第1。5号溝出土瓦拓影図…………251

第200図　第7号住居跡出土瓦拓影図……・…‥252

第201回　第4・6・7・8号住居跡

出土瓦拓影図‥‥…l………・…‥…・…253

第202図　第7・10・17・27・32－B・37・89号

住居跡，7号土坑，1号溝

出土瓦拓影図

第203回　第1e5号溝，第1号掘立柱建物跡，

第1号井戸，遺構外出土瓦拓影図…255

第204図　遺構外出土弥生土器拓影図・・………・256

第205回　遺構外出土遺物実測図（l）……・……‥257

第206図　遺構外出土遺物実測図（2）………・…‥258



蓑　　田　　次

「⊥　　　2　　　3

表
　
表
　
表

周辺遺跡一覧表

住居跡一覧表

土坑一覧表

202～205

226～227

写　英　田．次

PLl　遺跡遠景，試掘状況，遺構確認状況

PL2　遺構確認状況（北部・中央部・南部）

PL3　完掘状況（北部e中央部・南部）

PL4　第2号住居跡遺物出土状況，第2号住居跡

完掘状況

PL5　第3号住居跡遺物出土状況，第3号住居跡

完掘状況

PL6　第4号住居跡遺物出土状況，第5号住居跡

完掘状況，第6号住居跡完掘状況

PL7　第6号住居跡遺物出土状況，第7号住居跡

遺物出土状況

PL8　第8号住居跡遺物出土状況，第8号住居跡

完掘状況，第9号住居跡完掘状況

PL9　第10号住居跡完掘状況，第11号住居跡完掘

状況，第12号住居跡遺物出土状況

PLlO　第13号住居跡遺物出土状況，第14，15，略

17，18号住居跡完掘状況，第15号住居跡遺

物出土状況

PLll　第15号住居跡竃完掘状況，第16号住居跡遺

物出土状況，第17，18号住居跡遺物出土状

況

PL12　第19号住居跡遺物出土状況，第19号住居跡

完掘状況，第20号住居跡遺物出土状況

PL13　第21号住居跡完掘状況，第22号住居跡遺物

出土状況，第22号住居跡完掘状況

PL14　第23号住居跡遺物出土状況

PL15　第23号住居跡完掘状況，第26号住居跡遺物

出土状況，第26，27号住居跡完掘状況

PL16　第29号住居跡遺物出土状況，第29号住居跡

竃遺物出土状況

PL17　第29号住居跡完掘状況，第30号住居跡竃遺

物出土状況，第30号住居跡完掘状況

PL18　第32－A号住居跡遺物出土状況，第32－A e

B号住居跡完掘状況，第33号住居跡完掘状

況

PL19　第34号住居跡遺物出土状況，第34号住居跡

完掘状況，第35号住居跡完掘状況

PL20　第36号住居跡遺物出土状況，第37号住居跡

遺物出土状況，第39号住居跡完掘状況

PL21第40号住居跡遺物出土状況，第40号住居跡

完掘状況，第41号住居跡完掘状況

PL22　第43号住居跡完掘状況，第45号住居跡完掘

状況，第46号住居跡完掘状況

PL23　第50号住居跡完掘状況，第51号住居跡遺物

出土状況

PL24　第51号住居跡遺物出土状況，第51号住居跡

竃完掘状況，第51号住居跡貯蔵穴完掘状況

PL25　第52号住居跡遺物出土状況，第53号住居跡

遺物出土状況，第55号住居跡遺物出土状況

PL26　第57号住居跡完掘状況，第57号住居跡竃完

掘状況，第58号住居跡遺物出土状況

PL27　第61号住居跡竃完掘状況，第62号住居跡竃

完掘状況，第63号住居跡竃完掘状況

PL28　第65号住居跡遺物出土状況，第65号住居跡

竃完掘状況，第67号住居跡完掘状況

PL29　第72－A・B・C号住居跡完掘状況，第75

号住居跡完掘状況，第76号住居跡遺物出土

状況

PL30　第76号住居跡遺物出土状況，第77号住居跡

遺物出土状況，第77号住居跡竃遺物出土状



況

PIノ31第7～）星住居跡遣物出巨状況。第榊号住居跡

完掘状況　第飢号住居跡完掘状況

㌘監3　第鵬号佳屠跡完掘状況　第桁号佳屠跡完掘

状況．第舗号住居跡遣物出巨状況

壬つ∴13　第86㌢住居跡遺物出目柚己．第87号†口調亦

遣物出巨状況，第89号住居跡遣物J年上状況

1－）lJ3l一一1第〔）2号住居跡遺物出巨状況，第m号住居跡

確認状況

Iつノ35　第94射主居跡完据状況．第肺射主居跡遣物

出上状況．第96号住居跡遺物甘「状況

I）IJ36　第98号住居跡竃遺物J＿侶一二状況，第～）9別枠；一

路竃遺物出土状況　第鱒号住居跡遺物出土

状況

PIJ37　第個号住居跡完据状況．乳1（柚号住居跡遣

物出巨状況，第＿1根号住居跡完据状況

PIJ38　第m2号住居跡電遺物出目夫況，第102号住

居跡完据状況，第m蟻イ机朋亦完据状況

I）IJ3！）第109号住居跡遺物出十状況。第11日月日吉

跡遺物出土状況

I㍉し一一10　第112射机朋亦完据状況。貯11片肘日刊酢遣

物出目樹上　第113号作中誹亦完据状況

I）Lll　第2号十兢完据状況．第∴1一号口元遣物出上

状況，第圭㌃上坑完掘状況，第5り一十坑完

据状況．第7号上坑遺物出巨状況．第両J・

上坑遺物出つ」太況．第1＿HJl上坑完据状況。

第13号土坑完掘状況

I）I＿J42　第廿号十兢完据状況，第15号日立完据状況，

第1（うぢト十坑完据状況，第2酪‖二坑完据状況、

第33号士坑完据状況，第35弓つ二坑完据状況．

第3位‖二坑完据状況，第37号口先完据状況

P L43　第L：1－1号土坑完据状況．第こノ13号上坑完据状況．

第46号土坑遺物出上状況，第∠16号上坑完据

状況，第50号上坑完据状況，第58号上坑完

据状況．第73ぢ」二坑完据状況，第7講つ二坑

完掘状況

PIノ圭1第76号上坑遣物出上状況．第7（う号上坑完据

状況，第1㌢溝遺物とi十上状況，第1号湛完

掘状況タ

P L」－5　第2号溝完据状況．第3号溝完抽状況，第

5揖芹遺物～一Il土状況、第6号溝完掘状況．

第7号溝遣物才一侶二状況，第8号溝完据状況．

第！「号溝遺物出上状況

I‾）し捕　第1ぢ一据立柱建物跡完据状況，第1－ぢ・据立

柱建物跡柱穴完据状況（I）1、つ）γ）

PIJ一一17　第1号据立柱建物跡柱穴完据状況（I‾〕バ・、

I〕15）

王、）I」8　第2ぢ一据立柱建物跡完据状況．第2号据立

柱建物跡柱穴完据状況（Pl、I：）7）

Pl＿J4t）第2号据立柱建物跡柱穴完掘状況（P8，

壬）リ上　第3号据立柱建物跡完据状況。第3

号据立柱建物跡柱穴完据状況（I㍉∵－Pの

〕ノ封‾）第3号掘立柱建物跡柱穴完掘状況　LP∴

I）立　基壇建物跡確認状況，一基壇建物跡上

層確認状況号撃　第思考井戸遺物出土状況撃

第1号井戸完据状況，Ⅳ区北端調査状況

I）IJ51第l・2・3　e・i・5号仕居跡出上遣物

r）1＿ノ52　第5・6・7号f口調亦出上遺物

PIJ5ニ3　第7・8・9・10・ll甘住居跡出上遣物

I）IJ5∠1第11＿・12・13・14・15射日朝肘1－1上遺物

PIJ55　第lyつ信幸住居跡山上遣物

PI＿ノ56　第‾17つ8㍉19020・22∴1号住居跡手－t十上遣

物

P L57　第22∴＼・22－－B・23号住居跡出土遣物

PIJ58　第23・2・1e25・2（う・27・29号住居跡出土遺

物

PI＿ノ5（）第2〔巨3（）弓上1号住居跡出1二遺物

PIJ60　第：32∴l e32－－－一一B・33号住専隷亦出土遺物

P L61第3二巨34・35・3五∴l・36つ吊引甘居跡出上

遺物

PIJ（＿う2　第36－－lB・36－l一一（二・37・38・39号f机調和十上

遣物

PIJ63　第39・こ－1r（巨41・43・∠16射主居跡出I二遺物

P L（う∴1第寮「47・寮「」㍉5（ト51号住居跡出土遺

物

Il）IJ（う5　第52e53・55・5（う・57・58号住居跡出土遺



物

PL66　第58e60。61e62863064・65号住居跡出

土遺物

PL67　第65・67e68・73・74号住居跡出土遺物

PL68　第75・76・77・79号住居跡腋土遺物

PL69　第79・80・81・82・85・86・87号住居跡出

土遺物掘状況

PIJ70　第87・89・92・94号住居跡出土遺物

PL71第95・96・97・98・99号住居跡出土遺物

P L72　第99・100号住居跡出土遺物

PL73　第100・102・104・105・109－A号住居跡出

土遺物

P L74　第1O9－－－A・109－－－B号住居跡出土遺物

PL75　第109－－－B・111号住居跡出土遺物

PL76　第111・112・113・116号住居跡出土遺物

PL77　第4。7e　9e27。33。35e39号士坑出土

遺物

PL78　第39。46。59860e64－B e75。76号土坑

出土遺物

PL79　第76号土坑出土遺物，第1号溝出土遣物

PL80　第2e305e7ゆ8e9号溝出土遺物，

第1号井戸出土遺物

PL81第1号井戸出土遺物，遺構外出士遺物

PL82　遺構外出土遺物

PL83　遺構外出土弥生土器

P L84　出土瓦㈲

PL85　出土瓦（2）

PL86　出土瓦（3）

PL87　出土瓦（4）

PL88　出土瓦（5）



第温章　調査経緯

第1節　調査に至る経過

茨城県は，21世紀に向けて県土の基盤整備推進の方針のもと，ゆとりある社会の実現を目指して快適な道路

の整備を進めている。主要地方道常陸那珂港山方線道路改良工事も，この趣旨に沿って計画されたもので，常

陸那珂港を起点に那珂郡山方町までの道路改良工事は，この地区の発展に重要な役割を果たすものと期待され

る。

この路線上に位置する金砂郷町大里から久米を通り玉造までの2．6kmにわたる区間は，道路幅が狭隆なため

通行が困難な箇所で，交通量の増加に伴い早急な改修工事が求められていた。このため，緊急地方道整備事業

として現在の道路の西側にバイパスを通す工事が計画された。

平成7年1月27日，茨城県（常陸太田土木事務所）は，茨城県教育委員会に対し，主要地方道常陸那珂港山

方線改良工事予定地内の金砂郷地区における埋蔵文化財の有無について照会した。茨城県教育委員会は，同年

2月2日に現地踏査，同年2月6日に試掘調査を実施し，同年2月24日に工事予定地内に長者屋敷遺跡の存在

を確認し，その旨を茨城県に回答した。平成7年3月6日以降，茨城県教育委員会は，茨城県と遺跡の取り扱

いについて協議を重ね，その結果，発掘調査による記録保存の措置を講ずることとし，茨城県に調査機関とし

て財団法人茨城県教育財団を紹介した。

茨城県教育財団は，茨城県と埋蔵文化財発掘調査に関する業務の委託契約を結びタ　平成7年4月1日から同

年9月30日にかけて発掘調査を実施することとなった。調査が進むに従い多数の遺構が確認されたため，茨城

県，茨城県教育委員会及び茨城県教育財団の協議により，調査期間を1か月延長することとなった。

第2節　調査経過

長者屋敷遺跡の発掘調査は，平成7年4月1日から同年10月3日］までの7か月にわたって実施した。調査区

が道路幅で細長いため，調査区を横切る道路によって北からI区～V区に区分した。以下，調査経過について，

その概要を記述する。

4月　3日から発掘準備を開始した。5日に現地踏査を行い，弥生土器片，土師器片，須恵器片及び瓦片を採

集した。7日に金砂郷町立金砂郷南中学校東側に事務所を建て，12日までに調査のための器材搬入を完了し

た。15日から調査補助員を雇用して遺跡周辺の清掃を行い，調査前全景写真撮影を行った。17日午前，発掘

調査の円滑な進行と作業の安全を願って鍬入れ式を行い，同日午後，調査区北端から南端までおよそ400m

に4m四方の試掘グリッドを40か所設定し，I区北端から試掘を開始した。28日までに竪穴住居跡，掘立柱

建物跡，溝，土坑などの遺構を多数確認し，土師器片，須恵器片を中心に多数の遺物を採取した。

5月　表土が薄いⅣ区中央部から人力表土除去を開始し，併せて遺構確認作業を進めた。8日にはⅣ区中央部

で規模の大きな掘立柱建物跡を確認した。12日午前中にⅣ区の遺構確認状況写真撮影を行い，午後からは遺

構調査に着手した。第2号住居跡では炉が確認され，第3号住居跡からは石製模造品が出土した。第7号住

居跡竃内からは，内黒でへラ磨きを施した土師器や竃の袖材として利用したものと思われる瓦片が出土した。

この間，茨城県建設技術公社に委託して，表土除去に先立って基準杭打ちを行った。

一一一1－



6月　6「上　Ⅳ区南側から重機による表土除去を開始し、並行して遺構確認作業を進めた。11日にⅣ区の南側

の表土除去を終了した。13日にⅤ区の表土除去を終了して，溝3条を確認し瓦片を採取した。15日にはⅣ区

の北側の表土除去を終了し，古墳時代の竪穴住居跡5軒を確認した。20日から23日にかけてI区とIl区の表

土除去を行ったが，ほとんどの住居跡が重複していた。26日から30日にかけてⅢ区に移り，表土除去作業は

終了した。Ⅲ区もⅢ区と同様，重複した住居跡が一面に広がっていた。

7月　7日までに遺構確認作業を終了し，住居跡108軒，土坑55基，井戸1基，掘立柱建物跡3棟，溝8条を

確認した。10日にI区，Ⅲ区，Ⅲ区及びV区の遺構確認状況写真撮影を行い，続いて第Ⅳ区の遺構の掘り込

みを中心に調査を進めた。Ⅳ区南部では，内面へラ磨きに加え黒色処理された土師器が出土し，平安時代の

住居跡が複雑に重複して確認された。12日にはV区北部の第5号溝から軒丸瓦が出土した。14日には調査が

第1Il区に移り，第27号住居跡から縁粕陶器椀が出土した。21日にはⅣ区第22号住居跡から小型丸底相が出土

した。

8月　第Ⅳ区の調査に加え，第斑区も調査を開始した。第Ⅱ区は数多くの竪穴住居跡が重複して確認された。

遺構が多いため期間内に調査を終了することがかなり難しいとの見通しから対応策の検討を始め，30日に発

掘調査期間を1か月延長することが決まった。

9月　調査の中心が第Ⅱ区南部に移った。遺構調査を精力的に進めながら，調査成果のまとめを行い，27日に

茨城県に対して調査報告を行った。

10月　7日に見学者306名を集め現地説明会を開催し．11日に航空写真撮影を行ったJ現地説明会，航空写真

撮影以降も、第Ⅲ区とⅣ区境付近を中心に遺構調査を続行した。併せて12日に調査区Ⅳ区北端に広がる遺物

包含層にトレンチを入れて調査し，19日には現場での調査をほぼ終了した。引き続き図面点検等補足作業を

行い，31日にはすべての調査を終えて撤収した．

一一2－



第2章　位置と環境

第且節　地理的環境

長者屋敷遺跡は，茨城県久慈郡金砂郷町太字大里3514番地の1ほかに所在し，金砂郷町役場から南南東へ2．5

kmほどに位置している。

遺跡が所在する金砂郷町は，茨城県の北部中央に位置し，東は常陸太田軋　久慈郡水府札　西は那珂郡山方

町，大宮町，南は同郡瓜連町，那珂町に接している。町の南部を一般国道293号線が東西に走り，常陸太田市

と大宮町に通じているほか，主要地方道や県道によって周辺市町村と結ばれている。町域は東西約6km，南北

約18kmで南北に細長く，面積は約63km2である。

金砂郷町の地形を概観すると，北部のL吊軌　東部の山田川低地及び丘陵地帯，南部の久慈川，浅川及び山田

川流域の低地，西部の浅川低地及び丘陵地帯からなっている。北部の山地は起伏も大きく険しい地形を作って

いる。低地は浅胱　山田貼久慈川流域に広がっている。浅川は北部の山地を東西に浸蝕して深い谷を作り，

南部では流域沿いに沖積平野を形成している。山田川は町内では中流域となっていて，南部に広い沖積平野を

作っている。

町の面積の4分の3は山林で，水田が約18％，畑が約8％を占めている。南部一帯の沖積平野は耕地整理さ

れた永田地帯で言ヒ部は浅川とその支流の谷底平野に水田が見られるほか，狭い沢すじには湧水や多くの溜池

を水源として谷津田が作られている。また，畑作地域では小麦，そば，大豆などが栽培され，梅やぶどうなど

の果樹もさかんである。

長者屋敷遺跡は，山田川が久慈川と合流する手前5転左岸の標高20～30mの低い台地上に，高さ50mほど

の椀を伏せたような形の山裾に南北約1・1km，東西約0．6kmにわたって広がっている。現況は畑地で，住宅が点

在している。

参考文献

e金砂郷村史編さん委員会　『金砂郷村史』1989年10月

e大山年次　蜂須紀夫　『茨城県地学のガイド』1986年11月

e大森昌衛　蜂須紀夫　『茨城の地質をめぐって』1987年8月

第2節　歴史的環境

長者屋敷遺跡の所在する山田用言支川及び久慈川流域には，縄文時代以降の多くの遺跡が分布している。金

砂郷町内にも古墳時代や奈良。平安時代を中心に多くの遺跡があるが，その中で長者屋敷遺跡周辺の遺跡につ

いて時代を追って概観してみたい。
くら

長者屋敷遺跡周辺の縄文時代の遺跡としては，長者屋敷遺跡と隣接するおひい蔵遺跡〈17〉，北約700mに位
くめ　　　　　　　　　　　　まさか　　　　　　　しま

置する久米遺跡〈15〉，常陸太田市の間坂貝塚〈34〉及び島遺跡〈35〉があげられるが，いずれも発掘調査は

行われていない。おひい蔵遺跡では縄文時代前期及び中期の土器が多量に採取され，久米遺跡では中期及び後

期の土器片が少量ではあるが採取できる。間坂遺跡では前期，島遺跡では中期の土器がそれぞれ採取できる。
や　た　　　　　　　　しもじゅく

弥生時代の遺跡としては，浅川左岸の低い台地上に矢ノ田遺跡〈28〉及び下宿遺跡〈33〉，山田川の右岸に
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おおかただい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぜんかん

大方台遺跡〈32〉，長者屋敷遺跡に隣接しておひい蔵遺跡及び前官遺跡〈20〉が所在している。いずれも弥生

時代後期の土器片が比較的多量に出土している。下宿遺跡では同期のものと思われる紡錘車が出土している。
もi）と

周辺で発掘調査が行われた遺跡としては，長者屋敷遺跡の南東5kmほどの久慈川右岸の台地上に位置する森戸

遺跡がある。昭和62年から63年にかけて調査され，弥生時代，古墳時代及び奈良e平安時代の竪穴住居跡が139

軒確認されている。弥生時代の竪穴住居跡はそのうち3軒であるが，いずれも後期の住居跡で，弥生土器，紡

錘車，石製品などが出土している。
とうじょうづか

長者屋敷遺跡周辺では古墳及び横穴墓も多く確認されている。古墳は浅川の右岸に道場塚古墳〈9〉，浅川
まくだいら　　　　　すわ　　　　　　　ひがしやま　　　　　　　　　　　　　　おおかた　　　　　おおかた

の左岸に幕平古墳〈27〉，諏訪古墳群〈8〉及び東山古墳群〈11〉言乳用と山田川の間に大方古墳群〈30〉，大方
かしまじんじゃ　　　　　ほしじんじゃ　　　　　　　　　　　　　ぼんてん

鹿島神社古墳〈31〉，星神社古墳〈3〉及び常陸太田市の梵天山古墳群〈36〉，長者屋敷遺跡に隣接して山田川
ぬかづか

左岸に糠塚古墳〈13〉が所在している。道場塚古墳は全長68m，後門部は高さ7。6mの前方後円墳である。諏

訪古墳群は全長90mの前方後円墳と，ともに径30mの円墳2基で構成され，付近からは埴輪片が採取できる。

幕平古墳は幕平遺跡の範囲内にあり，ここから出土したと言われる勾玉や管玉が残されている。大方古墳群は

前方後円墳2基と円墳3基の5基で構成され，付近から埴輪片が比較的多量に採取されている。大方鹿島神社

古墳は削平されて形をとどめていないが，元来径30mほどの円墳と考えられ，古墳出土の人物埴輪などが残さ

れている。星神社古墳は全長92mほどの前方後円墳で，後門部頂上付近から土師器が採取されている。梵天山

古墳群は常陸太田市島町に所在する前方後円墳で，久慈川，浅川，山田川に挟まれた岬状の地形の標高30mほ

どの台地上に位置している。5世紀後半から6世紀初頭に造られた古墳で，全長151m，前方部の幅57m，高

さ8m，復円部の直径81m，高さ13mで，石岡市の舟塚山古墳についで本県第2の規模である。
にかいあなよこあな　　　　　ぜんこうじよこあな　　　　　　　　　　あな

横穴墓としては言責川右岸に二階穴横穴〈6〉及び善光寺横穴群〈1〉，左岸にばくち穴横穴群〈10〉，浅川
Lま　　　　　　　　　　　　　　　　　　ねこぶち

と山田川の中間低地にある小さな畠状の小山頂上部に畠横穴群〈37〉，山田川右岸の台地上に猫淵横穴群〈29〉

が所在している。二階穴横穴群は丘陵の西側斜面に4基がロを開け，2基は内部で通じている。善光寺横穴群

は，平成4年に「善光寺横穴群発掘調査会」により5基の発掘調査が行われ，刀子，銑鉄，金環，メノウ製勾

玉，水晶製切子も　ガラス製丸玉・臼玉e小玉，琉泊製鳶玉などが出土し，第3号横穴からは全長83・6cmの木

芯覆輪元留式柄頭型式の大刀が出土している。東山横穴群は31基の横穴群で構成されている。猫淵横穴群は急

崖に凝灰岩を穿って12基が開口している。昭和38年に2基が調査され，第8号境は主軸はほぼ東西を向き，玄

室内全面に河原石が敷かれている。9号墳前庭部からは平底で糸切り痕を残し，肩部と口緑部に沈線が施され，

胴部以下にロクロ痕の残る須恵器の平瓶，玄室内からは青いガラス玉及び鉄製品（直刀か刀子，破片）が出土

している。
まくだいら

古墳時代の遺跡には浅川左岸に幕平遺跡〈26〉，矢ノ田遺跡及び下宿遺跡，浅川七山田川に挟まれた低地の
はんごう　　　　　　　　　　　　みじょう

中央都島状の台地に本郷遺跡〈4〉，山田川右岸に御城遺跡〈24〉及び大方台遺跡，山田川左岸におひい蔵遺

跡が分布している。幕平遺跡では古墳時代前期及び後期の杯片が出土し，矢ノ田遺跡，下宿遺跡及び本郷遺跡

でも古墳時代の土師器や須恵器を採取できる。標高80mの台地上に位置している御城遺跡からは土師器片や須

恵器片が比較的多量に採取できる。大方台遺跡では石製模造品の破片，台付嚢片及びS字状目線の台付嚢片な

どが採取されている。おひい蔵遺跡でも古墳時代の土師器や須恵器片が多量に採取されている。前述の森戸遺

跡では古墳時代前期の竪穴住居跡が1軒，中期が16軒，後期が66軒確認され，土師器や須恵器などとともに石

製模造品が多量に出土している。

奈良e平安時代の遺跡では，前述の幕平遺跡，矢ノ田遺跡，下宿遺跡，大方台遺跡，御城遺跡，久米遺跡，
うちで　　　　　　　　　　　　　めくぼ

おひい蔵遺跡の他に，浅川と山田川の間の北側台地上に内出遺跡〈25〉，山田川の左岸に目久保内遺跡〈19〉
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みやざきまえ　　　　　　　　　おおだいら

及び宮崎前遺跡〈飢〉　右岸奥に太平遺跡畠釦が分布している。いずれの遺跡からも平安時代の土師器や須

恵器片が採取されているが，発掘調査は行われていない。森戸遺跡では，奈良e平安時代の竪穴住居跡が40軒

確認され，土師器の聾言塚㍉鉢，須恵器の塚∴高踏付棒，蓋，盤などが出土している。森戸遺跡の南0言桟乱に

位置する北郷C遺跡も森戸遺跡と一連の調査がされタ奈良・平安時代の竪穴住居跡が16軒確認され，内面黒色

処理された杯を多数含む土師器や須恵器及び鉄製品（刀子，鉄鉱，釘）などが出土している。
くめじょう　　　　たかがきじょう　　　　まさかじょう　　　　ふじたヤかた　　　　はなぶさじょっ

中世の城館遺跡としては撃　久米城跡〈14〉，高柿城跡〈緒㌦　馬坂城跡〈38〉タ　藤田館跡〈39〉，花房城跡
かなさじょう

〈40〉，金砂城跡などがある。

＊　文中の〈　〉　内の番号は，表1及び第1囲中の番号と対応する。

参考文献

も金砂郷柑史編さん委員会　『金砂郷柑史』1989年10月

の金砂郷町教育委員会　『善光寺横穴群発掘調査幸泣告書』199年1摘

・茨城県　『茨城県史　原始古代編』1985年3月

・茨城県　『茨城県史　中世編』1985年3月

の茨城県教育財団　「一般国道別号道路改良工事地内埋蔵文化財調査報告書　北郷C遺跡　森戸遺跡」

『茨城県教育財団文化財調査儲嘗第55集』1990年3月

8茨城県教育委員会『茨城県遺跡地図』1990年3月
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第3図　周辺遺跡分布図
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表1　周辺遺跡一覧表

番

県

時 番

口号

遺跡番号 4コ
器 文 生 墳 平安 室町 戸 仁3号

遺跡番号 ノ臼
器 文 生 墳 平安 室町 戸

◎ 長者屋敷遺跡 753 ○ ○ ○ 21 宮 崎 前 遺 跡 ○

1 善光寺横穴群 737 ○ 22 高 柿　 遺　 跡 ○

2 長 慶 寺 院 跡 736 ○ 23 高 柿 城 跡 758 ○

3 星 神 社 古 墳 738 ○ 24 御 城　 遺∴跡 ○ ○

4 本 郷　 遺　 跡 ○ ○ 25 内　 出　 遺 跡 ○

5 大 角 寺 院 跡 739 ○ 26 幕 平　遺　 跡 ○ ○

6 二 階 穴 横 穴 740 ○ 27 幕 乎　 古 墳 ○

7 寺 山 寺 院跡 741 ○ 28 矢 ノ 田 遺 跡 ○ ○ ○

8 諏 訪 古 墳 群 742 ○ 29 猫 淵 横 穴 群 759 ○

9 道 場 塚 古 墳 743 ○ 30 大 方 古 墳 群 760 ○

10 ばくち穴横穴群 744 ○ 31 大方鹿島神社遺跡 ○

11 東 山古 墳 群 745 ○ 32 大 方 台 遺 跡 ○ ○ ○

12 鬼 越　 壕　 群 746 ○ 33 下 宿　 遥∴跡 ○ ○ ○

13 糠 塚 古 墳 749 ○ 34 間　坂　 貝　塚 653 ○

14 久　米　 城　 跡 750 ○ 35 島　 遺　 跡 661 ○

15 久　 米　 遺　 跡 ○ ○ 36 梵天山古墳群 678 ○

16 大　 平　遺　 跡 ○ ○ 37 島 横　 穴　群 704 ○

17
1
おひい蔵遺跡

l
751
j
○
l
○
1
○
l
○
F l l

38 馬　坂 城　 跡
】
716
l l 】 l 】

0 1

18 御 陣屋 城 跡 752 ○ ○ ○ 39 藤　 田　館 跡 718 ○

19 ＝久保内遺跡 ○ ○ 40 花　房　 城　 跡 ○

20 前　 官　遺　 跡 ○
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第3章　選者屋敷遺跡

第温節　遺跡の概要

長者屋敷遺跡は，金砂郷町南部，久慈川の支流である山田川左岸の標高20～30mの低台地上に位置している

弥生時代，古墳時代及び奈良・平安時代にかけての集落跡を中心とした複合遺跡である。長者伝説，焼米及び

瓦などが出土していることや文献上からも久慈郡街の置かれた地として注目されてきた遺跡である。現況は畑

及び山林である。

今回の調査では，古墳時代の竪穴住居跡35軒，奈良。平安時代の竪穴住居跡68軒，時期不明竪穴住居跡11軒，

掘立柱建物跡3棟，基壇建物跡1棟，溝9条，井戸1基，土坑65基を確認した。

遺物は，縄文土器，弥生土器（壷），土師器（台付嚢，増，器台，杯，高杯，高台付杯，椀，皿，乳　甑），

須恵器（杯，高杯，高台付埠，皿，盤言監　甑言監　硯），士製品（管状士錘，紡錘車），石製品（紡錘車，石

製模造品　支脚），金属製品（轡，鉄斧，金環，鎌，釘），瓦（軒丸瓦，丸瓦，平瓦），灰寒由陶器，緑粕陶器，

ガラス玉などが出土している。

第2節　基本層序

調査区内（Cli8区）にテストピットを設定
30。6m－

し，第4図に示すような土層の堆積状況を確認

した。

なお，表土除去により耕作士等は取り除かれ

ている。また，KPは鹿沼パミスを表す。

第1層は，5～10cmの厚さで，KP粒子を少　3◎。◎　一

畳含む鈍い褐色のソフトローム層である。

第2層は，10－25cmの厚さで，KP粒子を多

量に含む黄橙色のローム層である。

第3層は．15～30cmの厚さで，KP粒子を少　29．5　一

畳含む鈍い褐色のローム層である。

第4層は，15～20cmの厚さで，赤色スコリア

を少量含み，粘性，締まりともに強い褐色のロー

ム層である。 第4囲　碁本堂腰園

第5層は，10－20cmの厚さで，粘性，締まりともに強い褐色のローム層である。

第6層は，10～25cmの厚さで，粘性，締まりともに強い明褐色のローム層である。

第7層は，10～20cmの厚さで，径1mmほどの灰色の粘土粒子が全体に散らばるローム層である。

第8層は，15～25cmの厚さで，白色の径5～10mmの礫が多量に混じるオリーブ黄色の粘土層である。

第8層下面は径5cmをこえる礫が広がっている。

遺構は第1層上面で確認されている。
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第3節　遺構と遺物

1　竪穴住居跡

今回の調査では，古墳時代の竪穴住居跡及び奈良e平安時代の竪穴住居跡114軒を検出した。以下，検

出した竪穴住居跡と出土遺物について記載する。

第瑠考健屠跡（第5回）

位置　調査区南部，H4ao区。

重複関係　本跡は，第1号土坑及び第2号溝に掘り込まれている。

規模と平面形　北西壁と南東壁とを結ぶ軸長7。05m。北東壁と南西壁とを結ぶ軸長は5。20mまで測れるが，遺

構外へ延びているため全長は確認できない。

長軸方向　N－410－W

壁　壁高は10～14cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　南東壁下で確認され，上幅10cm，下幅5cm，深さ5cmほどで，断面は「U」字形である。

床　平坦で，踏み固めは弱い。中央部と東コーナー部は撹乱を受けている。

ぽッ睦　3か所（Pl～P3）。Plは長径40cm，短径33cmの楕円形で，深さ26cm。P2は径35cmの円形で，深さ44

cm。Pl及びP2は主柱穴である。P。は推定長径40cm，短径30cmの楕円形で，深さ22cm。性格は不明である。

貯蔵究　東コーナー部に付設されている。一部撹乱を受けているが，本来は長径100cm，短径80cmほどの楕円

形と推定される。深さは30cmである。底面には長径7cmほどの紡錘形の礫が敷いたような状態で確認された。

貯蔵穴土層解説

1　暗　褐　色　ローム中ブロック多量，ローム粒子中量，炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム小ブロック多量，ローム大ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子微量

3　黒　褐　色　ローム小ブロック多量，炭化物中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量

4　黒　褐　色　ローム粒子多量

5　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量

覆土19層から成る自然堆積と思われる。

土層解説

1　鈍い橙色　ローム粒子多量，焼土小ブロック微量
2　橙　　　色　ローム粒子多量

3　明　褐　色　ローム粒子多量，焼土小ブロック微量

4　明　褐　色　焼土小ブロック多量

5　橙　　　色　ローム粒子中量，焼土中ブロック微量

6　明　褐　色　焼土小ブロック・ローム粒子微量

7　橙　　　色　ローム粒子多量

8　明　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子微量

9　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土中ブロック・炭化物微量

10　橙　　　色　ローム粒子中量

11褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土小ブロック・炭化物微量

12　明　褐　色　ローム粒子中量，焼土中ブロック・炭化物・ローム小ブロック少量

13　明　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土中ブロック・炭化物微量

14　褐　　　色　ローム粒子微量

15　黒　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量
16　褐　　　色　ローム粒子少量

17　褐　　　色　ローム粒子多量

18　黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム大ブロック微量
19　褐　　　色　ローム粒子多量

遺物　土師器片28点，弥生土器片2点及び瓦片2点が出土している。

所見　本跡は，出土した遺物から5世紀後半の住居跡と考えられる。

－10－



30．6m
1　　　　2　　　3　4　5　6　7　8 9　10　11　　　12　13

丁一二：：；ふi、tT

l‾千三三l：＿：l＿l‾′l

第5図　第瑠考健應跡実測図

第ユ号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　2m

」　　　ふ二二二二』

図版番号 器　種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第6図 杯 A 〔16．0〕底部から目線部にかけての破片。 目線部内・外面横方向のナデ。体 長石・石英・スコ P 1　　　 60％

1 土師器 B　　5．8 丸底。体部は内攣しながら立ち上 部外面へラ削り後ナデ。底部外面 リア 覆土中

がり，上位でくびれ，目線部は短

く外反する。

にヘラ記号。 鈍い褐色

普通

一十は∵…



10cm

トー…一一Il－1－－－－－－－－－－－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一1」

第6匡l　第1号住居跡出土遺物実測図

第2号住居跡（第7図）

位置　調査区南部，G4iO区

規模と平面形　長軸6．60m，短軸6．40mの隅丸方形である。

主軸方向　N－28。－W

壁　壁高は5～23cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　撹乱を受けている南西壁下を除きほぼ全周している。上幅15cm，下幅10cm，深さ5ctnほどで，断面は「U」

字形である。

床　平坦で，中央部と東コーナー付近の硬化が著しい。東コーナー付近では，中央部に比べ一段高くなった部

分に硬化面が確認できる。

ピット　7か所（Pl～P7）。Pl及びP2はともに径約50cmの円形で，深さはそれぞれ65cmと70cm。P3は長径80

cm，短径60cmの楕円形で，深さ75cm。P4は長径65cm，短径55cmの楕円形で，深さ60cm。Pl～P4は主柱穴で

ある。P5及びP。はともに径約45cmの円形で，深さ70cmの出入り口施設に伴うピットである。P7は長径60cm，

短径45cmの卵形で，深さ25cm。性格は不明である。

炉　2か所。中央部やや西寄りに位置する。炉1は長径90cm，短径80cmの不整楕円形。炉2は長径35cm，短径

25cmの楕円形。ともに炉床は火を受けて赤変硬化し，固いブロック状になっている。炉1及び炉2は同時期

に存在し，炉2が補助的な役割を果たしていたものと考えられる。

貯蔵穴　2か所。東コーナー部及び南コーナー部に付設されている。貯蔵穴1は長径120cm，短径95cmの楕円

形で，深さ55cm。貯蔵穴2は，長径110cm，短径90cmの楕円形で，深さ55cm。規模や形状が似通い，底面に

はともに長径約7cmの紡錘形の礫と砂とが敷かれた状態で確認されたことなどから，貯蔵穴1及び2は同時

期に使用されたものと考えられる。

貯蔵穴1　土層解説

1　極暗褐色　炭化粒子・ローム大ブロック・ローム粒子微量

2　黒　褐　色　焼土粒子・ローム粒子少量，炭化粒子微量

3　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・ローム大ブロック・ローム中ブロック少量，焼土大ブロック微量

4　黒　褐　色　ローム大ブロック中量，ローム粒子少量，焼土中ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子微量

貯蔵穴2　土層解説

1　褐　　　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
3　鈍い褐色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック少量，焼土粒子・炭化材微量

4　明　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック少量

12－
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覆土13層からなる。各層にロームブロックが見られることから人為堆積と思われる。

土層解説

1黒　褐　色　ローム小ブロック少量，ローム粒子微量

2　黒　褐　色　ローム中・小ブロック少量，焼土粒子・炭化

粒子・ローム大ブロック微量

3　暗　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子少量，焼土粒
子微量

4　暗　褐　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量

5　極暗褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

6　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

7　黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

8　極暗褐色　焼土粒子・ローム粒子微量

9　褐　　色　ローム中ブロック・ローム粒子多量

10　褐　　色　ローム粒子多量，ローム大ブロック少量，焼
土小ブロック・炭化粒子微量

11極暗褐色　ローム中ブロック・ローム粒子少量，ローム

大ブロック微量

12　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒

子微量

13　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

遺物　土師器片534点，須恵器片2点及び弥生土器片22点が出土している。土師器片の大部分は刷毛目の施さ

れた嚢の体部片である。第8図1の土師器台付嚢は出入り口寄り床面から出土している。

所見　本跡は，出土遺物から4世紀中頃の住居跡と考えられる。

10cm

第8図　第2号住居跡出土遺物実測図

第2号住居跡出土遺物観察表

」　　＿；　　　！

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

第8図台付襲A　26．2脚台部から口綾部にかけての破片。体部から脚台部外面には刷毛目が長石・スコリアP2　　　60％

1
土師器B　31．3

D〔8．5〕

E　　4．4

台部は内轡気味に「ハ」の字状に

開く。体部は最大径を上位にもち，

頚部は「く」の字状に折れる。口

縁部は外傾する。

密に施されている。 鈍い橙色

普通

床面

－14－



第3号住居跡（第9図）

位置　調査区南部，G5il区。

規模と平面形　南北軸長3．80m。東西軸長は1．85mまで測れるが，調査区外へ延びているため全長は確認でき

ない。南及び西コーナーはほぼ直角である。

長軸方向　N－20。一W

壁　壁高は15～23cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　西側部分は全周している。上幅15cm，下幅8cm，深さ10cmほどで，断面は「U」字形である。

床　平坦で，中央付近を中心に踏み固められている。

ピット　長径45cm，短径35cmの楕円形で，深さ20cm。性格は不明である。

炉　中央部やや北壁寄りに位置する。調査区外へ延びているため全体は確認できないが，径約50cmの円形と推

定される。

覆土　3層から成る自然堆積と思われる。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム小ブロック多量，ローム粒子少量

2　褐　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量，ローム大・中ブロック少量

3　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム大ブロック少量

遺物　土師器片104点，須恵器片5点，石製模造品1点及び弥生土器片7点が出土している。第9図1の土師

器杯は南壁寄り覆土下層から，第9図2の土師器椀及び第10図6の石製模造品は中央付近覆土下層から，第

9図3の土師器器台及び第10図4の土師器要は南壁寄り床面から，第10図5の土師器嚢は西壁寄り覆土下層

からそれぞれ出土している。1は流れ込みの可能性がある。

所見　本跡は，出土遺物から古墳時代の住居跡と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　2m

；　［二一一一一一一一十一一一一一一二∃

第9図　第3号住居跡・出土遺物実測図
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第10図　第3号住居跡出土遺物実測図

第3号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 9 園 杯 A 〔16．0〕 底部か ら口縁 部にかけての破片。 口緑部内 ・外 面横 方向のナデ。体 長石 ・ス コリア P 3　　　 65％

1 土 師 器 B　　 3．9 平底気味 の丸底。休部 は内管 しな 部外面へ ラ削 り後ナデ。 鈍い黄橙色 内・外面黒色処理

が ら立 ち上 が り，明瞭 な稜 を経 て，

口綾部 は内傾 する。器高が低い。

普通 底部外面砥石転用

覆土下層

2

椀 A　　 8．8 底部か ら口縁 部にかけての破片。 ロ緑部内 ・外面 及び体 部内面上位 長石 ・石英 P 4　　　 70％

土 師 器 B　　 4．5

C　　 3．8

平底。体部 は内暫 しなが ら立 ち上

が り，上位 で くびれる。 口緑部 は

短 くわずか に外 反する。

ナデ。体部 内 ・外 面へ ラ削 り。 鈍い橙色

普通

覆土下層

3

器　　 台 B （5．0） 脚部片。脚 部は 「ハ」の字状に開 脚部外面へ ラ削 り後ナデ。 長石 ・石英 ・雲母 P 5　　　 30％

土 師 器 D 〔9．3〕

E　　 4．7

き，裾部 は広 がる。脚部中位に 4

孔 を穿つ。

橙色

普通

床面

第 10図 嚢 A　 23．3 底部か ら口縁 部にかけての破片。 口緑部内 ・外面横 方向のナデ。体 長石 ・石英 ・スコ P 6　　　　 8 0％

土 師 器 B　 3 2．6 底部は平底 で突出気 味。休部は内 部外面下位へ ラ削 り後ナデ。 リア 床面

4 C　　 7．5 暫 しなが ら立 ち上が り，中位に最

大径を もつ。頚 部か ら口縁部は緩

やかに外反す る。

鈍い橙色

普通

5

尭 B （19．5） 底部か ら体部 にかけての破片。底 休 部外面中位横方 向のへ ラ削 り。 長石 ・スコ リア P 7　　　　 70％

土 師 器 C　　 6．7 部は平底で突 出気 味。休部はわず

かに内攣 しなが ら立ち上が る。

橙 色

普通

覆土下層

図版番号 券　　　 種

計　　　　　　 測　　　　　　 値
石　　　 材 出　 土　 地　 点 備　　　　　 考

長 さ（Ⅷ） 帽 （皿 ） 厚 さ（Ⅷ） 孔径 （Ⅷ） 重量 （g ）

第 10図 6 双 孔 円 板 径　　　　 5．3 0．6 0．3 1 9．2 緑　 泥　 片　 岩 覆　 土　 下　 層 Q l

－16－



第4号住居跡（第11図）

位置　調査区南部，H5f2区。

規模と平面形　長軸2．55m，短軸2．50mの隅丸方形である。

主軸方向　N－50－E

壁　壁高は17－20cmで，外傾して立ち上がる。　床　平坦で，踏み固めは弱い。

竃　削平されているため竃は確認できなかった。

覆土　3層からなる。ロームブロックが見られることから人為堆積と思われる。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土小ブロック・粘土粒子微量

2　極暗褐色　ローム中ブロック・ローム粒子中量
3　明　褐　色　ローム粒子多量

遺物　土師器片177点，弥生土器片26点及び瓦片3点が出土している。第11図1の土師器杯は南東コーナー寄

り覆土下層から出土している。

所見　本跡は，出土遺物から平安時代の住居跡と考えられる。

＜　　　・・・　　く

2m

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

」　　　；　　　［

＿旦30．8m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥　　　i

第11図　第4号住居跡・出土遺物実測図

第4号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第 1 1図 杯 A　 14．4 底部か ら口緑 部にかけ ての破片。 口緑部 ・体 部 ・底部内面へ ラ磨 き。長石 ・砂粒 P 8　　　 40％

1 土 師 器 B　　 3．9 平底。体 部は内暫 しなが ら立 ち上 口緑部外 面横 方向のナデ。体部下 鈍い黄褐色 内面 黒色 処理

C 〔7．1〕 が り， 口緑 部はわずか に外反す る。位 回転へ ラ削 り。 普通 覆土 下層

第5号住居跡（第12図）

位置　調査区南部，H5f4区。

重複関係　本跡は，第1号掘立柱建物跡に掘り込まれている。

規模と平面形　耕作による削平のために覆土はほとんど残っていない。床の硬化面と壁溝から，長軸4．75m，

短軸4．35mはどの方形と推定される。

－17



主軸方向　N－350－W

壁　壁は残っていない。

壁溝　確認できる南東壁下及び南西壁下部分についてはほぼ全周している。上幅10cm，下幅5cm，深さ5cmほ

どで，断面は「U」字形である。

床　平坦で，踏み固めは強く，全体にロームの硬化したブロックが広がる。

くI　可　　ul

第12図　第5号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

l　一一　　十一　ll」

ピット　5か所（Pl～P5）。Pl～P4は径55cm前後の円形で，深さは55～73cm。いずれも主柱穴である。

P5は長径35cm，短径30cmほどの楕円形

で，深さ66cmの出人口施設に伴うピット

である。

覆土　残っていた覆土は浅く，堆積状況は

確認できなかった。

第5号住居跡出土遺物観察表

！　　　；　　　！

第13図　第5号住居跡出土遺物実測図

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 13図 杯 A　 1 2．5 底 部か ら口緑部 にかけての破片。 口緑 部内 ・外面横方 向の ナデ。体 砂粒 多量 ・長石 ・ P 9　　　　 9 0％

1 土 師 器 B　　 4．1 平底 。休部 は内管 しなが ら立ち上 部外 面下端回転へ ラ削 り。底 部外 石 英 ・ス コリア 休部外面墨書

C　　 6．1 が り，口縁 部 はわず かに外 反す る。面 回転 へ ラ切 り。 鈍 い橙色

普通

口縁部内・外面油

煙付着 （灯明）

覆土中

2

高 台付 杯 A 〔1 1．8〕 高 台部か ら口縁部 にか けての破 片。 口縁部 内 ・外面ナデ。 長石 ・石 英 P lO　　　 25％

土 師 器 B　　 5．4

D　　 5．6

E　 l．4

付高 台。高台は直線的 に 「ハ」 の

字状 に開 く。休部 は内攣 しながら

立 ち上が り，ロ緑部は外傾す る。

鈍 い橙色

普通

覆土中

－18－



遺物　土師器片4点が出土している。第13図1の土師器杯及び2の土師器高台付杯は覆土中出土であるが，耕

作により持ち込まれたものと考えられる。

所見　本跡は，耕作による削平のため遺構の残り状態が悪く，出土遺物も細片が極少量で，時期を特定するこ

とが難しいが，規模，内部施設及び主軸方向などから古墳時代後期の住居跡と思われる。

第6号住居跡（第14図）

位置　調査区南部，H5g5区。

重複関係　本跡は，第1号掘立柱建物跡に掘り込まれている。

規模と平面形　南北軸長4．10m。東西軸長は2．00mまで測れるが，調査区外へ延びているため全長は確認でき

ない。南西コーナーは隅丸である。

主軸方向　N－00

壁　壁高は約5～20cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，踏み固めは比較的弱い。

ピット　径50cmの円形で，深さ64cmの主柱穴と考えられる。

炉　遺構の大部分が調査区外にあるため確認できない。

覆土　残っていた覆土は浅く，2層からなる。

土眉解説

1　暗　褐　色

2　褐　　　色

ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量

土師器片74点及び弥生土器片31点が出土している。土師器片の大部分は刷毛目調整の施された嚢の体部

第14図　第6号住居跡・出土遺物実測図

－19－
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片である。第摘図　の土師器器台は南西コーナー部覆土下層から，2の紡錘車は酋壁寄り覆土下層から出土

している、ご

所見　本跡は，出土した遺物から．4世紀中頃の住居跡と考えられるご

第6号住居跡出土遺物観察表
図版番可 器 種 計測値（cm） 器 形　 の　 特　 徴 i 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色酢 焼成 i 備　 考

第日図　 器　　 台 Å　　 7．0 脚部から器受部片。脚部は直線的　 器受部内面及び脚部外面縦方向の 長石の石英　　　　 P n　　　 80％

1 土 師 器 B （5む4） に 「ハ」の字状に開く。器受部は　 雑なヘラ磨き。 橙色　　　　　　　 覆土下層
E （2。7） 比較的小さく，わずかに内暫しな 普通

がら立ち上がる。器受部底部に中
央孔，腑部に3孔が穿たれている∴

図版番号 器　　　 種
計　　　　 測　　　　　 値 巨 士地点

備　　　　　　　　　　　 考長軸 中 … 可 酎 （cm） 重畳毎）

第摘図2 士製紡錘車 径　　 435　恒 9） 抱8．1う 覆　土　下　層 HP l

第　号健贋跡　第蟻囲）

一一　．／・′′　－　　　　、

規模と平面形　長軸3。4OIll，敗軸2．55Illの隅丸長方形であるご

主軸方向　N一一一一一90いl一一、一11－E

壁　壁高は8、12cmで，外傾して立ち上がる。一

床　平坦で，踏み固めは比較的弱い。

l′、ン・、　ニ7ノ′ノー・：　′　　′　′1ク、く　一′し・′ノ．　形、　沼、　－．てrr′／．′・ノ、ゝ、、′′）‡′．、：・′　－ノ㍉、；′r、l′ノJ　言　J：

入i）「l施設に伴うピットと考えられる。

－’、∴・「lン十十／、・＝：て　　′こク，、　ノ　　　′′　′′　八、　　′l・′　∴　′二′・・∴・t一∴・　－（、′．ご・ノ号

質粘土を多量に混ぜて構築されている。磯部の補強材として瓦が使用され　竃内から土師器埠が比較的良好

な状態で出土している．

竃土層解説

＿1黒　褐　色　ローム粒J’一少結　焼「小プロ、ソク・炭化粒J’－　　　　　　5　褐　灰　色　ローム粒J’・少甘．炭化粒J’・・ローム小プロ、：′

微量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク微量

2　暗赤褐色　焼巨」、プロ・ソク小結　焼‖六日’・・炭化粒J’一・　　　　　（う　明　褐　色　ローム粒j『瑞∴ローム申プロ、ソク少星口ー

ローム粒J’一少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム粒子・炭化粒召散量

3　灰　褐　色　焼土粒子・ローム粒子微量　　　　　　　　　　　　　　7　明　褐　色　ローム粒√多量．焼土粒f一微量

lノー1－　褐　灰　色　ローム小ブロック・ローム粒子少結　焼日蓮　　　　　　8　橙　　　色　ローム粒J’小結　焼＝粒子微量

J’－・炭化粒召微量

・∴・　　′　　　′．　′－　了一　、、、．’ペ十　㌦　′・ノ　′／．′　　ノ、′′、・、11く・＝′－　∴一°　り：工‥′′了丁、

甘形と推定される．深さは32cmである。

覆土　残っていた覆土は薄く，2層からなる二、

土層解説

＿1鈍い黄褐色　ローム粒子少鼠　焼巨J、ブロック・焼十粒千・歳化粒J二・ローム小プロ、ソク微量

2　暗　褐　色　焼十粒J’・・炭化粒i∴・ローム申ブロック・ローム小プロ、ソク微量

遺物　土師器片照点　須恵器片1点　瓦片　点及び弥生土器片誠意が出土している。第蟻図1及びⅢの土師

器棒は竃に向かって左裾外側床面から正位で　枚重ねの状態で出土している。　の土師器塚は19　の近く

から逆位の状態で出土している。2，4，7，10及び13の土師器捧タ19及び20の土師器皿は竃中央付近から，5

の土師器杯は竃左磯部からタ15の土師器塚は竃左裾側から916及び骨の土師器塚は竃火床部先端床面から，8

の土師器杯及び第1＿7図21の土師器翌は右袖内側からそれぞれ出上している。

一一一一20一一



所見　本跡は．出士遺物から1（川増山持半の住居跡と考えられる、、
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第相聞　第　鸞健腰掛実測図
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第7号住居跡出土遺物観察表

も

も

≠

ノ

⑳　　　　　　　　　　　　　　　　慧獅

』　　　走
臣
－　3摺．0悶

図版番　　 器　種　 訂瀾値毎） 器 形　 の　 特 徴 ！ 手　 法　 の　 特 徴 胎か 鯛 湖 可　 ノ備　 考

第相国　　　 杯　　　 A 12．5 平底。体部は内攣しながら立ち上　 ロクロ整形。内面磨き。体部外面 雲母・砂粒・スコ　 P 12　　 100％

1　　 士 師器　 H　 3．7 がり，打線部はわずかに外圧する。に強いロクロ日が残る∴休部外面 リア　　　　　　　 墨書 『以原』か

C　　 説2 下半回転へラ削り後ナデ＋　底部回 鈍い黄橙色　　　　 内面黒色処理

転へラ削り後ナデ∴ 普通　　　　　　　 床面

林　　　 Å　13．7 目線部から体部にかけて一部欠損。ロタロ整形。内面磨き。体部外廟 長石　　　　　　　　 P 15　　　 95％

2　　 土 師器 B　　 説9 平底。体部は内攣しながら立ち上 下半回転へラ削り。底部回転糸切 鈍い黄橙色　　　　 墨書 ！久寺三　か

C　　 説7 がり，＝縁部は外傾する∵　　　　 ；「 普通　　　　　　　 内面黒色処理

竃

棒　　　 A　 13．6 目線部一部欠損。平底。体部は内　 ロクロ整形。内面磨き。体部外面 石英・バミス・ス　 P 用　　　 9。％

3 土 師器　 B　 説8 攣しながら立ち上がり夕　日縁部は 下位回転へラ削；「 底部回転へラ コリア 体部外面墨書

C　　 5。8 外傾する。　　　　　　　　　　　　 切り後ナデ。 鈍い黄橙色　　　　 内面黒色処理

普通　　　　　　　 種土中

杯　　　 A l説1 目線部一部欠損。平底。体部は内　 ロクロ整形。内面磨き。体部外面 雲母のスコリア　　 P 13　　　 99％

4 土 師器　 8　 4．3 攣しながら立ち上がり，中位から　に強いロクロ目が残る。体部外面 浅亜樟色　　　　　 内面黒色処理

C　　 6．2 目線部は外傾する。 下位回転へラ削十　 底部外面回転 普通　　　　　　　 竃

へラ切り後ナデ。

－21－



第16図　第7号住居跡出土遺物実測図（1）
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第17図　第7号住居跡出土遺物実測図（2）

◎

′Il．＿－．、

一一　二二

0　　　　　　　　　　　　　　10cm
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図版番号器　種計測値（皿）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

5

杯A　12．2口緑部から休部にかけて一部欠損。ロクロ整形。内面磨き。体部外面スコリア・パミスP16　　　95％
土師器B　　3．5平底。体部は内管しながら立ち上下半回転へラ削り後ナデ。 橙色 内面黒色処理

C　　6．2がり，口縁部に至る。 普通 床面

6

杯A　15．2体部一部欠損。平底。体部は内攣ロタロ整形。内面磨き。体部外面パミス・スコリアP14　　　99％
土師器B　　5．1しながら立ち上がり，口縁部は外に強いロクロ目が残る。体部外面浅黄橙色 内面黒色処理

C　　6．6反する。 下半回転へラ削り。底部外面回転

へラ切り後ナデ。

普通 床面

7

土不A　13．3口縁部から休部にかけて一部欠損。ロクロ整形。内面磨き。休部外面石英・長石・スコP17　　　95％
土師器B　　4．1平底。体部は内暫しながら立ち上下半回転へラ削り。休部内面に強リア・パミス内面黒色処理

C　　7．5がり，口緑部に至る。 いロクロ目が残る。 橙色

普通

竃

8

杯A　13．1口緑部及び体部一部欠損。平底。ロクロ整形。内面磨き。体部外面石英・パミスP18　　　95％
土師器B　　4．0体部は内攣しながら立ち上がり，下位回転へラ削り。底部回転糸切鈍い黄橙色 内面黒色処理

C　　5．9口縁部は外反する。 り。 普通 竃

9

杯A　17．1口綾部一部欠損。平底。体部は内ロクロ整形。内面磨き。体部下位石英・パミス・スP20　　　90％
土師器B　　4．5攣しながら立ち上がり，上位から回転へラ削り。底部回転へラ切りコリア 内面黒色処理

C　　8．0口縁部はわずかに外反する。比較

的大形である。

後ナデ。 鈍い橙色

普通

床面

10

杯A　12．9口綾部一部欠損。平底。体部は内ロクロ整形。内面磨き。口縁部内パミス・スコリアP21　　　90％
土師器B　　3．9暫しながら立ち上がり，口綾部に面磨き後ナデ。体部下位回転へラ黄橙色 内面黒色処理

C　　5．3至る。 削り。底部回転へラ切り後ナデ。普通 竃

11

杯A　13．3口緑部一部欠損。平底。体部は内ロクロ整形。内面多方向の雑な磨パミス・スコリアP22　　　85％
土師器B　　3．8暫しながら立ち上がり，口緑部にき。口綾部内面磨き後ナデ。体部鈍い黄橙色 内面黒色処理

C　　6．7至る。 下位回転へラ削り。 普通 床面

12

i不A　15．5底部から口綾部にかけての破片。ロクロ整形。内面丁寧な磨き。体長石・スコリアP23　　　80％
土師器B　　5．5平底。体部は内暫しながら立ち上部外面下半回転へラ削り。底部回鈍い橙色 内面黒色処理

C　　5，7がり，口緑部はわずかに外反する。

比較的器高が高い。

転へラ切り後ナデ。 普通 覆土中

ー23－



図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器 形　 の　 特　 徴 ； 手 法　 の　 特 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第16回 林 A　 13．5 底部か ら目線部 にかけての破片3　 ロタロ整形。 内面磨 き。体部外面 長石 のパ ミス P 24　　　 60％

13 士 帥 器 B　　 3．5 平底。体部 は内攣 しなが ら立 ち上　 下位 回転へ ラ削 り3 底部回転へ ラ 浅黄橙色 内面黒色 処理

C　　 説2 が り， 目線部 は外傾 する。底部 は　 切 り後 ナデ。 普通

i
i

竃

l
i

l
i

わずか に内方 向に くぼむ。

14

林 Å　 13言 底部か ら‖縁部 にかけての破片∴　 ロ クロ整彬∵　内面横方 向の磨 き∵ 長右 ・有英 ・ス コ ㌘25　　　 60％

士 帥 器 B　　 4言 体部は外傾 して立 ち上 が り，汀線 「体部外面下位蘭 転へ ラ削 娠 底部 リア 内面黒色処理

C　　 説4 部に至 る。底部 はわず かに内方向 「外面回転へ ラ切 り後 ナデ。 鈍 い黄橙 色 将士中

に くぼむ。 普通

杯 A　 l4．2 休 部か ら目線部 にか けての破片∵　 ロクロ整彬∴　内面磨 き∴ 石 英 ・バ ミス ㌘26　　　 40％

15
士 師 器 B （3。7） 体 部はわずかに内攣 し，打線部は 鈍 い黄橙色 休部外面下位墨書

外傾 する。

ヽ

普通 内面黒色処理

竃

杯 A 〔14ぁ0〕 底 部か ら＝縁部にか けて の破片∵　 ロクロ懲鳩 十休 部内面十半値方 向 バ ミス ・スコリア ㌘27　　　 30％

16
土 師 器 B　　 も0 平底。体 部は内攣 しなが ら立 ち上　 の磨 き，下半斜 め方向の磨 き。体 鈍い橙色 内面黒色 処理

C 〔6．2〕 が りタ　ロ縁 部はわずか に外反す る。部外面下位 回転 へ ラ削 り。底部外 普通 竃

面 回転へ ラ切 り後ナデ∴

17

林

士 帥 器

A 〔ユ説8〕

B （382）

体部か ら目線部 にかけての細片。　 ロクロ整形。 内面磨 き。 長石 ・雲母

鈍い黄橙色

普通

P 28　　　 10％

休部外面墨書

内面黒色処理

竃

18

皿

士 師 器

A 〔1説9〕 体部か ら胤 かけての齢 o i ロ クロ整軌 内面磨 き○
パ ミス

鈍 い橙色

普 通

P 29　　　　 5 ％

墨書 『寺』か

内面黒 色処理

楷土中

19

皿 A　 12。9 底 部か ら目線部にか けての破 片。　 ロクロ整形。内面磨 き。 目線 部外 長有 ・右 英 ・スコ ㌘30　　　 80％
士 師 器 8　　 2．0 底部は平底でわずか に突 出する∴　 面 へラ削 り調整 後ナデ∴底部 へラ リア 内面黒 色処理

C　　 軋6 体 部は外傾 して立 ち上が 娠　 稜 を　 削 。体 部静止糸切 り後へ ラ削 り。鈍 い橙色 竃

経 て，目線 部は外に開 く＋ 普通

！

20　 i

皿

土 師 器 l

Å　 1説7

8　 119 1

底部 か ら目線 部にかけての破片∴　 ロクU 整彬 ∴　内面磨 き∴休部外面 雲母 ・バ ミス ・ス P 31　　　 70％
体部 は外傾 して立ち上が り撃　打線 下端 回転へ ラ削 ；主　 底部外面 回転 も．．＿．d一．17　　も”＿一ぬ」リ　十 内面黒 色処理郡　　 土　　 器

空 136日 豊霊：霊孟宗讐撃。隻豊 芸冒警語義 は 孟漂 警諸 賢 羞 農 慧 讐 パ ス もス鳥 黒色処理閥％

鳥　　 丸9
C　 6や2　 部に至る。　　　　　　　　　　　 ヘラ切り後へラナデ。　　　　　　 鈍い橙色　 普通　　 竃

婆 Å　 封．　 底部から目線部にかけての破片∴　 目線部内 ・外面構方向のナヂ＋体　 有英・長石・スコ　 P 32　　　 30％

士 帥 器 B 〔2銚8〕 平底。体部は外傾して立ち上がりタ部外面縦方向のヘラ削り∵　　　　 リア　　　　　　　 電

21 C　　 7．2 体部上位で内攣する。頚部はは 」　　　　　　　　　　　　　　　　 鈍い赤褐色

の字状に折れ，目線部は毎く外傾 普通
する。

図版番号
器　 種 ！長さ。。m）計恒 m）1け厚さ議 的 ）i相 中 土地点

備　　　　　　　　 考

第17図22 釘　 恒 摘 （2e5） 巨 餌） 恒 摘 ！ 鉄 ！穫　 土　 中 M l

第窃骨健腰掛（第温8回）

位置　調査区南部，I15lrl区。

重複関係　本跡は，第．1号掘立柱建物跡を掘り込んでいる。．

規模と平面形　南北軸長3．10m∴東西軸長4．00111の長方形であるご

主軸方向　N一一一OD

壁　壁高は25～30cmで，外傾して立ち上がるご

壁湧　竃付近を除　ほぼ登用している。上幅鋼cm　下幅摘cm　深さ摘cmほどで　断面は「U」字形である。

床　平坦で　壁際を除いて踏み固められている。特に　出入　持付近は硬化面が厚　わずかに高くなっている。

ぽッ睦　2か所（㌘19　㌘2）。Pユは径50cmの円形で　深さ鮮cmの主柱穴である。P2は径30cmの円形で　深さ舶

cmの出入口施設に伴うピットであるこ

磯　北壁中央部を幅鮒cn　奥行購cmほど掘　込んで付設し　磯部は黒色土に砂質粘土を多量に混ぜて構築して

いる。火床部は約摘cm掘　込まれ　火床面はプロッタ状に赤変硬化している。

－24－
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旦31．0m

第18回　第8号住居跡実測図

寵土層解説
1　黒　褐　色　焼土人ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・

ローム粒子微量
2　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子・粘土大ブロック・粘土

中ブロック微量
3　黒　褐　色　粘土小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・

ローム粒子微量
4　黒　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子・粘土小

ブロック少量
5　赤　黒　色　焼土粒子中量，炭化粒子少量，ローム粒子微

量

6　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土大ブロック・焼土中ブ
ロック・炭化粒子・ローム粒子・粘土粒子少
量，ローム大・中ブロック微量

貯蔵穴　南西コーナーに付設されている。長径120cm，

旦30加　3，
－－－可コ壁ケ‾

0　　　　　　　　　　　2m

ヒ二二一一十一一一一二二二＝∃

0　　　　　　　　　　　　　　　　1m

ト一一一一一一一一一一‥十一‥1－」

7　暗赤褐色　ローム小ブロック多量
8　鈍い赤褐色　ローム中ブロック多量，ローム粒子・粘土粒

子少量
9　鈍い赤褐色　ローム粒子・粘土大ブロック少量
10　褐　　　色　ローム粒子・粘土粒子多量，焼土小ブロック

微量
11極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量
12　黒　褐　色　粘土粒子・粘土中ブロック少量
13　褐　　　色　ローム粒子少量，焼土粒子・粘土粒子微量
14　暗赤褐色　焼土粒子・ローム粒子・粘土小ブロック少量，

炭化粒子微量
15　黒　褐　色　焼土粒子少量，ローム粒子・粘土粒子微量

短径95cmの楕円形で，深さ20cmである。

貯蔵穴土層解説
1　黒　褐　色　ローム中ブロック中量，ローム粒子少量，ローム大ブロック微量
2　明　褐　色　ローム粒子多量，KP大ブロック少量
3　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム大ブロック徴呈
4　明　褐　色　ローム粒子多量

覆土　7層から成る。ロームブロックがわずかに見られるが，レンズ状に堆積していることから自然堆積と思

われる。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

2　黒　褐　色　ローム中・小ブロック少量

3　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム大ブロック微量

4　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化物微量

25－

5　褐　　　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

6　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量

7　黒　褐　色　焼土粒子少量，ローム粒子微量



遺物　土師器片296点及び瓦片2点が出土している。土師器片の大部分は嚢の体部片である。第19図1の土師

器高台付杯は竃に向かって右側の床面から，2の高台付杯は竃左側床面から，3の土師器嚢は南西コーナー

部床面から出土している。

所見　本跡は，出土遺物から9世紀前半の住居跡と考えられる。

第19図　第8号住居跡出土遺物実測図

第8号住居跡出土遣物観察表

Lj≡苛2

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

トー　　　　　　l一…－一一1

図版番号 器　種 計測値（Ⅷ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第19図

1

高台付杯 A　14．2 高台部から口緑部片。平底。付高 ロタロ整形。体部内面磨き。底部 石英・パミス・細 P33　　　 50％

土師器 B　　4．1 台。高台は直線的に「ハ」の字状 回転へラ切り後ナデ。 礫 内面黒色処理

D　　8．4

E　 1．3

に開き，端部はやや肥厚する。体

部は浅い角度で立ち上がった後上

向きに折れ，中位から口緑部は外

傾する。

浅黄橙色

普通

床面

2

高台付杯 D　　8．3 高台部片。平底。付高台。高台は ロクロ整形。底部内面磨き。底部 石英・パミス・細 P34　　　 10％

土師器 E （1．5）直線的に「ハ」の字状に開く。 回転へラ切り後ナデ。 礫

浅黄橙色　　 普通

床面

3

嚢 A 〔13．3〕体部から口緑部にかけての破片。 口緑部及び頚部横方向のナデ。体 長石・雲母・スコ P35　　　 10％

土師器 B　 （6．0）体部は内暫し，頚部は比較的強く

外反する。ロ緑端部は上方につま

み上げられている。

部外面へラ削り後ナデ。 リア・細礫

鈍い橙色

普通

床面

第9号住居跡（第20図）

位置　調査区南部，I5a6区。

重複関係　本跡は，第2号掘立柱建物跡に掘り込まれている。

規模と平面形　南北軸長6．45m，東西軸長6．15mの方形である。

主軸方向　N－20－E

壁　壁高は8～15cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　北壁竃付近及び，南壁中央付近を除いて周回している。上幅15cm，下幅5cm，深さ10cmほどで，断面は

「U」字形である。

床　平坦で，壁溝の確認できない南壁下が特に硬く締まっている。

ピット　4か所（Pl～P．）。Plは径40cmの円形で，深さ62cm。P2は長径60cm，短径50cmの楕円形で，深さ71

cm。P3は径約60cmの円形で，深さ62cm。P。は長径65cm，短径50cmの卵形で，深さ54cm。Pl～P4はいずれも

主柱穴である。

竃　北壁中央部を幅90cm，奥行40cmほど掘り込んで付設している。袖部は砂質粘土で構築し，端部には補強材

として凝灰岩を利用している。

－26一
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第20図　第9号住居跡実測図



寵土層解説
1暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・粘土粒子少量，焼土大ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

2　灰　褐　色　粘土粒子中量，焼土粒子少量，炭化粒子微量

3　赤　褐　色　焼土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子微量

4　暗　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子少量

5　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量

6　黒　　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子・粘土粒子少量，焼土中ブロック・焼土粒子微量

7　黒　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

8　鈍い赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子少量，炭化粒子微量

9　鈍い赤褐色　ローム大ブロック・焼土中ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量

10　黒　　　色　炭化粒子少量，ローム粒子・焼土粒子微量

覆土　残っていた覆土は薄く，5層から成る。
土層解説

1灰褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム大ブロック微量

2　褐　　色　ローム大・中ブロック少量，ローム粒子少量

3　黒褐色　ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

4　褐　　色　ローム粒子多量

5　黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片302点，須恵器片12点，弥生土器片61点及び轡が出土している。土師器片の多くは体部外面に

刷毛目調整が施された嚢の体部片である。第21図1の土師器要は覆土中出土である。2の土師器嚢は西壁下

床面から，3の轡は中央付近床面から出土している。

所見　本跡は，出土遺物から5世紀末頃の住居跡と考えられる。

第21図　第9号住居跡出土遺物実測図

第9号住居跡出土遺物観察表

∴∴
10cm

図版番号 器　種 計測値（cn） 器　 形　 の　特　 徴 手　 法　 の　特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第21図 要 A 〔16．2〕体部から口緑部にかけての破片。 口緑部内・外面横方向のナデ。体 長石・スコリア P36　　　 10％

1 土師器 B （11．6）休部は内攣し，頭部はゆるやかに 部外面上位縦方向のヘラ削り，内 鈍い黄橙色 覆土中

外反してロ縁吾βに至る。 面ナデ。 普通

2

整 A 〔16．0〕休部から口縁部にかけての破片。 口線部内・外面及び体部外面には 長石・石英・スコ P37　　　 5％

土師器 B （6．5）休部は内暫し，頚部は「く」の字

状に折れる。口緑部は外傾する。

刷毛目が施されている。 リア

浅黄橙色　　 普通

床面

図版番号 器　　　 種

計　　　　　　 測　　　　　　 値
出土地点 備　　　　　　　　　　 考

長さ（cm）幅 （cm）厚さ（cm） 重量（g）

第21図3 轡 （8．1） （6．5） （0．8） （46．5） 床　　　　 面 M 2
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第10号住居跡（第22図）

位置　調査区中央部，I5。5区。

重複関係　本跡は，第3号溝を掘り込んでいる。

規模と平面形　南北軸長2．05m，東西軸長2．00mの

方形である。

主軸方向　N－30－W

壁　壁高は10～16cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，中央部が特に踏み固められている。

覆土　残っていた覆土は浅く，2層から成る。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック少量，焼土小

ブロック・焼土粒子微量

2　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼

土粒子微量

遺物　土師器片126点，須恵器片5点，弥生土器片

18点及び瓦片2点が出土している。第23図1の土

師器高台付杯，2及び3の要はいずれも覆土中か

くI SD3

0　　　　　　　　　　　　　　2m

」　　　＿呈　　　　！

第22図　第10号住居跡実測図

ら出土している。

所見　本跡は，出土遺物から9世紀前半の住居跡と考えられる。竃及びピット等の内部施設は確認できなかっ

た。

第23図　第10号住居跡出土遺物実測図

第10号住居跡出土遺物観察表

⊃－⊃

0　　　　　　　　　　　　　　10cmLi I

図版番号器　種 計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第23図

1

高台付杯 A 〔15．6〕高台部から口綾部にかけての破片。ロクロ整形。内面磨き。 長石・スコリア P38　　　 20％
土師器 B （4．2）付高台。高台は直線的に「ハ」の 鈍い橙色 内面黒色処理

字状に開く。体部は浅い角度で立

ち上がった後上向き，中位から口

綾部は外反する。

普通 覆土中

2

賓 A 〔19．6〕休部からロ緑部にかけての破片。休部外面横方向のヘラ削り。 長石・石英・スコP39　　　 10％
土師器B （12．3）体部は内暫し，頚部は強く外反し

て口緑部に至る。端部は斜め上方

につまみ上げられている。

リア

鈍い褐色

普通

覆土中

3

嚢 A 〔19．6〕体部から口緑部にかけての破片。休部外面へラ削り後ナデ。 長石・石英・スコP40　　　 10％

土師器 B （12．3）体部は内攣し，口緑部は緩やかに

外反する。口緑端部はつまみ上げ

られている。

リア

淡い橙色

普通

覆土中

－29－
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位置　調査区中央部．I5°の互こ．

重複関係　本跡はタ　第3号藩を掘り込みタ　第9号土坑に掘り込まれている。

規模藍平面形　南北車由長4。50m。東西軸長は3。30mまで溺れるがタ　第9号士坑に掘り込まれているため全長は

確認できないご∴南西コーナーは隅丸であるJ

主軸方向　N－00

壁　壁高は12～23cmで，外傾して立ち上がるご

床　平坦で．壁際を除いて踏み固められている。

ピッ匪　2か所（㌘19　㌘2）。Plは径3cmの円形で　深さ第cmの主柱穴である。P2は径批mの円形で，深さ23

cm。性格は不明である．。

覆土　6層から成る自然堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子少量

2　褐　　　色　ローム粒千中量

：j　褐　　　色　ローム粒J’・中量

・1　鈍い褐色　ローム粒子多量

5　黒　褐　色　ローム粒子少量

6　暗　褐　色　ローム申プロ、ソク多鼠　ローム粒J’一少量

遺物　土師器片は息須恵器片　点　弥生土器片膵点　瓦片　点及び石製模造品　点が出土している。土師

器片の太部分は刷毛自調整が施された聾の体部片である。第茶園　の土師器器台は中央部付近覆土下層から

出土している。2は覆土中出土でタ　流れ込みと思われる。

所農　本跡は，出土遺物から4世紀の住居跡と考えられる。炉は確認できなかった。

’一　す∴ご二一・、

第錮図　第醐考健腰跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

「二＿＿　＿二＿　＿∴し　＿二…＿＿l二i
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第25図　第11号住居跡出土遺物実測図

第11号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第2 4園 器　　 台 B （6．9） 脚部 か ら器 受部にかけて の破片 。 器受 部外 面縦 方向のナデ。 長石 ・石英 ・スコ P 4 1　　　 4 0％
1 土 師 器 C （5．4） 脚部 は外反 して開 く。 3 孔穿 たれ リア 内 ・外面赤彩

て いたもの と推 定 され る。 明赤 褐色　　 普通 覆土下層

図版番号 器　　　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　　 材 出　 土　 地　 点 備　　　　　 考
長 さ（Ⅷ） 幅 （cm） 厚 さ（Ⅷ） 孔径 （皿 ） 重量 （g ）

第25図 2 有 礼 円 板 径　　 （4．3） （1．2） （0．5） （1 7．0） 線　 泥 片　 岩 覆　 土　 中 Q 2

第12号住居跡（第26図）

位置　調査区中央部，I5d8区。

規模と平面形　南北軸長3．30m。東西軸長は3．10mまで測れるが，撹乱により遺構の東側が掘り込まれている

ため全長は確認できない。北西及び南西コーナーはほぼ直角である。　主軸方向　N－0。

壁　壁高は15～23cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　遺存する南壁下及び西壁下は全周している。上幅10cm，下幅5cm，深さ10cmほどで，断面は「U」字形

である。

A。。．。m q中
11

可　　ui

2m

ll　・lI　－　」
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床　平坦で，壁際を除いて踏み固められている。

ピット　Plは径25cmの円形で，深さ22cmの出入り口施設に伴うピットと考えられる。

竃　撹乱を受け，確認できない。

覆土14層から成る。ロームブロックが多量に見られることから人為堆積と思われる。

土層解説

1　黒褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム

粒子少量

2　黒　　　色

3　褐　　　色

4　黒　　　色

5　褐　　　色

6　褐　　　色

7　黒　褐　色

8　褐　　　色

ローム大ブロック・ローム粒子少量

ローム大ブロック中量，ローム粒子少量

ローム粒子少量

KP大ブロック中量，ローム粒子微量

KP粒子少量，ローム大ブロック微量

ローム大ブロック・粘土粒子少量

ローム大ブロック・ローム中ブロック・ロー

ム粒子少量

9　黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム大ブロック・ローム
中ブロック・炭化粒子微量

10　黒　　　色　ローム中ブロック・ローム粒子・粘土粒子少
量

11黒　　　色　ローム粒子少量，ローム大ブロック・炭化粒
子微量

12　褐　　　色　ローム大ブロック多量，ローム粒子少量
13　褐　　　色　ローム大ブロック・ローム粒子中量

14　黒　　　色　ローム粒子微量

遺物　土師器片174点，須恵器片1点，弥生土器片14点及び瓦片4点が出土している。第27図1の土師器高台

付杯及び3の土師器嚢は床面から出土している。

所見　本跡は，出土遺物から9世紀前半の住居跡と考えられる。

戸≡ ≡驚4
第27図　第12号住居跡出土遺物実測図

第12号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 2 7図 高台付杯 B （2．6） 高台 部か ら底 部にかけての破片。 内面ナ デ。高 台部横 方向のナデ。 パ ミス ・スコリア P　44　　 10％

1 土 師 器 D 〔8．6〕 付高 台。高 台部は比較的薄 くて高 橙色 内面黒色処 理

E　 l．7 く， 「ハ」の字状 に開 く。 普通 床 面

2

要 A 〔11．6〕 休部 からロ縁 部にかけての破片。 口緑部 内 ・外面横 方向のナデ。 長石 ・ス コリア P　 45　　　 5 ％

土 師 器 B （8．0） 体部 は内轡 し，頚部は緩 やかに外

反す る。端部 はつまみ上げ られて

い る。

灰 褐色

普通

覆土 中

3

憂 A 〔1 4．0〕 体部か ら口緑部 にかけての破片。 口緑 部内 ・外面横方 向のナデ。体 長石 ・石英 ・パ ミ P　4 3　　　 20％

土 師 器 B （8．5） 休部 は内攣 し，頚 部は 「く」の字

状 に折れ る。 口緑 部は短 く外 傾す

る。

部外 面縦方向のヘ ラ削 り。 ス ・ス コリア

明赤褐色

普通

床面

4

嚢 A 〔18．0〕 体 部か ら口緑部 にかけての破 片。 口緑 部内 ・外面横方 向の ナデ。 長石 ・石英 ・パ ミ P　4 2　　 10％

土 師 器 B （6．7） 体 部は内攣 し，頚部 は強 く外 反 し

て口縁部に至 る。端部 は斜 め上 方

につ まみ上げ られ てい る。

ス ・ス コリア

鈍 い橙 色

普 通

覆土中

－32－



第13号住居跡（第28図）

位置　調査区中央部，I5go区。

規模と平面形　南北軸長3．05m，東西軸長3．40mの隅丸長方形である。

主軸方向　N－70－E

壁　壁高は12～17cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，壁際を除き全面が踏み固められている。

竃　北壁中央部やや西寄りを幅60cm，奥行50cmほど掘り込んで付設し，袖部は砂質粘土で構築している。

寵土屑解説
1　暗　褐　色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土小ブロッ

ク・粘土粒子少量，炭化粒子微量
2　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土小ブロック中量・ロー

ム中ブロック・炭化粒子・粘土粒子少量
3　極暗褐色　焼土大ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子

微量
4　暗赤褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

5　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土小ブ
ロック・粘土粒子少量，炭化粒子微量

6　赤　褐　色　ローム大ブロック多量
7　極暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子微量
8　暗赤褐色　ローム大ブロック・ローム粒子少量，炭化粒

子微量
9　暗赤褐色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

覆土　残っていた覆土は薄く，3層から成る。ロームブロックが見られることから人為堆積と考えられる。

土層解説

1　極暗褐色　ローム粒子微量，焼土粒子・炭化粒子極微量

2　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化物少量，焼土粒子微量

3　暗　褐　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量

遺物　土師器片290点，須恵器片3点，弥生土器片4点，瓦片3点及び鉄製品5点が出土している。第29図1

の土師器杯及び5の土師器椀は竃に向かって左袖先端部前覆土下層から，2の土師器杯は東寄り覆土下層か

ら，3の土師器杯は西寄り覆土下層から，6の聾は離れた3点が接合している。

所見　本跡は，出土遺物から9世紀後半の住居跡と考えられる

旦30．6m

第28図　第13号住居跡実測図
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第29図　第13号住居跡出土遺物実測図

第13号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 29園 杯 A　 13．2 口緑部一部欠損。平底 。休部はわ ロ クロ整形。内面放射状 の磨 き。 長石 ・石英 ・ス コ P 4 6　　　 9 5％

1 土 師 器 B　　 3．5 ずかに内暫 しなが ら立 ち上が り， 底 部回転糸切 り。 リア 内面黒色処理

C　　 7．0 口緑部に至 る。 鈍 い橙 色　 普通 覆土下層

2

杯 A 〔12．8〕 底 部か ら口緑部 にか けての破片。 ロクロ整形。内面磨 き。体部外 面 石 英 ・スコ リア ・ P 4 7　　　 6 0％

土 師 器 B　　 3．0 平 底。体 部は内攣 しなが ら立ち上 下端 回転へ ラ削 り。底部 回転 糸切 砂粒 覆土下層

C　 6：2 がる。 り。 鈍 い橙色　 普通

3

杯 A 〔12．8〕 底 部から口緑 部にか けての破 片。 ロクロ整形 。底部回転糸切 り。 長石 ・石 英 ・ス コ P 48　　　 5 0％

土 師 器 B　　 3．2

C 〔7．2〕

平底 。休 部は内攣 しなが ら立 ち上

が り，口縁 部は外傾す る。

リア

鈍 い橙色　 普 通

覆土下層

4

杯 A 〔12．2〕 底部 から口緑 部にかけて の破片。 ロクロ整形 。休 部外面に強い ロク 長石 ・石英 ・パ ミ P 49　　　 2 0％

土 師 器 B　　 3．4

C 〔5．6〕

平底。体部 は内暫 しなが ら立 ち上

が り，口緑部 に至る。

ロ目が残 る。 底部回転糸切 り。 ス

鈍 い橙色　 普通

覆土下層

5

椀 A 〔12．4〕 底部か ら口緑部 にかけての破片。 口緑部 内 ・外 面横方向のナデ。体 長石 ・石英 ・砂粒 P 50　　　 70％

土 師 器 B　　 7．0

C　　 6．4

平底。体部 は内管 しなが ら立 ち上

が り，口緑部 は外 反する。

部内 ・外面 ナデ。 明黄褐色

普通

覆土下層

6

嚢 A　 14．8 体部及び口縁部一 部欠損。平底。 口緑部内 ・外面横 方向のナデ。体 石英 ・長石 P 51　　　 80％

土 師 器 B　 17．4

C　　 7．8

体 部は緩やか に内暫 しなが ら立 ち

上が り，中位 に最 大径 を もつ。頚

部は緩やか に外反 し，口緑 部に至

る。端部はつ まみ上 げ られている。

部外面へ ラ削 り，内面ナデ。 灰褐色

普通

覆土下層
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図版番号 器　　　 種
計　　　　 測　　　　 値

材　　 質 出 土 地 点 備　　　　　　　　 考
長さ （Ⅷ ） 幅 （cm ） 厚 さ（Ⅷ ） 重 量 （g ）

第29図 7 釘 （10．1） （1．1） （1．1） （47．9） 鉄 覆　 土　 下　 層 M 3

8 釘 （12．1） （0．8） （0．8） （44．5） 鉄 覆　 土　 下　 層 M 4

9 釘 （11．8） （0．8） （0．8） （37．2） 鉄 竜 M 5

第14号住居跡（第31図）

位置　調査区中央部，I5r8区。

重複関係　本跡は，第15号住居跡に掘り込まれている。

規模と平面形　床面の広がりから南北軸長3．35m，東西軸長4．20mの長方形と推定される。

主軸方向　N－00

壁　表土が浅いことや耕作による削平のために確認面ですでに床面が出ており，壁は確認できない。

床　平坦で，踏み固めは比較的弱い。遺構の中央部が大きく撹乱を受けている。

寵　北壁東コーナーに幅60C皿，奥行30cmほど掘り込んで付設されている。袖部は白色の砂質粘土で構築されている。

覆土　残っていた覆土は浅く，堆積状況は確認できなかった。

遺物　土師器片42点及び須恵器片1点及び弥生土器片7点が出土している。第30図1及び2の土師器杯，3の

土師器嚢はいずれも竃袖部周辺から出土している。1は下層から，3は覆土中層からの出土である。

所見　本跡は，出土遺物から6世紀後半の住居跡と考えられる。

一一一一一l ク‥：′

第30図　第14号住居跡出土遺物実測図

第14号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （Ⅷ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼成 備　　 考

第 3 0園 杯 A 〔1 3．8〕 底 部か ら口緑部 にかけての破 片。 口緑 部内 ・外面横方 向のナデ。体 石英 ・長石 ・ス コ P 52　　　 1 0％
1 土 師 器 B （4．4） 丸底 。体部は内攣 しなが ら立ち上

が り，口緑部に至 る。

部外面横 方向のヘ ラ削 り。 リア

橙色　　　　 普通

竃

2

杯 A 〔13．6〕 休部か ら口緑 部にか けての破片。 口緑部 内 ・外 面横 方向の ナデ。体 スコリア P 53　　　　 5 ％
土 師 器 B （3．3） 体部 は内暫 し，上位 に明瞭 な稜 を

もつ。 口緑 部は外傾す る。

部外面へ ラ削 り。 鈍い黄橙色

普通

覆土中

3

嚢 B （5．9） 体部か らロ緑 部にかけての破片。 口緑部内面横 方向のヘ ラナデ。体 長石 ・砂粒 P 5 4　　　　 5 ％
須 恵 器 体部は内暫 し，頚 師 ま弧を措いて

外反す る。

部外面縦方 向の平 行叩 き。 黄灰色

普通

竃

第15号住居跡（第31図）

位置　調査区中央部，I5f8区。

重複関係　本跡は，第14号住居跡を掘り込み，第17号住居跡に掘り込まれている。

規模と平面形　南北軸長3．50m，東西軸長3．40m。南東，南西及び北西コーナーはほぼ直角である。

主軸方向　N－00

壁　壁高は20～30cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

ー35－
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第31図　第14・15・17・18号住居跡実測図
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第32図　第15号住居跡出土遺物実測図

第15号住居跡出土遺物観察表
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図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

第32図杯A〔12．4〕底部から口縁部にかけての破片。口縁部内・外面横方向のナデ。体石英・長石・パミP55　　　10％

4土師器B（3．5）丸底。体部は内攣しながら立ち上部外面へラナデ。底部外面へラ削ス・スコリア覆土中

がり，上位に稜をもつ。口緑部は

わずかに内轡する。

り。 鈍い赤褐色

普通

5

杯A〔11．0〕休部から口緑部にかけての破片。口緑部内・外面横方向のナデ。体パミス・スコリアP56　　　10％
土師器B（3．0）体部は内轡し，上位に明瞭な稜を部外面へラ削り後ナデ。 褐灰色 内・外面黒色処理

もつ。ロ緑部はわずかに外反する。 普通 覆土中

－37－



図版番号 畢 種 序 朋 潮 器 形 の 特 徴 i 手 法 の 特 徴 ！胎土 櫓 断 別 項　 廟話　 者

高台付林 B （2。1） 高台部か ら底部 にかけての破片。 内面磨 き。　　　　　　　　　 石英 e 長石　　　 P 61　　 20％

6 工 師 器 D　　 7。2 高台部は直線的 に 「ハ」 の字状 に　　　　　　　　　　　　　　 浅黄橙 色　　　　 か 外面黒色処理

E　 l．1 ハIl聞 く∵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　 床面

丁

器　　 台 D　　 凱2 脚部片 ∴脚部は低 く，大 きく裾が　 脚部縦方向のヘ ラ削 り後ナデ∵　　 石 英 ・長石 ㌘57　　　 30％

士 師 器　 E　 は．の 聞 く∴　脚部中位に は 3 孔 が穿たれ 鈍 い橙 色 覆土中

ている。 普通

婆 A 〔2L 4〕 体部か らロ綾 部にかけて の破 片。 目線 部内 ・外 面横方向の ナデ∵体 石英 ・長石 P 58　　　 45％

8
土 師 器 B （32。3） 体部は内攣 し，中位 か ら上位 は直　 部外面縦 方向のヘ ラ削 り。 褐色 床面

線的に外傾す る。頚 部は緩や かに

外威 し，目線部 に至 る。
普通

嚢 A　 15。3 体 部及び目線部一部 欠損。丸底。　 目線部内 も外面横方 向のナデ。体　 石英 も長石　　　 P 59　　 90％

9
土 師 器　 B 15。2 体 部は内攣 しなが ら立ち上が 娠　 部外面縦方 向のヘ ラ削 。　　　 鈍 い赤褐色　　　 床面

最 大径 を中位に もつ。頚 部は嬢や　　　　　　　　　　　　　　　 普通

かに外 反 し，目線部 に至 る。

10

磐　　 A 〔16誹〕 休部及 び＝縁 部1 部 欠損㍉ 平底∵　 目線 部内 ・外面横方向の ナデ∴体　 右 英 ・長石 ・スコ P 60　　　 80％
士 師 器 8　 15．1

C 〔8。6〕

体部 は内攣 しなが ら立 ち上 が り，

上位 に最大径 を もつ。頚部 は緩 や

か に外反 し， 日経 部 に至 る。

部外 面縦方向のヘ ラ削 ；「 リア

橙色

普通

床 面

n

杯 A 〔1L 6〕 底部か ら目線部 にかけての破片。　 ロクロ整形。体 部外 面に強い ロク 石英 ・長石　　　　 P 62　　　 5 ％
須 恵 器 B　 （3。2） 平底。体部 は内攣 しなが ら立 ち上

が りタ　ロ緑部 は外傾 する。

ロ日が載 る∴ 灰 黄橙 色

普通

覆土下層

12

塚　　 A 〔13。6〕 底 部か ら目線部 にか けての破片。 ロ クロ整 彬∴　底部外面 へラ削 i「　 長石 ・バ ミス ・ス P 63　　　　 5 ％
禎 恵 器　 B　 3．3 平底。体 部は内攣 しなが ら立ち上 コ リア 覆土申

C 〔㌫8〕 が り，日録 部に至 る。 黄灰色　　　 普通

13

蓋　　 A 〔摘諸〕 天 井部 か ら目線 部にか けての破 片∴ロクロ整彬∴天井部中位 回転 へラ　 長石 P 64　　　　 5 ％
須 恵 器　 B　「L 5） 天井部 は緩 やかな段 をもって下降　 削 り。　　　　　　　　　　　 黄灰色　　　　　 覆土中

しぎ　打線部 は内攣 して肥厚す る。　　　　　　　　　　　　　　　 普通

内面端部 に明瞭 なか え りがつ く∴

図版番号 器　　　 種
計　　　　　 測　　　　　 植

備　　　　　　　　 考長さ（cm小 幅 ㈲ 高さ（cm） 孔径（cn） 重射 g）！出土 地点

第32図14 管　状　土　錘 経　　 1．3～0言 （485） 恒 ゆ5 服 つ 床　　 面
D P 2

床　平坦で撃　中央部及び南壁下の出入り打ピットと思われる㌘1の周囲が特に踏み固められている。

ぽッ睦　Plは径3cmの円形で　深さは摘cmの出入　打施設に伴　ピットと考えられる。

竃　北壁のやや薗寄附こ　幅鋪cm　奥行紬汲ほど掘　込んで付設されている。磯部は砂質粘土で構築され，比

較的良好な状態で遣存しているこ

覆土層解説

＿1褐　　　色　樟色粘出口・中量．ローム粒j∴炭化粒J’・少量．ローム小プロ、ソク微量

2　極暗赤褐色　焼士小ブロック多数　焼土龍子中量，炭化粒子も橙色粘土粒子少量

3　黒　褐　色　焼土中プロ、ソク・焼十粒子・炭化粒千・灰申鼠　焼幸一巨プロ、ソク微量

5　黒　褐　色　灰多軋　橙色粘I二粒争fl鼠　焼土中プロ、ソク・焼十粒子少量
（う　極暗赤褐色　焼1二大プロ、ソク・粘＿同一プロ、ソク少量

7　暗赤褐色　ローーム粒」’－・焼巨拉！一少量．Kf）小プロ、ソク微量

8　暗赤褐色　ローム粒J’一・焼いいブロック少量．炭化粒自微量

9　極暗赤褐色　ローム粒J′－・焼上位！一微量

10　暗赤褐色　焼土人・申プロ、ソク多鼠　粘土粒J’一少量

11暗赤褐色　粘L粒子中蔓．ローム粒子・焼t二大プロ、ソク少量

穫蓋　5層からなる。ロームプロッタが見られることからÅ為堆積と思われる。

土層解説

1暗　褐　色　ローム中プロ、ソク・ローム粒子・KP粒子少量

2　灰　褐　色　ローム大ブロック中量・ローム粒子少量

こう：暗　褐　色　ローム大プロ、ソク・ローム粒J′l少量

Lll　褐　　　色IH）粒子中量．ローム粒子少量

5　暗　褐　色　ローム小プロ、ソク・ローム粒J’一少鼠　焼上粒自微量

遺物　土師器片826息須恵器桐8息灰粕陶器　点　弥生土器馬場息瓦　息　管状土錘及び不明鉄製品2

点が出土している。第霊図6の土師器高台付塚は出入り口付近床面から，8の土師器聾は竃焚日前部から，9

及び湖の土師器嚢は竃に向かって右裾外側からまとまって出土している。Hの須恵器杯は住居跡中央部やや

tMl一一一38－－－－一一一一



東寄りの覆土下層から出土している。14の管状土錘は東壁寄り床面から出土している。

所見　本跡は，出土遣物から6世紀後半の住居跡と考えられる。

第16号住居跡（第33図）

位置　調査区中央部，I5g8区。

規模と平面形　南北軸長2．74m，東西軸長3．16mの長方形である。

主軸方向　N－950－E

壁　壁高は13～25cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　出入り口，北壁東半分及び竃付近を除き周回している。上幅5cm，下幅5cm，深さ5cmほどで，断面は

「U」字形である。

床　平坦で，竃付近を中心に，中央部が特に硬く締まっている。

竜　東壁の南東コーナー寄りに壁を幅70cm，奥行50cmほど掘り込んで付設されている。袖部は砂質粘土で構築

されている。

培土層解説
1　時オリーブ色　ローム粒子少量，焼土粒子・KP極微量
2　オリーブ褐色　ローム粒子中量，焼土小ブロック少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・KP微量
3　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子・焼土小ブロック・炭化物微量，KP微量
4　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・KP粒子微量
5　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
6　極暗褐色　焼土中ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子微量

＼せ

メ＿

C

第33図　第16号住居跡実測図
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7　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量

8　暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・KP粒子微量
9　暗赤褐色　ローム小ブロック中量，ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量

10　黒　褐　色　ローム粒子・焼土大ブロック・焼土中ブロック少量，炭化粒子微量

11黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量

12　褐　　　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土小ブロック少量

覆土　5層から成る。ロームブロックが見られることや不連続な堆積状況から人為堆積と思われる。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

3　褐　　　色　ローム粒子・KP粒子中量

4　黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム大ブロック・炭化粒子微量

5　黒　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

一一′二

くコ
／

第34図　第16号住居跡出土遺物実測図
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遺物　土師器片諏息　須恵器片は貞　義片　点が出土している。第34図2及び3の土師器棒はともに中央部

付近覆土下層から，1の土師器棒及び5の土師器皿は中央部やや南西寄りの床面から出土している。7の土

師器賓は竃覆土下層から，8の土師器嚢は7の土師器嚢のさらに下層から出土している。

所見　本跡は，出土遺物から9世紀後半の住居跡と考えられるご

第16号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 音　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第34図 杯 Å　 13．2 底部か ら目線部 にかけて一部欠損。 ロクロ整形 。内面磨 き。体部外面 砂 粒 ・スコリア P 65　　　 95％

1 士 師　 器 B　　 4。3 平底。体部 は内攣 しなが ら立 ち上 下端 回転 へラ削 り。 鈍 い黄橙 色 内面黒色 処理

C　　 鋭5 が り，目線部 は外傾 する。 普通 床面

2

杯 A　 12．8 底 部か ら目線部 にか けての破 片。 ロクロ整形。 内面磨 き。底 部回転 石英 ・長右 P 66　　　 70％

土 師 器 B　　 3。8 平底。底部はわずか に内側 に くぼ 糸切 ；主 鈍 い橙色 内面黒色処理

C　　 軋1 む。体 部は内攣気味 に立 ち上が り，

目線 部に至 る。

普通 体部外面墨書

覆土下層

3

林 A 〔1乙8〕 底部 か ら目線 部にか けての破片 。 ロクロ整形。内面磨 き。体部外面 長石 ・バ ミス ・ス P 67　　　 50％
土 師 器 B　　 も2 体部 は内攣 しなが ら立 ち上が り， 下 半回転 へ ラ削 り。 コリア 内面黒色 処理

C　　 6．4 目線部 に至 る。 鈍い橙 色　　 普通 覆土 下層

4

杯

士 師 器

B （2。1） 体部片。体部 はわずか に内攣す る。
！ロクロ整 形

長石 ・ス コリア

鈍い黄橙色

普通

P 69　　　　 5 ％

内面黒色 処理

体部外面墨書

覆土 中

5

皿 A 〔15。0〕 体部か ら日録部 にかけての破片。 ロクロ整形。 パ ミIス P 68　　　　 5 ％

土 師 器 B （2。0） 体部はわずか に内攣 し，日録部 は

外 傾する。

鈍 い橙 色

普通

床面

6

高台付 杯 A　 15。2 体 部か ら目線 部 にか けて一部欠損。ロク ロ整形。 内面磨 き。体 部外 面 長石 ・スコ リア P 70　　　 95％
土 師　 器 B　　 5。6 付 高台。高台は直線的 に 「ハ」の 及び高台部内 ・外面 ナデ∴ 明黄褐色 内面黒色処理

り　　 7も4

E　 l．I

字状 に開 く。体部はわず かに内攣

しなが ら立ち上が り， 目線部 は外

傾す る。

普通 覆土下層

7

聾 A （21．8） 体部下位 か ら底 部にか けて欠損。 目線 部内 ・外 面横方向のナデ∴体 長石 ・雲母 ・スコ P 72　　　 45％
土 師 器 B （31。5） 体部 は長 く， ゆるやか に内攣 し， 部外面上 位縦方向のヘ ラ削 り。 リア 体部外面煤付 着

頚部 は 「く」 の字状 に折れ る。 日

録部 はわずか に外 反 し，端部 はつ

まみ上げ られ ている。

鈍い赤褐色

普通

竃

8

嚢 A　 20．4 体部か ら目線部 にかけての破片。 口縁部横方 向のナデ。体 部外面上 長石 ・ス コリア P 71　　　 40％

土 師 器 B （18言） 体 部は内攣 し，頚部 は 「く」の字 位横方向 のナデタ　中位縦 方向のへ 鈍い橙色 竃

状 に折れる。目線部 は外傾 し，端

部はつ まみ上げ られ ている。

ラ削 r主 普 通

第膵常住腰掛　第別図）

位置　調査区中央部，I51－8区。

重複関係　本跡は．第15号佐官跡及び第18号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　南北軸長3．35Ill∴東西軸長3。23111の方形である。

主軸方向　N一一00

壁　壁高は26～32cmで言まぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　西壁下の全弧　南壁下の大部分夕　東壁下及び北壁下の一部で確認されている。上幅用cm　下幅　cm　深

さ5cmほどで，断面は「U」字形である。

床　平坦で，中央部及び南西コーナーが比較的踏み固められているご

ぽッ匝　2か所（Pl，P2）。Plは径30cm，深さ26cmの出入り口施設に伴うピットである。P2は径40cmタ　深さ

10cmで，性格は不明であるがタ　位置や覆土中からほぼ完形の土師器杯が出土していることから貯蔵穴とも考

えられる。

竃　北壁の西コーナー寄りに幅70cm，奥行40cmほど掘り込んで付設されている。袖部は少量の粘土の混じった

黒土で構築されている。ロームの赤変硬化も比較的弱く，袖部も脆弱である。
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寵土眉解説

1暗赤褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土小ブロック・焼土粒子微量

2　暗赤褐色　焼土大・中ブロック中量，炭化粒子・粘土粒子少量，ローム粒子微量

3　暗赤褐色　焼土中・小ブロック多量，ローム粒子・炭化粒子少量

4　暗赤褐色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

5　暗赤褐色　ローム中ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック少量

覆土　4層から成る。レンズ状に堆積していることから自然堆積と思われるが，2層はロームブロックが認め

られることから人為的に埋め戻されたものと考えられる。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　暗　褐　色　ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　暗　褐　色　ローム粒子・粘土粒子少量，炭化粒子微量

4　極暗褐色　ローム粒子中量

遺物　土師器片284点，須恵器片22点，弥生土器片9点，瓦片10点及び土製品5点が出土している。第35図17

の土師器杯は北西コーナーの小ピット覆土中から，19の土師器杯は南西コーナー覆土下層から，21の土師器

皿は竃中央覆土中層から，22の土師器聾は東壁下覆土中層から出土している。15の土師器杯は西壁下出土片

と竃右側床面出土片とが接合している。

所見　本跡は，出土遺物から9世紀後半の住居跡と考えられる。

第35図　第17号住居跡出土遺物実測図

第17号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

L i　　　！

図版番号器　種計測値（皿）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

第35図杯A　12．7体部から口綾部にかけて一部欠損。ロクロ整形。内面ナデ。休部外面石英・長石・細礫P76　　　80％
15土師器B　　3．6平底。体部は内暫しながら立ち上下位回転へラ削り。底部回転へラスコリア内面黒色処理

C　　6．0がり，口緑部に至る。 切り後ナデ。 鈍い黄橙色　普通床面

16

杯A〔13．0〕底部から口縁部にかけての破片。ロクロ整形。内面ナデ。石英・長石・パミP78　　　60％
土師器B　　3．9平底。体部は内暫しながら立ち上 ス 内面黒色処理
C　　6．0がり，口緑部はわずかに外債する。 鈍い橙色　　普通覆土中

17

杯A　13．7体部から口緑部にかけて一部欠損。ロタロ整形。内面ナデ。休部外面長石・細礫・スコP74　　　90％
土師器B　　4．4平底。体部は内攣しながら立ち上下半回転へラ削り後ナデ。底部切リア 内面黒色処理

C　　6．5がり，口緑部に至る。 り離し後丁寧なナデ。 黄橙色　　　普通ピット内覆土中
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図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

18

杯 A　 13．1 底部 から目線 部にか けて一部欠損。 ロクロ整形。 内面ナデ。体部外面 長石 ・パ ミス ・ス P 77　　　 70％
土 師 器 B　　 3．5 平底。体部 は外傾 して立 ち上が り，下位回転へ ラ削 り後ナデ。 コリア 内面黒色処理

C　　 5．8 目線部 に至 る。 灰褐 色

普通

底部外面へラ記号

覆土 中

19

杯 A　 13．9 底部か ら体部 にかけて一部欠損。 ロクロ整形。内面 ナデ。体 部外 面 柵礫 ・ス コリア P 75　　　 90％
土 師 器 ゥB　　 4．7 平底 。体部 は内攣 しなが ら立 ち上 下位 回転へ ラ削 り。底 部切 り離 し 鈍 い黄橙色 内面黒色処理

C　　 6．9 が り，目線部 はわず かに外 反する。後 へラ削 り。 普通 覆土下層

20

杯 A　 13．6 体 部か ら口縁部 にか けて一部欠損。ロクロ整形。内面ナデ。体 部外面 長石 ・スコ リア P 73　　　 95％
土 師 器 B　　 4．7 平底。体 部は内攣 しなが ら立 ち上 下位 回転 へ ラ削 り後ナ デ。底部切 鈍い黄橙色 内面黒色 処理

C　　 6．5 が り，中位 か ら日録部 は外傾 する。

比較 的底部 が小 さ く器高が高 い。

り離 し後丁 寧なナデ。 普通 二次焼成

覆土 中

21

皿 A　 13．3 体部か ら目線 部にかけて一部欠損。 ロクロ整形。 内面ナデ。底部 回転 長石 ・細礫 ・ス コ P 79　　　 60％
土 師　 器 B　　 2．3 底部 は平底 で突 出気味。体部 は外 糸切 り後 ナデ。 リア 内面黒色処理

C　　 6．9 傾 して立 ち上が り，口緑部 はわず

かに外傾す る。
鈍 い黄橙色

普通

竃

22

嚢 B （4．6） 底部か ら体部下位 にかけての破片。体部外 面へ ラナデ。 石英 ・長石 P 80　　　 10％
土 師 器 C　　 7。3 底部は平底で突 出気 味。休部は内

攣 しなが ら立 ち上が る。

鈍 い橙色

普通

覆土中層

第柑考健腰掛（第31図）

位置　調査区中央部，I5g9区。

重複関係　本跡は，第17号住居跡夕　第10号士坑に掘り込まれている。

規模と平面形　南北軸長3。30m，東西軸長3。45mの方形である。

童軸方向　N…100…W

壁　壁高は約7cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，主軸線より東側で部分的に硬化面が確認できる。

竃　第17号住居跡に掘り込まれているが，壁外への掘り込みがわずかに確認できる。

覆土　残っていた覆土は浅く，2層から成る。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子少量

2　暗　褐　色　ローム大ブロック中量，KP粒子少量

遺物　土師器片86息　弥生土器片13点及び不明鉄製品1点が出土している。第36図23及び24の土師器高杯は覆

土中出土である。

所凰　本跡は，出土遺物から5世紀中頃の住居跡と考えられる。

三三Il一一主l？三　塾
第溺図　第柑号住居跡出藍遺物実測図

第18号住居跡出土遺物観察表

＼ 0　　　　　　　10cm

ヒ二二二二二」二二ヨ

図版番号 器　種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第36図 高　　 士不 B （2．3） 裾部はわずかに外反し，「ハ」の 裾部外面ナデ。 石英・長石・スコ P 81　　 10％
23 土 師器 D 〔13．0〕字状に開く。 リア

橙色　　　　 普通

覆土中

24
高　　 士不 B （2。9） 裾部はわずかに外反し，「ハ」の 裾部内面ナデ。 長石・スコリア P 82　　　　 5％
土師 器 D 〔14．0〕 字状に開く。 橙色　　　　 普通 覆土中
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第柑号住居跡（第37図）

位置　調査区中央部，I5i8区。

規模と平面形　南北軸長2。55m，東西軸長2。95mの長方形である。

主軸方向　N－70－E

壁　壁高は11～13cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，踏み固めは弱い。中央付近に焼土の塊が確認された。

ピット　3か所（Pl～P3）。Plは径50cmの円形で，深さ34cm。P2は径約50cmの円形で，深さ32cm。Pl及びP2

は主柱穴である。P3は長径60cm，短径40cmの楕円形で，深さ38cmの出入り口施設に伴うピットである。

竃　出土遺物から竃をもつ時期の住居跡と思われるが確認できなかった。

覆土　残っていた覆土は浅く，2層から成る。

色
色

褐

説解
暗
褐

層土
　

1

　

2

ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

遺物　土師器片38点及び弥生土器片13点が出土している。第38図1及び2の土師器嚢は中央部やや東寄りの床

面から出土している。

所凰　本跡は，出土遺物から6世紀後半の住居跡と考えられる。

二　　　＝　　　　　二

第37区　篇柑号住居跡実測凶

第19号住居跡出土遺物観察表

「

了

－

～

l

L

＼

J

L

　

「

！

－

－

－

・

－

し

　

「

0　　　　　　　　2m

』二二二＿＿ヒ二二二∃

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第38図 嚢 A 〔18．2〕 体部から目線部にかけての破片。 口縁部内・外面横方向のナデ。体 長石・パミス・ス P 83　　　 20％

1 土 師器 B （18．9）体部は内攣し，目線部は緩やかに 部外面上位縦方向のヘラ削り，下 コリア 床面

外反する。 位横方向のへラ削り後ナデ，内面

ナデ。

鈍い橙色

普通
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図版番号 器　 種 計測値（皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

2

嚢 A 〔17．0〕 体部か らロ緑部 にかけての破片。 口緑部内 ・外面横 方向のナデ。体 石英 ・長石 ・ス コ P 137　　 15％
土 師 器 B （6．9） 体部は内攣 し， 口緑部 は穏 やかに 部外面縦方向 のヘ ラ削 り。 口緑 部 リア 床面

外 反する。 と休 部 との境 に小 さな段 を もつ。 鈍 い黄橙 色　 普通

第38図　第19号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

l　　　　；　　　！

第20号住居跡（第39図）

位置　調査区南部，J5a7区。

規模と平面形　南東壁長3．15m。南西壁長は1．80mまで測れるが，調査区外へ延びているため全長は確認でき

ない。東コーナー及び南コーナーはほぼ直角である。

主軸方向　N－210－E

壁　壁高は10～15cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，中央部付近が硬く踏み固められている。

炉　2か所。炉1は中央部やや北寄りに，炉2は中央部やや南寄りに位置している。いずれも地床炉で，火床

面は焼土がブロック化し凹凸面になっている。

覆土　残っていた覆土は薄く，3層から成る。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量

3　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム中・ローム小ブロック少量，焼土粒子微量

遺物　土師器片36点，須恵器片2点，弥生土器片14点及び土製紡錘車1点が出土している。第39図1の土師器

片は，「S字（台付）嚢」で，中央付近床面から出土している。

所見　本跡は，出土遺物から4世紀前半の住居跡と考えられる。
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第39図　第20号住居跡・出土遺物実測図

第20号住居跡出土遺物観察表

（コD2

10cm

ト一一一一一一一一十－・一一一」

図版番号 器　種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第39図 台付要 A 〔15．8〕体部から口緑部にかけての破片。 ロ緑部内・外面横方向のナデ。体 石英・長石・スコ P84　　　　 5％

1 土師器 B （5．0）体部は内攣し，ロ緑部は「S」字

状である。

部内面ナデ，外面刷毛目調整。 リア

褐灰色　　　 普通

床面

図版番号 器　　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値

出土地点 備　　　　　　　　 考

長さ（皿）幅 （Ⅷ）厚さ（Ⅷ）孔径（皿） 重量（g）

第39図2 土製紡錘車 径　　　　 6．1 2．7 0．8 85．7 床　　　　 面 D P 3

第21号住居跡（第40図）

位置　調査区中央部，G4i8区。

重複関係　本跡は，第22－A号住居跡及び第22－B号住居跡に掘り込まれている。

規模と平面形　推定北東壁長5．80m。南東壁長は2．10mまで測れるが，調査区外へ延びているため全長は確認

できない。

主軸方向　N－320－W

壁　壁高は13～18cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，東コーナー付近が踏み固められて硬く締まっている。

ピット　2か所（Pl，P2）。Plは径70cmの円形で，深さ96cmの主柱穴である。P2は推定径50cmの円形で，深

さ70cm。性格は不明である。

Pl土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子中量

2　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック少量
3　褐　　　色　ローム粒子中量，礫少量

4　明褐　色　ローム大ブロック中量

5　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック中量

覆土10層から成る。ロームブロックがわずかに見られるが，レンズ状に堆積していることから自然堆積と思
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われる。

土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・炭化粒
子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

3　黒　褐　色　ローム粒子・ローム小ブロック少量，焼土粒
子微量

4　灰　褐　色　ローム粒子少量，ローム大ブロック・ローム

中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

5　褐　　　色

6　黒　褐　色

7　褐　　　色

8　灰　褐　色

9　黒　　　色

10　黒　褐　色

ローム粒子多量，ローム小ブロック少量

ローム小ブロック・ローム粒子少量

ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

ローム粒子中量，ローム粒子少量

ローム粒子微量

ローム粒子少量

遺物　土師器片34点が出土している。ピット内から台付嚢や高塚の細片が出土している。

所見　本跡は，小型丸底相を伴う第22…A号住居跡に掘りこまれていることや出土遺物から，4世紀中頃の住

居跡と考えられる。炉は遺構が調査区外へ延びているため確認できない。

B

li二千二幸一

第礪図　第別号住居跡実測図

0　　　　　　　　2m

［二…一二二二†∴＿二二＿．1

第22　A号住居跡（第11図）

位置　調査区中央部，G4h9区。

重複関係　本跡は，第22－B号住居跡に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸7．04m，短軸6。82mの隅丸方形である。

主軸方向　N－340－W

壁　壁高は18～48cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　北東壁下の全部，北西壁下及び南東壁下で部分的に確認できる。上幅10cm，下幅5cm，深さ5cmほどで，

断面は「U」字形である。

床　平坦で，壁下を除き全体に硬く締まっている。

ピット　7か所（Pl～P7）。－Plは長径65cm，短径40cmの楕円形で，深さ67cm。P2は長径40cm，短径35cmの楕
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第射且　第22　A o3号住居跡実測図
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円形で，深さ52cm。P3は長径55cm，短径45cmの楕円形で，深さ72cm。P4は長径50cm，短径40cmの不整楕円

形で，深さ59cm。Pl～P4は主柱穴である。P5は長径40cm，短径30cmの楕円形で，深さ35cmの出入口施設に

伴うピットと考えられる。P6は径約30cmの円形で，深さ62cm。P7は長径40cm，短径30cmの楕円形で，深さ

35cm。P6及びP7ほ補助柱穴と考えられる。

炉　中央やや西コーナー寄りに比較的大きな炉（炉1）とその東側に小さな炉（炉2）とが確認されている。

炉1は長径100cm，短径80cmで，炉床は床面をわずかに掘り込んで作られ，赤変硬化したブロック状の焼土

が凹凸面を作っている。炉2も炉床は床面をわずかに掘り込んで作られ，炉1同様焼土のブロックが凹凸面

を作っている。炉1及び炉2の周囲にも焼土が薄く堆積している。

貯蔵究　2か所。北コーナー部（貯蔵穴1）及び南コーナー部（貯蔵穴2）に付設されている。貯蔵穴1は長

径80cm，短径60cmの楕円形で，深さ61cm。貯蔵穴2は長径100cm，短径80cmの楕円形で，深さ59cm。1，2

とも底面には長径約8cmの紡錘形の礫と砂が敷いたような状態で確認された。

貯蔵穴1　土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼士粒子・炭化粒子微量

2　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　褐　　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック少量，炭化粒子微量
4　褐　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
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貯蔵穴2　土層解説

1　褐　　　色　ローム粒子中量，小石少鼠　焼士粒子微量　　　　　　　4　橙　　　色　ローム中ブロック多量，粘土粒子少量

2　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

3　明　褐　色　ローム粒子多量，砂粒少量

5　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子微量

6　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック少量

尊皇　4層から成る自然堆積である。

土層解説
1　暗　褐　色　ローム粒子少量
2　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック微量
3　褐　　　色　ローム粒子多量
4　褐　　　色　ローム粒子多量

遺物　土師器片725点，須恵器片8点，弥．生土器片20点，瓦片5点及び土製紡錘車1点が出土している。土師

器片の大部分は外面に刷毛目調整痕のある嚢の体部片である。第42図1の土師器椀，2の土師器増は南コー

ナー寄り覆土下層から，3の土師器嚢は南コーナー部床面から，5及び7の台付聾は中央部やや西寄り覆土

下層から出土している。6の台付嚢は東コーナー寄り出土片と西コーナー寄り出土片とが接合している。

所農　本跡は，出土遺物から4世紀中頃の住居跡と考えられる。

第22－院号健贋跡（第41図）

偉置　調査区中央部，G4h8区。

重複関係・本跡は，第22－A号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　北東壁長4．35nl。北西壁長は1．05111まで測れたが，調査区外へ延びているため全長は確認でき

ない。

主軸方向　N－300－W

壁　壁高は10～18cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，中央部付近が堅く踏み固められている。

覆土　残っていた覆土は浅く，3層から成る。

土層解説
1　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量
3　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック少量，炭化粒子微量

遺物　土師器76点，須恵器片4点及び弥生土器片1点が出土している。第43図9の土師器用は北東壁下床面か

ら正位の状態で出土している。

所見　本跡は，出土遺物から4世紀中頃の住居跡と考えられる。

第22－A号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色 調 ・焼成 備　　 考

第4 2図 椀 A　　 8．9 平底。底 部は内側に くぼむ。体 部 口縁 部内 ・外 面ナデ。体部内面へ 石英 ・長石 ・ス コ P 85　　 100％

1 土 師 器 B　　 5．8 は外傾 して立 ち上が り， 中位 か ら ラ削 り後ナデ，外面へ ラ削 り。 リア 内面黒色処理

C　　 2．4 真上方 向に伸 びる。不明瞭 な稜 を

経 て， 口縁部 はわずか に外反す る。

鈍 い橙色

普通

覆土下層

2

柑 A　 lO．0 体部及 び口緑部 一部欠損。平底。 目線部 内面横 方向のナデ，外面 ナ 石英 ・長石 ・パ ミ P 8 6　　　 95％

土 師 器 B　　 5．8 体部 は内攣 しなが ら立ち上が り， デ。体部外面 下位横 方向のへ ラ削 ス 底 部外 面煤付着

C　　 5．9 頚部 は「く」の字 状 に折 れ る。口縁

部は内攣気味 に斜 め上方に伸び る。

り。 黄橙色

普通

覆土下層

3

－＝土こご宣E B （2 5．8） 底部か ら口緑部 にかけての破片。 口縁部 内 ・外面横方 向のナデ。体 石英 ・長石 P 8 7　　　 60％

土 師 器 C　　 7．3 平底。体部 は外傾 して立ち上が り，部外面下位縦方 向の磨 き。 鈍い黄橙色 体部外面煤付 着

中位に最大径 をもつ。 頚部は「く」

の字状に折れ る。

普通 床面
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第42図　第22－A号住居跡出土遺物実測図
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図版鮒 器 種 桓 測億廟　 器 形 の 特 徴　　 手 法 の 特 徴　 恒 の色調を焼成　 備　 考

4 豊富悪霊；霊琵軍喜拳望窯筆意蓋蓋憲蔓聾。≡警；：登軍票票警毒室篇票雷悪霊冒蓋窯羞欝妄霊還警中5％

5 豊富霊喜［蔓が窯睾！：還蓋惹芸窯董警望楼窯業≡蓋曇窯薫窯曇葱嘉警窯蓋愚㌫孟ス　義下層舗％
E　 5・2　 が 上　 最 大経 を中位に もつ∵頭部　 横方 向の刷 毛 ＝調軋

か ら目線 部は外 反 して開 く∴

6 豊富莞≡（五菜；）窯惹≡蓋王窯堅塁喜慰 霊霊票晋票芸歪霊雷莞姜禁慧空竃けて恩 長石　 鐙　 ％

声轡鵠麿菜藍憑膠鵠鵠呵寮拓　匿詳
反 しなが ら斜 め上方に伸 びる∴

図版番号 器　 穫 長絢中 吉 。n）摩豊中 径芸）重射か 土地点　 備
考

雛洞再 製紡錘車　 径　　 0日　 も中　 85　日 0日 覆　 土　 中恒 4

管10cm

』　　　室
・・　’　＿∴∴’　、（、．‥

′　ニ′　J′　′・・1　．．、′ケ∵ノ六一、、

図版番号 器　種 計測値（cm） 器　彬　の　特　 徴 手　法　の　特　徴 胎士・色調・焼成 備　　 考

第43図 堵 Å　1仕6 打線部一部欠損。丸底。体部は内 目線部外面ナデ，内面構方向のナ右奥・長石・バミ P92　　　 粥％
9 士帥器 B　　680 攣しながら立ち上がりタ　頚部で外 デ∴　休部外面縦方向のヘラ削り後ス 床面

に折れ，＝縁部は外傾する∵ ナデ†内面ナデ∴ 樺色　　　　 普通

r　　　　′∴ノ・′二′‾’∵′

‾ニ‾　　′・ノー＼／く郡ノ、こ　　／く

′∴三∴・こ　ノ、・・J′・′∴ノ／　′．　り′．′．′つ　　′t、′．：．

圭一　′‘′　・：‖・；′、ノ、′∴，・　一　・・‾、ノー　∵つつr　∴・．ニ　づ、－′誹・了、・ぁ′て∵．、・l

′　ノ！rノ＼丁∴　ノ　ー、言′こ・／・ノー．ノ、′弓l′＼、㍉．′　′て）′　う′ノ′イ　′一。一、一リー、

主軸方向　N一一220－－E

璧　壁高は且3～28cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で　硬化面が壁下を除いて全体に広がっている。

㌣、、′－　′ミ1′、′十‾∴、ノ　、，∴；∵㌧　こ　て　∴′　∴′　言　六ノ．＼　　ハ．、∴′，こ：‥ノ∵言、・・、′ノ㌦

円形で学深さ50cm。㌘3は長径40cmタ短径30cmの楕円形でタ深さ33cm。P4ほ長径90cmタ短径30～40cmの瓢箪
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・・ユ、　∵∴、一　一、く‾、　　、一、′　′、∴レ言）’日工、7㌦㍉－∴、′、・了1しこ、CT〃雷上甘∴　決一こ・圭一1、′J　ノ、、1

誼に伴　ピットと考えられる。Pは径的購cmの円形で　深さ2cm。性格は不明である。

ノ　′′ノーてノノ・‾　－、　　′　ゝ∴　／ユ　ニ与∴言ノCrの・∴I、　∴ノ、言、－予わ寸か∵裾ノノー、′・′∴′′　∵∵．一

いる、－、焼士が硬い凹凸面を作っている。

′’ノ′・、、′　　　－　′　ノ　　′ンて　′一・ノ′′′　ノ．しノノし′：ニ′ノ、／／ノ／、ら　∴上しノ、し、売二＿ニカ、・・ニ′予ノ、′・∴、∴、

われる．ご

土層解説

1褐　　　色　ローム粒J’一少量．ローム中プロ・ソク・ローム小プロ、ソク・焼出口・微量

2　黒　褐　色　ローム小プロ、ソク・ローム粒J’－少量．焼十粒自微量

：j　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

遺物　土師器片諏監査　須恵器片　点及び弥生土器片は点が出土している。第祇園且の土師器棒，4の土師器

壷タ　7の土師器壷学　8の土師器台付嚢は南東壁下種土下層から，5の土師器壷は中央部北壁寄り覆土下層か

ら芦　3の顔形平底壷は北東コーナー寄り覆土下層から，6の土師器壷は南東コーナー部床面からそれぞれ出

上している二、

所農　本跡は撃　出土した遺物から4世紀中頃の住居跡と考えられる。

二十′二！・㌍㍗「了㍉㍉霊二言一票

ー531
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第45図　第23号住居跡出土遺物実測図

第23号住居跡出土遺物観察表
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図版番号器　種計測値（仙）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

第45図杯B（5．6）底部から体部にかけての破片。平体部上位横方向のナデ。休部内面石英・長石 P93　　　70％

1 土師器C　　4．9底。休部は外傾して立ち上がり，中位から下位にかけてへラナデ，鈍い黄橙色 内面黒色処理

中位から強く内管する。 外面横方向のヘラ削り。底部外面

へラ削り。

普通 覆土下層

2

器　　台D　　9．5脚部片。脚部はわずかに内暫しな脚部外面上位縦方向のヘラ削り。長石・スコリアP94　　　50％
土師器E（4．6）がら「ハ」の字状に開く。脚部中

位には5孔が穿たれている。

鈍い橙色

普通

貯蔵穴覆土下層

3

小型平底B（5．0）底部から頚部にかけての破片。平頚部外面横方向のナデ。体部上位長石・砂粒・スコP95　　　80％

宝E C　　3．0底。体部は内暫しながら立ち上が内面横方向の刷毛目調整。体部外リア 覆土下層

土師器 る。 面上位から中位にかけて刷毛目調

整，下位横方向の手持ちへラ削り

後ナデ。

鈍い黄橙色

普通

4

璽E A　15．0休部から口緑部にかけての破片。口緑端部内・外面横方向のナデ。石英・長石・スコP96　　　10％
土師器B（6．1）休部は内暫し，頚部は「く」の字口縁部外面刷毛目調整後ナデ。体リア 覆土下層

状に折れる。口縁部はわずかに外

反し，上位は二重口緑となる。

部外面刷毛目調整後ナデ。 橙色

普通

－54－



図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

壷 A　 13．7 体部か ら目線部 にかけての破片。 ＝縁部 内面刷毛 ＝調磐 ，外 面刷 毛 長石 ・細礫 P 97　　　 20％
5 士 師 器 B （7言 ） 頭部は 「く」の字状 に折 れ，目線 ＝調整 後ナデ∴頭部外 面横方向の 橙色 覆土下層

部は斜 め上方に伸 びる。 ナテ㌔ 普通

6

恵笠 Å　 13．2 ‖縁 部片∴　頭部は 「く」 の字状 に 目線 部内 ・外面刷毛 ＝調整 後維な 石英 ・長石 ・雲母 P 98　　　 10％
士 師 器 B （6。0） 折 れる。 打線 部は外反 しなが ら斜

め上方 に伸 び，端部は二重 目線 と

なる。

ナデ。 パ ミス やスコ リア

鈍い橙色

普通

床 面

dE悪寛ぎ Å　 13．1 体部か ら目線部 にかけての破片。 ＝縁部 内面横 方向のナデ，外面へ 石 英 ・長石 ・スコ P 99　　　 15％

7
土 師 器 B （9．7） 体部は内攣 しタ　頚部 は 「く」の字 ラ削 り後 ナデ。頚 部内面刷 毛 自訴 リア 覆土下層

状 に折れ る。 目線部 は外傾 し，端 整後 ナデ。体部外 面刷 毛 目調整後 明黄褐色
部は外に開 く。 ナデ。 普通

台 付 嚢 Å　 17．7 卿 台部欠損。体部 は直線 的に外 傾 目線 部は輪積痕 を意図 的に残 して， 長石 ・細 礫 ・スコ P lO O　　　 40％
土 師 器 B （29。4） して立 ち上が り，上位 に最大径 を 二重 口線 状の装飾 を施す。 白線部 リア 覆土下層

8 E （1。2） もつ。頚 部は 「く」の字状 に折 れ，内面刷 毛 目調整。頚部外面 には粘 鈍い黄橙色
目線部 は短 く，わずか に外反 しな 土紐 を一周 させ，指頭押圧 を施す。普通
が ら斜 め上方 に伸 びる。 体部外面 に刷 毛 昌が施 され る。

窮劉考健腰掛　第購図）

位置　調査区中央部，り3h5区。

第礪図　第別号健贋跡実測図

－55－

∵　＿ノ

0　　　　　　　2m

L＿　　一一・l　　　＿・」



重複関係　本跡は，第111号住居跡に掘り込まれている。

規模と平面形　南北軸長5．80m，東西軸長5．75mと推定される。北東コーナーと南東コーナーはほぼ直角であ

る。北西コーナー及び南西コーナーは重複のために明確にはとらえられない。

主軸方向　N－00

壁　壁高は10～12cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，壁下を除き全体が硬く踏み固められている。

竃　第111号住居跡との重複により確認できない。

覆土　9層から成る。ロームブロック及び焼土ブロックが見られることから人為堆積と思われる。

土層解説

1暗　褐　色　灰白色粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子・

炭化物・炭化粒子少量，焼土大ブロック微量

2　黒　褐　色　粘土粒子中量，焼土大ブロック・炭化粒子微
量

3　黒　褐　色　焼土大ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子・
炭化粒子少量

4　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

5　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土中ブロック・炭化粒子
微量

6　褐　　色　ローム大ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子

微量

7　黒褐色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
8　黒　　色　ローム粒子微量

9　褐　　色　ローム大ブロック多量

遺物　土師器片182点，須恵器片5点，縄文土器片1点，弥生土器片1点及び瓦片1点が出土している。出土

遺物は大部分が細片で，多くが覆土中層から出土していることから投棄されたものと思われる。第47図1の

土師器要は東壁寄り床面から，3の須恵器杯及び4の須恵器嚢は南東コーナー床面から出土している。

所見　本跡は，出土遺物から8世紀前半の住居跡と考えられる。

第47図　第24号住居跡出土遺物実測図

第24号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第4 7園 慧 A 〔1 5．5〕 体 部か らロ縁 部にかけての破片。 口緑部，頚部 内 ・外 面横方向の ナ 石英 ・長石 P lO4　　 15％
1 土 師 器 B （8．0） 体 部は内暫 し，頚 部は強 く外反す

る。口緑部 は比較 的短 く，先端 は

真 上につ まみあ げ られている。

デ。 明赤褐色

普通

床面

2

土不 A 〔16．6〕 底 部か ら口綾部 にかけての破 片。 ロクロ整形。底部回転 へラ切 り後 石 英 ・長石 ・雲母 P lO 1　　 6 0％
須 恵 器 B　　 4．9

C　　 8．2

丸味 を帯 びた平底。休 部は内攣 し

なが ら立ち上が り，不 明瞭 な稜 を

経 て， 口緑 部は外反す る。

回転へ ラ削 り。 灰 白色

普通

覆土 中

3

杯 A 〔14．7〕 底部か ら口綾 部にかけての破片。 ロクロ整形。 体部外 面 に強い ロク 長石 ・細礫 P lO 2　　　 30％
須 恵 器 B　　 4．4

C 〔 9．0〕

平底。体部 は内攣気味 に立 ち上が

り，下位の不 明瞭な稜 を経て， 口

緑 部は外反す る。

ロ目が残 る。底 部回転へ ラ削 り。 灰黄色

普通

床 面
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図柑 号　 券 種 恒 り酌 n）i 器 形　 の　 特 徴
手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

4

目線部内・外面横方向のナデ∴体 長右 ・細礫 P lO3　　 10％
部外面平行叩き∵ 褐灰色

普通
床面

l　ヽ　二　　　　′、－′ヽ　、′

位置　調査区中央部，D3i5区こ

重複関係　本跡は　第邦号住居跡　第2号住居跡及び第m号住居跡に掘　込まれている。

、、一　　二つ　　工リ、、′．′‥1∴∴、十　一も！工′　十二＿1∴－．J∴工　′；）、、生．′了、、きるシ；∴ト一十l′よ：

ぼ直角である。偽の3コーナーは重複や削平のために確認できない。

主軸方向　N‾一一260－－－uW

壁　壁高は約＿13cmで．外傾して立ち上がるJ

床　平坦で一年矢部付近が特に硬く踏み固められている。

：′　　　′′一　′　　　　ノ・、JLfノ‘畑　の　言、　′∴一Jノ、∴ノ′　′∴；　読！言　使、∵、ノ、∴ん）′：．．）′予′　′

cmの円形で，深さ40C町つ、射各は不明である、「．
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第媚図　第託考健腰跡実測図
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覆土　残っていた覆土は浅く，4層から成る。

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・KP微量

2　黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・KP微量

3　褐　　色　ローム粒子中量，焼土粒子・ローム中ブロック・ローム小ブロック・KP微量
4　黄　褐　色　ローム大ブロック多量

遣物　土師器片199点，須恵器片16点，陶器片1点及び弥生土器片68点が出土している。第49図1の土師器蓋

は北西壁寄り覆土下層から，2の須恵器高台付杯は中央部付近床面から出土している。3の須恵器長頚壷は

覆土中出土である。

所見　中央部北寄りに焼土が確認され，掘り方面から弥生時代後期の壷の体部片が出土している。覆土中にも

弥生土器片が比較的多く流れ込んでいる。本跡は，出土遺物から弥生時代に竪穴住居跡があった地点に作ら

れた奈良・平安時代の住居跡と考えられる。竃は重複のために確認できない。

第49図　第25号住居跡出土遺物実測図

第25号住居跡出土遺物観察表

と：∈兎2

10cm

l　　　　；　　　i

図版番号器　種計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第49園蓋A〔18．5〕天井部から口緑部にかけての破片。ロクロ整形。内面磨き。天井部外石英・長石・スコPlO6　　　45％

1 土師器B（3．0）天井部は平坦面をもち，急激に下面上位回転へラ削り。口緑部外面リア 墨書『門上』か

降して外反した後，水平方向に伸

びて口緑部に至る。

丁寧なナデ。 鈍い橙色

普通

覆土下層

2

高台付坪B（2．6）高台部。付高台。高台は外反しな高台部内・外面横方向のナデ。石英・長石 PlO5　　10％

須恵器D　　5．0

E（1．7）

がら「ハ」の字状に開く。 灰色

普通

床面

3

長頚壷B（3．4）高台部から休部にかけての破片。高台部内・外面横方向のナデ。長石・雲母 PlO7　　　5％

須恵器D〔9．4〕

E　　O．9

付高台。高台は短くて幅広く，直

線的に「ハ」の字状に開く。体部

はわずかに内攣しながら立ち上が

る。

灰色

（粕）オリーブ色

普通

覆土中

第26号住居跡（第50図）

位置　調査区中央部，D3j4区。

重複関係　本跡は，第25号住居跡，第27号住居跡及び第29号住居跡を掘り込んでいる。

一58
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第50図　第26・27・29号住居跡実測図
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規模と平面形　南北軸長2．65m，東西軸長2．35mの長方形と推定される。

主軸方向　N－5。－W

壁　壁高は約20cmである。

床　平坦で，主軸線より東側で踏み固めが顕著である。

ピット　P2は径40cmの円形で，深さは25cmの出入り口施設に伴うピットである。

竃　北壁中央部を幅110cm，奥行60cmほど掘り込んで付設されている。袖部は砂質粘土で構築されている。火

床面から凝灰岩質の支脚が出土し，覆土上層から比較的残りの良い須恵器杯などが出土している。

電土眉解説

1　暗赤褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量

2　暗赤褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量

3　暗赤褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量

4　暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子中量，ローム粒子・ローム小ブロック・ローム粒子少量

5　黒赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

6　暗赤褐色　焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量，ローム粒子微量

覆土　2層から成る。ロームブロックがわずかに見られるが，レンズ状に堆積していることから自然堆積と思

われる。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子微量

2　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量

遺物　土師器片19点，須恵器片9点，灰粕陶器片1点及び弥生土器片1点が出土している。第51図1の土師器

杯は竃先端覆土下層から，2の土師器杯は竃覆土中層から，3の土師器杯は竃中央覆土上層から，4の土師

器高台付杯は竃先端覆土下層から，5の土師器嚢は竃中央覆土中層からそれぞれ出土している。

所見　本跡は，出土遺物から9世紀前半の住居跡と考えられる。

l三二

10cnl
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第51図　第26号住居跡出土遺物実測図

第26号住居跡出土遣物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 51図 杯 A　 14．5 底 部か ら口緑部にか けて一部欠損 。ロクロ整 形。内面丁寧 な磨 き。体 石 英 ・長石 P lO 8　　　 9 0％

1 土 師 器 B　　 4．5 平底。体 部は内攣 しなが ら立 ち上 部外 面下半回転へ ラ削 り後 ナデ。 鈍 い黄 褐色 内面黒色処理

C　　 6．3 が り， ロ緑 部は外傾す る。 底部 回転 へ ラ切 り後回転へ ラ削 り。普通 二次焼成

覆土下層

2

杯 A 〔15．0〕 底部か らロ縁 部にかけての破片。 ロクロ整形 。内面磨 き。体部外面 石英 ・長石 ・ス コ P lO 9　　　 40％

土 師 器 B　　 4．3 平底。体 部は内攣 しなが ら立 ち上 下端 回転 へラ削 り。底部 回転へ ラ リア 内面黒色処理

C （7．6） が り， 口緑 部は外傾す る。 切 り後 回転 へ ラ削 り。 鈍 い橙色

普通

二次焼成

竃

－60一



図柄 号 器 穫 桓 測縮 m日　 器 形 の 特 徴 ！ 手 法 の 特 徴・ い旺 櫓 針 鋸
備　　 考

林　　 Å　再 ・8日 底部から目線部にかけての破片∴　 ロクロ整彬∴内面磨き∵休部卜端　 長石・スコリア

土 師 器 B は 減 禁 遽 部品 漂霊 畿　 纏 へラ削 後げ 。　　 笠 褐色
㌘110　　　 20％
内面黒色処理

二次焼成
する∵ 竃

高台付林　 A　L＝・0日 底部から目線部にかけて1 部欠損∵ロケロ整彬∵内面磨き∴体部外面　 石英 ・長石 P ll1　　 70％
士 師 器　 8　 5．0　 付高台∵　高台は直線的に 「ハ」の に強いロクロ日が残る∴休部下端　 鈍い黄橙色 内面黒色処理

J　　　　　　 r　 ∴0　 字状に開く∴休部は没い角度で立　 回転へラ削り後ナデ∴高台部内・ 普通 二次焼成
ち十がった後上向きに折れ，目線　 外面横方向のナデ∴底部回転へラ 竃
部に至る。　　　　　　　　　　　 切り後ナデ。

悪　　 Å　山 ・車　 体部から目線部にかけての破片∴　 目線部内・外面ナデ∵　　　　　　 石英 ・長石 ・雲母 P l12　　　 5％
5　 土 師 器 狛 摘 漂警霊 賢 諸 芸：；浣 孟漂 羞　　　　　　　 完詣 謡 コ ア

部は女工につまみ上げられている∴　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

竃

－・・　　　　　　′、′　く

′　　　　′　、　　　　　′

二　‘　　　　　．・・′　　　二′′　　‥　′、ノ′、．ノこ　・ノ　1－′．　∴・∴ノ、一言‾∴ノ　′′、

・．　　　　　－　　　∴’　　　　′　　　ノ、　．一、′・、　′ソ．、ノ，ン　′ン、′：ニ

童車由方向　N一、15ロー1㌔丁

壁　壁高は10へつ6cmで，外傾して立ち上がる√

床　平川で，壁トを除き硬く引き締まっている。、

ノ　　、∴′ぐ′・′　′ノ）　言、　7∴くご　て－C′〕　ノ、‥　告．1＿伴∵ご　ノ＼1、ふ完

畿　北壁中央部を幅温摘cm　奥行腑cmはど掘　込んで付設されている。袖部は砂質粘土で構築されているが脆

弱であるこ，

竃土層解説

1暗′ホ褐色　ローム小プロ、ソク・ローム粒千・焼悌白二・歳化粒子微量

2　暗赤褐色　ローム小ブロック・ローム粒J’－・焼巨J、プロ、ソク・焼巨粒子・少品，炭化粒J’・微量

：う　暗赤褐色　ローム中ブロック，ローーカム小プロ、ソク・焼巨トプロ、ソク・焼廿日∵少量．炭化粒自微量

Ll　暗赤褐色　焼トトブロック・焼上拉千申軋　ローム申ブロック・ローム小ブロック・炭化物少量
5　黒赤褐色

6　暗′ホ褐色

7　暗赤褐色

8　極暗赤褐色
9　暗赤褐色

1（1暗赤褐色

11暗赤褐色

ローム粒J’一・焼土粒√・炭化粒子少量

焼土粒J’一・歳化物・炭化粒子少量．ローム粒子微量

焼「小ブロックI恒星∴　ローム小ブロック・炭化物少量

ローム小プロ、ソク・ローム粒r・焼悌白’一少量，炭化粒自微量

ローム粒子多量，焼土小ブロック少量，炭化粒子微量

ローム大ブロック・ローム粒J二・焼上粒j二・歳化粒子少量．焼上人ブロック微量

ローム粒子・炭化粒j’一少量，焼上人ブロック微量

尊皇　5層から成る自然堆積である。

土層解説

＿1　黒褐　色　ローム粒j二一少量，焼土粒子・粘土粒子微量

2　極暗褐色　ローム粒子少鼠　ローム中プロ、ソク・ローム小ブロック・焼上粒子微量

こう　黒褐色　ローム小プロ、ソク・ローム粒J’－少量，焼巨」、プロ、ソク・焼上粒子微量

∴i　極暗褐色　ローム粒j′一少軋　ローム小ブロック・焼‖粒子微量

5　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒J’－少量，焼巨粒子・炭化粒J′・微；－呈二

遺物　土師器片霊点　須恵器片柑点　線粕陶器　点　縄文土器片　点及び弥生土器片1点が出土している。

第52図6は出入りロ付近床面から，7の土師器塔は出入り口付近覆土下層から，10の線粕陶器は東壁寄り覆

土上層から出上しているご

所農　本跡は，重複する第26号住居跡と規模，軸線及び内部施設などがよく似ていることから，時期差が小さ

い　のと推定される。建て替えたことも考えられる。出土遺物から9世紀後半の住居跡と考えられる。
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第52図　第27号住居跡出土遺物実測図

第27号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（Ⅷ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色 調 ・焼成 備　　 考

第 5 2図 杯 A 〔1 3．6〕 底 部か ら口緑部 にか けての破 片。 ロクロ整形。内面磨 き。体 部外 面 長石 P 11 3　　　 60％

6 土 師 器 B　　 3．8 平底 。休 部は内暫 しなが ら立 ち上 下端 回転 へ ラ削 り。底 部回転 へラ オリーブ色 内・外面黒色処理

C　　 5．4 が り，口緑部は外反す る。全体 に

薄 い。

切 り後 回転へ ラ削 り。 普通 床 面

7

埠 A 〔12．6〕 底部 か ら口緑 部にか けての破片。 ロクロ整形 。口縁部内 ・外面横方 長石 ・細礫 P 114　　　 20％
土 師 器 B　　 4．0 平底。体 部は内攣 しなが ら立 ち上 向のナ デ。 体部内 ・外面 に強 いロ 鈍い黄橙色 覆土 下層

C 〔6．0〕 が り， 口緑部 は外 傾する。 ク ロ目が残 る。 普通

8

杯 A 〔12．7〕 底部か ら口緑部 にかけての破片。 ロ クロ整形 。内面磨 き。ロ縁部内 ・ 長石 ・雲母 ・白色 P l 15　　　 2 0％

土 師 器 B　　 3．5 休部 は内暫 しなが ら立ち上が り， 外 面横方向 のナデ。体部外面下位 針状物 質 覆土 中

C 〔5．8〕 口緑部 はわずか に外 反する。比較

的薄手であ る。

回転 へ ラ削 り。 橙 色

普通

9

聾 A　 1 7．9 底 部は平底で突 出気 味。休 部は内 口緑 部内 ・外面横方 向のナデ。体 石 英 ・長石 ・雲母 P 1 16　 10 0％

土 師 器 B　 18．4 攣 しな が ら立 ち上 が り，頚 部 は 部外 面縦方向のヘ ラ削 り。底部外 スコリア 体部外面煤付着

C　　 8．0 「く」の字状 に折れ る。 口縁 部は

外傾 する。

面へ ラ削 り。 鈍 い橙色

普通

覆土中

10

輪 花 椀 A　 13．6 体部 か ら口緑部 にか けて一部欠損 。全面 に緑粕 発色。体部下位 内面凹 細砂 P 54 8　　　 75％
陶　　 器 B　　 4．5 平底。 高台は短 く内攣す る。体 郎 線以下横 方向のへ ラ磨 き。体 部外 灰色 覆土上層

D　　 5．9 は内暫 しなが ら立 ち上が り， 中位 面下位 回転 へ ラ削 り。 内面 口緑部 （粕）緑

か ら口緑 部は外 傾す る。休部下位 下に 3 単位 の半裁花紋が施 されて 良好

内面 に凹線 が巡る。口緑部 に 4 か

所輪花 を成 す。

いる。

第29号住居跡（第50図）

位置　調査区中央部，D3j4区。

重複関係　本跡は，第26号住居跡に掘り込まれている。

規模と平面形　南北軸長4．65m。東西軸長は3．30mまで測れたが，遺構が調査区外へ延びているため全長は確

認できない。

主軸方向　N－50－E

壁　壁高は12～16cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，壁際を除き硬く踏み固められている。

竃　北壁中央部を幅90cm，壁外へわずかに掘り込んで付設されている。袖部は砂質粘土で構築され，焚口付近

から板状の凝灰岩が出土している。出土状況から石材を焚口の両側に立て，天井にも一枚の石材を横架して

いたと推定される。
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竃土層解説

1　黒　　　色　ローム粒子微量や　焼士粒子微選

2　極暗褐色　焼土小ブロック多量，焼土粒子中乳　白色粘土中ブロック少鼠　ローム粒子微量

3　暗赤褐色　焼土小ブロックの焼士粒子の炭化粒子の灰多量，焼土中ブロック・粘土小ブロック少量

1暗′ホ褐色　焼巨巨プロ、ソク・焼巨J、プロ、ソク・炭化桂一J’一・灰多軋　粘巨J、プロ、ソク少量

5　暗赤褐色　焼十小プロ、ソケ・焼伸行・尉ヒ物・損じ粒J’－・吠多結　粘巨j、プロ、ソク少量

6　褐　　　色　焼巨トプロ・ソク小結　ローム粒J′・・焼日も号・・吠イ1色粘廿1千少量

7　明　褐　色　ローム粒j’・多量，焼‖位「少量

8　黒　褐　色　ローム小プロ・ソク・焼巨」、プロ、ソク少量

！）　黒　褐　色

10　極暗褐色

11鈍い赤褐色

12　灰　褐　色

13　鈍い赤褐色

摘　極暗褐色

15　暗赤褐色

焼上粒J’一少宗主；∴　ローム粒J∴焼巨幸プロ、ソク・焼巨」、プロ、ソク微量

焼土粒子多量タ　ローム粒子少量

焼巨巨プロ・ソク・焼トトプロ、ソク小品　焼上人プロ、ソク・炭化粒J’・少結　ローム粒千微量

焼土中や小ブロック中量学　廃土太ブロックせ炭化粒子少鼠　ローム粒子少量

ローム粒J∴小結　ローム中プロ、ソク・ローム小プロ、ソク・焼廿と千・尉ヒ粒J’・少量

ローム小プロ・ソク・ローム粒J’一少量．焼上粒J’・・炭化粒自微量

ローム粒子多＿私　焼土粒J’・・炭化粒子微量

尊皇　残っていた覆土は浅ら　層から成る。

土層解説

1灰　褐　色　ローム粒」’一少量．ローム小ブロック・焼細目つ鋸11二

2　黒褐　色　ローム粒J∴焼土粒J’・少鼠　ローム大ブロック微量

遺物　土師器射舶点　須恵器片　点　弥生土器片　貞　義片　点及び土製支脚　点が出土している。第53回

鼠の土師器塚は竃の前面床面から撃　臓の土師器甑は竃の前面覆土下層からタ　温2の土師器甑は竃奥覆土中か

ら，Hの土師器甑は電左側床面から出上している。

新風　本跡紐　出土遺物から7世紀前半の住居跡と考えられる。

第29号住居跡出土遺物観察衷

図版番号 器　 種 計測値（cn） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第53囲 杯 A　 l6．5 日録部一部欠損。 丸底。体部 は内 ロクロ整形。内面磨 き。目線 部内 ・ 右英 ・長右 P l 17　　　 9 5％
1 1 土 師 器 B　　 4。5 攣 しなが ら立 ち上 が り，明瞭 な稜 外面横方 向のナデ。体 部外 面へ ラ 暗褐色 内・外面黒色処理

を経て， 目線部 は内傾 する。 削 り後ナ デ。 普通 床面

12

甑 A 〔2 3．7〕 体 部か ら目線部 にかけての破片。 目線 部内 ・外面横方 向のナデ。体 長石 P l 18　　　 3 0％
土 師 器 B （1 7．0） 体 部はわずか に内攣 し，頚 部は く 部内面幅の狭いへ ラ状工具 による 鈍 い黄橙 色 体部外面炭化物

ぴれ，目線部 は外反す る。 縦 方向の丁寧 なナ デ，外面上半縦

方 向のヘ ラ削 り，下半横方 向のへ

ラ削 り。

普通 付着

竃

13

甑 A 〔26。8〕 体部 か ら目線 部にか けての破片 。 目線 部内 ・外面横 方向のナデご 石英 ・長 石 ・雲母 P l1 9　　　 5 ％
土 師　器 B （5。9） 体部 は直線 的で，頚部 との境 に突

線状の稜 を もつ。頚部か ら目線部

にか けて緩や かに外 反す る。

バ ミス ・スコ リア

鈍い黄橙色

普通

覆土下層

甑 B （H 誹） 底部か ら体部 にかけての破片。無 休部 内面幅 の狭いヘラ状 工具に よ 長石 ・スコリア P 1 20　　　 5 ％
14 土 師 器 C　　 凱6 底。体部 はわず かに内攣 しなが ら る縦方向 の丁寧 なナデ，外 面へ ラ 鈍 い黄橙色 床面

立ち上が る。 削 り。 普通

図版番号 器　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値 ト 材

出 士 地 点 備　　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm）巨L径（cn） 重量（g ）

第53図15 支　　 脚 （26言） 径　　　 （6。8） － （58。9） 凝 灰 岩 床　　　 面 Q 4

16 支 柱 石 （29．4） （13．0） （13．3） － （3，850） 凝 灰 岩 竃 Q 3
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第53図　第29号住居跡出土遺物実測図

C－5，。。m
ト　　　；　　　」
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第30号住居跡（第54図）

位置　調査区中央部，D3f6区。

重複関係　本跡は，第32－A号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　南北軸長3．25m，東西軸長2．53mの長方形である。

主軸方向　N－90。－E

壁　壁高は20～26cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　北東コーナー付近で確認され，上幅10cm，下幅5cm，深さ5cmほどで，断面は「U」字形である。

床　平坦で，壁際を除き全体が硬く踏み固められている。

竃　2か所（竃1，竃2）。竃1は東壁中央やや南寄りの部分を幅50cm，奥行65cmほど掘り込んで付設し，袖

部は砂質粘土で構築されている。竃2は北壁中央やや西寄りを幅70cm，奥行45cmほど掘り込んで付設されて

いる。竃2の袖部が残っていないこと及び竃前の壁際に壁溝が確認できることから，竃2は竃1を構築する

に際し取り壊されたものと考えられる。

寵1土層解説
1　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量
2　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量，KP

ブロック微量
3　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子・粘土大ブロック

少量，炭化粒子微量
4　黒　褐　色　焼土小ブロック・焼土粒子・粘土粒子少量

5　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒
子微量

6　鈍い赤褐色　ローム大ブロック・ローム小ブロック・壌土

大ブロック少量，炭化粒子微量

！‘‾・’

第54図　第30号住居跡実測図

7　鈍い赤褐色　ローム大ブロック少量，焼土中ブロック・炭
化粒子微量

8　鈍い赤褐色　焼土小ブロック・炭化物・粘土小ブロック少
呈

9　灰　褐　色　ローム大ブロック・炭化粒子少量，焼土大ブ
ロック微量

10　時赤褐色　焼土粒子多量，炭化粒子少量，ローム粒子微
甲．

11灰　黄　色　粘土多量

、亡LN
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甲
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寵2土居解説

1　暗赤褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

2　鈍い赤褐色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子中量，ローム中ブロック・炭化粒子少量

3　鈍い赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子多量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・炭化物少量

4　明赤褐色　ローム粒子多量，焼土粒子少量

覆土　7層から成る。ロームブロックが各層に見られることから，人為堆積と思われる。

土眉解説

1　黒　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子・焼土粒
子少量

2　黒　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少

量，焼土小ブロック・焼土粒子微量

3　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼
土小ブロック少量

4　黒　褐　色　焼土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒

子少量

5　暗　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，焼

土粒子微量

6　暗　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量

7　黒　褐　色　焼土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒
子少量

遺物　土師器片245点，須恵器片13点，陶器片4点，弥生土器片4点及び瓦片3点が出土している。第55図1

の土師器杯は南東コーナー床面から出土している。

所見　本跡は，北竜を廃棄して東電を新たに付設した住居跡で，出土遺物から9世紀後半の住居跡と考えられ

る。

第55図　第30号住居跡出土遺物実測図

第30号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　i i

図版番号器　種計測値（皿）器　形　の　特　徴手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

第55区l杯A　14．7口緑部から休部にかけて一部欠損。ロタロ整形。内面磨き。体部外面長石・砂粒・小礫P121　　90％

1土師器B　　4．9平底。体部は内管しながら立ち上下位回転へラ削り後ナデ。底部回鈍い黄橙色内面黒色処理

C　　8．0がり，口縁部はわずかに外反する。転へラ切り後ナデ。 普通 床面

2

杯A〔13．2〕底部からロ緑部にかけての破片。ロタロ整形。内面磨き。底部回転雲母・砂粒P122　　　50％

土師器B　　3．7平底。底部突出気味。体部は内野ヘラ削り後ナデ。 灰色 内面黒色処理

C　　7．6しながら立ち上がり，口縁部に至

る。

普通 覆土中

3

杯A〔13．6〕底部から口縁部にかけての破片。ロクロ整形。内面磨き。体部外面石英・長石・スコP123　　　5％

土師器B　　4．1平底。休部は内管しながら立ち上に強いロクロ目が残る。リア 内面黒色処理

C〔8．0〕がり，口緑部は外傾する。 鈍い赤褐色　普通覆土中

第32－A号住居跡（第56図）

位置　調査区中央部，D3j6区。

重複関係　本跡は，第32－B号住居跡及び第33号住居跡を掘り込み，第30号住居跡に掘り込まれている。

規模と平面形　南北軸長4．34m，東西軸長4．16m。北東コーナーは重複のために確認できないが，残る3コー

ナーがほぼ直角であることから長方形と推定される。

主軸方向　〔N－100－W〕

壁　壁高は16～28cmで，外傾して立ち上がる。

床　ローム混じりの黒色土で貼り床がされている。全体に硬く踏み固められている。

ピット　Plは径約30cmの円形で，深さ31cm。底面が硬化していることから，柱穴と考えられる。

竃　出土遺物から，北壁に付設されていたものと考えられるが，重複のために確認できない。
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覆土　自然堆積と思われるこ．

土層解説

1　極暗褐色

2　黒　褐　色

3　黒　褐　色

4　黒　褐　色

5　極暗褐色
6　黒　褐　色

ローム小プロ、ソク・ローム粒子‥焼土中プロ、ソク・焼巨粒子一微量

ローム小プロ、ソク・焼吊白㌧・炭化粒子少量

ローム小プロ・ソク・焼上′」、プロ、ソク少量言片化物微量

ローム小プロ、ソク・焼巨」、プロ、ソク微量

ローム小プロ・ソク・ローム粒J’・少＿私焼巨トプロ、ソク・焼‖幸子微量

ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

7　黒　　　色　ローム申プロ、ソク・ローム粒子・焼土中プロ、ソク微量

遺物　土師器片鋸点　須恵器机消息　弥生土器片飢点　瓦　点及び土製支脚片　点が出土している。第57図

且の土師器嚢は中央部覆土中層から9　2の土師器甑は東壁下覆土下層から出土している。3の須恵器杯は中

央部やや西壁寄りの覆土下層から，4の須恵器塔は中央部やや北壁寄り覆土中層から，5の須恵器蓋は東壁

下覆土下層から，軋　7の須恵器量は南西コーナー覆土中層から，8及び9の須恵器量は中央部覆土中層か

ら，蛾1の須恵器嚢は中央部やや酋寄　の覆土中層からそれぞれ出土している。

所農　本跡は，出土遺物から8世紀中頃の住居跡と考えられる。

第溺図　第詔一風◎随考住居跡実測図
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第57図　第32－A号住居跡出土遺物実測図
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第32－A号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第5 7図 嚢 A 〔13．6〕 体部 か ら目線 部にか けての破片 。 目線 部内 さ外 面横方向のナ デ。頸 石英 ・長石 ・雲母 P 124　　　 5 ％

1 土 師 器 B （5言） 体部 は内攣 しタ　頚部 との境 に強い 部外面横 方向の強いナデ。体 部内 。 鈍い橙色 覆土中層

ナデ調整 による隆線 を残す。 目線

部 は外傾す る。

外面 ナデ∵ 普通

2

甑 A　 1 9言 体部か ら目線部 にかけての破片。 ＝縁部 内 ・外 面横 方向のナデ∴体 石英 ・長石 ・スコ P 125　　　 6 0％
土 師 器 B　 1 6．9 無底。体部 は内攣 しなが ら立 ち上 部外面縦方 向のヘラ削 り，内面下 リア 覆土下層

C　　 9．8 が る。 目線部 は緩 やかに外反す る。端へ ラ削 り後 ナデ。 浅黄橙色　　 普通

3

林 A 〔1 4．8〕 底部か ら日録部 にかけての破片。 ロクロ整形。体部 内 ・外 面に強い 右 英 ・長石 ・細礫 P 1 26　　　 6 0％

須 恵 器 B　　 5言 平底。体部 は浅 い角 度で外傾 して ロクロ日が残 る∴　底部 回転へ ラ切 灰 白色 覆土下層

C　　 ＆ 6 立ち上が った後上 向 きに折れ， 中

位か ら目線部 は外傾 する。

り後へ ラ削 り。 良好

4

杯 A 〔2 2．3〕 底 部か ら目線部 にか けての破 片。 ロク ロ整形。体部外面 に強いロク 長石 。砂粒 P 12 7　　　 40％

須 恵 器 B　　 5．2 平底 。体 部及び 目線部 は直線的に ロ 目が残 る。底部回転へ ラ切 り後 灰 白色 覆土中層

C 〔14．0〕 外傾 する。 回転 へラ削 り。 普通

5

蓋 A　 19．4 天井部 か ら目線部 にか けての破 片。ロクロ整形。天井部上位 回転 へラ 石英 ・長石 P 12 8　　　 95％

須 恵 器 B　　 3。8

C　　 O．6

F　　 3．8

つ まみは偏 平で中央が高 くなる。

天井部 はなだ らかに下 降し，日録

部境 に稜 を もつ。目線部 は短 く垂

下す る。

削 り。 灰色

普通

覆土下層

6

蓋 A 〔17．6〕 天井部 から目線 部にか けての破 片。 ロクロ整形。 天井部上位回転へ ラ 右薬 ・長有 ・細 礫 P 129　　　 70％
須 恵 器 B　　 3．7

F　　 3．6

G　　 L1．6

つ まみ は偏平 で中央がわずか に高

くなる。天井部 はなだ らか に下 降

し，日録部境 に稜 を もつ。目線部

は短 く 「ハ」 の字状 に開 く。

削 り。 灰 白色

普通

覆土 中層

7

蓋 A　　 4言 天井部片。つ まみは偏 平で上面が ロクロ整形。天井 部上位 回転へ ラ 右 英 ・長有 ・細礫 ㌘1 30　　　 6 5％

須 恵 器 B （3．3） くぼみ中央部が わずかに突起す る。

天井部は なだ らかに下降する。

削 り。 ス コリア

鈍 い黄橙 色　 普通

覆土 中層

1

8

蓋 A　 15．9 天井部か ら目線部 にかけての破片。ロク ロ整形。天井部上位 回転 へラ 石 英 さ長右 も雲母 P 13 1　　 5 5％

須 恵 器 B　　 4．2

F　　 4．5

G　　 O。8

つ まみは偏平で上面が くぼみ中央

部が突起 する。天井部 は段 を為 し

て降下 し，目線部 は斜 め下方向に

伸 びる。

削 り。 灰 白色

普通

覆土中層

9

蓋 A 〔1軋 3〕 天井部 か ら目線部 にか けての破 片。ロクロ整 形。天井部上位 回転へ ラ 石英 ・長 石 ・雲母 P 13 2　　　 45％
須 恵 器 B　　 3．2

F　　 3。5

G　　 O．6

つ まみ は偏 平で上面が くぼみ中央

部が突起 する。天井部 はなだらか

に下 降 し，日録 部は斜め下方 向に

伸 びる。

削 り。 橙色

普通

覆土中層

】

10

1 1

嚢 A　 l 6．1 体部か ら目線 部にかけての破片。 目線部 内 8外 面横 方向のナデ。体 石英 ・長石 P 134　　 10％

須 恵 器

登

B 〔6．4〕

A 〔2 2．0〕

体部 は内攣 し，頚 部はゆ るやか に 部外面平行 叩 き，内面指頭 による 灰色 覆土 中層

P 1 33　　 10％

外反す る。 日録 部は外反 し，端部

は横方向 につ まみ出 されてい る。

体部か ら目線部 にかけての破片。

調整痕。

目線部内 。外面横方 向のナデ。体

普通

石英 ・長石

須 恵 器 B （1 2．8） 体部は内攣 し，頚 部は 「く」の字

状 に折れ る。 目線 部は直線的に外

傾 し，端部 は上下 につまみ出 され

ている。

部外商平行叩 き。 灰 色

普通

覆土 中層

図版番号 器　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値 ト 材

出 土 地 点 備　　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cn ） 厚 さ（cm ） 孔径（cm ） 重量（g ）

第57図12 石製支脚 （9．4） 6．2 4。0 － （190．8） 凝 灰 岩 覆　土　 下　 層 Q 5
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第32－B号住居跡（第56図）

位置　調査区中央部，E3a6区。

重複関係　本跡は，第32－A号住居跡に掘り込まれている。

規模と平面形　南北軸長は1．60mまで，東西軸長は3．00mまで測れるが，重複により全長は確認できない。南

コーナーはほぼ直角である。

主軸方向　〔N－350－W〕

壁　壁高は約7cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦である。

寵　重複のために掘り込まれ，確認できない。

覆土　残っていた覆土は浅く，1層である。

土層解説

1黒　　色　ローム大ブロック・ローム粒子・焼土小ブロック微量

遺物　土師器片77点，須恵器片7点及び瓦片1点が出土している。土師器片のうち48点は嚢の体部片である。

第58図1及び2はともに覆土中出土である。1は流れ込みと思われる。

所見　本跡は，主軸方向や出土遺物から古墳時代後期の住居跡と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　10cm

l l　　・・ll

第58図　第32－B号住居跡出土遺物実測図

第32－B号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 5 8図 杯 A 〔1 4．2〕 底 部か ら口緑部 にかけての破片。 ロ クロ整形 。口緑 部 内・外 面 ナデ。 長石 ・パ ミス ・ス P 135　　　 25％
1 土 師 器 B　　 4．2

C 〔8．0〕

平底。体部 は内攣 しなが ら立ち上

が り，口縁部 は比較 的強 く外反す

る。

底 部回転糸切 り。 コ リア
浅黄橙 色　　 普通

覆土 中

2

高　　 杯 B （7．9） 脚部片 。脚部は 「ハ」の字状 に開 脚部 内面ナデ。 長石 ・細礫 ・ス コ P 13 6　　　 4 0％
土 師 器 D　 15．0

E　　 7．7

き，裾 が広 がる。 リア

鈍い黄橙色　 普通

覆土 中

第33号住居跡（第59図）

位置　調査区中央部，E3a7区。

重複関係　本跡は，第32－A号住居跡に北西コーナー付近を掘り込まれている。

規模と平面形　南北軸長4．26m。東西軸長は3．40mまで測れるが，調査区外へ延びているため全長は確認でき

ない。南西コーナーはほぼ直角である。
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主軸方向　〔N－170－W〕

壁　壁高は7－12cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦である。中央付近は硬化したブロック状のロームで，小さな凹凸を呈している。

竃　調査区外へ延びているため確認できない。

覆土　残っていた覆土は浅く，2層から成る。

土層解説

1　黒　　　色　ローム粒子少量

2　黒　褐　色　ローム大・中・小ブロック中量

遺物　土師器片144点，須恵器片4点，弥生土器片6点及び釘片1点が出土している。第60図1の土師器杯，2，3

の土師器嚢は北東コーナー付近覆土下層から，4の土師器甑は北東コーナー付近覆土下層から出土している。

所見　本跡は，出土遺物から6世紀中頃の住居跡と考えられる。

第59望　第罰号・佳辰跡実測朗
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∈ 寧二

第60胞　筑33号住居跡冊立遺物票測駒

第33号住居跡出土遺物観察表

10cm

L二二　　　　－一一1－

図版番号 器　種 計測値（cm） 器　形　 の　特　 徴 手　法　 の　特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第60図 杯 A 〔16．2〕底部から口縁部にかけての破片。 内面磨き。目線部内・外面横方向 石英・長石・細礫 P 138　　　 30％

1 土師器 B （5．2）丸底。体部は内攣しながら立ち上 のナデ。体部，底部外面へラ削り 鈍い黄色 覆土下層

がり，上位に稜をもつ。目線部は

比較的長く，内攣する。

後ナデ。 普通

2

嚢 A 〔17．6〕底部から目線部にかけての破片。 目線部内も外面横方向のナデ。体 石英e長石・パミ P 139　　　 70％

土師器 B　23．9

C　　5．9

平底。底部突出。体部は内攣しな

がら立ち上がり，中位に最大径を

もつ。頚部は「く」の字状に折れ，

目線部はわずかに外反する。

部外面縦方向のヘラ削り。 ス

鈍い橙色

普通

覆土下層

3

嚢 A　13．4 体部から目線部にかけての破片。 目線部内・外面横方向のナデ。体 石英・長石・砂粒 P140　　　 60％

土師器 B （9．5）体部は内攣し，頚部はゆるやかに

外反する。口縁部はわずかに外反

する。

部内面部分的にヘラ削り。 柵礫

鈍い橙色　　 普通

覆土下層

4

甑 A 〔18．0〕体部から口縁部にかけての破片。 口縁部内・外面横方向の強いナデ。石英・長石・細礫 P141　　 25％

土師器 B （14．1）体部はわずかに内攣し，頚部から体部外面縦方向のヘラ削り，内面 パミス・スコリア 覆土下層

口緑部は緩やかに外反する。 丁寧なナデ。 灰黄褐色　　 普通

図版番号 器　　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値

材　　質 出土地点 備　　　　　　　 考
長さ（cm）幅 （cm）厚さ（cm）孔径（cm）重量（g）

第60図5 釘 （5．6） 1．1 0．6 － （9．9） 鉄 覆　 土　 中 M 6
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第34号住居跡（第61図）

位置　調査区中央部，E3b7区。

重複関係　本跡は，第35号住居跡及び第36－A号住居跡に掘り込まれている。

規模と平面形　東西軸長4．60m。南北軸長は2．80mまで測れるが，重複のため全長は確認できない。北東及び

北西コーナーはほぼ直角である。

主軸方向　N－40－E

壁　壁高は約8cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，壁際を除き硬く締まっている。

竃　北壁を幅50cmほど掘り込んで付設し，袖は砂質粘土で構築されいる。火床部は床面から15cmほど掘り下げ

られ，火床面と袖内面は赤変硬化した焼土ブロックが堆積している。煙道部は削平されている。

電土層解説

1　黒　褐　色　砂粒少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗　褐　色　焼土小ブロック・砂粒少量

3　暗　褐　色　焼土小ブロック中量，砂粒少量，炭化粒子微量

4　黒　褐　色　ローム大ブロック・焼土小ブロック少量，炭化粒子微量

覆土　残っていた覆土は浅く，2層から成る。

土層解説

1　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量

2　鈍い褐色　ローム中ブロック中量，ローム小ブロック少量

遺物　土師器片174点，須恵器片4点及び弥生土器片8点が出土している。第62図1の土師器杯は南西コーナー

覆土中から，2，3の土師器杯及び5の土師器甑は右袖外側床面から，4の土師器嚢は北東コーナー寄り床

面からそれぞれ出土している。

所見　本跡は，出土遺物から6世紀中頃の住居跡と考えられる。

第61図　第34号住居跡実測図
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窮鵬聞　第鍼考健腰跡出藍遺物実測図

第34号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第62図 林 A 〔1説 4〕 底部か ら目線 部にかけての破片。 内面磨 き∵　目線 部内 ・外面横方向 雲母 P 1 42　　　 4 0％
1 土 師 器 B　 「敏郎 丸底。体部 は内攣 しなが ら立 ち上

が り， 目線部 との境 に稜 をもつ。

目線部 は垂直 に伸 びる。

の ナデ。 灰黄褐色

普通

将士 申

2

林 Å　 10．1 底 部か ら目線部 にかけての破片。 ＝縁部内 ・外面横方 向のナデ÷体 石 英 ・長石 ・紙礫 P 14 3　　　 60％
士 師 器 B　　 4．4 丸底 。体部は内轡 しなが ら立ちあ 部外 面及 び底部外面へ ラ削 り。 鈍 い黄橙 色 床面

が り，目線 部 との境 に稜 を もつ。

目線 部はわずか に内傾す る。

普通

3

高　　 林 A 〔19。6〕 琢部片。埠 部は内攣 しなが ら立 ち 目線 部内 ・外面横方向の ナデ。体 石英 ・長石 ・雲 母 P 144　　　 5 ％
士 師　 器 B （6．8） 上が り，白線 部は強 く外反す る。 部外面横 方向のへ ラ削 り， 内面 ナ

デ。

パ ミス ・スコ リア

鈍い褐色　　 普通

床 面

4

登 B （9．1） 底部か ら体部 にかけての破片。平 体部外面 へラ削 り，内面ナ デ。底 石英 ・長石 ・細 礫 P 1 45　　 15％
土 師 器 C　　 9．0 底。体部 はわず かに内攣 しなが ら

立ち上が る。

部外面へ ラ削 り後ナデ。 パ ミス ・スコリア

鈍い黄橙色　 普通

床面

甑 A 〔25。4〕 体 部か ら目線部 にか けての破 片。 ＝縁部内 ・外面横方 向のナデ∴体 右 英 ・長石 ・細礫 P 14 6　　　 3 0％
5 士 帥 器 B （18．9） 体 部は緩 やか に内攣 し，目線 部は 部外 面へ ラ削 り， 内面ナデ∴ 鈍 い黄橙 色 床面

外反 して開 く。 普 通

第誠考健腰静　第鋸囲）

位置　調査区中央部，E31〕6区こ

重複関係　本跡は，第34号住居跡及び第3針A号住居跡を掘り込んでいる。

親機と平面形　床面の広がりから推定して東西軸長2。69m，南北軸長2。65mの方形である。

主軸方向　N－760－E

壁　壁高は約6cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，中央付近が硬く締まっているこ

竃　東壁やや南寄りを幅70cm，奥行50cmほど掘り込んで付設されている。磯部は砂質粘土で構築されている。
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火床部はわずかに掘り込まれ，煙道部に向かって媛やかに立ち上がる。煙道部は削平されていて不明である。

火床部中央に支脚の据えられた痕跡と思われるくぼみが確認されている。

埴土層解説

1褐　　色　焼土粒子多量，ローム粒子・焼土小ブロック・炭化粒子・橙色粘土粒子少量
2　褐　　　色　焼土粒子多量，炭化粒子中量，ローム粒子少量

3　赤　褐　色　焼土粒子多量，ローム小ブロック・焼土小ブロック・炭化粒子・灰少量

4　鈍い赤褐色　焼土粒子中量，ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量
5　赤　褐　色　焼土小ブロック・焼土粒子多量

6　極暗褐色　焼土粒子多量，炭化粒子・灰中量，ローム小ブロック・ローム粒子少量

覆土　残っていた覆土が極めて浅く，堆積状況は確認できなかった。

遺物　土師器片14点及び須恵器片2点が出土している。第63図1及び2の土師器杯は北東コーナー寄り床面か

ら，3の高台付杯は北壁下床面から出土している。

所見　本跡は，出土遺物から10世紀前半の住居跡と考えられる。

2m

」＿　　；　　＿」

0　　　　　　　　　　　　　　1m

J i　　　！

第63図　第35号住居跡・出土遺物実測図

第35号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　10cm

トー－ト一一一一一一一一一一一一」

図版番号 器　種 計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第63図 杯 A 〔12．4〕底部から口綾部にかけての破片。 ロクロ整形。内面磨き。口緑部内・長石・砂粒 P147　　　20％
1 土師器 B　　3．2 平底。体部は内攣しながら立ち上 外面横方向のナデ。 鈍い黄橙色 内面黒色処理

C　　6．6 がり，口緑部はわずかに外反する。 普通 二次焼成　床面

2

杯 A 〔11．0〕底部から口縁部にかけての破片。 ロクロ整形。口緑部内・外面横方 石英・長石 P148　　　20％
土師器 B　　2．9 平底。休部は内暫しながら立ち上 向のナデ。 灰白色 内面黒色処理
C 〔5．6〕がり，ロ緑部は外傾する。 普通 二次焼成　床面

3

高台付杯 B （3．8）高台部から休部にかけての破片。 ロタロ整形。内面磨き。高台部内・石英・長石・パミ P149　　 10％
土師器 D　　8．0 付高台。高台は「ハ」の字状に開外面横方向のナデ。 ス・スコリア 内面黒色処理
E　 1．5 き，裾部が広がる。底部内面中央

がくぼむ。休部は内暫しながら立

ち上がる。

鈍い橙色

普通

床面
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中可　可

第64図　第36－A・B・C号住居跡実測図
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l l十　　　…」

第36－A号住居跡（第64図）

位置　調査区中央部，E3。7区。

重複関係　本跡は，第34号住居跡を掘り込み，第35号住居跡，第36－B号住居跡及び第36－C号住居跡に掘り込

まれている。

規模と平面形　南北軸長6．84m，東西軸長7．20mの方形である。

主軸方向　N－100－－W

壁　壁高は約5C皿で，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，中央付近が硬く締まっている。

ピット　Plは径約30cmの円形で，深さは29cm。出入り口施設に伴うピットと考えられる。

寵　東壁やや南寄りを幅95cm，奥行30cmほど掘り込んで付設されている。袖部は削平され残っていない。火床

部はわずかに掘り込まれている。
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埴土層解説

1　褐　　　色　ローム粒J′一少量∴　焼上粒J’一・歳化粒Jつ粧11二

2　褐　　　色　ローム小プロ・ソク・ローム粒J∴焼巨いプロ、ソク・炭化物・粘上中プロ、ソク少量

3　赤　褐　色　ローム粒子・焼土粒子の炭化物少量

Ll　鈍い′ホ褐色　ローム小プロ、ソク・ローム粒J∴焼回Jブロック少量∴　尉ヒ物微量

穏豊　調査区境界壁面で観察した。ロームブロックが見られることから芦　Å為堆積と思われる。

土層解説

1褐　　　色　ローム粒J’・・ローム小プロ・ソク多量．焼土粒自微量

2　暗　褐　色　ローム小プロ・ソク・焼土中プロ、ソク・焼士粒子少量．ローム粒子微量

3　暗　褐　色　焼巨」、プロ、ソク中且　ローム粒j’1・白色粘巨J、プロ、ソク少鼠　ローム小ブロック・焼上中プロ、ソク微量

11黒　褐　色　ローム小プロ・、′ク言′1色粘巨トプロ、ソク申軋　焼土中プロ、ソク少量

遺物　土師器獅66息須恵器射34点及び瓦片23点が出土している。第鈍図　の高台付埠は竃左裾外側床面か

ら芦　2のミニチュア土器は南東コーナー床面から，3の土師器捧及び5の須恵器短類義は南壁下近くの床面

から撃　複の須恵器塚は竃左裾外側覆土中層から出土している。

所農　本跡はタ　出土遺物から8世紀後半の住居跡と考えられる。

「、㍉　ノ　‾∴l、，一㌧十、ズ㍉

－′ご‾　′‥／、－′く．．．－　　こ　－x

重複関係　本跡は　第罰…A号住居跡を掘　込み　第罰…C号住居跡に掘　込まれている。

ごテ・一　∫’・′’Jiノーーl・’こいミ　し‥∴言・＿ノ・、十′Lt・l　′　改号い■し・　プ　ーははは：ll仁一∴多読

主軸方向　N一一一1一一一200－－－－一一…lW

壁　壁高は5～8cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で　壁下を除　硬　引　締まっている。

ぽッ睦　Plは径約50cmの円形で，深さ50cmの出入り打施設に伴うピットと考えられる。

竃　北壁中央部よ　やや西側を幅mcm　奥行糎mほど掘　込んで付設されている。袖部は砂質粘土で構築さ

れている。火床部は平坦で，煙道部に向かって緩やかに立ち上がる。煙道部は削平されていて不明である。
竃土層解説

1極暗赤褐色　焼＿巨トブロック少量．ローム粒J’・・ローム小プロ、ソク・焼出立了一・尉ヒ粒子微量
2　極暗赤褐色　焼一上粒子・ローム粒子少鼠　ローム小ブロック・粘土粒ナ微量

：う　暗赤褐色　ローム粒f・・焼巨粒子・尉ヒ物少鼠　ローム小プロ・ソク・焼巨」、ブロック微量

・1暗赤褐色　焼巨トプロ・ソク・焼上粒J′・少軋　ローム粒千・歳化粒自微量
5　暗赤褐色　ローム粒J’一少量．焼「粒つ∵・ローム小プロ、ソク微量

6　暗赤褐色　ローム粒子の焼士粒子0粘土粒子少量，炭化粒子微量

7　暗赤褐色　ローム粒子少量，焼士粒子・粘土粒子微量

8　極暗赤褐色　焼十粒子・尉ヒ粒子少鼠　ローム粒子・焼巨」、ブロック微呈

～）暗赤褐色　焼士粒J’l少軋　ローム粒子・焼上中プロ、ソク・炭化粒f・微量
川　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒召鋸一呈二

11暗赤褐色　ローム粒J’－・焼巨」、ブロック・焼悌1千・粘悌圧微量
12　極暗赤褐色　焼土粒子0炭化粒子微量

13　暗赤褐色　ローム粒－J’・・焼巨」、プロ、ソク・焼土粒J’・・粘細目’・微量

11－1暗赤褐色　焼士粒子中量、ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中プロ、ソク・炭化粒千少量

15　暗赤褐色　焼‾巨J、ブロック・焼土粒子中鼠　ローム小プロ、ソク・ローム粒子・焼幸いブロック・尉ヒ粒子少量
1（ミ　暗′臣天色　ローム小プロ・ソク・ローム粒J’一・焼巨J、プロ・ソク・焼描1千・炭化粒子少量

17　吠　赤　色　ローム粒！一多結　焼巨粒子・炭化粒j’・少量

18　赤　褐　色　焼土粒子多鼠廃土小ブロックe焼土中ブロック中量，炭化粒子少量

19　暗赤褐色　焼土粒子中量，焼土小ブロックの炭化粒子少量，ローム粒子微量

孝豊　残っていた覆土は薄ら　層から成る。

土層解説

1褐　　色　ローム小プロ、ソク・ローム粒J∴焼上中プロ、ソク中量，焼吊打一少量

2　暗　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒J’・・焼土中プロ、ソク少鼠　ローム小プロ、ソク微量

遺物　土師器片勤怠須恵器片飢貞　義片　点及び釘片上長が出土している。第65図6の土師器捧及び7の

堵堀は擾土中からの出土である。8の土師器聾は一部が竃覆土中から出土している。9の土師器嚢は竃右側

と出入り打付近出土の破片が接合している。10の土師器嚢は竃右側の床面から，11の土師器鉢は東壁寄りの
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床面から出上している、－、

所農　本跡はタ　出土遺物から　健紀後半の住居跡と考えられる。

1⊥了　：“㍉．、．・工1

位置　調査区中央部，E3。、8区、∵

二浩買．′吾　ノ＼．こ、；∵㍉．言∵’了∴∴・工′、＼了，‥　こ′∴　言′‾．・∴　′了　′　ら

－∴、見て㍉′、－、手・ノ　‥∴′′、1，言J　、ノ㍉一、－ノ、こし、∴、一一時∴ノ・′∴ソ汗∴ノ、：：三言′、一上ノ′宣J

主軸方向　N…一一一一才一一一…W

壁　壁高は10、15cmで，外傾して立ちト二がるご

床・－、仁根で，中央部を中心に全体に硬化面が広がる〕

篭　北壁中央部を幅摘cm　奥行6cmほど掘　込んで付設されている。磯部は凝灰岩を芯樹にして　砂質粘土

で構築されている。火床面は浅く掘りくぼめられタ煙道部に向かって緩やかに立ち上がる。煙道部は削平さ

れていて不明である二、、．

電土層解説

1明　褐　色　焼上粒J’一多軋　焼上中プロ、ソク・炭化粒j’一少
「1

羞邑

2　暗赤褐色　炭化物多鼠　焼「小プロ、ソク少量

3　鈍い赤褐色　焼士太ブロック0炭化粒子少量

11黒　褐　色　炭化物多結　ローム大プロ、ソク・焼回「ブ

ロ、ソク中量

5　鈍い赤褐色　焼土中ブロック多量ラ　焼士粒子e炭化粒子少

量

6　窯　　　色　炭化物多鼠　焼土龍子中鼠　炭化粒子少量

覆土　3層から成る自然堆積と思われるご

土層解説

1鈍い黄褐色　焼士粒子多鼠　焼土小ブロック中量，ローム粒子の炭化粒子少鼠　口如ム小ブロック微量

2　暗　褐　色　焼「トプロ、ソク・焼悌イ・損じ粒千申結　ローム小プロ、ソケ・ローム粒J’一少；ll：

3　極暗褐色　焼上中ブロック少量、ローム申プロ、ソク微量

へ・ハエも　．・．！一石′　上工、古　ノ＼主．言　′　′　－、／ノ・　＿、ノ　・・ノ　′．．、‥′∵ぐ，ソ　∴†∵ナ㌧了：㌧　　′’ノ・　ノ‥　′こ

且6の土師器嚢は竃覆土中出土片と南西コーナー付近出土片が接合している。

所農　本跡は，出土遺物及び重複関係から第36…B号住居跡よりわずかに新しい時期の住居跡と考えられる。

第3針A普住居跡出土遺物観察東
踊 番可 器 種 計測値 （cn）i　 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴

胎 芸‾ゆ色 酢 焼成 ； 備　 考

第樟図　 高 台付林 Å　 15．1 体部 か ら目線 部 にか けて一部欠損。ロクロ整彬∵　目線部 内 ・外 面棉方 石 英 ・長石 ・I砂粒　 P lM　　 80％

†　　 士 帥 器 B　　 5．0 付高台。 高台は短 く直線 的に「ハ」 向のナデ∴休部外面下位 回転へラ 灰 白色　　　　　　 二次焼成

C　　 紋3 の字状 に開 く。体部 は外傾 して立

ち上が 娠　 中位で強　 内攣 する。

削 り後ナデ∴　高台部内 ・外面 構方

向の ナデ。

普通　　　　　　　 床面

体部上位 か ら打線部 はゆるや かに

外反す る。

ミニェチュア土器 A　　 2．5 日縁部一部欠損 。平底。体部 は垂 体部外面へ ラ削 り後ナデ。 石英 ・長有 ・砂 粒　 P B J　　 情％
2　 土 師 器 B　　 乱8 直に立ち上が り9　日嫁部 は内傾す 黄吠色　　　　　　 内 ・外 面黒色 処

C　　 説 7 る。全体 に厚手3 普通 理

床面

林 A 〔1説0〕 底 部か らロ縁部 にかけての破片。 目線 部内 ・外面横方 向のナデ∵体 重長石 ・砂 粒 ・細轢　 P 150　　 時％
3　　 須 恵 器 B　　 3．9 平底。体 部はわず かに外 反 しなが 部外面下端回転へ ラ削 り後ナデ∴ 灰色　　　　　　　 二次焼成

し　 日．1 ら立 ち上 が 娠 目線 部は外傾す る。 底 部回転へ ラ切 り後回転へラ削 ：「 良好　　　　　　　 床面

嚢 B （7。6） 底部か ら体 部にか けて の破片。乎 体部外 面へ ラ削 り，内面 ナデ。 石英 ・長石 ・雲母　 P 15 2　　 10％
4　　 須 恵 器 C 〔17も0〕 底。体部 はわずか に外反 しなが ら パ ミス 覆土中層

立 ち上が る。 灰色　　　　 普通

毎 頭 壷 A 〔14．3〕 体 部か ら目線 部にかけての破片。 内面ナ デ∵ 長石 の砂粒　　　　 P 蟻3　　 用％
5　 須 恵 器 B （5。8） 体 部は内攣 し，目線 部は短 く外傾 灰色　　　　 普通 目線 部及び体部

する。 （軸〕吠 オ リーブ　 軸付 着

色　　　　　　　　 床面
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第65図　第36－A・B号住居跡出土遺物実測図



第66図　第36－B・C号住居跡出土遺物実測図

第36－B号住居跡出土遺物観察表

甲 三三‾

図版番号 器　 種 計測侶（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第65図 杯 A 〔14．7〕 体部から口緑部にかけての破片。 ロ緑部内・外面横方向のナデ。体 石英・長石 P 155　　　 5％

6 土 師 器 B （2．4）休部は内攣しながら立ち上がり，

口緑部は薄く，垂直に立ち上がる。

部外面へラ削り後ナデ。 浅黄橙色

普通

覆土中

7

柑　　 褐 B （3．9）底部から休部にかけての破片。平 体部外面へラ削り。 石英・長石㌧パミ P 157　　　 30％

土 師器 C　　 5．4 底。休部は内管しながら立ち上が ス 内面ベンガラ付

る。 浅黄橙色

普通

着

覆土中

8

整 A 〔21．6〕体部から口緑部にかけての破片。 口縁部内・外面横方向のナデ。体 石英・長石・雲母 P 158　　　 20％

土 師器 B （19．7）体部は内攣し，頚部で強く外反す

る。口縁端部は上方につまみ上げ

られている。

部外面へラ削り後ナデ，内面ナデ。鈍い橙色

普通

床面

9

襲 A 〔15．9〕体部から口縁部にかけての破片。 口縁部内・外面及び頸部内・外面 石英・長石・雲母 P 159　　　 35％

土師 器 B （14．9）休部は内攣し，頚部から口綾部は 横方向のナデ。休部上半ナデ，下 砂粒 内面煤付着

嬢やかに外反する。口緑端部は上

方につまみ上げられている。

半へラ削り。 鈍い橙色

普通

床面

10

要 B （20．6） 底部から体部にかけての破片。平 体部外面上半へラナデ，下半へラ 石英・長石・雲母 P 160　　　 25％

土 師 器 C 〔12．2〕底。体部は内暫しながら立ち上が

る。

削り，内面ナデ。底部外面ナデ。 鈍い橙色

普通

床面
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図版番号 器　 種 計測値 （皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第66園 要 B （14．8） 底 部か ら休部にか けての破片。 平 体部 内 ・外 面へ ラナ デ。 石 英 ・長石 ・スコ P 16 1　 10％

11 土 師 器 C　　 8．8 底。体 部はわずか に内暫 しなが ら

立 ち上 がる。

リア

鈍 い黄橙色　 普通

床 面

12

鉢 A 〔8．9〕 底 部か ら口緑部 にか けての破片。 ロクロ整形 。体部内 ・外面 に強い 石英 ・長石 ・相磯 P 15 6　　　 55％

須 恵 器 B　　 4．7 平底。体 部は直線的 に外傾 して立 ロクロ 目が残る。休部外面下端 へ 鈍 い褐色 床 面

C　　 7．2 ち上が り，口緑 部 に至 る。 ラ削 り後 ナデ。底 部回転 へ ラ削 り。 良好

13

瓶 B （5．7） 底部か ら体 部にか けての破片。平 ロクロ整形 。体部内 ・外面 ナデ。 長石 P 16 2　　　 30％

須 恵 器 C　　 6．7 底。体 部はわずか に内轡 しなが ら 休部外面下 端及び底部外面 回転 へ 灰色 覆 土下層

立 ち上 がる。 ラ削 り。 普通

図版番号 器　　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値

材　　 質 出 土 地 点 備　　　　　　　 考
長 さ （cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 孔径 （cm） 重 量 （g ）

第66図14 釘 （5．7） （0．5） （0．5） － （9．4） 鉄 覆　 土　 中 M 7

第36－C号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 66図 璧 A 〔16．4〕 体部か ら口縁部 にかけての破 片。 口緑 部内 ・外面横方 向のナデ。 長石 ・雲母 ・ス コ P 1 63　　 1 0％

15 土 師 器 B （7．3） 体部は内攣 し，頚 部は 「く」の字

状に折れ る。 口緑 部は外 傾 し，端

部は上方 につ まみ上 げ られている。

リア

鈍い赤褐色

普通

竃

16

斐 B （8．2） 底部か ら休部 にか けての破片。平 体 部外 面縦方向のヘ ラ削 り。 石 英 ・長石 ・パ ミ P 16 4　　　 2 0％

土 師 器 C 〔5．0〕 底。休 部 はわずか に内攣 しなが ら

立ち上が る。

ス ・スコリア

鈍 い赤褐色　 普通

床 面

第37号住居跡（第67図）

位置　調査区中央部，E3d6区。

第67図　第37号住居跡実測図

転
2m

L＿　　　；　　　！
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規模と平面形　南北軸長3・18m。東西軸長は1諸Omまで測れるが，調査区外へ延びているため全長は確認でき

ない。北東コーナーはほぼ直角である。

主軸方向　N－100－W

璧　壁高は15～18cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，中央から北寄りを中心に硬く踏み固められている。

竃　北壁を幅80cm，奥行60cmほど掘り込んで付設されている。袖部は砂質粘土で構築されている。火床部は平

坦で，煙道部に向かって緩やかに立ち上がる。煙道部は削平されていて不明である。

竜土層解説

1　明赤褐色　ローム粒子・焼土小ブロック少量

2　暗赤褐色　焼土小ブロック中量，焼土粒子少量
3　明赤褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック中量，炭化粒

子少量

4　黒　褐　色　焼土粒子少量，ローム小ブロック微量
5　暗赤褐色　焼土小ブロック・炭化粒子中量，焼土粒子少量

覆土　9層から成る自然堆積と思われる。

土層解説

1灰　褐　色　ローム大・中ブロック少量，焼土粒子・炭化
粒子極微量

2　褐　　　色　ローム大・中ブロック・ローム粒子少量，焼
土粒子・炭化粒子微量

3　鈍い赤褐色　袖材片（凝灰岩）多量，焼土太・中ブロック
中量，ローム小ブロック少量，炭化粒子微量

4　鈍い赤褐色　袖材片（凝灰岩）多量
5　灰　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

第鍋図　第欝号住居跡出土遺物実測図

6　黒　褐　色　焼土中ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子
少量

7　暗赤褐色　焼土粒子多量，焼土小ブロック中量，炭化粒
子少量

8　明赤褐色　焼土小ブロック中量，焼土粒子少量，炭化粒子
微量

6　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒
子・炭化粒子微量

7　鈍い赤褐色　ローム粒子・焼土中ブロック少量，炭化粒子微
量

8　灰　褐　色　焼土粒子・ローム粒子・粘土粒子少量

9　灰　褐　色　ローム粒子・焼土小ブロック少量，炭化粒子微
量
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遺物　土師器片71点，須恵器片4点及び瓦片1点が出土している。第68図1の土師器嚢は竃内覆土及び竃焚口

部前面出土片が接合している。2の土師器嚢は竃覆土中の破片と第31号住居跡出土片とが接合している。3

の土師器嚢は竃覆土中から，4の土師器嚢は竃右袖外側の床面から出土している。

所見　本跡は，出土遺物から9世紀前半の住居跡と考えられる。

第37号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第68 図 嚢 A　 21．3 底部か ら目線部 にかけての破片。 内面磨 き。体 部外面上 半ナデ，下 石英 ・長石 ・ス コ P 1 66　　　 8 0％

1 土 師 器 B　 18．8

C　 ll．0

平底。体部 はわずかに内攣 しなが

ら立 ち上が り，体 部上位 に最大径

をもつ。 口緑部 は短 く外反 して 開

く。

半へ ラ削 り。 リア

鈍い黄橙色

普通

床面

2

聾 A　 15．1 体部及 び目線部 一部欠損。平底。 目線部 内 ・外面横方 向のナデ。体 石英 ・長石 ・細礫 P 1 67　　　 8 0％

土 師 器 B　 15．2

C　　 9．0

体部 はわずか に内攣 しなが ら立 ち

上が り，上位 に最 大径 を もつ。頚

部 は 「く」の字状 に折れ，端部 は

わずか につ まみ上 げ られてい る。

部外面縦方 向のヘラ削 り。 ス コリア

橙色

普通

竃

3

嚢 A 〔20．6〕 体部か ら目線部 にかけての破片。 目線部 内 ・外面横方 向のナデ。体 石英 ・長石 ・細礫 P 1 68　　 1 5％

土 師 器 B （16．1） 体部は内攣 し，最大径 を上位に も

つ。頚部 は 「く」 の字状 に折れ，

目線部 は外傾 し，端 部はつ まみ上

げ られてい る。

部外面縦方 向のヘ ラ削 り。 パ ミス ・ス コリア

橙色

普通

竃

4

聾 A 〔12．2〕 体部か ら日録部 にかけての破片。 目線部及 び頚部 内 ・外面横 方向の 石英 ・長石 ・雲母 P 16 9　　　 5 ％

土 師 器 B （5．0） 体部はわずか に内攣 する。目線部 ナデ。体部外面縦方 向のヘラ削 り，パ ミス ・ス コリア 床面

は短 く，端部 はつ まみ上げ られて

いる。

内面部分的 に横方 向のヘ ラナデ。 鈍い赤褐色

普通

第38号住居跡（第69図）

位置　調査区中央部，E3f7区。

重複関係　本跡は，第29号土坑を掘り込んでいる。

規模と平面形　南北軸長2。73m。東西軸長は1。40mまで測れるが，調査区外へ延びているため全長は確認でき

ない。北東コーナー及び南東コーナーはほぼ直角である。

主軸方向　〔N－180－－W〕

壁　壁高は18～20cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦である。硬化面は見られない。

竃　出土遺物から竃をもつ時期の住居跡と思われるが，遺構が調査区外に延びているので確認できない。

覆土　5層から成る。ロームブロックが多量に確認できることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1　灰　褐　色　ローム大・中ブロック少量

2　暗　褐　色　ローム中ブロック少量

3　褐　　　色　ローム小ブロック多量，ローム大・中ブロック・炭化粒子少量

4　灰　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子少量

5　暗　褐　色　ローム大ブロック・ローム粒子少量

遺物　土師器片40点及び須恵器片2点が出土している。第69図1の土師器高台付杯は南東コーナー寄りの覆土

下層から出土している。

所思　本跡は，出土遺物から9世紀後半の住居跡と考えられる。
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第鍋図　第調号健腰掛◎出藍遺物実測図
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第調号住居跡（第70図）

位置　調査区中央部，E3r8区。

重複関係　本跡は，第46号住居跡を掘り込んでいる．。

規模と平面形　南北軸長3．50Ill，東酉軸長2．73mの長方形である。

主軸方向　N－750－一E

壁　壁高は4、・、10cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，中央付近2か所及び南コーナー部が特に硬く締まっている。

竃　東壁南東コーナー寄りに幅70cm，奥行30cmほど掘り込んで付設されているこ　耕作のために火床部と沿道の

一部が残る。

竃土層解説
1　暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子中量，炭化粒子少量
2　鈍い赤色　ローム中ブロック多量

覆土　残っていた覆土は薄く，5層から成る。

土層解説

1　極暗褐色　焼土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子中量，ローム小ブロック少量，ローム中ブロック微量

2　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼士粒子・炭化粒子微量

3　灰黄褐色　ローム小ブロックeローム粒子中量

4　黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

5　黒　褐　色　炭化粒子少量，ローム中ブロック・焼土粒子微量
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遺物　土師器片109点，須恵器片4点及び瓦片1点が出土している。第71図1の土師器杯は竃付近の南壁下床

面から出土している。2の土師器杯及び3の土師器羽釜片はいずれも覆土中出土である。

所見　本跡は，出土遣物から10世紀前半の住居跡と考えられる。

旦27．6m
54　　　　　　1

‾地云さ≦華違玉這⊇匹「
3

第70図　第39号住居跡実測図

第71図　第39号住居跡出土遺物実測図

第39号住居跡出土遺物観察表

j
I・　　十　　一　1

1　　　　　　　3

0　　　　　　　　　　　　　10cm

」　　　；　　　［

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第71図杯A　15．5底部から口縁部にかけての破片。ロクロ整形。内面磨き。体部外面石英・長石・細礫P171　　80％

1 土師器B　　4．4平底。体部は内管しながら立ち上下端へラ削り後ナデ。底部回転糸パミス・スコリア内面黒色処理

C　　7．5がり，口緑部に至る。 切り。 白色針状物質

鈍い橙色　　普通

二次焼成

床面

2

杯A〔11．3〕底部から口緑部にかけての破片。ロクロ整形。底部回転糸切り。石英・長石・スコP172　　　80％
土師器B　　2．6

C　　5．7

平底。休部は内暫しながら立ち上

がり，口緑部に至る。

リア

鈍い橙色

普通

覆土中

3

羽　　釜B（5．1）体部から口緑部にかけての破片。鍔部外面ナデ。 石英・長石・パミP173　　　5％
土師器 休部上位に長さ2cmで，断面が

三角形の鍔が付く。

ス・スコリア

鈍い橙色　　普通

覆土中
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第40号住居跡（第72図）

位置　調査区中央部，E3。8区。

重複関係　本跡は，第42号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　南北軸長4．45m，東西軸長4．96mの長方形である。

主軸方向　N－10。一W

壁　壁高は10～21cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　東壁下を除きほぼ周回している。上幅10cm，下幅5cm，深さ10cmほどで，断面は「U」字形である。

床　平坦で，壁下を除き全体が硬く締まっている。

ピット　2か所（Pl，Pz）。Plは径35cmの円形で，深さは22cm。底面が硬化していることから主柱穴と思わ

れる。Pzは長径30cm，短径20cmの楕円形で，深さ23cmの出入り口施設に伴うピットと考えられる。

竃　北壁中央部を幅50cm，奥行50cmほど掘り込んで付設されている。袖部は砂質粘土で構築されている。火床

部は約15cm掘り込まれ，煙道部に向かって緩やかに立ち上がる。煙道部は削平されていて不明である。

④

」し216m

6

第72図　第40・42号住居跡実測図
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電土層解説

1　黄　褐　色

2　鈍い黄褐色

3　鈍い黄褐色

4　褐　　　色

5　鈍い赤褐色

6　暗赤褐色

7　暗　褐　色

8　暗　褐　色

ローム粒子。焼土粒子微量

粘土小ブロック少量，ローム粒子。焼土粒子・炭化粒子微量

粘土小ブロック少量，ローム凝子e焼土粒子微量

粘土小ブロック少鼠　ローム粒子・焼十粒子・炭化粒子微量

粘土粒子多量，焼土粒子中量夕　炭化粒子少量

粘土粒子多量，焼土粒子中量ク　ローム粒子微量

焼l中プロ、ソク・焼上′」、プロ、ソク・焼十粒J’・・粘巨」、ブロック少量、ローム粒J∴・炭化粒J’一微量

ローム粒J’・・焼巨J、プロ、ソク・焼「粒子・炭化粒－J’一・粘上′J、プロ、ソク微量

覆土　4層から成るご　各層にロームブロックが見られることから，人為堆積と思われるJ

土層解説

1　褐　　　色　ローム粒子多量．ローム小プロ、ソク少鼠　焼土中プロ、ソク微量

2　黒　褐　色　ローム小ブロックeローム粒子少量，焼土粒子微量

3　黒　褐　色　ローム粒子中量，焼工粒千・歳化粒子少量、ローム小ブロック微量

4　褐　　　色　粘土小ブロック少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片274点及び須恵器片40点が出土している。第73図2の土師器杯及び6の土師器聾は竃から出土

している。3の土師器高台付杯及び8の須恵器杯は南壁際から，7及び9の須恵器杯は北壁際から出土して

いる．4及び5の土師器碧は竃手前覆土中層出土の数片が接合している。10の須恵器杯は酉壁寄り覆土下層

から出土している。3は流れ込みと思われる。

所見　本跡は，出土遺物から8世紀前半の住居跡と考えられるこ．

第40号住居跡出土遺物観察養

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第73図 林 A 〔16．5〕 底部 か ら目線 部にか けての破片。 内面磨 き。目線部外面横方 向のナ 石英 e 長石 P 1 75　　　 25％

1 士 師 器 B　　 5．0 丸底。体 部は内攣 しなが ら立 ち上 デ。体部外 面へ ラ削 り。 淡黄色 覆土 中

が り， 明瞭 な稜 を経て， 目線部 は

外傾す る。

普通 内面黒色処理

2

林 A 〔1 4．7〕 底部か ら目線 部にかけての破片。 ロクロ整形 。内面磨 き。体部外面 長石 ・雲母 ・パ ミ P 1 74　　　 4 5％

土 師 器 B　　 3．6 平底。体部 はわずかに内攣 しなが 丁寧 なナデ。 ス e ス コリア 内面黒色処理

C （9。3） ら立 ち上が る。 鈍 い黄橙 色

普通

二次焼成

竃

3

高台付 杯 A　 16．3 体 部及び 日録部一 部欠損。付高台。ロ クロ整形。 石 英 ・長石 ・雲母 P 18 0　　　 9 5％

土 師 器 B　　 7．0

D　　 9。9

E　　 2．2

高台は高 く，直線 的に 「ハ」の字

状 に開 き，裾部 は広 がる。体部は

内攣 しなが ら立 ち上 が り，目線 部

は外 反す る。

鈍 い橙色

普通

床面

4

磐 A 〔21。0〕 体 部か ら目線部 にか けての破 片。 目線 部内 ・外面横方 向のナデ。体 石英 e長石 ・パ ミ P 18 1　　 3 5％

土 師 器 B （20。8） 体 部は内攣 し，頚部 から口綾 部は

強 く外 反す る。目線端部 は上方 に

つ まみ出 されてい る。

部外 面縦方向のヘ ラ削 り。 ス ・スコ リア

鈍 い赤褐色

普通

覆土中層

5

嚢 A　 は8。9〕 体部 か ら目線 部にか けての破片。 ロ縁 部内 e 外面横方 向の ナデ。体 長石 P 18 2　　　 20％

土 師 器 B （2 L 5） 体部 は内攣 し，頚部か ら目線部 は

緩や かに外 反する。 目線端部 はつ

まみ上 げ られている。

部外面縦 方向のヘ ラ削 り。 鈍い褐色

普通

覆土中層

6

嚢 A 〔24．7〕 体部か ら目線 部にかけての破片。 目線部 内 ・外 面横方向の ナデ。体 石英 ・長石 ・雲 母 P 183　　　 5 ％

土 師 器 B （6。1） 体部 は内攣 しき　頚部か ら口緑部 は

外反 し，端部 はつまみ上げ られて

いる。

部外面縦方 向のヘ ラ削 り後ナ デ。 砂 粒

鈍 い橙色

普通

竃

7

杯 A　 13．8 体 部か ら目線部 にかけての破片。 ロ クロ整形。 目線 端部内面に擦 り 石 英 ・長石 ・細礫 P 1 78　　　 55％

須 恵 器 B　　 5．0 平底。体部 は外傾 して立ち上が り，跡 （重ね焼 きの跡 か）が残 る。体 灰 色 覆土下層

C　　 8．6 目線 部に至 る。比較 的厚 手。 部外 面下端へ ラ削 り後ナデ。底部

外 面へ ラ削 り後 ナデ。

良好

8

杯 A 〔H 誹〕 底部 か ら目線部 にか けての破 片。 ロクロ整形。体部外 面に強い ロク 石英 ・長石 P 1 79　　　 4 0％

須 恵 器 B　　 3．8 平底 。体 部は直線的 に外傾 して立 ロが残 る。体部 内面 ナデ。底 部外 灰色 床面

C　　 7。2 ち上 が り，目線部 に至 る。比較 的

小形。

面 回転 へ ラ削 り。 普通
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図版番号 器　 種 計測値（Ⅷ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

9

杯 A 〔13．6〕 底部 から口緑 部にかけて一部 欠損。 ロクロ整 形。体部内 ・外面 に強い 石英 ・長石 ・細礫 P 17 7　　　 90％
須 恵 器 B　　 4．8 平底。休部 は外 傾 して立 ち上が り，ロクロ 日が残 る。底部外面へ ラ削 灰色 二次焼成

C　　 8．1 口縁部 に至 る。 比較的厚手。 り後 ナデ。 普通 覆土 下層

10

杯 A　 13．2 口緑部一部欠損 。平底。休部 は直 ロクロ整形。休 部外面に強 いロク 石英 ・長石 ・砂粒 P 176　　　 95％
須 恵 器 B　　 5．1 線的に外傾 して立ち上が り， 口緑 ロ目が残 る。 口緑 部内 ・外面横方 灰白色 二次焼成

C　　 8．6 部に至 る。比較 的厚 手。 向のナデ。体部外 面下端回転へ ラ

削 り。底部外面 回転 へラ削 り。

普通 覆土下層

第73図　第40号住居跡出土遺物実測図

－89－
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第41号住居跡（第74図）

位置　調査区中央部，E3。9区。

重複関係　本跡は，第42号住居跡及び第43号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　南北軸長3．80m。東西軸長は2．85mまで測れるが，調査区外へ延びているため全長は確認でき

ない。北西コーナーはほぼ直角である。

主軸方向　〔N－20－W〕

壁　壁高は8－20cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，壁際を除き硬く締まっている。

ピット　2か所（Pl，P2）。Plは長軸95cm，短軸75cmの長方形で，深さ46cm。P2は径55cmの円形で，深さ30

cm。Pl，P2は主柱穴である。

竜　出土遺物から竃をもつ時期の住居跡と考えられるが，遺構の東半分が調査区外へ延びているため確認でき

ない。

覆土　3層から成る。ロームブロックが見られることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

2　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子微量

3　暗　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，焼土粒子微量

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

l　　　；　　　i

第74図　第41号住居跡・出土遺物実測図
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遺物　土師器片捕点　須恵器片　点及び弥生土器片　点が出土している。第74図1の土師器棒は南壁下覆土下

層から出土している。

所見　本跡は．出土遺物から9世紀後半の住居跡と考えられるJ

第姐号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 樽 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第74図 林 A　 1 2．3 目線部一部欠損 。体部は内攣 しな ロクロ整形∴　内面磨 き∴体部外面 長石 ・雲母 P 1 84　　　 9 5％

1 士 師 器 8　　 3．7 が ら立 ち上が りタ　ロ縁部に至 る。 ナデ∵休部外面 下位 及び底部外面 鈍 い黄橙 色 内面黒色 処理

C　　 鋭1 回転へ ラ削 年 普通 覆土下層

2

林 A 〔l L 8〕 底 部か ら目線部 にかけての破 片。 ロクロ整形。 内面磨 き。体部外面 石英 ・長右 ・ス コ P 18 5　　 1 5％

土 師 器 B　「説 の 平底 。体部 は内攣 しなが ら立ち上 下端 回転へ ラ削 り。底 部外 面回転 リア 内面黒色処理

が り，ロ緑部 に至 る。 へラ削 り後ナデ。 鈍 い黄橙色　 普通 覆土中

第名号健贋跡　第閉園）

位置　調査区中央部．E3。、吊束、、

重複関係　本跡は，第こ‥1（‾）号住居跡，第4日月骨匡跡及び第帯号†封朝亦に据l）込まれている．、、

親機と平面形　南北軸長2。90m。東西軸長は0。80mまで測れるが，重複のため全長は確認で　ない。

主軸方向　〔N一一1（）ロー一一一1り

壁　壁高は8～2（1cmで。外傾して立ち上がる。「

魔　重複のため確認で　ない。

覆土　3層から成る自然堆積と思われる、、

土層解説

1　暗　褐　色　炭化粒子中量，ローム粒子少量，焼土粒子微量

2　暗　褐　色　焼土粒子。炭化粒子少量，ローム粒子微量

：j　黒　褐　色　ローム粒J’一・焼上粒J’・・炭化粒子微量

床　平川であるこ、

遺物　土師器片翻点及び須恵器片　点が出土している。土師器片のうち，球体部綿精髄内面黒色処理されてい

る。

所見　本跡は，出I二遺物及び重複関係から奈良・平安時代のf机鞘亦と考えられるご

第鵬考健腰掛　第花園）

位置　調査区中央部，E31－吊＿吏∴、

重複関係　第42号1°封調亦を掘り込み，紆二11号住居働くに掘り込まれている，、∴

規模と平面形　長軸3．18I11，短軸2．95Illの方形である。

主軸方向　〔Nl一一60－－－－E〕

壁　壁高は6～10cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，壁際とコーナーを除き硬く踏み固められている。、

囁　出土遺物から竃をもつ時期の住居跡と思われるが，削平されているため確認できない。

覆土　残っていた覆土は浅く，2層から成る。

土層解説

1　極暗褐色　ローム粒子中量，ローム太0中ブロック少量

2　暗褐色　ローム粒子多量，ローム太ブロック少量，炭化粒子微量

－91－



遺物　土師器片39点及び須恵器片2点が出土している。第75図1の須恵器高台付杯は中央部やや北壁寄りの覆

土下層から出土している。

所見　本跡は，出土遺物から8世紀前半の住居跡と考えられる。
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第75図　第43号住居跡・出土遺物実測図

第43号住居跡出土遺物観察表

曜顧

0　　　　　　　　　　　　　10cm

l　　　・I l・i

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

ト－一一→ト－ー－一一」

図版番号 器　種 計測値（Ⅷ） 器　 形　 の　特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第75図 1不 A 〔13．4〕底部から口緑部にかけての破片。 ロクロ整形。体部外面丁寧なナデ。石英・長石 P186　　　40％
1 土師器 B　　4．2 平底。体部はわずかに内攣しなが 浅黄橙色 ・内面黒色処理

ら立ち上がり，口縁部は外反する。 普通 二次焼成　床面

第44号住居跡（第76図）

位置　調査区中央部，E3go区。

重複関係　本跡は，第108号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸4．37m，短軸3．12mの長方形である。

主軸方向　N－3。－W

壁　壁高は8～12cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，中央部から東寄りを中心に硬く踏み固められている。

竜　北壁中央部を幅80cm，奥行30cmほど掘り込んで付設されている。袖部は砂質粘土で構築されている。火床

部はわずかに掘りくぼめられ，煙道部に向かって緩やかに立ち上がる。煙道部は削平されていて不明である。

埴土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子・焼土大ブロック・炭化粒子少量
2　時赤褐色　焼土大ブロック・焼土中ブロック中呈，ローム粒子・炭化粒子少量
3　暗赤褐色　ローム大ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・炭化物・炭化粒子少量
4　鈍い赤褐色　ローム粒子多量，炭化粒子少量
5　暗赤褐色　ローム粒子・焼土大ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
6　黒　褐　色　ローム大ブロック・焼土小ブロック・炭化粒子少量
7　鈍い赤褐色　灰白色粘土粒子多量
8　鈍い橙色　ローム粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量
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覆土　残っていた覆土は薄く，3層から成る。ロームブロックが見られることから，人為堆積と思われる。

土眉解説

1　黒　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子少量

2　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・ローム中ブロック・炭化粒子少量

3　暗赤褐色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子中量

遺物　土師器片47点及び瓦片1点が出土している。第77図1及び2の土師器杯は，覆土中からの出土である。

所見　本跡は，出土遺物から6世紀後半の住居跡と考えられる。
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第76図　第44号住居跡実測図

第77図　第44号住居跡出土遺物実測図

第44号住居跡出土遺物観察表

10cm

ト一，一一一一一一一十一一一一一一一一一一一一一」

図版番号 器　 種 計測値（皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第77図 杯 A 〔15．2〕 底部から口綾部にかけての破片。 口緑部外面横方向のナデ。体部外 石英・長石 P 187　　　 30％

1 土 師 器 B　　 4．3 丸底。体部は内攣しながら立ち上 面へラ削り後ナデ。 灰黄褐色 内・外面黒色処理

がり，明瞭な稜を経て，口緑部は

内偵する。

普通 二次焼成

覆土中

2

杯 A 〔12．3〕 底部から口緑部にかけての破片。 口緑部内 ・外面横方向のナデ。体 石英・長石 ・スコ P 188　　 15％

土 師 器 B （3．8） 丸底。休部は内暫しながら立ち上

がり，不明瞭な稜を経て，口綾部

は緩やかに外反する。

部内面ナデ，外面へラ削り後ナデ。 リア

鈍い黄橙色

普通

覆土中
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窮名号健應静　第閥図）

位置　調査区中央乳　E3g9区。

重複関係　本跡はタ　第108号住居跡を掘　込み　第絹号土坑及び第69号土坑に掘り込まれている。

規模と平面形　南北軸長2。6m　東西軸長。mmの方形である。

主軸方向　N－930－E

璧　壁高は約8cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，竃手前と中央部から南西側に部分的に硬化面が見られる。

囁　東壁中央部に付設されている。耕作のために削平され，焼土の広がりと火床部の掘り込みがわずかに残っ

ているだけである。

穫堂　5層から成る自然堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

2　灰　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量

3　褐　　　色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子少量
4　褐　　　色　焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量

5　鈍い黄褐色　ローム粒子中量，KP少量

遺物　床面から土師器片3点及び須恵器片2点が出土している。

所農　本跡はタ　出土遺物が極めて少ないため時期の決定は難しいがタ東に竃が付設されていることから釧匪妃

初めごろの住居跡と考えられるし、

二二

第稲図　第媚号億腰掛実測図
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第蠣考健屠跡（第79図）

位置　調査区中央部，E3g8区。

重複関係　本跡は，第39号住居跡及び第48－A号住居跡に掘り込まれている。

規模と平面形　南北軸長推定3。80m。東西軸長は3。20mまで測れる。

主軸方向　N－40－W
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壁　壁高は約26cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，壁際を除き硬く引き締まっている。

竜　北壁を幅60cm，奥行60cmほど掘り込んで付設されている。袖部は砂質粘土で構築されている。火床部は平

坦で，煙道に向かって緩やかに立ち上がる。

電土層解説

1　灰　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・粘土粒子少

量

2　暗赤褐色　ローム中ブロック・焼土中ブロック中量，焼

土大ブロック・粘土粒子少量，炭化粒子微量

3　暗赤褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・KP少量，

焼土粒子・炭化粒子微量

4　極暗赤褐色　ローム粒子・焼土小ブロック少量，炭化粒子

微量

5　鈍い赤褐色　粘土粒子多量

6　暗赤褐色　焼土粒子多量

7　暗赤褐色　焼土大ブロック・焼土中ブロック・焼土粒

子・炭化粒子少量，粘土大ブロック微量

8　褐　　　色　ローム粒子・焼土粒子微量

9　極暗赤褐色　ローム大ブロック・ローム粒子少量，炭化粒
子微量

10　灰　褐　色　ローム粒子・焼土大ブロック・焼土粒子・炭

化粒子少量，ローム大ブロック・KP微量

11黒　褐　色　焼土大ブロック・焼土粒子少量，ローム粒子・

炭化粒子微量

12　黒　褐　色　KP少量，ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子
微量

13　極暗赤褐色　ローム粒子・炭化粒子微量

覆土　調査区境界の壁面で確認した。ロームブロックが多量に存在することから，人為堆積と思われる。
土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子少量

2　暗　褐　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・炭化
粒子少量

3　黒　褐　色　ローム大ブロック・ローム粒子少量

4　褐　　　色　ローム大ブロック中量，ローム粒子少量

第79図　第46号住居跡実測図

5　黒　　　色　ローム大ブロック少量

6　黒　褐　色　ローム小ブロック少量，ローム大ブロック微

量

7　褐　　　色　ローム大・中ブロック中量，焼土粒子・炭化

粒子少量

2m

l l　　　！
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遣物　土師器片87点，須恵器片15点，弥生土器片3点及び砥石1点が出土している。第80図1の土師器杯は竃

から出土している。4の土師器嚢は竃左袖外側と中央部の離れた所から出土したものが接合している。6の

甑は左袖部外側覆土下層から出土している。

所見　本跡は，出土遺物から9世紀中頃の住居跡と考えられる。

／／／雪ミゝ

ヽ

二＿
′　　6

第80図　第46号住居跡出土遺物実測図

第46号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第8 0回 杯 A 〔1 5．8〕 体部か らロ縁部 にかけての破片。 ロクロ整形。 内面及 びロ緑 部外面 雲母 ・ス コリア P 189　　　 20％

1 土 師 器 B （5．0） 体部 は内野 しなが ら立 ち上が り， 磨 き。 鈍い橙色 墨書 『杉 原家』

中位か ら口綾部 にかけて直線的に

外傾する。

普通 か

内面黒色 処理

奄

2

杯 A 〔 7．6〕 休 部か ら口緑部 にかけての破片。 口緑部内 ・外面横方 向のナデ。体 石英 ・長石 P 190　　　 20％

土 師 器 B （2．2） 体 部は外傾 し， 中位 か らロ縁部は 部外面へ ラ削 り後 ナデ。 鈍い褐色 内 ・外 面黒色処

わずかに内攣す る。 普通 理

覆土 中
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図版番号 器　 種 計測値（皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

3

憂 A 〔13．2〕 底 部か ら口緑 部にか けての破 片。 口緑部内 ・外面横方向の ナデ。体 石英 ・長石 P 192　　　 75％

土 師 器 B　 12．4

C　　 6．0

平底。体 部は球状で，最大径 を上

位 にもつ。頚部か ら口緑 部にかけ

て緩や かに外 反する。

部外面へ ラ削 り後ナデ。 鈍 い橙色

普通

覆土中

4

尭 B （11．4） 底部か ら体 部にかけての破片。平 体 部外 面縦方向のヘ ラ削 り。底部 石英 ・長石 P 19 3　　 15％

土 師 器 C　 ll．1 底。休部 はわずかに内攣 しなが ら

立 ち上が る。

外 面へラ削 り後ナデ。 鈍 い橙色

普通

覆土下層

5

蓋 B （2．6） 天井部片。宝珠状のつ まみが付 く。 つ まみ部 ナデ。天井部上位へ ラ削 石英 ・長石 ・パ ミ P 19 1　　 5 ％

須 恵 器 F　　 2．6

G　　 O．9

天井部 は口緑 部に向けて横やか に

下降す る。

り後 ナデ。 ス ・ス コリア

橙 色　　　　 普通

覆土 中

6
甑

須 恵 器

B （6．6）

C　 15．3

底部か ら体部 にか けての破片。 体部外面へ ラ削 り，内面へ ラナデ。 石英 ・パ ミス

灰 白色　　　 普通

P 194　　　 5 ％

覆土下層

図版番号 器　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　 材 出 土 地 点 備　　　　　　　 考
長 さ（cm） 幅 （cI⊃） 厚 さ（Ⅷ） 孔径 （Ⅷ） 重量 （g ）

第80区け 支 柱 石 （20．4） （6．7） （3．9） － （544．8） 凝 灰 岩 覆　 土　 下　 層 Q 9

第47号住居跡（第81図）

位置　調査区中央部，E3iO区。

規模と平面形　南北軸長3．45m，東西軸長3．40mの方形である。

主軸方向　N－20－W

壁　壁高は10～14cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　竃付近を除きほぼ全周している。上幅10cm，下幅5cm，深さ5cmほどで，断面は「U」字形である。

床　平坦で，全体的に硬く締まっている。

〕－I　　⑥

2　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　2

＿旦＿27．4m

第81図　第47号住居跡実測図

。小　　目■
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ぽッ睦　㌘1ほ径約30cmの円形で，深さ20cmの出入り口施設に伴うピットである。

磯　北壁やや東寄りを幅85cm，奥行50cmほど掘り込んで付設されている。袖部は砂質粘土で構築されている。

火床部は平坦でタ煙道部に向かって緩やかに立ち上がる。煙道部は耕作により削平されていて不明である。

竃土層解説

1暗赤褐色　焼土太ブロック中乳　ローム中ブロック・　　　　6　暗赤褐色　焼士大ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子e
ローム粒子・炭化粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灰白色粘土粒子少量

2　暗赤褐色　焼土粒子多量，ローム小ブロック・焼土太プ　　　　　ア　鈍い赤褐色　ローム粒子e灰白色粘土太ブロック多量
ロックの炭化粒子少量　　　　　　　　　　　　　　8　暗赤褐色　焼土太ブロック中量，ローム小ブロック・

3　極暗赤褐色　ローム粒子・炭化粒子中量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ローム粒f一・炭化粒子少量

4　暗赤褐色　ローム小ブロック。焼土粒子・炭化粒子少量　　　　　9　暗赤灰褐色　ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

5　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子の炭化粒子微量　　　　　10　灰　褐　色　ローム粒子中鼠焼士粒子を炭化粒子微量

尊皇　3層から成る。ロームブロックが確認できることから，人為堆積と考えられる。

土層解説

1黒　褐　色　ローム小プロ、ソク・ローム粒J’－・焼抽打一・炭化粒子少量

2　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒fA少量

3　暗赤褐色　焼上申ブロック・焼土中プロ、ソク・焼上粒子・ローム粒子・尉ヒ粒J「一少量

遺物　土師器胸8鼠須恵器片3点及び弥生土器片3点が出土している。第82図1の須恵器の高台付棒は覆土

中出土である。

所凰　本跡は，出土遺物から8世紀後半の住居跡と考えられる。

∈
0　　　　　　　　　　　　　　10cm

∴　　…＿．．＿　　‥‥

第紀聞　第那考佳腰抄出蓋遺物実測図

第47号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 芋　 窪　 の　 特　 徴 胎 士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第8 2回 高 台付埠 A 〔13．6〕 底 部か ら目線部 にか けての破 片。 目線 部内 ・外面ナデ。底 部外 面へ 石英 e 長石 P 19 5　　　 30％
1 須 恵　 器 B （3。7） 高台部欠損。付高台。体 部は直線

的に外傾 して立 ち上が り，目線 部

に至 る。比較 的器高が低 い。

ラ削 り後ナデ。 褐灰色

普通

覆土中

第超＄…風考健腰跡（第83図）

位置　調査区中央部，E3118区。

重複関係　本跡は　第購号住居臥　第4針B号住居跡及び第108号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　南北軸長5。00m。東西軸長は2。35mまで溺れるが，重複のため全長は確認できない。北東コー

ナーはほぼ直角である。

主軸方向　N－170－1V

壁　壁高は　～mcmで　外傾して立ち上がる。

床　平坦で，竃周辺から主軸線に沿って踏み固められている。

竃　北壁を幅70cm，奥行25cmほど掘り込んで付設されている。袖部は砂質粘土で構築されている。火床部は約

15cm掘りくぼめられ，煙道部に向かって約70度の角度で立ち上がる。煙道上部は削平されている。
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埴土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子少量

2　極暗褐色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・KP少量

3　黒　褐　色　ローム粒子・炭化物・KP少量

4　褐　　色　ローム大ブロック中量，KP少量

5　黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒
子少量

6　黒　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量
7　極暗褐色　ローム粒子中量

8　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量

覆土　2層から成る自然堆積と思われる。（3，4が本跡のものである。）

寺
山

第83図　第48－A・B号住居跡実測図

二へ＼

第84図　第48－A号住居跡出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　　1m

ト　　　‥1　－　1

2m

L＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿－L i

0　　　　　　　　　　　　10cm

l i　　　」
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土層解説

3　暗赤褐色　ローム中ブロック8ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量

4　暗赤褐色　ローム太ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片16点が出土しているご　第84図2の土師器婆は東壁寄りから，3の須恵器杯は竃右袖部から亡甘上

している。

所見　本跡は，出土遺物から8世紀前半の住居跡と考えられる。

第48－A号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第84図 ミニチュア土器 Å　　 2．5 日録部一部欠損。丸底。体部は内 内 0外面へラ削 り後ナデ。 パミス ・スコリア P 198　　　 95％

1 土 師 器 B　　 2。5 攣 しながら立ち上がり，目線部に 鈍い橙色 内面ベンガラ付着

至る。 普通 底部外面火熱痕

覆土下層

2

嚢 B （16。8） 底部から体部にかけての破片。平 体部外面縦方向のヘラ削 り，下端 石英 ・長石 P 197　　　 45％

土 師 器 r　　 5．9 底 。体部はわずかに内攣 しながら

立ち上がる。体部が長い。

横方向のヘラ削 り。底部木葉痕。 鈍い橙色

普通

床面

3

杯 A　 13．2 体 部から日録部にかけての破片。 ロクロ整形。体部外面に強いロク 石英 ・長石 ・雲母 P 196　　　 45％

須 恵 器 B （3。8） 体部はわずかに内攣しながら立ち ロ白が残る。底部外面回転へラ削 灰黄色 二次焼成

上がり，目線部に至る。 り。 普通 覆土下層

第磯雛院号健腰跡（第鋸図）

位置　調査区中央部タ　E3i8区。

重複関係　本跡は，第48－A号住居跡に掘り込まれている。

規模と平面形　南北軸長は3。36Illまで，東西軸長は1。80Illまで測れるが∴重複及び調査区外へ延びているた

め全長は確認できない∴南東コーナーはほぼ直角である。「

主軸方向　N－170－Ⅵ丁

壁　壁高は約12cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，部分的に硬化面が確認できる。

電　第48－A号住居跡の床面下から，本跡の北壁付近と推定される部分で焼士の広がりが確認できたことから，

北向き竃が付設されていたものと考えられる。第48一一へ号住居跡に掘り込まれているため，規模や形状は不

明である。

覆土　残っていた覆土は浅く，2層から成る。．

土層解説
1　黒　褐　色　ローム粒子少量
2　極暗褐色　ローム粒子e焼士粒子・炭化粒子O KP少量

遺物　出土していない。

所見　第48－A号住居跡と壁が一正線になることや床面の高さが同じことなどから，第48－A号住居跡が拡張き

れて本跡が造られたとも考えられる。遺物は出土していないが，主軸方向が第射「A号住居跡と一致するこ

とから8世紀頃の住居跡と考えられる。

第別号住居跡（第85図）

位置　調査区北端、Blb7区。

規模と平面形　東西軸長5．25nl。南北軸長は1．90mまで測れるが，調査区外へ延びているため全長は確認でき

ない。南東及び南西コーナーはほぼ直角である。
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童軸方向　〔N－50－W〕

壁　壁高は25－37cmで，垂直に立ち上がる。

床　平坦である。住居跡は粘土層を掘り込んで構築されている。床面も粘土面である。

ピット　確認されていない。

電　竃が付設されていると推定される北半分が，調査区外にあるため確認できない。

覆土　3層から成る自然堆積と思われる。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

3　褐　　　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

遺物　土師器片40点，須恵器片5点，弥生土器片3点及び鉄製品2点が出土している。第86図1の土師器杯は

南壁寄りの床面から出土している。

所見　本跡は，出土遺物から6世紀後半の住居跡と考えられる。

第8図　第別号住居跡実測図

10cm」
第86図　第50号住屏跡出土遣物真測函

第50号住居跡出土遺物観察表

一

一

、

l

／

一

l

l

r

l

l

‥

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第86図 杯 A　 12．9 底部か ら口緑 部にか けての破片 。 口緑 部内 ・外面横方 向のナデ。体 長石 ・紙礫 P 199　　　 85％

1 土 師 器 B　　 4．2 丸底。体 部は内攣 しなが ら立 ち上

が り，不 明瞭な稜 を経 て， 口縁部

は真上 に小 さく伸び る。

部外面 及び底部外面へ ラ削 り。 浅黄橙色

普通

床面
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第別号住居跡（第87図）

位置　調査区北端部，Bl。8区。

規模と平面形　東西軸長5。40m。南北軸長は6。60mまで測れるが，調査区外へ延びているため全長は確認で

きない。北東コーナー及び南東コーナーは直角である。

主軸方向　N－00

壁　壁高は25－37cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦である。粘土層を掘りこんで住居を構築しているため，床面も粘土である。

ピット　4か所（Pl～P4）。Plは長径80cm，短径60cmの楕円形で，深さ65cm。P2は径約30cmの円形で，深さ

20cm。P3は径約35cmの円形で，深さ26cm。P4は南西部が調査区外へ延びていて確認できないが，推定50cm

の円形で，深さ16cm。Pl～P4は主柱穴及び補助柱穴と思われる。

囁　2か所。竃1（北竜）は北壁を幅85cm，奥行30cmほど掘り込んで付設されている。袖部は粘土が多量に含

まれた砂質粘土で構築されている。火床部は平坦で，煙道部に向かって緩やかに立ち上がる。煙道部は削平

されていて不明である。竃2（東竃）は東壁中央を幅35cmほど掘り込んで付設されている。煙道部を含め115

cmほど壁外へ長く延び，煙道部は燃焼によると思われる赤変が著しい。竃前面には焼土が蒲鉾状に堆積して

いた。竃2は当遺跡で一般的に見られる竃の形状とは明らかに違っている。北竜，東竃とも袖が残っていた

ことから，同時に使われていたものと考えられる。

竃1土層解説
1　灰　褐　色　粘土粒子多量
2　鈍い赤褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化物・粘土粒子少量
3　暗赤褐色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土中ブロック・炭化物少量・粘土粒子少量，焼土大ブロック微量
4　鈍い赤褐色　ローム粒子・焼土大ブロック・焼土中ブロック・炭化粒子・粘土大ブロック少量
5　暗赤褐色　焼土粒子・炭化粒子・粘土中ブロック少量，ローム粒子微量
6　鈍い赤褐色　ローム粒子・焼土大ブロック・焼土中ブロック・粘土大ブロック少量
7　暗赤褐色　ローム粒子・焼土中ブロック・焼土中ブロック・炭化物・炭化粒子・粘土大ブロック少量，焼土大ブロック微量

竃2土層解説

1　灰　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子微量
2　灰　褐　色　ローム粒子・焼土中ブロック少量，焼土中小ブロック・粘土中ブロック微量
3　灰　赤　色　焼土粒子中量，焼土中ブロック少量，ローム粒子微量
4　灰　赤　色　焼土粒子・粘土小ブロック少量，ローム小ブロック微量
5　鈍い褐色　粘土粒子中量，焼土中ブロック少量
6　灰　褐　色　ローム粒子・焼土粒子微量
7　鈍い褐色　焼土粒子・粘土粒子少量，ローム小ブロック・ローム粒子・炭化物微量
8　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子e粘土粒子少量
9　褐　　　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子少量，炭化粒子微量
10　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
11褐　　　色　ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
12　褐　　　色　ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
13　褐　　　色　ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

貯蔵究　長軸70cm，短軸56cmの長方形で，深さ19cm。底面は粘土面である。

貯蔵穴土層解説

1　褐　　　色　ローム粒子多量

2　黒　褐　色　炭化粒子多量，焼土大ブロック・焼土粒子・粘土大ブロック少量

3　明　褐　色　ローム大ブロック・ローム粒子・焼土大ブロック・粘土大ブロック少量

4　鈍い褐色　粘土大ブロック多量，ローム粒子・ローム大ブロック少量
5　黒　褐　色　ローム大ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土大ブロック少量

覆土　5層から成る。各層にロームブロックが見られることから，人為堆積と思われる。

土層解説
1褐　　　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・粘土粒子少量，炭化物微量

2　褐　　　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・粘土小ブロック少量，焼土中ブロック微量
3　暗　褐　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子少量，ローム大ブロック・炭化粒子微量
4　暗赤褐色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子・焼土大ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・粘土粒子少量
5　鈍い赤褐色　焼土大ブロック・焼土中ブロック・炭化物・粘土大ブロック少量
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第87図　第51号住居跡実測図
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遺物　土師器片959点，須恵器片35点，弥生土器片7点，石製紡錘車1点及び石製支脚2点が出土している。

第88図1の土師器杯は北東コーナーのピット覆土中から正位の状態で出土している。3の土師器杯は竃覆土

及び竃前面の覆土下層から出土した3片が接合している。4の土師器嚢は東壁際の離れた3点から出土した

ものが接合している。

所見　本跡は，出土遺物から6世紀中頃の住居跡と考えられる。

〔⊃

Cエ〔＝フ6

第88図　第51号住居跡出土遺物実測図

第51号住居跡出土遺物観察表

○。 「9
10cm

l　一一一一一一一一一十一一一一一一一一一一一一一」

図版番号 器　種 計測値（Ⅷ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第88図 杯 A　13．0 平底気味の丸底。体部は内攣しな 口緑部内・外面横方向のナデ。体 石英・長石・雲母 P200　 100％

1 土師器 B　　5．0 がら立ち上がり，不明瞭な種を経 部，底部内・外面ナデ。 スコリア 二次焼成

て，口緑部は垂直方向に伸びる。 浅黄橙色　　 普通 Pl内覆土
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図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色 調 ・焼成 備　　 考

2

林 A 〔20．7〕 盤状埠 。底 部か ら口縁部 にかけて 目線 部内 ・外面横方 向のナデ。体 長石 ・スコ リア P 20 3　　　 80％
土 師　 器 B　　 4。3 の破片 。平底 気味の丸底。体 部は 部外 面へ ラ削 り後 ナデ，内面磨 き。 鈍 い橙色 内面黒色処理

内攣 しなが ら立ち上が り，明瞭な 底 部外 面へ ラ削 り後 ナデ，内面磨 普通 穫土中

稜 を経 て，日録 部は外傾す る。 き。

3

杯 A 〔11。4〕 体部か らロ縁 部にかけ ての破片 。 目線 部内 ・外商横方向 のナデ。 長石 P 20 2　　　 5 ％

土 師 器 B （2．5） 体部 は内攣 し，明瞭 な稜 を経 て， 鈍い褐色 内面黒色 処理

目線部 はわず かに外反 しなが ら垂

直方向 に立 ち上 がる。

普通 二 次焼成

覆土 下層

4

嚢 A 〔17。8〕 体部か らロ綾部 にかけての破片。 目線部 内 ・外 面横 方向のナ デ。体 石英 ・長石 ・砂粒 P 204　　 10％

土 師 器 B （1私8） 体部はわずか に内攣 し，口縁部 は

外反 して開 く。

部外面縦方 向のヘラ削 り。 ス コリア

橙 色　　　　 普通

床面

5

杯 A 〔14。4〕 底 部か ら目線部 にかけての破片。 目線部内 ゆ外面横方 向のナデ。体 石 英 ・長石 P 201　 10％

須 恵 器 B　　 4．0

C 〔7．0〕

平底 。体部 は外傾 して立 ち上が り，

日録 部に至 る。

部内 ・外面 ナデ。 橙色

普通

覆土中

図版番号 器　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値 ト 材

出土地点 備　　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚 さ（cm） 孔径（cm） 重量（g ）

第88図6 紡 錘 車 径　　 （5．3） （1．5） 川 ．6） （33。5） 緑泥片岩 覆　 土　 中 Q lO

7 砥　　 石 （11．3） （2．4） （乙0） － （58。4） 凝 灰 岩 床　　　　 面 Q n

8 支　　 脚 （16．6） （6．0） （6。1） － （385。5） 凝 灰 岩 竃 Q 12

9 支　　 脚 （25．9） （9。8） （8。3） － （1238言） 凝 灰 岩 床　　　　 面 Q 13

第52号住居跡（第89回）

位置　調査区北端，Bl。0区。

重複関係　本跡は，第105号f拭瑚亦を掘り込み，第39号土坑に掘り込まれている。

規模と平面形　東西軸長4。00m。南北軸長は3。50mまで測れるがタ　重複のために全長は確認できない。南東及

び南西コーナーは隅丸である。

主軸方向　N一一一100－E

壁　壁高は10・～29cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦である。

ピット　Plは径40cmの円形で，深さ30cmの出入り「i施設に伴うピットである√

電　第39号土坑に掘り込まれているため確認できない。

覆豊　ロームブロックが各層に見られることから，人為堆積と思われる。0～5が本跡のものである。）

土層解説

1　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒J∴・焼十粒J二・歳化粒！・少量

2　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子の炭化粒子少量

3　黒　褐　色　ローム粒子6焼土小ブロック・焼土粒子e炭化粒子少量

Ll　暗　褐　色　ローム小プロ、ソク中量∴　ローム粒子・焼上′トブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量

5　黒　褐　色　ローム小ブロック0ローム粒子中量，焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

遺物　土師器片，須恵器片，石製模造品片及び刀子片が出土している。

所農　本跡を掘り込んでいる第39号士坑出土の高塚及び高台付塔が7世紀前半のものと考えられることから，

古墳時代後期の住居跡と考えられる。
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第89図　第52・105号住居跡実測図
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第粥図　第整考健腰跡出藍遺物実測図

第52号住居跡出土遺物観察表

く＝〕二〇二⊂⊃

r－，－′「＿へ　　　つ

し一一＿し／　－ll‥－　　　　　ヽ′

10cm

』　　　室

図版 番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　 考

第9 0 図 杯 A 〔14 ．9 〕 底 部 か ら目線 部 に か け て の破 片 。 目線 部 内 ・外 面 ナ ナ ∴ 休 部 外 面 及 石 英 ・長 石 ・スコ P 4 5 2　　　 40 ％

1 士 師 器 8　　 5 ．3 丸 底 。 体 部 は 内 攣 し なが ら立 ち上 び底 部外 面 へ ラ削 り後 ナ デ， 内面 リ ア 将士 中 層

が り， 不 明 瞭 な 稜 を経 て ， 目線 部 ナ テ㌔ 橙 色
は小 さ く真 上 に 伸 び る。 普 通

2

高　　 塚 Å　 白7．8 〕 林 部 片 ∵ 林 部 は 内 攣 し， 明 瞭 な稜 打 線 部 外 面 横 方 向 の ナ デ 。 内 面 ナ 石 英 ・長 石 ・バ ミ P 2 10　　　 5 ％

土 師 器 B （4 ．0） を経 て ， 目線 部 は外 反 し なが ら外

に 開 く。 端 部 に も小 さな 稜 を もつ 。

デ 。 ス ・ス コ リア

橙 色　　　　 普 通

将 士 申

図版番号 器　種
計　　　　　　 測　　　　　　 値 巨

出土地点 備　　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm）巨L径（cm） 重量（g）

第90図3 多孔出板 径　　　　 2。3 0．3 0．寸 （L 5） 線泥片岩 覆　土　下　層 Q 14

第5号健贋静　第飢図）

位置　調査区北端　B校　区。

重複関係　本跡は，第56号住居跡及び第112号住居跡に掘り込まれている。。

規模と平面形　長軸4。80I11，短軸3．90111の長方形である。

主軸方向　＿N・一一1＿（「一一E

壁　壁高は4～1＿8cmで，外傾して立ち上がるし、

床　平坦である。〕

ぽッ睦　後か所（Pl～㌘高　Plは径約30cmの不整円形で，深さ50cm。㌘2は長軸30cm，短軸25cmの不整長方形

で，深さ49cm。P3は一辺約30cmの不整方形でタ　深さ58cm。Pl～P3は主柱穴である。P4は径約30cmの閏形でタ

深さ48cm。性格は不明である。

篭　出土遺物から竃をもつ時期の住居跡と考えられるがタ　耕作により削平され，確認できなかった。

啓蓋　4層から成る。ロームブロックが各層に見られることから芦　Å為堆積と思われる。

土層解説

1黒褐色　ローム小ブロック少量ヲ　焼土粒子微量
2　黒褐色　ローム小ブロック中量，焼土粒子微量

こう　黒褐色　ローム中プロ、ソク小結　焼上粒J’・・炭化物微量
・l　黒褐色　ローム申プロ、ソク・ローム粒千少量．炭化粒召微量

遺物　土師器片帯点　須恵器片　点　縄文土器片　点　弥生土器片　点及び砥石　点が出土している。第犯図

3の土師器東口縁部片は中央部やや北壁寄りの覆土下層から出土している。

所見　本跡は，出土遣物から7世紀前半の住居跡と考えられる。
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第91図　第53・54・55・56・57・58・59・112号住居跡実測図
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第92図　第53号住居跡出土遺物実測図

第53号住居跡出土遺物観察表

≠：二二＝＝】

∠≦一i

図版番号 器　種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第92図 杯 A 〔15．6〕 体部から口緑部にかけての破片。 内面磨き。口縁部外面横方向のナ パミス・スコリア P 213　　　 5％

1 土 師器 B （2．1） 体部は内攣し，明瞭な稜を経て， デ。体部外面へラ削り後ナデ。 鈍い橙色 内・外面黒色処理

口緑部は外傾する。 普通 覆土中

2

甑 A 〔14．8〕休部から口緑部にかけての破片。 ロ緑部内・外面横方向のナデ。体 石英・長石・パミ P 215　　　 5％

土師器 B （2．5）休部は外傾し，口緑部は外反して

開く。

部外面縦方向のヘラ削り。 ス

橙色　　　　 普通

覆土中

3
宣E A 〔20．4〕 口緑部片。口緑部は先端が薄くな 口緑部内面丁寧なナデ，外面雑な 石英・長石・スコ P 214　　　 5％

土 師器 B （3．7） り，直線的に外傾する。 ナデ調整。口緑部外面に輸積痕を

利用した装飾帯。

リア

鈍い橙色　　 普通

覆土下層

4

蓋 A 〔14．8〕天井部からロ緑部にかけての破片。内・外面ナデ。 砂粒 P217　　　 5％

須 恵器 B （1．5）天井部は緩やかに下降し，口緑端

部は下方につまみ出されている。

褐灰色

普通

覆土中

5

蓋 A 〔17．0〕天井部から口緑部にかけての破片。内・外面ナデ。 石英・長石 P 216　　　 5％

須 恵器 B （1．5）天井部は緩やかに下降し，ロ緑端

部から内側10m m にかえりが付く。

黄灰色

普通

覆土中

6

整 A 〔26．8〕体部からロ緑部にかけての破片。 口緑部内・外面及び体部内・外面 砂粒 P 218　　　 5％

陶　　 器 B （5．8）

！

休部は内傾し，頚部は「く」の字

状に折れる。ロ緑部は外反し，端

部は上下につまみ出されている。

ナデ。 灰白色

（粕）鈍い赤褐色

普通

覆土中

図版番号 器　種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　 材 出土地点 備　　　　　　　　　 考
長さ（Ⅷ） 幅 （Ⅷ） 厚さ（Ⅷ） 孔径（cm） 重量（g）

第92図7 砥　　 石 （12．8） （11．1） （2．9） － （366．2） 凝 灰岩 覆　土　下　層 Q 15
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第別号住居跡（第91図）

位置　調査区北部，BlfO区。

重複関係　本跡は，第53号住居跡に掘り込まれている。

規模と平面形　南北軸長は0。90mまで，東西軸長は0。84mまで測れるが，ともに調査区外へ延びているために

全長は確認できない。

主軸方向　〔N－100－E〕

壁　壁高は約10cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦である。

囁　遺構が調査区外へ延びているため確認できない。

覆土　耕作による撹乱のために残っていた覆土が浅く，堆積状況は確認できなかった。

遺物　土師器片7点及び須恵器片主点が出土している。

所農　本跡は，出土遺物が細片で量も少ないため時期は不明である。

第55号住居跡（第91図）

位置　調査区北端，B2e2区。

重複関係　本跡は，第56号住居跡に掘り込まれている。

規模と平面形　東西軸長3。24m。南北軸長は2。34mまで測れるが，重複のために全長及び平面形は確認でき

ない。北東コーナー及び北西コーナーはほぼ直角である。

主軸方向　N－80－E

壁　壁高は約12cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦である。

竃　北壁やや東寄りを幅50cm，奥行50cmほど掘り込んで付設されている。袖部は砂質粘土で構築されている。

火床部はわずかに掘り込まれ，煙道部に向かって緩やかに立ち上がる。煙道部は削平されていて不明である。
竃土層解説
1　褐　　　色　ローム大ブロック中量，焼土大ブロック・焼土中ブロック・粘土小ブロック少量
2　灰　褐　色　ローム中ブロック中量，焼土中ブロック少量，炭化物微量
3　暗赤褐色　ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子少量，ローム太ブロック・炭化粒子微量
4　極暗赤褐色　ローム中ブロック・焼土中ブロック・焼土中ブロック少量，炭化物微量
5　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子少量，焼土大ブロック微量
6　黒　褐　色　炭化粒子中量，焼土中ブロック少量，ローム粒子微量
7　極暗赤褐色　ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量

覆土　残っていた覆土は薄く，4層から成る。

土層解説
1　黒　褐　色　ローム粒子e焼土中ブロックe焼土粒子・炭化粒子少量
2　暗　褐　色　ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
3　黒　褐　色　ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
4　黒　褐　色　ローム小ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量

遺物　土師器片132点，縄文土器片1点及び弥生土器片7点が出土している。第93図1の土師器嚢は竃右袖外

側北壁下覆土下層から出土している。3の嚢は北東コーナー部覆土下層から出土している。

所見　本跡は，出土遺物から8世紀前半の住居跡と考えられる。
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第93溺　第55号住居跡出土遺物実測図

第55号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

ト1－　一十　一一‥ll」

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第93図 嚢 A 〔18．4〕体部から口緑部にかけての破片。 口縁部内・外面横方向の強いナデ。石英・長石・パミ P 219　　　 5％

1 土 師器 B （8。0）体部は内攣し，頚部から日録部は

わずかに外反する。

体部内・外面ナデ。 ス・スコリア

鈍い橙色　　 普通

覆土下層

2

賓 A 〔19．5〕体部から口縁部にかけての破片。 目線部内・外面横方向のナデ。体 長石・パミス P 220　　　 5％

土 師器 B （5．4）体部はわずかに内攣し，目線部は 部外面縦方向のヘラ削り後ナデ， 鈍い橙色 体部内面炭化物付着

小さく外反する。 内面ナデ。 普通 覆土中

3

嚢 B （10．4）底部から体部にかけての破片。丸 体部外面縦方向のへラ削り，内面 石英・長石・パミ P 221　　 10％

土 師器 C　　 6．0 底気味の平底。体部は内攣しなが ナデ。 ス 休部内面炭化物付着

ら立ち上がる。 橙色　　　　 普通 覆土下層

第56号住居跡（第91図）

位置　調査区北端，B2g2区。

重複関係　本跡は，第53号住居跡を掘り込み，第57号住居跡及び第112号住居跡に掘り込まれている。

規模と平面形　覆土はほとんど残っておらず，ロームの確認面に黒色土の方形の輪郭が確認でき，硬化面及び

竃の一部が残っている。推定規模は南北軸長4。90m，東西軸長4。95mの方形である。

主軸方向　N－50－E

壁　残っていない。

床　平坦である。耕作により削平され，硬化面が点在する。

囁　北壁のやや西寄りを幅90cm，奥行80cmほど掘り込んで付設されている。袖部は削平されほとんど形を残さ

ない。火床部は約30cm掘り込まれ，煙道部に向かって立ち上がる。煙道部は削平されていて不明である。

竃土層解説
1　黒　褐　色　ローム大ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
2　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土中ブロック少量
3　黒　褐　色　ローム中ブロック・焼土小ブロック・炭化粒子少量，焼土大ブロック・焼土大ブロック微量
4　暗赤褐色　ローム大ブロック・焼土中ブロック・炭化粒子・粘土中ブロック小量
5　鈍い橙色　粘土大ブロック中量，ローム大ブロック・焼土中ブロック・炭化粒子少量
6　暗赤褐色　焼土中ブロック・炭化物中量

覆土　残っていた覆土は浅く，2層である。

土層解説（10及び11が本跡のものである）
10　黒　褐　色　ローム粒子少量
11黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

遺物　床面及び竃覆土中から，土師器片97点及び須恵器片7点が出土している。第94図1の須恵器蓋は竃の左
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側床面から出土している。

所見　本跡は言仕上遣物から8世紀後半の住居跡と考えられるJ

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

「‥＿“‥＿．＿．＿し　＿＿＿＿＿＿＿．j

第鍼図　第溺号住居跡出藍遺物実測図

第56号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色訴巨 焼成 備　　 考

第94図 蓋 A 〔17．4〕 天井部 か らロ縁部 にか けての破 片。ロクロ整形。天井部上位 回転へ ラ 長石 ・紙礫 P 2 2 2　　　 75％

1 須 恵 器 B　　 3．5

F　　 3．4

H　 lO．5

天 井部 は宝珠状のつ まみが付 き，

目線部 に向けてなだ らか に下 降す

る。

削 り。 灰色

普通

床面

第野考健腰掛（第91図）

位置　調査区北端タ　B2g3区。

重複関係　本跡は，第56号住居跡を掘り込み，第58号住居跡に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸3．90nl，短軸3．78111の方形である。

主軸方向　N－20－E

壁　壁高は1（ト・20cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　南壁下付近を除き周回している。上幅15cm，下幅10cm，深さ約20cmで，断面は「U」字形である。

床　平坦で，中央部と南壁下が特に硬く踏み固められている。．

ぽッ睦　8か所（Pl～P8）。Pl及びP2ほ径30cmの円形で，深さはPlが32cm，P2が26cm。P3は長径50cm，短

径30cmの楕円形でタ　深さ45cm。P4は径35cmの円形で，深さ42cm。Pl～P4は主柱穴である。P5は長径35cm，

短径20cmの楕円形で　深さ蟻cm。P6は径25cmの円形で，深さ25cm。P5及びP6はともに出入り口施設に伴う

ピットである。P7は長径35cm，短径25cmで，深さ24cm。P8は径30cmの円形で，深さ41cm。P7及びP8は補

助柱穴と考えられる。

竃　北壁中央部を幅90cm，奥行70cmほど掘り込んで付設されている。袖部は砂質粘土で構築され，芯材として

凝灰岩が使用されている。火床商はわずかに盛り上がり，煙道部に向かって緩やかに立ち上がる。
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埴土層解説

1極暗褐色　焼土小ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子微量
2　暗赤褐色　ローム粒子・炭化粒子少量，焼土中ブロック・焼土粒子微量
3　暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子中量，焼土中ブロック・粘土中ブロック少量
4　暗赤褐色　ローム粒子・粘土大ブロック少量，焼土粒子・炭化物微量
5　暗赤褐色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子少量
6　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・炭化粒子少量

7　赤　褐　色　炭化粒子中量，ローム粒子・焼土大ブロック・焼土中ブロック・粘土中ブロック少量
8　明赤褐色　KP多量
9　暗赤褐色　ローム粒子・焼土大ブロック・炭化粒子・粘土粒子微量
10　褐　　　色　ローム粒子・KP少量
11褐　　　色　ローム粒子多量，粘土粒子少量

12　極暗褐色　焼土小ブロック中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化物少量

覆土　7層から成る。ロームブロックが見られることから，人為堆積と思われる。

土層解説（12～18が本跡のものである）

12　灰　褐　色　ローム粒子・粘土粒子少量

13　黒　褐　色　粘土小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

14　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

15　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

16　窯　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量

17　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

18　褐　　　色　ローム中ブロック多量，焼土粒子微量

遺物　土師器片508点，須恵器片15点，弥生土器片6点及びガラス製丸玉が出土している。第95図3の土師器

杯は東壁寄り覆土下層から，4の土師器高台付杯は中央部覆土中層から，6の土師器嚢は南東コーナー寄り

覆土中層からそれぞれ出土している。8のガラス製丸玉は覆土上層から出土している。

＼⊂二二二＿＿

第95図　第57号住居跡出土遺物実測図
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所見　本跡は．出土遺物から8世紀後半の仕方誹亦と考えられる、－、

第57号住居跡出土遺物観察表

計測値（cn） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎i二・色調・焼成 備　　考

第95回 i 捧 ［ぇ　′一八 ．、
A　 L」J㍉＝

l ′y一ふ”， 　ゝ…ノ1コふけ、＿、．、＿　…叫ぶ‥
拳離カ、b u 縁都にカ、げての鳩首c

［内面磨 き。日録部外薗ナデ。体部 庵 石 欄礪 i P 225　　 5 ％

ユ 十 帥 器 B （説3） 体部は内攣 し，＝縁部との境に綾 外面へラ削り後ナデ∴ 浅黄橙色 内面黒色処理

をもつ。打線部はわずかに内攣す

る。

普通 将士中

杯 B （2．3） 底部から休部にかけての破片。平 ロクロ整形∴　内面磨き∴休部外面 バミス ・スコリア P 226　　　 5 ％

2
土 師 器 C 〔6諸〕 底。体部は内攣 しながら立ち上が 下位回転へラ削り。 鈍い橙色 内面黒色処理

る。 普通 二次焼成

覆土中

3

林 A 〔15．2〕 底部から打線部にかけての破片。 ロクロ整彬∵　内面磨 き∴休部外面 石英 ・長石 ・バミ P 223　　　 20％

土 師 器 B　　 4．4 平底。体部は内攣 しながら立ち上 下端回転へラ削 i「 ス 内面黒色処理

C 〔10。0〕 がり，中位からロ綾部は直線的に 鈍い黄橙色 二次焼成

外傾する。 普通 覆土下層

4

高台付林 Å 〔15の6〕 高台部から日録部にかけての破片。ロクロ整形。内面放射状の磨 き。 長石 ・スコリア ㌘227　　　 50％
十 師 器 B　　 5．3 付高台。高台はわずかに外反 しな 体部外蘭ナデ。 浅黄橙色 内面黒色処理

r　 l（1．1 が ら 「ハ」の字状に開く。体部は 普通 二次焼成

0　 1．1 外傾 して立ち上がった後上向きに 覆土中層

折れ資　中位から目線部は外傾する。

椀 A 〔1㌢0〕 体部か らロ縁部にかけての破片。 目線部内 ・外面横方向のナデ∴体 長石 ・雲母 ・スコ ㌘224　　 10％

5 士 師 器 B　「乳の 体部は内攣 し，頚部で内側に折れ 部内 ・外面ナデ＋ リア 二次焼成穫土中

る。日経部は短 く内傾する。 鈍い橙色　　 普通

斐 A 〔23。2〕 体部から目線部にかけての破片∵ 目線部外面へラ削り後ナデ，内面 右奥 ・長石 ・雲母 P 228　　　 5 ％

6
土 師　器 B （12。3） 体部は内攣し，頚部は 「く」の字 ナデ∵休部外面へラ削り，内面ナ 砂粒 覆土中層

状に折れる．目線部は外怖し，端 テさ。 鈍い橙色

部はつまみ上げ られている。 普通

襲 B （16。7） 底部から体部にかけての破片。平 休部外面へラ削 り後ナデ，内面へ 右奥 ・長有 ・スコ ㌘229　　　 摘％

7

i

土 師 器

i

C 〔凱6〕

i

底。体部はわずかに内攣 しながら

立ち上がる。 ！

ラナデ∵

！

リア

明赤褐色　 普勘

竃

＿壷　＿1　　　1

第別号健腰掛　第狙囲）

位置　調査区北端タ　B2g4区。

重複関係　本跡は．第57号住f〔朋亦及び第m号住居跡を掘り込んでいる＿、＿、

規模と平面形　長軸2．7611し　短軸2．3∠hllの長方形である。、，

主軸方向　N－90一一一E

壁　壁高は約5cmである。、ニ

床　平坦である．、一、．

ピット　Plは径約50cmの「‾I‾了形で，深さ45cmの出入り口施設に伴うピットである。

磯　北壁を幅猫cm　奥行甜cmほど掘　込んで付設されている。磯部は砂質粘土で構築されている。火床部は約

50cm掘り込まれタ　煙道に向かって緩やかに立ち上がる。煙道部は削平されていて不明である。

竃土層解説

1　灰　褐　色　ローム粒戸出呈∴　ローム大プロ、ソク・焼巨J、プロ、ソク・炭化粒召散妄i＿呈：

2　暗赤褐色　ローム小プロ、ソク・焼上人プロ・ソク・焼同一プロ・ソク・焼「小プロ、ソク・炭化粒j’・少量

3　極暗赤褐色　炭化粒子中量，ローム中ブロックの焼土中ブロック少量，粘土太ブロック微量

l－1暗赤褐色　焼土中プロ、ソク・炭化粒子【巨量、ローム大ブロック・ローム中ブロック・焼上人ブロック少量

5　褐　　　色　ローム粒子多量

6　暗赤褐色　ローム粒子eローム太ブロックの焼土太ブロック。焼土中ブロックe炭化粒子少量

7　暗赤褐色　ローム申プロ、ソク・ローム小プロ、、′′ク・焼回－プロ・ソク・焼上′トプロ・ソク・粘日章千少量、炭化物微量

8　暗赤褐色　ローム粒子・粘土粒子0焼土粒子も炭化粒子少量

9　黒　　　色　焼土粒子を炭化粒子少量
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覆土　残っていた覆土は浅く，2層から成る。

土層解説（19～20が本跡のものである）

19　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

20　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片258点，須恵器片10点，縄文土器片4点及び弥生土器片4点が出土している。第96図2の土師

器高台付杯は竃手前から，4の高台付杯は西壁寄り床面から出土している。3の土師器高台付杯は竃手前出

土の2片が接合している。

所見　本跡は，出土遺物から9世紀前半の住居跡と考えられる。

第96図　第58号住居跡出土遺物実測図

第58号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第9 6図 杯 A 〔13．9〕 体部か らロ緑部 にかけての破片。 口緑部 内 ・外 面横 方向のナデ。体 雲母 ・ス コリア P 2 30　　　 5 ％

1 土 師 器 B （3．9） 体 部は内暫 し， なだ らか な稜 を樫 部外面へ ラ削 り後ナデ。 鈍い責橙色 内 ・外面黒色 処

て，頸部か らロ緑 部は緩やか に外

反する。

普通 理

二次焼成

覆土中

2

高 台付 杯 A 〔14．1〕 高 台部か ら口縁部 にかけての破片。ロ タロ整形。内面磨 き。体 部外面 パ ミス ・ス コリア P 23 3　　 15％
土 師 器 B　　 5．5 付 高台。高台は直線的 に 「ハ」の ナデ，下端回転へ ラ削 り後 ナデ。 鈍 い橙 色 内面黒色処理

D　　 7．6

E　 l．2

字状 に開き，端部 は薄 くなる。体

部 は外傾 して立ち上が った後上向

きに祈 れ， 中位 か らロ緑 部はわず

か に外反す る。

高台部内 ・外面 ナデ。 普 通 二次焼成

床面

3

高台付杯 A　 14．1 高台部か らロ緑 部にかけ ての破 片。ロクロ整形。内面磨 き。体部外 面 長石 ・パ ミス P 23 1　　 95％

土 師 器 B　 4．9 付高台。高台 は直線的 に 「ハ」 の ナ デ。休 部外 面下位へ ラ削 り後 ナ 灰黄褐色 内面黒色処理

D　　 8．0

E　 l．3

字状 に開 く。休部 は直線的 に外傾

して立 ち上が った後上向 きに祈 れ，

中位か ら口緑部 はわずか に外反す

る。

デ。 高台部内 ・外面ナデ。 普通 二次焼成

床 面

4

高台付 杯 A 〔1 4．4〕 高台部か ら口緑部 にかけての破片。 ロクロ整形。 内面磨 き。体部外面 長石 ・ス コリア P 2 32　　　 3 0％

土 師 器 B　　 5．1 付 高台。高台は直線 的に 「ハ」の ナデ。体部外面下位 回転へ ラ削 り 鈍い橙 色 内面黒色処理

D　　 7．4

E　 l．4

字状 に開 く。休部 は直線 的に外傾

して立ち上がった後上 向 きに折れ，

中位 か ら口縁 部はわず かに外反す

る。

後ナデ。高台部 内 ・外 面ナデ。 普通 床面

5

斐 A 〔2 0．8〕 休部か ら口緑 部にか けて の破 片。 口線 部内 ・外面横方向 のナデ。体 長石 ・ス コリア P 23 4　　 1 5％
土 師 器 B （17．0） 体部 は内攣 し，頚部 は 「く」 の字

状に祈れ る。 口緑 部は直線 的に外

傾 し，端部 は斜 めにつ まみ 出され

ている。

部外 面のヘ ラ削 り，内面 ナデ。 鈍 い橙色

普通

覆土中
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第鯛考健腰掛（第9且囲）

位置　調査区北端，B2g4区。

重複関係　本跡は，第58号住居跡に掘l）込まれている。

親機と平面形　東西軸長0．53m。南北軸長は1．56mまで測れるが，重複のため全長は確認できない。北東コ撮

ナー及び南東コーナーは隅丸である。

主軸方向　〔N－80－E〕

壁　壁高は6～7cmで，外傾して立ち上がる．

床　平坦である。

竃　第58号住居跡との重複により確認できない。

覆土　残っていた覆土は浅く、1層である。

土層解説

21黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量．焼巨粒子・炭化粒J’1微；妄呈二

遺物　上師器整体部片3点及び底部昌つ点が出上している、、

所見　本跡は，出土遺物が細片で量も少ないため時期は不明である。．

第醜号健腰妙　策鮮囲）

位置　調査区北端，B2i：日東。

重複関係　本跡は，第根号住居跡を掘　込んでいる。第62号住居跡と重複するが，新旧は不明である。

規模と平面形　床面の広がりやわずかに残る覆土からタ南北軸長5。05mタ東西軸長4。85mの方形と推定される。

童軸方向　N－40…E

壁　撹乱や削平のためほとんど残っていない。

床　平班で，中央付近に硬化面が広がっている。

ぽッ睦　4か所（Pl～㌘4）。Plは径35cmの円形で，深さ23cm。P2は径40cmの円形で，深さ36cm。P3は径25cm

の円形で，深さ31cm。P。は長径30cm，短径25cmの楕円形で，深さ36cm。Pl～P。は柱穴と考えられるが，並

びにまとまりがないことから，本跡よりも上の層に耕作により失われれた住居潮こがあった可能性がある。ピッ

トから遺物は出土していない。

聴　北壁中央部を幅50cm，奥行35cmほど掘り込んで付設されている。袖部は砂質粘土で構築されている。火床

商は約15cm掘り下げられ，煙道部に向かって緩やかに立ち上がる。煙道部は削平されていて不明である。

竃土層解説
＿1　黒　褐　色　ローム中ブロック少鼠　焼土粒子・ローム粒

子微量
2　褐　　　色　ローム太ブロック少量，焼土粒子e炭化粒子

微量

黒
暗
暗

3　4　5

褐
褐
褐
赤
赤

色
色
色

ローム中ブロックe粘土太ブロック少量
焼土中ブロック・炭化粒子・粘土粒子少量
ローム粒子e焼土中ブロック。炭化粒子・粘
土粒子少量

6　褐　　　色　ローム太ブロック多量

7　褐　　　色　ローム中ブロック・ローム粒子。炭化物少量，
焼土粒子微量

8　黒　　　色　ローム太ブロック少量

9　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子の炭化粒子微量
10　黒　褐　色　ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子

微量
11褐　　　色　ローム中ブロック。焼土中ブロック・炭化

物・粘土小ブロック少量
12　灰　褐　色　ローム小ブロック中量，焼土粒子e炭化粒子

少量
13　灰　褐　色　ローム太ブロック・ローム中ブロックe焼土

中ブロック少量，炭化粒子微量
14　鈍い赤褐色　ローム小ブロック多量，焼土粒子少量
15　鈍い赤褐色　ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子

少量

覆土　残っていた覆土は浅く，堆積状況は確認できなかった。

遺物　土師器片209点，須恵器片11点及び弥生土器片6点が出土している。第98図1及び3の土師器埠は推定

北壁際床面から，2の土師器棒は推定東壁際床面から，5の嚢は南東コーナー寄り床面から出土している。

所見　本跡は，出土遺物から8世紀前半の住居跡と考えられる。

－117－



／

身
／へ＼

／

＼

ノ

／

°

7　　　　Sl　61

／′‾、1

γ

干
．一．・．一一一

ヽヽ、

）、

奄
こ

！

、

）′

′　／

拾／
′／
′／

／

（

＼、」

了
ノ

1＼
ノ
子

ノ

．

）

ミ、、ケ
＼

・、、、、

ヽ

－∴∴
′　　／

′　　／

／

／

／

了
60　、＼、

＼

ここ　・－

（

′ゝて一／

一一　＼
．

＼し、

し

ト、／l、＼、！
＼＼＿ノ

I
l
l

／　／′「、

了PL
「！
＼

＼

亡／′＼1㌧

1、、

＼＿＿ノて

l　子へ’＼

＼員、＋i

l、、＼・ノ　ー　一一
＼

＼　　′　‾

第97図　第60・61・62号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　2m

L＿　　　　呈　　　　［

1
．

ヽ

＼

し、′′

＿＿／・）′ノ

′

′r‾、－堕

－118－

f’

d一／

崩，

／

＼

l

l

l

l

l

l

H′

′lll11寸
t

l

l

l

l



巌

第98図　第60号住居跡出土遺物実測図
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第60号住居跡出土遺物観察表

計測値（cm） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎i二・色調・焼成 備　　考

A　13。5
B　　＿1．7

丸底。体部は内攣しながら立ち上
がり，明瞭な稜を経て，ロ縁部は
dlノ広一ニト　プ

目線部内。外面横方向のナデ。体
部内面磨き，外面丁寧なヘラナデ。

石英・長石・バミ
ス

ムヒ、、ネ敗ノブA　　　　　　尋を　ヽここ

P235　100％

内・外面黒色処理
一　ヽ⊥一lハh・．－1、一　　　lJ「・∵J二二

r㌣Iり1プ　Q o 諺亀∨ミ僅′巴　　　 首ユ蔑 一4人笑花月亀　ノ茶L鋤

2

林 A 〔15。2〕底部から日録部にかけての破片。 ロクロ整形。内面磨き。目線部内・石英・長石もスコ P236　　　 70％

土師器 B　　4。4 平底。体部は内攣しながら立ち上 外商ナデ。体部外商下端及び底部 リア 内面黒色処理

C　　9．6 がり，目線部は外傾する。 外面回転へラ削り。 鈍い黄橙色

普通

底部外面「＋」様

へラ痕及び墨書
『前原』か

床面

3

林 A 〔15言〕底部から目線部にかけての破片。 ロクロ整形。内面磨き。体部外面 長石・雲母 P237　　　 70％

土師器 B　　3。9 平底。体部は内攣しながら立ち上 下端，底部外商回転へラ削り。 浅黄橙色 内面黒色処理

C　　紋4 がり，中位から目線部は外傾する。 普通 二次焼成　床面

4

高台付杯 A 〔15。6〕高台部から目線部にかけての破片。ロクロ整形。体部内面横方向の磨 長石・スコリア P238　　　 70％

土師器 B　　5。7 付高台。高台は直線的に「ハ」の き。底部内面放射状の磨き。 浅黄橙色 内面黒色処理

n　lO．0

E　　L 6

字状に開く。体部下位は底部から

水平に伸び9　中位で外傾して立ち

上がり，日録部に至る。

普通 覆土下層

5

嚢 A 〔2私0〕体部から目線部にかけての破片。 目線部内・外面ナデ。体部内面横 石英・長石 P239　　 10％

土師　器 B （8．9） 体部は内攣し，頚部から目線部は

外反する。端部はつまみ上げられ

ている。

方向のナデ，外面へラ削り後ナデ。鈍い橙色

普通

床面

6

婆 A 〔1㌫2〕体部から目線部にかけての破片。 日縁部内e外面横方向のナデ。体 長石・スコリア P240　　　 5％

士師器 B （5言）体部は内攣し，頚部は「く」の字

状に祈れる。目線端部は外傾し，

端部は真上につまみ上げられてい

る。

部外面へラナデ。 鈍い赤褐色

普通

覆土中

第馴考健腰掛　第鮮囲）

位置　調査区北部，B2iH互J

重複関係　本跡は，第60号住居跡に掘り込まれている。

規模と平面形　撹乱により壁はほとんど残っていない。床面とわずかに残る覆土から，南北軸長4。10mは確認

できた。‾東商軸長は3．90Illまで測れるが，調査区外へ延びているため全長は確認できない。

主軸方向　N－00

壁　壁はほとんど残っていない、、

床　平坦で，部分的に踏み固められている。床の硬化面の一部が第60号住居跡に掘り込まれている。

ぽッ睦　2か所（Plタ　㌘2）。Plは径30cmの円形で，深さ33cm。P2は径25cmの円形で，深さ28cm。Pl及びP2ほ

主柱穴である。、

磯　北壁を幅7cm　奥行諏cmほど掘　込んで付設されている。袖部は砂質粘土で構築されている。焚日部は約

20cm掘り込まれ，火床部は平坦で，煙道部に向かって緩やかに立ち上がる。煙道部は削平されていて不明で

ある。火床部及び袖内面は赤変硬化し，竃に向かって右袖内面下部には比較的厚い焼士の堆積が見られる。

竃土層解説

1　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒j’一・焼土粒子・炭化粒千微量
2　鈍い赤褐色　ローム粒子e焼土粒子・炭化粒子少量

3　灰　褐　色　焼土小ブロック中量，ローム小ブロック・炭化物少量
4　灰　褐　色　焼土粒子中量，炭化粒子0ローム粒子少量

5　鈍い赤褐色　焼土粒子多量，焼土中ブロック中量，炭化粒子少量，ローム粒子微量

覆土　覆土は極めて薄く，堆積状況は確認できなかった。

遺物　土師器片12点及び須恵器片1点が出土している。第99図7の土師器杯は中央部床面から出土している．

所見　本跡は，出土遺物から6世紀中頃の住居跡と考えられる。
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第99図　第61号住居跡出土遺物実測図

第61号住居跡出土遺物観察表

10cm

L l　　　！

図版番号器　種計測値（Ⅷ）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

第99図杯B　　3．9底部から休部にかけての破片。平ロクロ整形。内面磨き。体部下位長石・雲母P241　　5％

7土師器 底。体部は内攣しながら立ち上がから底部外面回転へラ削り。鈍い褐色体部外面下位墨

る。 普通 書

床面

8

1不A〔13．0〕休部から口緑部にかけての破片。ロクロ整形。体部外面回転へラ削細礫・パミスP242　　　30％
須恵器B（3．8）体部は内暫し，明瞭な稜を経て，

口緑部は内傾する。

り。 黄灰色

普通

覆土中

第62号住居跡（第97図）

位置　調査区北部，B2j3区。

重複関係　本跡は第65号住居跡を掘り込んでいる。第60号住居跡と重複するが，

新旧は不明である。

規模と平面形　竃の存在とわずかに残る壁，覆土及び硬化面から，1辺4．35m

ほどの方形と推定される。

主軸方向　N－450－E　　　壁　壁はほとんど残っていない。

床　平坦で，南西壁下付近が踏み固められている。

竜　北東壁を幅50cm，奥行50cmほど掘り込んで付設されている。袖部は砂質粘

土で構築されている。竃前面からは袖の補強材に用いたと思われる凝灰岩が

出土している。火床部は約20cm掘り下げられ，煙道部に向かって緩やかに立

ち上がる。煙道部は削平されていて不明である。

寵土層解説

1黒　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土小ブロック微量

2　暗赤褐色　焼土小ブロック中量，焼土粒子少量，ローム粒子微量
3　極暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子多量，ローム粒子・炭化粒子微量

4　黒　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子・炭化粒子・KP微量

5　黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

6　暗　褐　色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

7　黒　褐　色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量

8　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量，焼土小ブロック・炭化粒子微量

9　暗赤褐色　焼土粒子多量，ローム小ブロック・ローム粒子中量，焼土中ブロック少量

09
0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

l　　　　；　　　！

第100図　第62号住居跡
出土遺物実測図

覆土　残っていた覆土は極めて浅く，堆積状況は確認できなかった。

遣物　床面から，土師器片51点，須恵器片2点及び石製支脚が出土している。

所見　出土遺物は細片で，土師器杯片はいずれも内面黒色処理されている。規模や主軸方向及び出土遺物から

平安時代の住居跡と考えられる。

第62号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　 材 出 土 地 点 備　　　　　　　　　 考
長 さ（cm） 幅 （cm ） 厚 さ（cm） 孔径 （皿） 重 量 （g ）

第100図9 支　　 脚 （22．5） （ 5 ．5 ） （ 4 ．9） － （20 6．3 ） 凝 灰 岩 竃 Q 16
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第63号住居跡（第101図）

位置　調査区北部，C2。3区。

重複関係　本跡は，第73号住居跡を掘り込み，第72号土坑に掘り込まれている。

規模と平面形　黒色土の広がりから推定して南北軸長4．50m。東西軸長は3．96mまで測れるが，調査区外へ延

びているため全長は確認できない。

主軸方向　N－50－E

壁　壁高は約7cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，壁際を除き硬く踏み固められている。

ピット　3か所（Pl～P3）。Plは長径25cm，短径20cmの楕円形で，深さ36cm。P2は径30cmの円形で，深さ43

cm。P3は推定径25cmの円形で，深さ44cm。Pl～P3は主柱穴である。

寵　北壁を幅120cm，奥行40cmほど掘り込んで付設されている。袖部は砂質粘土で構築され，両袖基部には袖

の補強材として凝灰岩が使われている。火床部は平坦で，煙道部に向かって媛やかに立ち上がる。煙道部は

4　　　1

第101図　第63号住居跡実測図
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削平されていて不明である。竃に向かって右袖の右側壁寄りに蒲鉾状に焼土が堆積している。

寵土層解説

1灰　褐　色　焼土小ブロック・焼土粒子・粘土粒子中量，炭化粒子少量

2　赤　灰　色　焼土粒子中量，焼土小ブロック・炭化物少量

3　赤　褐　色　焼土粒子多量，焼土小ブロック中量，炭化物微量

4　赤　褐　色　焼土粒子多量，焼土小ブロック少量，炭化材微量

5　暗　褐　色　粘土粒子多量，ローム粒子・焼土小ブロック少量，炭化粒子微量

覆土　調査区境の壁面で観察した。1層である。

土層解説

1　褐　灰　色　焼土小ブロック・焼土粒子少量

遺物　土師器片168点及び須恵器片8点が出土している。第102図1の土師器杯，2の土師器嚢及び4の須恵器

蓋は竃右袖外側床面から出土している。

所見　本跡は，出土遺物から8世紀前半の住居跡と考えられる。

＼、⊥ぬプ

第102図　第63号住居跡出土遺物実測図

第63号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 10 2図 杯 A 〔1 5．0〕 底 部か ら口緑部 にかけての破片。 ロクロ整形。内面磨 き。口緑部内 ・ ス コリア P 2 43　　 10％

1 土 師 器 B （4．1） 平底 。体部 は外傾 して立 ち上が っ 外 面横方向の ナデ。 休部外面下端 鈍い黄橙色 内面黒色処理

C 〔9．0〕 た後上向 きに折 れる。中位か ら口

緑 部は直線的 に外 傾する。

及び底部外面へ ラ削 り。 普通 二次焼成

床面

2

襲 A 〔20．6〕 休 部か ら口緑部 にかけての破片。 口緑 部内 ・外面 ナデ。体 部外面へ 石英 ・長石 ・砂粒 P 24 4　　 10％

土 師 器 B （8．7） 休部 は内轡 し，頚部 か ら口緑 部は

強 く外 反する。 口緑端 部は真上に

つ まみあげ られて いる。

ラ削 り，内面へ ラナデ。 鈍 い黄橙 色

普 通

床面

3
甑 B （2．3） 底部片。平底 。底部 には径 5 m m 底部 内面へ ラナデ。 石英 ・長石 P 24 5　　　 5 ％

土 師 器 C　　 8．2 ほ どの孔が 多数穿たれ ている。 橙色　　　　 普通 覆土中

4

蓋 B （4，7） 天井部 から口緑 部 にか けての破 片。天井部外 面上位 回転へ ラ削 り。 口 長石 ・柵礫 P 24 6　　　 30％

須 恵 器 C 〔2 5．0〕 天井部 はつ まみ周辺に狭 い平坦面

をもち， 口緑 部に向か って なだら

かに下降す る。端 部は上下 に小 さ

くつ まみ出 されている。

緑部 ナデ。 灰色

普通

床面
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第64号住居跡（第103図）

位置　調査区北部，B2i5区。

規模と平面形　南北軸長は3．75mまで，東西軸長は3．20mまで測れるが，ともに調査区外へ延びているため全

長は確認できない。南西コーナーはほぼ直角である。

主軸方向　〔N－170－E〕

壁　壁高は約14cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，中央付近を中心に硬く踏み固められている。

寵　出土遺物から竃をもつ時期の住居跡と考えられるが，調査区外へ延びているため確認できない。

覆土　残っていた覆土は浅く，1層である。

土眉解説

黒褐色　ローム粒子微量

遺物　土師器片166点，須恵器片12点，弥生土器片8点及び金環1点が出土している。第103図2の土師器高台

付杯は南壁下床面から出土している。覆土中出土の金環は流れ込みと思われる。

所見　本跡は，出土遺物から8世紀後半の住居跡と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　2m

！　　i　　　＿」

第103図　第64号住居跡・出土遺物実測図

第64号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第 1 03図 巧こ A 〔16．2〕 体部か ら口緑 部にかけての破片。 ロ緑部内面横 方向の磨 き。体部内 長石 ・パ ミス ・ス P 2 47　　 10％

1 土 師 器 B （4．2） 体部は内暫 し，口緑 部に至 る。体 面放射状の磨 き，外面 へ ラ削 り後 コリア 内面黒色 処理

部 と口緑部 との境 に明瞭 な稜 をも

つ。

ナデ。 鈍 い黄橙色

普通

覆土 中
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計測値（cm）

高台付杯
土師器

A〔14。0〕

B（4．2）

器　形　の　特　徴

体部から目線部にかけての破片。
高台部欠損。付高台。体部はわず
かに外反しながら立ち上がった後

手　法　の　特　徴

ロクロ整形。内面磨き。体部外商
卜位回転へラ削り、＿、

胎上・色調・焼成

長石・細礫・スコ
リア

鈍い橙色

備　　考

P248　　　70％
内面黒色処理
床面

！ ！ 1上 向 き に折 れ ，外 傾 して ‖ 縁 部 に

至 る。

i l 普 通 i

3

高 台 付 林 A　 0 5。8〕 高 台 部 か ら 目線 部 に か け て の 破 片 。 ロ ク ロ 整 彬 ∴　内 面 磨 き∵ 休 部 外 面 長 石 ・バ ミ ス ・ス P 24 9　　　 5 ％
土 師 器 B　　 5。3 付 高 台 。 高 台 は わず か に外 反 しな 下位 回 転 へ ラ削 り後 ナ デ。 高 台 部 コ リ ア 内 面 黒 色 処 理

D 〔1私 8〕 が ら 「ハ 」 の 字 状 に 開 く。体 部 は ナ デ 。 浅 黄 橙 色 覆 土 中

E　 l。6 浅 い 角 度 で 外 傾 し て立 ち上 が っ た

後 上 向 きに 折 れ タ　ロ緑 部 に至 る 。

普 通

4

聾 A 〔12 。6 〕 体 部 か ら 目線 部 に か け ての 破 片 。 目 線 部 内 ・外 面 ナ デ ∵ 休 部 外 面 ナ パ ミス 。ス コ リ ア P 2 50　　　 5 ％
土 師 器 B （4鳥 ） 体 部 は 内攣 し， 頚 部 は 「く」 の 字

状 に折 れ る。 目線 部 は 外 傾 し， 端

部 は つ まみ 出 さ れ て い る。

テ㌔ 鈍 い 橙 色

普 通

覆 土 中

図版番号 器　 種
計　　　　　 湧、け

量玩 ） 材　 質 出 土 地 点 備　　　　　　　　　　　 考長さ（cm ）極 （cm ）
厚さ（cm）

第103図5 金　　 環 経　　　　 2．3 0．7
・日　 放 極　 土　 中

M ll 全体に金メッキが施されている。

窮駈考健贋跡　第摘囲）

位置　調査区北部　B勘区。

重複関係　本跡は，第（i2号†封調亦に掘り込まれている、・、

規模と平面形　長軸甘3（）111，短軸有＿10111の隅丸方形である。ニ

主軸方向　N－70－1有

壁　壁高は4～31cmで，外傾して＿立ち上がる、、

床　平坦でタ　南壁際から中央部付近にかけて硬く踏み固められている。

ぽッ距　3か所（㌘1～P3）。Plは径25cmの円形で，深さ28cmの主柱穴である。㌘2は径30cmの円形で芦深さ㌘

cm。㌘2を取り囲んで半円形に特に硬い硬化面がある。出入り口施設に伴うピットと考えられる。P3は径95

cmの円形で，深さ30cn了l里酎ま不明である。．

P〕土層解説

1黒　　　色　ローム申プロ・ソク・ローム粒J’・少量．焼上粒J’一・歳化粒自微量

2　黒　褐　色　ローム大プロ・ソク・ローム中プロ、ソク少量

3　極暗褐色　ローム太ブロックplブーム中ブロック。灰白色粘土ブロック少量

1－1暗　褐　色　ローム大プロ、ソク中量

聴　北壁やや西寄りを幅1摘cm　奥行鋪cmはど掘　込んで付設されている。磯部は砂質粘土で構築しタ焚打の

両側に凝灰岩の石材を立てている。また，天井部前面に横架したと思われる石材が竃手前から出土している。

電土層解説

1　鈍い赤褐色　ローム粒子針鼠　ローム中ブロック・ローム
小ブロックの焼土粒子中量，炭化粒子少量

2　暗　褐　色　ローム粒J’・・焼巨巨ブロック・焼巨粒！一・歳
化物中量，ローム申プロ・ソク少量

二i　暗　褐　色　ローム粒子小品　ローム小ブロック・焼上粒
子少量，炭化粒子微量

4　黒　褐　色　焼土粒子。炭化粒子・砂粒少量

5　鈍い赤褐色　ローム中ブロックも焼土粒子中量，炭化粒子
少量

6　暗赤褐色
7　暗赤褐色
8　極暗褐色
9　赤　褐　色
10　浅　黄　色
11赤　褐　色

焼土粒子・炭化粒子少量
焼士粒子中量，ローム粒子。炭化粒子少量
焼土粒子の炭化粒子少量
焼土粒子・炭化粒子多量
粘土粒子e砂粒多量，ローム粒子少量
焼土人プロ、ソク中量．焼土粒J’一・ローム粒子・
炭化粒子少量

12　暗赤灰色　炭化粒子中量，ローム粒子も焼土粒子少量

覆豊　5層から成る。ロームブロックが見られることから，Å為堆積と思われる。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム小ブロック・焼「小ブロック中量∴　炭
化粒子少量

2　黒　　　色　焼土粒子少量

：j　黒　褐　色　ローム粒子多量、ローム小プロ、ソク・焼上中
ブロック少量

ー1251

・1－　黒　褐　色　ローム小ブロック中㌫　ローム中プロ・ソク・
焼土粒子・炭化粒子少量

5　黒　褐　色　ローム中ブロック中量，焼土粒子e粘土小ブ
ロック少量



遺物　土師器片164点，須恵器片1点，縄文土器片9点，弥生土器片15点，石製模造品及び石製紡錘車が出土

している。石製模造品片はいずれも床面から出土している。

所見　本跡は，床面から有孔円板などのほかに小さな板状の緑泥片岩が20点余り出土していることや工作台兼

砥石に用いたと思われる条痕のついた，径20cm，高さ15cmほどの泥岩質の礫も出土していることから，緑泥

片岩を利用して石製品を製作した工房跡と考えられる。時期は，出土遺物から5世紀後半と思われる。

鴎 （勘

第104図　第65号住居跡実測図
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第105図　第65号住居跡出土遺物実測図

第65号住居跡出土遺物観察表

’＿：、－

Cユ⊂＝H＝）4

・
・
と

1
い

図版番号 器　 種 計測値 （Ⅷ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第105図 椀 A 〔21．8〕 底 部か らロ緑部 にかけての破 片。 口緑 部内 ・外面横方 向のナデ。体 石英 ・長石 ・ス コ P 25 1　　 30％

1 土 師 器 B （9．0） 丸底 。休部は内攣 し，ロ緑 部 との 部外 面へ ラ削 り後 ナデ，内面上位 リア 覆土中

境 で くびれ，ロ緑部 は外反す る。 磨 き。 淡赤橙色　　 普通

2

椀 A 〔11．2〕 体部 か ら口緑 部 にか けて の破 片。 口緑部 内面横方向の磨 き。体 部外 石英 ・長石 P 25 2　　　 20％

土 師 器 B （5．9） 体部 は内攣 しなが ら立 ち上が り，

ロ綾部 は外傾 す る。

面へ ラ削 り，内面放射状の磨 き。 鈍い橙色

普通

覆土中

図版番号 器　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　 材 出 土 地 点 備　　　　　　　　　 考
長 さ（Ⅷ） 幅 （cm ） 厚 さ （cm） 孔径 （cm） 重量 （g ）

第10 5図3 紡 錘 車 径　　　 3．0～4．8 2．2 0．8 62．6 緑泥片岩 床　　　　 面 Q 18

4 双孔 円板 径　　　　 2．5 0．4 0．2 4．0 緑泥片岩 床　　　　 面 Q 19

5 有孔 円板 径　　　 （3．2） 0．4 0．2 （2．1） 緑泥片岩 覆　 土　 中 Q 20

6 有孔石板 （2．2） 1．2 0．5 0．2 （1．7） 緑泥片岩 覆　 土　 中 Q 21

7 砥　　 石 径　　　 （20．0） （12．8） － 6，55 0 泥　　 岩 床　　　　 面 Q 22
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言了∵∵㍉、－．．弓だ　∵、．．＝

位置　調査区北乳　BljO区。

規模と平面形　北西壁長は。6mまで　南西壁長はさ粥mまで測れ

るが，と　に調査区外へ延びているため全長は確認できない。酋

コーナーは隅丸であるJ

∴亘十二一　　′＼　よ、；　‥∵

璧　壁高は約摘cmで　外侮して立ち上がる。

床　平坦で，部分的に硬化面が見られるJ

魔　出土遺物から竃をもつ時期の住居跡と考えられるが，遺構が調

査区外に延びているため確認できない。、

尊皇　調査区境界の壁面で観察した。2層から成る自然堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子・焼t二粒子・炭化粒J’・少量

2　極暗褐色　焼＿上中プロ、ソク・ローム粒J’一・歳化粒J’・少量

遺物　床面から，土師器整体部片が　点出土している。

所農　本跡は，遺物がほとんど出土していないため時期は不明である。

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

．＿＿＿．＿＿＿．＿＿一　＿　＿．＿＿＿＿．＿！

第相聞　第糀考佳腰掛実測図

第酢考健贋跡　第摘囲）

位置　調査区北部，C2a6区。

重複関係　本跡は，第68号住居跡に掘り込まれている。

規模と平面形　南北軸長4。80m　東西軸長。輌mの方形である。

主軸方向　N・－1－00

壁　壁高は2（ト27cmで，外傾して立ち上がるし）

璧溝　南壁下及び北壁竃付近を陰　金属している。上幅摘cm　下幅　cm　深さ用cmほどで　断面は「U」字形

である。

床　平川で，壁際を除き硬く踏み固められている。

ぽッ睦　5か所（Pl～P5）。Plは長径批mタ短径35cmの楕円形で，深さ抽m。P2は径30cmの円形で，深さ45

cm。P3は径35cmの円形で，深さ33cm。P4は長径35cm，短径30cmの楕円形で，深さ42cm。Pl～P。は主柱穴

である。㌘5は径購cmの円形で　深さ諏cmの出入打施設に伴うピットである。

竃　北壁やや東寄りを，幅95cmタ奥行55cmほど掘り込んで付設されている。袖部は砂質粘土で構築されている。

火床部は平坦でタ　その前部が10cmほど掘りくぼめられ，煙道部に向かって緩やかに立ち上がる。煙道部は削

平されていて不明である。

竃土層解説

1暗　褐　色　ローム中ブロック多量，焼土小ブロック中量，
炭化粒子微量

2　黒　褐　色　焼土中ブロック多量，ローム粒子・炭化粒子
少量

3　暗赤褐色　ローム粒子・焼土粒子多量，炭化粒子少量

4　暗赤褐色　焼土小ブロック多量，ローム中ブロック中量

5　黒　　　色　ローム粒子・焼土粒子微量

6　黒　褐　色　山砂多量，ローム粒子少量

ア　暗赤褐色　ローム小プロ、ソク・ローr一ム粒J’－・焼1二大ゾ

ロック6焼土粒子少量，砂粒微量

8　暗赤褐色　焼士太ブロック・焼土小ブロック中鼠　ロー

－128－

ム粒子少量，炭化粒子微量

9　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子微量

1（）暗　褐　色　ローム小ブロック中軋　ローム中プロ・ソク・

ローム粒子少量，焼土粒子0炭化粒子微量

11暗　褐　色　ローム粒子e焼土粒子e粘土粒子少量

12　黒　褐　色　粘土太ブロック少量，ローム粒子微量

13　鈍い褐色　粘土粒子多量

14　灰　褐　色　粘土粒子多量
15　褐　　　色　ローム粒子の粘土粒子中量

16　黒　褐　色　ローム粒子e焼土粒子・粘土小ブロック少量



第107図　第67号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　2m

」＿＿＿＿⊥＿　　」

17　黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

18　黒　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土小ブロック・炭化物少量

覆土　3層から成る。わずかにロームブロックが見られるが，レンズ状の堆積状況から自然堆積と思われる。

土屑解説

1　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土小ブロック微量

2　暗　褐　色　ローム小ブロック少量

3　黒　褐　色　ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム粒子少量

遺物　土師器片662点，須恵器片24点，縄文土器片9点，弥生土器片21点及び石製模造品1点が出土している。

第108図1の土師器高台付杯は出入り口近くの南壁際覆土下層から出土している。3の土師器嚢は竃前に広
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がる焼土の堆積面出土土器片と東壁際床面出土土器片とが接合している。4及び5の土師器嚢は中央部覆土

下層から，6の土師器賓は東壁寄りの覆土上層から，7の土師器嚢は中央付近覆土上層から，8の土師器賓

は北東コーナー近くの東壁際覆土下層から出土している。

所見　本跡は，出土遺物から8世紀後半の住居跡と考えられる。

‾∵∵

第108図　第67号住居跡出土遺物実測図
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第67号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成　　 備　　 考

第10 8図 高台付杯 A 〔1 L 9〕 高台部か ら目線部 にかけての破 片。ロタロ整形。内面磨 き。体 部外商 長石 ・細礫 ・バ ミ P 25 4　　　 60％

1 土 師 器 B　　 も 8 付 高台。高台 は直線 的に 「ハ」の ナデ。 ス 内面黒色処埋

B　　 7。9

E　 l。6

字状 に開 く。体部 は外傾 して立ち

上 がった後上向 きに祈 れ，目線 部

はわずかに外反す る。

鈍 い黄褐色

普通

将士下層

2

皿 A 〔13。0〕 底部 か ら目線 部 にか けての破片。 ロクロ整 形。内面磨 き。体部外面 雲母 のパ ミス ㌘2 5 3　　 10％
土 師 器 B　　 2．2 平底。体 部は内攣 しなが ら立 ち上 ナ デ。 鈍い橙色 内面黒色処 理

C 〔6。4〕 が り，目線 部に至 る。 普通 覆土 中

3

嚢 A 〔摘諸〕 体部か ら打線 部にかけての破片。 目線部 内 ・外 面，体部内面横方向 右奥 ・長石 ㌘2 55　　　 3 0％

士 帥 器 B （1 7。2） 体部 はわず かに内攣す る。頚部か のナデ。体 部外 面縦方向のヘ ラ削 鈍い 黄橙色 将士 中層

ら目線部 は緩 やかに外反する。 り。 普通

4

嚢 Å 〔2 2。8〕 体部か らロ緑部 にかけての破 片。 ＝縁 部内 ・外面 横方向のナデ∵体 石英 ・長石 ・バミ P 25 8　　 10％
土 師 器 B （8。5） 体部は内攣 し，頚部 は 「く」 の字

状 に祈れ る。 日録部 は外 反 し，端

部は真上につ まみ上 げ られている。

部内 ・外面 ナデ∵ ス ・・スコ リア

鈍 い橙色

普通

覆土下層

5

聾 Å　 21．0 体 部か ら目線部 にか けての破片。 目線部 内 ・外面横方向 のナデ∴体 長石 ・バ ミス ・ス P 2 5 6　　　 20％
土 師 器 B （11。6） 体部 は内攣 し，頚部 は 「く」の字

状 に折 れる。打線部 は直線的 に外

傾す る。

部内 ・外 面ナデ予 コリア

鈍い橙 色

普通

覆土 下層

6

婆 A 〔17．8〕 体部か ら目線 部にかけての破片。 目線部 内 ・外 面横 方向のナデ∴体 有英 ・長石 ・バ ミ P 2 57　　　 2 0％
土 師 器 B （15。ア） 体部 は内攣す る。頚部は緩やか に

外反 し， ロ緑部 は直線的に外傾す

る。

部外廟 へ ラ削 り後ナデ，内面ナデ。ス
橙色

普通

覆土上層

7

聾 Å 〔1 9。2〕 体部か ら日縁部 にかけての破 片。 目線 部内 ・外面横方 向のナデ∵体 石英 ・長右 ・バ ミ P 25 9　　 10％
土 師 器 H （7．両 体 部は内攣 し学　頚部 は 「く」 の字

状 に折れ る。 目線部 は直線 的に外

傾 し，端部はつ まみ 出されている。

部 上位 内 弓髄 紅 璃 擁 ラ削 娠 ス ・スコ リア

橙色

普通

覆土上層

8

聾 A 〔l私 4〕 体 部か ら打線部 にか けての破片。 目線部 内 ・外面構方向の ナデ＋体 長石 ・細礫 ・バ ミ P 2 60　　　 5 ％

士 師 器 B （4。6） 体部 は内攣 し，頚部か ら打線部 は

緩やか に外 反す る。

部 内 ・外 面ナデ． ス

吠褐色　　　 普通

覆土 下層

9

蓋 A 〔12。2〕 天井部 か ら日録 部にかけての破片。天井部外面 回転 へ ラ削 り，内面ナ 長石 ・バ ミス P 2 61　　 5 ％
須 恵 器 B （2。2） 天井部 は日録 部に向かって緩やか

に下降 し，端 部はやや上向 く。体
部 とロ縁部 との境 内面に垂下する

明瞭なか え りが付 く。

テ㌔ 灰 色

普通

得土 中

図版番号 器　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　 材 出 十 地 点 備　　　　　　　　　 考
長 さ（cm） 幅 （cm ） 厚さ（cm） 孔径（cm ） 重畳玩 ）

第108図10 双孔円板 径　　　 （3。1） （0．4） m i r 拍 緑泥片岩 穫　 土　 中 Q 24

二；：5，．　二．・言′一　言、′′

位置　調査区北部，C2°（i区。、

重複関係　本跡は，第67号住居跡及び第69号住居跡を掘i）込んでいる。

規模と平面形　南北軸義患諸掛m。東西軸長は6。55mまでは溺れるがタ　遺構の東半分が耕作により削平されてい

るため全長は確認できない。

主軸方向　N－00

壁　壁高は4、20cmで，外傾して立ち上がる、・・

床　平坦で，壁際を除き全体が碩く踏み固められている。

ピッ匪　5か所（Pl～P5）。Plは径35cmの円形で，深さ48cm。P2は径45cmの円形で，深さ52cm。P3ほ径35cm

の円形で，深さ49cm。P。は径40cmの円形で芦　深さ54cm。Pl～P4は主柱穴である。㌘5は径30cmの円形で，

深さ姐cmの出入打施設に伴うピットである。Pl～P5は底面に柱によると思われる硬化が顕著である。
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第109図　第68・69号住居跡実測図
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寵　北壁を幅130cm，奥行80cmほど掘り込んで付設されている。袖部は砂質粘土で構築されている。火床部は

わずかにくぼみ，煙道部に向かって70度の角度で立ち上がる。煙道部は削平されていて不明である。

寵土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土小
ブロック・焼土粒子微量

2　暗赤褐色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子少量，
粘土粒子微量

3　褐　灰　色　粘土中ブロック多量，ローム粒子・焼土小ブ

ロック微量

4　黒　褐　色　ローム粒子少量，粘土小ブロック微量

5　黒　褐　色　ローム粒子少量，粘土小ブロック・粘土粒子

微量

6　灰黄褐色　粘土小ブロック中量，ローム粒子・焼土小ブ

ロック・焼土粒子少量，ローム小ブロック微量

7　黒　　　色　ローム粒子微量

8　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土小ブロック・焼土粒子

微量

9　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・粘土小ブロック

微量

10　暗赤褐色　粘土小ブロック中呈，ローム粒子・焼土粒子

少量，焼土小ブロック微量

11極暗褐色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土小
ブロック・焼土粒子微量

12　暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子多量，ローム粒子・

粘土小ブロック少量，ローム小ブロック微量

13　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子少量，焼土
小ブロック微量

14　暗　褐　色　焼土小ブロック・焼土粒子・粘土小ブロッ

ク・粘土粒子少量，ローム小ブロック微量

15　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土粒子少量

16　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量，焼土小ブロック・

粘土小ブロック・粘土粒子微量

17　黒　　　色　ローム粒子微量

18　暗赤褐色　焼土中ブロック多量，焼土粒子中量，炭化粒

子・粘土大ブロック少量

19　暗赤灰色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量，粘土
粒子微量

20　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子微量

21鈍い赤褐色　砂粒中量，焼土中ブロック・焼上粒子少量，
炭化粒子微量

貯蔵穴　南西コーナー北寄りに設けられている。長径70cm，短径60cmの楕円形で，深さは60C皿である。底面は

平坦で，壁はほぼ垂直に立ち上がる。遺物は出土していない。

貯蔵穴土眉解説

1　極暗褐色　ローム粒子少量，ローム′トブロック・焼土粒子微量

2　褐　　　色　ローム大ブロック・ローム中ブロック多量

3　黒　褐　色　ローム小ブロック少量，ローム大ブロック・ローム粒子微量

4　褐　　　色　ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム粒子少量

覆土　5層から成る自然堆積と思われる。

土層解説

1黒　褐　色　粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・粘土中ブロック少量，焼土中ブロック・炭化粒子微量
3　褐　　　色　粘土粒子中量，焼土粒子少量

4　黒　　　色　焼土粒子微量

5　褐　　　色　粘土粒子多量，焼土粒子・炭化粒子微量

第110図　第68号住居跡出土遺物実測図

∠三二‾‾　－】
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遺物　土師器椒51息須恵器片24点が出土している。翫10図2の土師器の蓋は竃先端部から出土している。

4の土師器婆は竃左裾外側から出土している。

新風　本跡は，出土遺物から8世紀中頃の住居跡と考えられる。

第68号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 。色誘巨 焼 成 備　　 考

第110図 鉢 A 〔15。2〕 体部か ら日綾部 にかけての破片。 体部外 面縦方向の磨 き，内面横方 長石 。パ ミス P 2 62　　 10％
1 士 師 器 B （5．0） 体部 は内攣 しなが ら立ち上が り， 向の磨 き。 褐灰色 内・外面黒色処理

日縁部 に至 る。 普通 穫土 中

2

蓋 A 〔2 0。6〕 天井部か ら目線部 にかけての破片。天井部外面 ナデ，内面磨 き。 パ ミス e ス コリア P 26 3　　 10％
土 師 器 B　 l．3 天井部は直線的で， 目線 部は短 く 灰黄褐色 内面黒色処理

斜 め下方向に折れ る。 普通 竃

3

聾 A 、〔16。0〕 体部 は内攣 し，頚部か ら日録 部は 白線 部内 の外面横方向の ナデ。 石英 ・長石 ・パ ミ P 2 6 5　　 10％
土 師 器 B （4。0） 外反す る。 目線端 部はつ まみ上 げ

られ ている。
ス
鈍い橙色　　 普通

覆土 中

4

嚢 A 〔16．1〕 体部か ら目線部 にかけての破片。 目線部 内 ・外 面横 方向のナデ。体 石英 ・長石 ・パ ミ P 2 64　　 10％
土　 師　器 B （4。3） 体部は内攣 し，頚部 か ら目線部 は

外反する。目線端部 はつ まみ上げ

られている。

部外面へ ラ削 り，内面ナデ。 ス

鈍 い橙 色

普 通

竃

5

林 A 〔1紋幻 体 部か ら目線 部にか けての破 片。 ロク ロ整形。 長石 ・細 礫 P 26 7　　　 20％
須 恵 器 B （5。1） 体部 は比較 的深い角度 で外傾 して

立 ち上が り，目線 端部 はわず かに

外反す る。

灰色

普通

覆土中

6

林 A　 0 3。2〕 底部か ら目線部 にかけての破片。 ロクロ整形 。体部外 面に強い ロク 小礫 P 2 66　　　 5 5％
須 恵 器

l

B　　 3．2 平底。体部 は外傾 して立ち上が り，ロ昌が残 る。底 部外 面へ ラ削 り。

l

灰 色 穫土 中
C 〔9。8〕

l

目線部に至 る。底部 が内側に く、ぼ

む。
i

普通

i

第約号健贋静　第摘図）

位置　調査区北部タ　C2。7区。

重複関係　本跡は　第捕号住居跡に掘り込まれている。

規模と平面形　黒色士の広がりから推定して南北軸長3000m。東西軸長は1．10mまで測れるが，重複のために

全長は確認できない。北東コーナーはほぼ直角である。

㍉㍗∴二・、．＼　日．

壁　約12cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦である。

魔　規模や軸方向からタ北に竃をもつ時期の住居跡と考えられるが，重複のために確認できない。

覆羞　残っていた覆土は浅も　層から成る。

土層解説

1黒　褐　色　ローム粒子も焼土粒子少量，炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少鼠焼土小ブロック。炭化粒子微量

遺物　土師器嚢底部片1点が出土している。

所農　本跡は，遺物がほとんど出土していないために時期は不明である。
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第割「針軒隠居跡（第1日図）

位置　調査区北部，C2d9区。

重複関係　本跡は，第7上B号住居跡を掘り込み，第4号建物跡（基壇建物跡）に掘り込まれている。

規模と平面形　南北軸長3．20m。東西軸長は2．70mまで測れるが，重複のために全長は確認できない。北西コー

ナーはほぼ直角である。

主軸方向　〔N－0つ

壁　壁高は20－32cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，ほぼ全面が硬く踏み固められている。

確　遺構が調査区外へ延びているため確認できない。

覆土　3層から成る。ロームブロックが見られることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1黒　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム大ブロック。粘土中ブロック少量，焼土中ブロック・炭化粒子微量
2　黒　褐　色　ローム中・小ブロック中量，焼土中ブロック・KP大ブロック少量

3　極暗褐色　ローム粒子・焼土中ブロック・KP大ブロック少量，炭化粒子微量

4　褐　　　色　ローム太ブロック中量，ローム中ブロック少量，焼士粒子・炭化粒子微量

遺物　須恵器嚢の体部片が1点出土している。

所見　本跡は，遺物がほとんど出土していないため時期は不明である。

第m　図　第那一風◎国号住居跡実測図

第都－B号住居跡（第111回）

位置　調査区北部，C2。9区。

重複関係　本跡は，第71－A号住居跡及び第76号住居跡に掘り込まれている。

規模と平面形　南北軸長は1．95mまで，東西軸長は3．90mまで測れるが，ともに調査区外へ延びているため全

長は確認できない。南西コーナーはほぼ直角である。
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主軸方向　〔N－0つ

壁　残っている壁は約5cmである。

床　平坦で，ほぼ全面が硬く踏み固められている。

ぽッ睦　2か所（Pl，P2）。P，は径約30cmの円形で，深さ24cm。P2は径約40cmの円形で，深さ18cm。Pl及び

P2は主柱穴と思われる。

電　重複のために確認できない。

遺物　須恵器の賓体部片が1点出土している。

所凰　本跡は，遺物がほとんど出土していないため時期は不明である。

筏／2　A号住尿跡（第言2図）

位置　調査区北部，C2f7区。

重複関係　本跡は，第72－B号住居跡及び第72－C号住居跡に掘り込まれている。

規模と平面形　南北軸長，東西軸長とも4。45mまで測れるが，耕作による削平及び重複のために全長は確認で

きない。

主軸方向　〔N－450－W〕

壁　壁高は約10cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，踏み固めは弱い。

ぽット　Plは長径60cm，短径55cmの楕円形で，深さ65cmの主柱穴である。

Pl土層解説

1　黒　褐　色　ローム小ブロック少量

2　黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム中ブロック微量

3　暗　褐　色　ローム大ブロック中量，ローム粒子少量

4　黒　褐　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック少量

5　極暗褐色　ローム大ブロック少量

6　褐　　　色　ローム大ブロック中量

囁　耕作による削平のため確認できない。

孝丑　残っていた覆土は浅く，4層から成る。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量

2　灰　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量，ローム中ブロック・焼土粒子・KPブロック少量

3　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量

4　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子少量

遺物　土師器片9点及び須恵器片2点が出土している。

所見　本跡は，出土遺物から古墳時代の住居跡と考えられる。

第72－国号住居跡（第112図）

位置　調査区北部，C2f7区。

重複関係　本跡は，第72－A号住居跡を掘り込み，第72－C号住居跡に掘り込まれている。

規模と平面形　南北軸長3．00m，東西軸長2。90mの方形である。

主軸方向　〔N－0つ

壁　壁高は約10cmで，外傾して立ち上がる。
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週凋顔摘

l‾l‾∴‾ll‾

主．ンJ－・；つンl＼　至　二言了㌦ここ訂：ユ、三上卑

床　平出で，踏み固めは弱い。、、

電　耕作による削平及び重複のために確認できない。

遺物　土師器片8点が出土している。

所見　本跡は，出土遺物から奈良・平安時代のf排卵亦と考えられる。

訂＋訂＋㍉＋訂

0　　　　　　　　　　　　　　　2m』

第潤一院号健腰跡（第m2囲）

位置　調査区北部，C2f7区。

重複関係　本跡は，第質上A号住居跡及び第72－B号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸2．75Iu，短軸2．70Illの方形である。

主軸方向　N－00

壁　壁高は9～14cmで，外傾して立ち上がる。
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床　平坦で，壁際及びコーナー部を除き，全体が硬く踏み固められている。

竜　北壁中央部を幅50cm，奥行40cmほど掘り込んで付設されている。袖部は砂質粘土で構築されている。火床

部は比較的深く掘り込まれ，支脚に用いた凝灰岩が出土している。煙道部は媛やかに立ち上がる。

覆土　2層から成る自然堆積と思われる。

土層解説（5及び6が本跡のものである。）

5　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量
6　褐　　　色　ローム粒子中量

遺物　土師器片46点及び須恵器片2点が出土している。第113図1の土師器蓋は覆土中出土である。

所見　本跡は，出土遺物から奈良・平安時代の住居跡と考えられる。

∠±＝＝l
1

0　　　　　　　　　　　　　　10cm
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第113図　第72－C号住居跡出土遺物実測図

第72－C号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第 1 13図 董 A 〔1 5．0〕 天井部か らロ縁部 にかけての破片。天井部外面ナデ。天井部 内面及び 石英 ・長石 ・雲母 P 26 9　　　 5 ％

1 土 師 器 B （1．7） 天井部はわずか に外 反 しなが ら下 休 部内面磨 き。 橙色 内面黒色処理
降 し，端部は下方 につ まみ出 され

ている。

普通 覆土中

第73号住居跡（第114図）

位置　調査区北部，C2b4区。

重複関係　本跡は，第74号住居跡を掘り込み，第63号住居跡に掘り込まれている。

規模と平面形　南北軸長は2．95mまで，東西軸長は2．85mまで測れるが，重複のために全長は確認できない。

主軸方向　〔N－130－E〕

壁　調査区境界壁面で確認できる壁高は約40cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，踏み固めは弱い。

竃　重複のために確認できない。

覆土　5層から成る自然堆積と思われる。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子・焼土小ブロック微量

2　黒　　　色　焼土中ブロック・炭化粒子・粘土大ブロッ
ク・粘土中ブロック少量

3　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

4　暗　褐　色　炭化物中量，ローム粒子・焼土大ブロック・

焼土中ブロック・炭化材少量

5　黒　　　色　ローム粒子・焼土中ブロック・炭化粒子少量

遺物　土師器片106点，須恵器片4点及び弥生土器片2点が出土している。

所見　本跡は，出土遺物から9世紀前半の住居跡と考えられる。
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第114図　第73・74号住居跡・出土遺物実測図

第73号住居跡出土遺物観察表

凶版番号 器　 種 計測値 （皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼成 備　　 考

第 114図 登 A 〔20．0〕 体部 は内暫 し，頚部か ら口緑 部は 口縁 部内 ・外面横方向 のナデ。 石英 ・長石 ・ス コ P 27 0　　　 5 ％

1 土 師 器 B （4．0） 外反す る。端部は上方 につ まみ上

げ られている。

リア

橙色　　　　 普通

覆土中

2

蓋 A 〔18．9〕 天井部 か ら口緑 部にか けての破片 。ロクロ整 形。 砂粒 P 27 1　　 5 ％
須 恵 器 B （2．0） 天井部 は外 反 しなが ら下降 し，端

部 は下方 向につ まみ出 されてい る。

灰色

普通

覆土中

第74号住居跡（第114図）

位置　調査区北部，C2。4区。

重複関係　調査区境界の壁面の土層観察から，第73号住居跡に掘り込まれている。

規模と平面形　南北軸長は1．60mまで，東西軸長は2．00mまで測れるが，調査区外へ延びているため全長は

確認できない。

主軸方向　N－90－E

床　平坦である。
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囁　住居跡内北壁寄　に付設されている。磯部は砂質粘土で構築されている。火床商はわずかに掘りくぼめら

れ．赤変硬化しているこ

竃土層解説

1黒　褐　色　ローム中プロ、ソク・焼巨1「プロ・ソク・揖化物

少量

2　黒　褐　色　ローム太ブロック中量，焼土束子0炭化粒子

少量

3　黒　　　色　ローム中ブロック少量

・－1．黒　　　色　ローム粒子微量

5　暗赤褐色　ローム小ブロックの焼土粒子の炭化粒子少量

（i　暗赤褐色　ローム申プロ、ソク・ローム粒J’・・焼日日・・

炭化粒子少量

穫豊　6層から成る自然堆積と思われる。

土層解説

1黒　　　色　ローム粒子少量．焼巨」、プロ・ソク・炭化物微

量

2　黒　褐　色　ローム大プロ、ソク・ローム粒J’∴焼十中プ

ロ、ソク・炭化物少量

：j　黒　褐　色　ロー一一ム小ブロック・焼巨粒子・炭化粒自壊晶

∴1鈍い赤褐色　粘上人プロ、ソク中一fL　焼上人ブロック・炭化

物少量

色
色
褐
褐

里
刷
灰

7

着

　

0

0

ローム粒守∴焼上拉了‥炭化粒J’・少量

焼十粒子・炭化粒J’・・焼上人ブロック・粘上

大プロ、ソク少量

9　暗赤褐色　粘土粒子多量，焼土粒子・炭化粒子少量
＿lL）暗′ホ褐色　粘上中プロ、ソク中鼠　焼†二中プロ・ソク・炭化

粒子少量

、11暗赤褐色　焼工夫プロ、ソク中鼠　ローム大ブロック・炭

化物少量

12　暗赤褐色　焼上申プロ、ソク中鼠　焼上人プロ、ソク・炭化

粒子e粘土粒子少量

5　灰　褐　色　粘土大プロ、ソク多一鼠　焼十大プロ・ソク・炭化

物少量

（i　黒　褐　色　焼t′」、プロ、ソク・炭化物・粘土小プロ、ソク少

量

7　黒　褐　色　ローム中プロ、ソク・ローム粒J’一・焼‖粒子少
臣ヨ

＿▼臣まま一

逮磯　土師器那0点及び須恵器片3点が出土している。第は図　の須恵器杯は覆土中出土である。

所農　本跡はタ　出土遺物から8倣妃前半の住居跡と考えられる。

第閥号住居跡出土遺物観察衷

図版番号 器　　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値 ！出 土 地 点

！ 備　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cn） 厚 さ（cm） 重量（g ） 材　　 質

第114図2 釘 （6．4） （0．6） （私4） （4．4） 鉄 覆　 士　 中 M 12

第ヲ号健贋跡　第且蟻囲）

位置　調査区北部，C21・汗も

重複関係　本跡は，第閥号住居跡を掘　込み　第併号住居跡に掘　込まれている。

規模と平面形　耕作による削平のため，竃，床面の一部及び床面下の黒色土が残るだけである。竃，床面の一

部及び床面下の黒色土の広がりから，北西壁長5。00m，南西壁長4。60mの方形と推定される。

主軸方向　N－5401E

ぽッ匪　2か所（Pl，PZ）。Plは径35cmの円形で，深さ60cmの主柱穴である。P2は径30cmの円形で，深さ43

cmの出入り口施設に伴うピットである。

壁　耕作による削平のため，ほとんど残っていない。

床　平坦である。

篭　北壁中央部に付設されている。わずかに残る袖部は砂質粘土で構築されている。火床部は18cmほど掘りく

ぼめられ，煙道部に向かって緩やかに立ち上がる。煙道部は削平されており不明である。
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寵土層解説

1　黒　褐　色　ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

2　鈍い赤褐色　焼土大ブロック多量，炭化物・粘土大ブロッ

ク少量

3　赤　褐　色　ローム大ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子

少量

4　暗赤褐色　ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土小

ブロック・炭化粒子少量

5　暗赤褐色　焼土大ブロック・焼土中ブロック・炭化粒子
少量

I一

°

1　　2

1

1

1

1

1

1

1

対
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l
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l

l

l

l

l

l

l

t

l

l

l

l

l

6　暗赤褐色　焼土中ブロック少量，ローム中ブロック・焼
土大ブロック・炭化粒子微量

7　暗赤褐色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・炭

化粒子少量

8　暗赤褐色　焼土中ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子

少量

9　暗赤褐色　炭化粒子少量，ローム粒子・焼土小ブロック

微量

＿＿一一一‘フ
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／
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第115図　第75号住居跡実測図

2m

」　　　i i

覆土　残っていた覆土が極めて薄かったため，堆積状況は確認できなかった。

遺物　土師器片58点及び須恵器片

1点が出土している。第116図

2の土師器杯は北コーナー床面

から出土している。

所見　本跡は，出土遺物から6世

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

」　＿　　；　　　［

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

紀前半の住居跡と考えられる。　第116図　第75号住居跡出土遺物実測図
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第75号住居跡出土遺物観察表

計測値（cm） 器　形　の　特　徴

A　12．2
B　　5．（う

底部から目線部にかけての破片。
丸底。体部は内攣しながら立ち上

手　法　の　特　徴 胎上・色調・焼成 備　　考

日緑部内・外鮒横方向のナデご　体
部外面へラ削り後ナデ，内面ナデ。

石英・細礫・スコ
リア

P273　　　85％
内面赤彩

l 】 ーが り，稜 を経 て，打線部 は外傾す

る。

l 】　＿」L一上ヒコこ。仁愴亦褐て望
普通

1　淑　 I　l複 工 甲

2

林 A 〔接 6〕 底 部 か ら目線部 にかけての破片。 目線部 内 ・外 面横 方向のナデ。体 長石 ・雲母 ・スコ P 2 74　　　 40％
土 師 器 B　　 5．6 丸 底 。 体部 は内攣 しなが ら立 ち上 部外面へ ラ削 り後 ナデ，内面ナデ。 リア 内 ・外面赤彩

が り，明瞭 な稜 を経 て，日録部 は

外 傾する。

明赤褐色

普 通

床面

第閲考健應跡（第1膵囲）

位置　調査区北部，C21・！）区。

重複関係　本跡軋　第71…B号住居跡を掘り込み，第75号住居跡に掘り込まれている。

規模と平面形　南西壁長は5。50mまでタ　南東壁長は1。90mまで測れるが，重複及び調査区外へ延びているため

全長は確認できない言南コーナーは隅丸であるご

童車疲方向　N－290…W

壁　壁高は約14cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，壁際を除き硬く踏み固められている。北端部は第m－B号住居跡に床面を切られている。

鰹ッ匝　3か所（Pl～㌘3）。Plは長径45cm，短径30cmの楕円形で，深さ52cm。P2は径4cmの円形で　深さ購

cm。Pl及びP2は主柱穴で，底部は硬く締まっている。P。は長径60cm，短径55cmの卵形で，深さ72cm。P3

の掘り方は住居跡に対して外側に傾く角度で，底面も外に向いて柱が立てられたように硬く締まっているこ

とから，出入り口施設に伴うピットと考えられるご

竃　重複のため確認できない。

貯蔵究　南コーナーやや西寄りに設けられている。長径90cm，短径65cmの楕円形で，深さ42cmである。底面は

ほぼ平出で，壁は緩やかに外傾して立ち上がる。

第m　図　第凋考住居跡実測図
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貯蔵穴土層解説

1黒　褐　色　ローム粒J∴・焼巨」、プロ、ソク・焼吊白’一少量

2　黒　　　色　ローム粒子少量

3　暗オリーブ褐色　ローム粒子e灰白色粘土粒子少量，ローム小ブロック0焼土粒子微量

4　オリーブ黒色　ローム粒子・灰白色粘土粒子少量

5　暗灰葦色　ローム小ブロック微量，ローム粒石微量

積立　調査区境界壁面で確認した。ロームプロッタが各層に見られることから9　Å為堆積と思われる。

土層解説

1　極暗褐色　ローム小プロ、：ノク・ローム粒子少量

2　暗　褐　色　ローム申プロ、ソク・ローム小ブロック・ローム粒J’一少量

3　黒　褐　色　ローム大・中プロ・ソク少：一重と、焼上粒J’一・歳化粒自微量

L－1　褐　　　色　ローム大プロ、ソク中量，ローム粒j’一少量

遺物　土師器片測点　須恵器片　点及び弥生土器尉点が出土している。第11図　の土師器棒は第撒号住居

跡との重複部から出土している。5の土師器器台軍　用，1の海相嚢は流れ込みと思われる。8の土師器壷は

南コーナー寄りP2付近床面から，9の土師器壷は南東壁寄り㌘3付近床面から出土している。12の台付嚢は

南西壁付近床面から出土しているがタ　流れ込みと思われる。

所見　本跡は，手圭十王遺物から6世紀互一頃の住居跡と考えられる、∴

第開音住居跡出土遺物観察豪

計測値（cm） 音　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎上・色調‥焼成 備　　考

第118図 林 Å　 13．0 目線部一部欠損。丸底。体部は内 ロ緑部内 6外面横方向のナデ。体 石英・長石・細礫 p プ75　　　 95％

1 土 師 器 B　　 5。4 攣しながら立ち上がり，明瞭な稜

を経て，目線部は外傾する。

部外面へラ削り後ナデ，内面ナデ。 鈍い黄橙色

普通

床面

2

林 A　白鼠4〕 底部から目線部にかけての破片。 目線部内・外面横方向のナデ∴体　 石英・長石 ・雲母 P 276　　　 20％
士 師 器 B （軋5） 丸底。体部は内攣しながら立ち上

がり，明瞭な稜を経て，目線部は

外傾する。

部外面へラ削り後ナデ，内面ナデ。 スコリア

橙色

普通

将士中

杯 A 〔用諸〕 体部から目線部にかけての破片。 目線部内・外面櫨方向のナデ∵体 右奥 ・長石 ・細礫 P 277　　 15％

3
土 師 器 B （3．8） 体部は内攣し，不明瞭な稜を経て，

日縁部は直線的に真上に立ち上が

る。

部外面へラ削り後ナデ，内面ナデ。

！

スコリア

鈍い橙色

普通

覆土中

l

4

杯 A 〔1説0〕 体部から目線部にかけての破片。 目線部外面ナデ，内面磨き。体部 石英・長石 P 278　　　 25％
土 師 器 B （4．7） 体部はわずかに内攣し，明瞭な稜 外面へラ削り，内面磨き。 橙色 内 ・外面赤彩

を経て，目線部は外傾する。 普通 覆土中

5

高　　 塚 D 〔18．0〕 脚部片。脚部は低く，裾が大きく 脚部外面横方向のナデ，内面ナデ。石英・長石 ・スコ P 280　　 10％
士 師 器 E （34 ） 開く。細部上位に3孔が穿たれて リア 床面

いたと推定される。 橙色　　　　 普通

6

高　　 林 B （7．3） 細部から埠部にかけての破片。肺 体部外面へラ削り後丁寧なナデ， 右英 ・長石 ・スコ P 279　　　 40％
士 師 器 D　白0．2〕 部はわずかに外反しながら 「ハ」 内面磨き。脚部外面へラ削り後磨 リア 覆土中

E　　 ∴L 7 の字状に開き，裾が広がる。棒部

は内攣しながら立ち上がる。

き。 明赤褐色

普通

7

器　　 台 B （3．0） 脚部片。脚部はわずかに内攣しな 脚部外面丁寧なナデ，内面雑なナ 石英・長石 ・スコ P 281　　 45％
土 師 器 C 〔＆1〕 がら 「ハ」の字状に開く。 デ∵ リア

灰黄褐色　　 普通

二次焼成

覆土中

8
二土ご宣E A 〔11．9〕 口綾部片。日録部は外反する。 ‖縁部外面横方向のナデ，内面ナ 長石・スコリア P 282　　 10％
土 師 器 B （4。1） デ。 橙色　　　　 普通 床面

9

ニ土ご宣E A 〔19．4〕 目線部片。目線部は外反する。日 目線部外面丁寧なナデ，内面ナデ。 石英・長石・スコ P 283　　 15％
士 師　器 B （8諸） 嫁部は二重目線となっている。 リア

浅黄橙色　　 普通

床面

10

台 付 餐 A　 13．8 台部欠損。体部は内攣し，中位に ＝縁部内・外面横方向のナデ÷体　 長右 ・雲母 ・スコ P 284　　　 75％
土 師 器 B （16．6） 最大径をもつ。頚部は 「く」の字

状に折れ，目線部は短く，わずか

に外反する。

部外面刷毛昌調整，内面ナデ。 リア

鈍い橙色

普通

床面

11

台 付 磐 Å　 13．3 目線部片。目線部はわずかに外反 目線部外面刷毛＝調整後ナデ，内 右奥 ・長有 ・ノ＼ミ P 286　　　 25％
士 師 器 B （7誹） する。 面ナデ。 ス・スコリア

明黄褐色　　 普通

体部外面煤付着

床面

一一一つ43－1－－－－一一



図版番号 器　 種 計測値（皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

12

台 付 要 A 〔15．5〕 台部欠損。体 部は内暫 し，中位 に 口綾部外面 ナデ，内面横 方向のナ 石 英 ・長石 ・ス コ P 285　　　 70％
土 師 器 B （15．3） 最大径 をもつ。頚 部は 「く」の字 デ。体部外面刷毛 目調整 後ナデ， リア 二次焼成

状に祈れ， 口緑部 は外 傾する。 内面へ ラ削 り調整。 浅黄橙 色　　 普通 床面
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第118図　第76号住居跡出土遺物実測図
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第77号住居跡（第119図）

位置　調査区北部，C2h8区。

重複関係　本跡は，第9号溝に掘り込まれている。

規模と平面形　東西軸長は3．18mまで，南北軸長は3．70mまで測れるが，重複や調査区外へ延びているために

全長は確認できない。北東コーナーは隅丸である。

主軸方向　N－50－E

壁　壁高は17～20cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦である。

竃　北壁を幅90cm，奥行70C皿ほど掘り込んで付設されている。袖部は砂質粘土で構築され，補強材として凝灰

岩を焚口の両側に立て天井にも横架している。また，支脚も凝灰岩を使用している。火床部はわずかに掘り

込まれ，煙道部に向かって緩やかに立ち上がる。煙道部は削平されていて不明である。

寵土層解説

1　鈍い赤褐色　焼土中ブロック中量，ローム粒子・焼土粒子・
粘土粒子少量

2　赤　灰　色　粘土大ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量
3　暗赤灰色　ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子

微量

4　暗赤灰色　凝灰岩

5　暗赤灰色　ローム中ブロック・焼土小ブロック・炭化物

少量

6　暗赤褐色　ローム中ブロック中量，焼土小ブロック・焼

土粒子・炭化物少量

7　暗赤褐色　焼土大ブロック中量，ローム中ブロック・炭

化物少量

8　暗赤灰色　焼土中ブロック中量，ローム中ブロック・焼
土粒子少量

第119図　第77号住居跡実測図

9　時赤褐色　ローム小ブロック中量，ローム大ブロック・

焼土小ブロック少量，炭化粒子少量
10　暗赤褐色　ローム中ブロック中量

11暗赤褐色　ローム粒子中量，焼土小ブロック・炭化粒子
微量

12　暗赤褐色　ローム中ブロック・ローム粒子少量，炭化粒

子微量

13　黒　褐　色　ローム小ブロック少量，焼土小ブロック・炭

化粒子微量

14　黒　褐　色　ローム中ブロック・炭化粒子少量，焼土中ブ

ロック微量

15　鈍い赤褐色　ローム小プロッタ・炭化粒子・焼土小ブロッ
ク少量

O E
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16　暗赤褐色　ローム中ブロック中量，焼土小ブロック・炭　　　　　18　暗赤灰色　ローム中ブロック・ローム小ブロック少量，

化粒子少量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　焼土中ブロック微量

17　黒　褐　色　焼土小ブロック少量，ローム小ブロック・炭　　　　　19　黒　褐　色　ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
化粒子微量

覆土　4層から成る自然堆積と思われる。

土層解説
1　黒　　　色　ローム中ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化物微量

2　暗　褐　色　ローム大ブロック・ローム中ブロック・焼土小ブロック・炭化物少量

3　褐　　　色　ローム粒子多量
4　黒　　　色　ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片347点，須恵器片23点，弥生土器片7点及び砥石1点が出土している。

所見　本跡は，出土遺物から8世紀前半の住居跡と考えられる。

第120図　第77号住居跡出土遺物実測図

第77号住居跡出土遺物観察表

一闇一関閻
⊂］ 2　0　　　　　　　　10cm

！　　　；　　　！

図版番号器　種計測値（Ⅷ）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第120図高台付土不A〔15．0〕高台部から口緑部にかけての破片。ロクロ整形。内面磨き。体部外面石英・パミス・スP287　　　45％

1 土師器B　　6．6付高台。高台は直線的に「ハ」のナデ，下端へラ削り。底部外面へコリア 内面黒色処理

D〔10．6〕

E　　2．0

字状に開く。休部は浅い角度で外

傾して立ち上がった後上向きに折

れ，口縁部に至る。

ラ削り後ナデ。 鈍い橙色

普通

覆土中

図版番号器　種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　材出土地点 備　　　　　　　　　 考
長さ（皿）帽（cm）厚さ（皿）孔径（皿）重量（g）

第120図2砥　　石（6．7）（4．4）（2．8） － （96．2）凝灰岩覆　土　中Q25

第78号住居跡（第121図）

位置　調査区北部，C2go区。

重複関係　本跡は，第107号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　南北軸長2．75m，東西軸長推定2．45mの長方形である。

主軸方向　〔N－80－E〕

壁　壁高は約6cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，中央部を中心に硬く踏み固められている。

竃　削平されていて確認できない。

覆土　残っていた覆土は極めて浅く，2層である。

一一lL16・一一



土屑解説

1　暗褐色　ローム粒子少量
2　暗褐色　ローム粒子・焼土粒子少量

遺物　床面から土師器嚢体部片6点が出土している。

所見　本跡は，出土遺物が細片で量も少ないため時期は不明である。
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第121図　第78・107号住居跡実測図
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第79号住居跡（第122図）

位置　調査区北部，C3il区。

重複関係　本跡は，第80号住居跡及び第9号溝に掘り込まれている。

規模と平面形　第9号溝に北壁を掘り込まれているが，南北軸長推定3．65m，東西軸長推定4．05mの長方形

である。

主軸方向　N－00

壁　壁高は約8cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦である。

竃　北壁に付設されている。袖部の大部分は第9号溝に掘り込まれている。火床部は約15cm掘り込まれ，硬化

した焼土ブロックが薄く堆積している。煙道部は削平されている。

電土層解説

1　暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子中量，ローム粒子微量，炭化粒子極微呈

2　黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子微量

3　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子・焼土ノトブロック少量，ローム小ブロック・炭化粒子微量

4　暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子微量

覆土　残っていた覆土は薄く，2層から成る。
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土層解説

1　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量，ローム小ブロック微量

1

二二／一　i　＝＝…≠≡…フ‾‾

第122図　第79・80号住居跡実測図

0　　　　　　2m

［＝＝－　；　　」

0　　　　　　　　　　　　　　　1m
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遺物　土師器片198点及び須恵器片11点が出土している。第123図1の土師器杯は竃覆土下層から，2，4及び5

の土師器杯は東壁際覆土下層から，6，7の土師器要及び8の土師器甑は中央部覆土下層から出土している。

所見　本跡は，出土遺物から9世紀後半の住居跡と考えられる。
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第123図　第79号住居跡出土遺物実測図

第79号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（Ⅷ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 12 3図 杯 A　 13．2 口綾 部一部欠損。 平底。体 部は内 ロ クロ整形 。内面磨 き。休部外面 長石 ・雲母 ・スコ P 28 8　　　 9 5％

1 土 師 器 B　　 4．0 轡 しなが ら立 ち上 が り，中位か ら 下端回転へ ラ削 り。底 部外面へ ラ リア 内面黒色処理

C　　 6．2 ロ緑 部は外傾す る。 削 り。 鈍 い橙色

普通

休部外面墨書

奄

2

巧： A　 13．6 口緑 部一部欠損。平底。体 部は内 ロクロ整形。 内面磨 き。休部外 面 長石 ・スコ リア P 28 9　　　 90％
土 師 器 B　　 4．4 暫 しなが ら立ち上が り，中位 か ら 下位 回転へ ラ削 り。底 部外 面回転 鈍 い黄橙色 内面黒色処理

C　　 5．8 口緑 部は外傾す る。 ヘラ削 り， 「＋」様へ ラ記号。 普通 体部外面墨書

覆土下層

3

杯 A　 13．3 休部及 び口緑 部一部欠損。平底。 ロクロ整形。内面磨 き。口緑部 内 ・ 石英 ・長石 ・畑 礫 P 29 0　　　 80％
土 師 器 B　　 4．1 体部 は内暫 しなが ら立 ち上が り， 外面横 方向のナデ。底部外面 回転 スコリア 内面黒色処理

C　　 6．1 口緑部 に至 る。 ヘ ラ削 り後ナデ。 鈍い黄橙色　 普通 覆土中

4

杯 A　 1 3．6 体部及 び口縁部 一部欠損。平底。 ロクロ整形 。内面磨 き。日録部内 ・ 石英 ・長石 ・パ ミ P 2 9 1　　 70％

土 師 器 B　　 5．0 体部は内暫 しなが ら立ち上が り， 外面横方 向のナデ。休部外面下位 ス ・ス コリア 内面 黒色 処理

C　　 5．5 口緑 部 に至 る。 及び底部外 面回転 へ ラ削 り。 鈍い黄橙色　 普 通 覆土 下層

5

杯 A　 13．2 口緑 部一部欠損。平底 。体邪は内 ロクロ整形。 口緑 部及び体部内 ・ 長石 ・雲母 ・細礫 P 2 92　　　 7 0％

土 師 器 B　　 3．6 暫 しなが ら立 ち上が り，中位か ら 外 面ナデ。底 部外面 へ ラ削 り後ナ ス コリア 獲土 下層

C　　 6．0 口緑 部は外傾す る。 デ。 鈍い黄橙 色　 普通
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図版番　　 券　 種　 調 億毎）　　 器　 形　 の　 特　 徴　　　　　 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調・焼成 備　　 考

登　　 A L18∴）「 休部から目線部にかけての破片∵　 目線部内・外面横方向のナう㍉ 体 石英 P 293　　　 20％
土 師 器　 8　豆1．が 体部は内攣しながら立ち上が軋　 部外面縦方向のヘラ削り後ナデ， 明赤褐色 覆土下層

6　　　　　　　　　　　　　 頚部から目線部は外反する。端部　 内面ナデ。 普通

i はつまみ十げられ，縁帯には沈線

上 ＿ M i＋ ＋ iが巡るG

悪　　 Å 由 ．車　 体部から目線部にかけての破片∴　 目線部内・外面横方向のナう㍉ 体 有英・長有・雲母 ㌘294　　　 20％
ア　 土 師 器 狛 鵬 讐 霊 票と諸 芸箆是羞笠鳥 漂 禁 ㌶ ㌶ 霊 鵠 霊 翳 スコリア

橙色

覆土下層

部はつまみ上げられている。　　　 デ。 普通

甑　　 B （5。4） 体部片。無底。体部は直線的に外 「体部外商へラ削り，内面ナデ。 長石 ・雲母 ㌘295　　 10％
8　　 士 編吊針圧つ鵠崇〕 傾して立ち上がる。体部下端に穿 鈍い特色 覆土下層

孔痕。 普通
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第80号住居跡出土遺物観察表

図版番号 券　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色 調 ・焼 成 備　　 考

第 1 24図 妾 A 〔2 1．4〕 底 部欠損。休部 は内轡 しなが ら立 口緑 部内 ・外面横方 向の ナデ。体 石英 ・長石 ・ス コ P 29 6　　　 40％

9 土 師 器 B　 33．7 ち上 が り，上位 に最大径 を もつ。 部外 面縦方向のヘ ラ削 り， 内面 ナ リア 床面
C 〔 7．6〕 頚 部は 「く」の字状 に祈 れ，口緑

部 は外傾 し，端部 は上方 につ まみ

上 げ られている。

デ。 鈍い褐色

普通

第81号住居跡（第125図）

位置　調査区北部，C2i8区。

第125図　第81・82号住居跡実測図

151－
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重複関係　本跡は竃煙道部を第9号溝に掘り込まれている。

規模と平面形　南北軸長は4．62mまで，東西軸長は3．25mまで測れるが，ともに調査区外へ延びているため全

長は確認できない。北東コーナーは隅丸である。

主軸方向　N－50－E

壁　壁高は約16cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，中央部が硬く踏み固められている。

ピット　2か所（P．，PZ）。Plは径約50cmの円形で，深さ61cmの主柱穴である。P．の掘り方から柱が幾分内

側に傾いていたものと推定される。P2は補助柱穴と思われる。

竃　北壁中央部に付設されている。袖部は砂質粘土で構築されている。火床部は約8cm掘り下げられ，火床面

及び袖郭内面は火を受けて赤変硬化している。煙道部は第9号溝に掘り込まれていて形状等は不明である。

亀土眉解説
1　褐　　　色　ローム粒子中量，炭化粒子・砂粒少量，焼土

中ブロック微量

2　灰　褐　色　ローム粒子・砂粒少量，焼土粒子・炭化粒子

微量

3　暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子中量，炭化粒子少

量

4　暗赤褐色　焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量，

ローム粒子微量

5　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子・粘土小ブ

ロック少量

6　鈍い赤褐色　ローム中ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子

微量

7　暗赤褐色　ローム粒子・粘土中ブロック少量，焼土粒子・

炭化粒子微量

8　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子少量
9　黒　褐　色　ローム大ブロック・ローム粒子・焼土粒子・

炭化粒子少量
10　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子・砂粒少量

覆土　7層から成る。レンズ状に層を成して堆積していることから，自然堆積と思われる。

土層解説

1　黒　褐　色　耕作土層

2　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土小ブロック・焼土粒子・

炭化物極微量
3　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

4　極暗褐色　粘土中ブロック少量，焼土中ブロック・焼土

粒子微量，炭化粒子極微量
5　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

6　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

7　暗オリーブ褐色　粘土粒子中量，粘土小ブロック少量

造物　土師器片148点，須恵器片3点，弥生土器片5点及び砥石1点が出土している。第126図2の土師器杯及

l‾‥2′′・・

第126図　第81号住居跡出土遺物実測図

⊂⊃

ー152－

10cm

貫．1喜』、一書：‾‾：－、

ト一一一一一一一1



び3の土師器悪は北東コーナー床面から出上している、、

所見　本跡は．子仕上遺物から6世紀後半の住居跡と考えられるご

第飢号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎圭 鰯 湖 可　 ノ備　 考

第126図 土不 A 〔12．6〕 底部か ら目線部 にかけての破片。 内面磨 き十　日縁 部外 面磨 き∵ 石英 0長石　　　　 P 2 98　　 15％

1 士 師　器 B （3．3） 丸底。体部 は内攣 しなが ら立 ち上 褐灰色 内・外面黒色処理

が り， 目線部 に至 る。 普通　　　　　　　 将士 中

2

林 A 〔19．2〕 底部か ら目線部 にかけての破片。 目線部内 ・外面及 び体 部内 ・外面 有英 ・長有 ・実母　 P ゴ醇　　 」0㌦

士 師 器 B　　 3．3 平底。体部 は内攣 しなが ら立 ち上 ナデ。底部外面へ ラ削 り言内面ナ 橙 色　　　　　　　 床面

C 〔1私 6〕 が り，目線部 は外傾 する。 デ。 普通

3

嚢 A 〔2 2．0〕 体部か ら日縁部 にか けての破片。 目線 部内 ・外面横方 向のナデ∴体 石 英 ・長右　　　　 P 2個　　 持㌦

士 帥 器 B （6蔦） 体部は外傾 し普　頚部 か ら冒縁 部 は 部内 ・外‡面ナ デ∵ 鈍 い橙色　　　　　 床面

外 反する。 普 通

4

登 A 〔1 7．2〕 目線 部片。日録部 は外反 しタ　端部 目線 部内 ・外面構方 向のナデ∵ 石英 の長石 のス コ　 ㌘3飢　　　　 ％

土 師 器 B （逢。4） は上方につ まみ上げ られている。 リア　　　　　　　 覆土中

赤褐色　　　 普通

5
嚢 A 〔15。2〕 目線部片 。目線 部は外反す る。 「1線 部内 ・外面植方向 のナデ∵ 石英 ・長石　　　　 P 制0　　　 ％

士 師 器 B （説5） 橙色　　　　 普 通　 将士 中

図版番号 器　種
計　　　　　　 測　　　　　　 値 i石 中 土地点 ！ 備　　 考

長さ（cm） 幅 （cm ） 厚さ（cm） 孔径（cm） 重量（g）

第126図6 砥　　 石 （3．0） （鋭0） （3。4） － （61．9） 凝 縮 可 床　　 可 膵

第82号住居跡（第125囲）

位置　調査区北部タ　C2j9区。

重複関係　本跡は．第81号住居跡を掘り込んでいるご

規模と平面形　東西軸長は2．22111まで、南北軸長は2．70Illまで測れるが，ともに調査区外へ延びているため全

長は確認できない、、つと東コーナーはほぼ直角である、、

主軸方向　N－1050－1－E

壁　壁高は約20cmで．ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，踏み固めは弱い。．

竃　東壁を幅6cm　奥行甜Cnほど掘　込んで付設されている。磯部は砂質粘土で構築されて折る。火床部はわ

ずかに掘りくぼめられ，煙道部に向かって緩やかに立ち上がる了煙道部は削平きれている。、

竃土層解説

1　異　　　色　ローム粒J’・・焼上中プロ、、！ク少量，炭化粒子

微量

2　鈍い赤褐色　焼土小ブロック中量，焼土中ブロックの焼士

粒子e炭化粒子少量，ローム粒子微量

3　黒　褐　色　焼土中ブロックe焼土粒子0炭化粒子少量，

ローム粒子微量

4　黒　褐　色　焼土中ブロックの焼土粒子e炭化粒子少量，

ローム粒子微量

覆土　8層から成る自然堆積と思われるし、

土層解説（8～15が本跡のものである）

8　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子0炭化粒子微量
9　窯　褐　色　焼土粒子・炭化粒子極微量

10　黒　　　色　ローム粒子微量，焼士粒子0炭化粒子極微量

－1－lllつ53一一一一一一一一一一一

う　黒　褐　色　ローム粒j’一・焼士粒j′‥炭化物・炭化粒j’一少

量

（i　黒　褐　色　ローム粒J′・・焼‖1日’一・歳化粒子′少量

7　暗赤褐色　ローム粒子や焼士粒子0炭化粒子少量

8　暗赤褐色　ローム粒子。KP中ブロック少量

9　暗赤褐色　ローム粒子e焼土粒子少量

1し）黒　褐　色　ローム粒j’・・焼仁粒！・・炭化粒j’一少量



11黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土中ブロック・焼土粒子微量

12　黒　褐　色　ローム粒子少量

13　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

14　黒　　　色　ローム粒子微量

15　黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子微量

遺物　土師器片40点及び須恵器片2点が出土している。第127図8の土師器壷は竃手前覆土下層から出土して

いる。

所農　本跡は，出土遺物や東向き竃が付設されていることから10世紀前半の住居跡と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

［＿∴∴　∴∴＿＿∴‥‥＿．i

第帽図　第醍考健贋跡出藍遺物実測図

第82号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色講巨 焼 成 備　　 考

第12 7図

7

嚢

土 師 器

A 〔12．4〕

B （軋5）

目線 部片。口縁 部は外反す る。 目線部 内 ・外 面横 方向のナデ。 長石 ・ス コリア

橙色　　　　 普通

P 3 03　　　 5 ％

覆土 中

8

小 形 壷 B （3。4） 底部 か ら口縁 部にかけての破片。 体部外面丁寧 なナデ。底 部静止糸
t
ス コリア P 3 02　　 10％

土 師 器 C 〔6．2〕 平底。体 部は外傾 して立 ち上が り，

上位 で強 く内攣 する。

切 り。 灰 白色

普通

覆土下層

第駈考健腰跡（第128図）

位置　調査区北部，D3。1区。

重複関係　本跡は，第74号士坑に掘り込まれている。

規模と平面形　南北軸長3．56Iu，東西軸長4．03m。南東コーナーは調査区外のため確認できないが，他の3コー

ナーがほぼ直角であることから，長方形と推定される。

主軸方向　N－1－80－E

壁　壁高は9～12cmで，外傾して立ち上がる。

床　平出で，中央部付近が硬く踏み固められている。

ピット　7か所（Pl～PT）。Pi～P．iは径35～4Ocmの円形で，深さ37－～42cmの主柱穴である。P昌ま径30cmの円

形で，深さ29cm。P6は長径40cm，短径30cmの楕円形で，深さ18cm。P5及びP6は補助柱穴と思われる。P7は

南壁中央部壁下に位置し，径30cmの円形で，深さ36cmの出入り口施設に伴うピットである。

寵　北壁中央部を幅50cm，奥行50cmほど掘り込んで付設されている。袖部は砂質粘土で構築されている。焚口

前面からは支脚に用いたと思われる角柱状の凝灰岩片が出土している。火床部は平坦で，赤色硬化は比較的

弱く，煙道部に向かって緩やかに立ち上がる。煙道部は削平されている。

竃土層解説

1　暗赤褐色　炭化粒子中量，ローム粒子・焼土中ブロック・

焼土粒子・炭化物少量

2　暗赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量，
ローム粒子微量

3　鈍い赤褐色　焼土粒子中量，焼土中ブロック少量，ローム

一一154一一一一

粒子・炭化粒子微量

4　鈍い赤褐色　焼土中ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子・

ローム粒子微量

5　黒　褐　色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子少量，
炭化粒子微量



覆土　調査区境界の壁面で観察した。3層からなる自然堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

3　褐　　　色　ローム粒子・壌土粒子少量

遺物　土師器片95点，須恵器片5点及び弥生土器片2点が出土している。第129図1の土師器高台付杯は竃手

前床面から出土している。

所見　本跡は，出土遺物や内部施設から8世紀中頃の住居跡と考えられる。

第128図　第85号住居跡実測図

第129図　第85号住居跡出土遺物実測図
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′　　　　　　　一　　　　　　号　∴′＼

図版番可 器 種 序灘 廟
器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士・色調・焼成 備　　 考

第H 図　高台付杯 A 〔15。4〕体部から日録部にかけての破片。 ロクロ整形∴　目線部から体部内・ 石英・雲母 P 304　　 15％

1　　 士 師器　 B　L 3．車 体部は浅い角度で外傾して立ち 外面ナデ√ 鈍い黄樟色 内面黒色処理

上った後上向きに折れ，中位から 普通 二次焼成

＝緑部はわずかに外反する∵ 床面

凪　　 A 〔1且。4〕底部から目線部にかけての破片∴ ロクロ整彬∵　底部内面磨き，外面 長石 P 305　　 10％

土 師器　 B （3．9）底部は平底で突出気味。外商底部 回転へラ削り∵ 鈍い黄橙色 内面黒色処理

2　　　　　　　　　 C　　 後。6 と体部との境に洗練が巡る。体部 普通 覆土中

は外傾して立ち上がり，口縁部は

外反する。

窮貼考健贋跡　第臓囲）

位置　調査区北部，I〕3°1区㍉

重複関係　本跡は．第95号住居跡に掘り込まれているこ

、・：．・、一、　ノ、一一、、つ、一、′ノ　二、、、：i．戸／ニか　一三JJ　詳了㍉ノ巧　へ：一∴＼′、J完了・！ノノ

長は確認できない、l北東コーナーはほぼ直角である。、

童軸方向　N…一つ）。

壁　壁高は約10cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

壁溝　北壁下及び東壁トで確認され．上幅10C町　卜幅5cm，深さ10cmほどで言晰fliは「しつ　字形である、一、．

床　平出で，壁際を除き全体が硬く踏み固められているご

・　　　　　　　　　一一　　　二　．

一一一一一一一一つ56－－－－－－－－…－

2m

≠
郵

可＋＋可

・　　　　　　　　　　　　　　　－　＿　二



ピット　3か所（P．～P3）。Plは径40cmの円形で，深さ45cmの主柱穴である。P2は径約20cmの不整円形で，

深さ29cm。P。は径20cmの円形で，深さ28cm。P2及びP3は性格不明である。

琶　北壁寄りに焼土が長径80cm，短径60cmの楕円形に薄く堆積している。竃が調査区外に延びている部分に付

設されていたものと考えられる。

覆土　調査区境界の壁面で確認した。レンズ状に堆積していることから，自然堆積と思われる。

土層解説

1　黒　　　色　ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子微量

2　黒　　　色　ローム粒子・ローム小ブロック少量，ローム大ブロック・粘土小ブロック・焼L粒子微量

3　黒　　　色　粘土粒子少量，ローム小ブロック・ローム粒子微量

4　黒　　　色　ローム粒子・粘土粒子微量

5　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子多量，焼土小ブロック・炭化粒子・砂粒中量，ローム小ブロック・焼土中ブロック・壌土小ブロッ
ク・焼土中ブロック少量，粘土小ブロック微量

遺物　土師器片47点，須恵器片2点及び弥生土器片3点が出土している。第131図1の土師器杯は東壁際覆土

中層から出土している。2は流れ込みと思われる。

所見　本跡は，床面近くから多量の焼土や炭化物が出土していることから，焼失家屋と思われる。出土遺物か

ら6世紀前半の住居跡と考えられる。

第131図　第86号住居跡出土遺物実測図

第86号住居跡出土遺物観察表

司2
0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

「ll一一一1－1

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

第131回巧こA　15．0底部から口縁部にかけての破片。口緑部内・外面横方向のナデ。体石英・長石・スコP306　　　80％

1土師器B　　4．8丸底。体部は内暫しながら立ち上部から底部内面磨き。 リア 内面黒色処理

がり，明瞭な稜を経て，口緑部は 黒褐色 二次焼成

外傾する。 普通 覆土中層

2

台付嚢A〔9．1〕頚部から口緑部にかけての破片。日録部内・外面横方向のナデ。体長石・雲母P307　　　5％

土師器B（2．0）頚部は「く」の字状に折れ，口緑部外面には刷毛目が密に施されて鈍い橙色覆上中

部は「S」字状である。いる。 普通

第87号住居跡（第132図）

位置　調査区北部，C2f9区。

重複関係　本跡は，第75号住居跡及び第50号土坑に掘り込まれている。

規模と平面形　長軸3．51m，短軸3．46mの方形である。

主軸方向　N－60－E

壁　壁高は5～18cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，壁際を除き全体に硬く踏み固められている。

ピット　4か所（P】～P。）。Plは径30cmの不整円形で，深さ44cJn。P2は長径55cm，短径40cmの不整楕円形で，

深さ48cm。P3及びP。は径30cmの円形で，深さ38～40cm。Pl～P。は主柱穴である。

竃　北壁中央部を掘り込んで付設されている。袖部は砂質粘土で構築され，補強材として凝灰岩を利用してい

る。火床部は平坦で，煙道部に向かって緩やかに立ち上がる。煙道部は削平されていて不明である。竃土層

は残った覆土が浅いために記録できなかったが，炉床及び袖部内面はわずかに赤変硬化が見られた。

－157－
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第132回　第87号住居跡実測図
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覆土　覆土は薄く，3層から成る。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

2　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量

3　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片115点，須恵器片3点及び弥生土器片1点が出土している。第133図1の土師器杯は南東コーナー

寄りのピット覆土上面から，3の須恵器杯は竃左袖手前床面から出土している。

所見　本跡は，出土遺物から8世紀前半の住居跡と考えられる。

⊆≡ ノ

第133図　第87号住居跡出土遺物実測図

第87号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　10cm

L i i

図版番号器　種計測値（Ⅷ）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

第133園坪A〔18．2〕体部から口緑部にかけての破片。内面磨き。口緑部外面横方向のナ石英・長石・パミP308　　10％
1土師器B（3．6）体部は内野しながら立ち上がり，デ。体部外面へラ削り。ス・スコリア内面黒色処理

稜を経て，口綾部に至る。 鈍い黄橙色　普通床面

2

杯A〔17．6〕底部からロ縁部にかけての破片。口縁部内・外面及び体部内・外面石英・長石・パミP309　　10％

土師器B（2．3）平底。体部は外傾して立ち上がり，ナデ。底部外面へラ削り，内面ナス・スコリア内面黒色処理

C〔15．0〕口縁部に至る。 デ。 鈍い褐色　　普通覆土中

3

杯A　lO．6口緑部一部欠損。体部は外傾してロタロ整形。体部内・外面にロク長石・細礫P310　　　95％
須恵器B　　3．5

C　　5．6

立ち上がり，口縁部に至る。ロ目が明瞭に残る。底部外面回転

へラ削り。

灰色

普通

床面
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第89号住居跡（第134図）
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位置　調査区北部筆　跡3a2区。

重複関係　本跡は。第～）（用・住居跡を握り込んでいる、＿、

、′　三　：、

童軸方向　N　8、、W

壁　壁高は約5cmで，外傾して立ち上がる二、

′　　　　　　　′　　、）二　　、　、　　、　　　㌦、ノ　壬、′　′‥

床　平川で。壁トを除き硬く踏み回められている、、

・′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　ノ、．　　　　　　　′．　　　　　一　　　　、∴　　′　、　’

灰岩片が補強材として使用されているご

電土層解説

l　暗木祖色　し1－ム粒守一・焼＝＼l′つ∴少甘．炭化粒j′1微；－；：
コ　暗赤褐色　し了－ム粒J’一・焼吊白’・・炭化粒J’一少量

赤　褐　色　焼士粒子中量炭化粒子の粘土粒子少量　ロー
ム粒子微量

4　赤　褐　色　焼土粒子中選管　焼土中プロッタの粘土粒子少
；古　口一一ム粒j’・・炭化粒j′・微量

1　鈍い木祖色　焼巨l「ハrJ、ノン・焼巨トブtコ・、ノク中：占　ロー
ム粒J′・・焼上人プロ、ソク・炭化粒j′一少量

（；暗赤褐色　焼回！ブtFJ、リク　∵骨と「トノ、’し丁、ソク中量．ロー

ム粒J’・・炭化粒J′一つ射、：′：少量

7　鈍い赤褐色　焼土中ブロックも焼土粒子多量炭化粒子少量
8　黒　褐　色　砂粒中量

ゝ）暗　褐　色　ローム粒J’・・焼上中プロ、ソク・炭化物・炭化
粒J二・砂粒少量

1（、1灰　褐　色　砂粒多量，ローム粒J′‥焼出目’一・歳化物少：ti二
11黒　褐　色　ローム粒J’・・焼回「プロ・、ノ′クつ砂粒少量．炭

化物微量

覆土　残っていた覆土は浅く。堆積状況は確認できなかったこ、

・・　　　　　　　　　、1′　　　　．　′′、、ノ　　　　ー　　　　　　一　、

′、′　　　　ノ　　　ノ　　　　′

t　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　′　　　　　　　　　：ノ′　　　′′、′、・

－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　二　　′・′　一　　　　′　　　　　　′

一・　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　′　＝　　　　　　　　ヽ　　　　′　＿　　　　　　′、′

所見　本跡は，！仕上遺物から！月勘紀後半の住居跡と考えられる、・、

第納骨住居跡出土遺物観察表
図版番号恒　 穫 匝 測離 n　　 器　 形　 の　 特　 徴　　　 手　 法　 の　 特　 徴　　 胎土 0色調 の焼成　 備　 考

第日5図　　 時　　 Å 1∴1　 休部から「1線部にかけて ・部欠損＋　ロケロ整彬＋　内面磨き＋休部外面　 有英 ・長石　　　　 P Jは　　 頂％

ユ　　 土 師 器　 B　 4ぁ3　 平底。体部は内攣 しながら立ち上　 下端回転へラ削り。底部外廟 回転 橙色　　　　　　　 内面黒色処理
し　 寸．8　 が 上　 申位から目線部は直線的に　 ヘラ削 り後ナデ∴　　　　　　　　 普通 床面

外傾する。

林　　 A　 L1ふ01 休部から目線部にかけての破片∵　 ロクロ整彬∴休部外面中位に強い　 有英 ・長有 ・．スコ　 P 313　　 80％

2　 土 師 器　 B　 6もの 平底。倦部は内攣 しながら立ち上 ロケ日日が残る＋　内面磨き＋　休部 リア　　　　　　　 内面黒色処理
C　 680　 がり芦　田嫁部に至る。　　　　　　 外商下端回転へラ削 り。底部外面 「灰黄褐色 墨書 『太畠』か

回転へラ削 り後ナチ＋　　　　　　 普通　　　　　　　 床面

林　　 A lエバ　 休部かち目線部にかけて ・部欠損∴　ロクロ整形∵　内 ・外面ナチ！底部　 長石 ・細礫　　　　 P 314　　 蘭％

十 帥 器　 8　 L J 「竹重 休部は内暫しなが ら立ち十　 回転糸切；「　　　　　　　　　　 橙色　　　　　　　 ∴次焼成

J　　　　　　 L　 う・0　 が上　 申位から＝緑部は直線的に　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　　　　　 将士中層
外怖守る＋「1経に比して器高が低

い。

婆　　 A 〔20を6〕 休部から目線部にかけての破片∴　 目線部内 ・外面横方向のナデ∴体　 有英 ・長石　　　　 P M 5　　 15％
4　 土 師 器 狛 且86の 欝 霊 賢 諸 富：；豊タ胤 篭 部 浦 へラ削 後げ 内面ナデ。笠憲橙色　　 竃

部はつまみ上げられている。

悪　　 A　は ．車　 体部から目線部にかけての破片∴　 目線部内 ・外面横方向のナデ∵体　 長有 ・スコリア　　 P J捕　　 川％
土 師 器 B 再 凍 欝 浣禁 ㌢諸 芸；；豊夕胤 篭 部細 へラ削 後ナデ 内面げ 3 霊　　　 覆土摘

部はつまみ上げられている∴

悪　　 A　L封・ざ　 休部から＝縁部にかけての破片∴　 目線部内 ・外面横方向のナデ∴体　 長有 ・雲母　　　　 P 317　　 5％

士 帥 器　 日　用 ・「〕 休部は内聖上　 頭部から目線舶 土日酔外面へラ肖りり後ナデ．内面ナデ＋橙色　　　　　　　 将士 卜層
6　　　　　　　　　　　　　 緩やかに外圧する。端部は上方に 普通

つまみ上げられ一条の沈線が巡る。

－…つ60－－－－－－－



粗
「t

d

「

素

〔：≡≡墓惑

⊂⊃＝⊂⊃

第135図　第89号住居跡出土遺物実測図
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計測催事頑

一1し封．31

Il L（う∴う1

器　形　の　特　徴

休部からl融部にかけての破片、、
体部はわずかに内攣しながら立ち
上がりタ　ロ嫁部は短く外傾する。

，＿．、l／ト、1，・F，上、，，、・．－．、㌧一け，▼I　‥＿＿′、．、，．．いl

手　法　の　特　徴

内面磨きつ1線部外面横五向のナ
デ。倦部外薗横方向のヘラ削り後
ナデ、

胎上・色調・焼成

石英・雲母・細礫
鈍い黄橙色
普通

備　　考

P3ユ8　　　5％
内面黒色処理

覆土中

蓬己　　　 A　日払射つ職痛併”引㍑隊都心諸隼「い朝晩斤〇 iげ膵綱凱勘∋　u 縁潮湧｝調酎紬にかげ 長有 ・4、礫　　　　　 P 3m　　　　 ％
浅黄橙色　　　　　 内面黒色処理8　　 十 帥 器　 8　日 ・封　 休部はわずかに内攣し，目線部は　 て構方向のナデ∵

短 く外傾する。 普通　　　　　　　 床面

患　　 8　日 ・21 天井部片∵宝珠状のつまみが付く」内面ナデ∴天井部外面に自然粧 砂粒　　　　　　　　 P 320　　 10％
須 恵 器 鵠 ：溌 謂 霊 部に向かって緩やか 黄灰色　　　　　　 覆土中層

（粕）暗灰黄色
普通

斐　　 Å 〔5軋 2〕 打線部片。打線部は外反 し撃　端部　 内 せ夕摘 ナデ。外面上位 2 段に波 右奥 ・長石　　　　 P 黒1　　 m ％
10　　 須 恵 器 「B　は 諸） は上下につまみ出され幅広の縁帯　 状文。 鈍い赤褐色　　　　 覆土下層

を成す。 良好

壷　　 8　日 ・轟　 高台部から休部にかけての破片∴　 休部内面ナデ∵体部から底部にか 石英 e 長石　　　　 P 322　　 1＿5％
H 陶　　 器1 「）」ふ 01 高台は短 く 「ハ」の字状に聞 く∴　 けて吠軸が施されている∴ 灰色　　　　　　　 覆土下層

E　 l。0　 体部は内攣 しながら立ち上がる。 （粕）黒褐色　 普通

壷　　 B （6守日 義冶磯から体部にかけての破片。 「体部内面ナデ。体部から底部にか 長石　　　　　　　 P 323　　 ユ5％
12　 陶　 器 冒 〔且呂；宕〕 霊宝；譜 鑓 憲法言霊 豊 羞　 けて灰酢 施されている。 灰色　　　　　　　 覆土中

（粕）オリーブ灰色
普通

図版番号
田口　 種！　 計 摩ご中 径芸 重量玩） 出土地点

備　　　　　　　　 考在　　 庫 拍 可 幅 廟
第135図13 土 製 紡 錘 車 ！ 径　　 6 00

お 4 1．2
狛 ） 極 士 下 層

D P 5

図版番号
器　 種 長さ議 。n）1 摩絢 票 重量詔 質 出土地点 ！　 備　　　 考

第135回14 刀＋ 子巨 舶 （1。2） 摘め中　 鵬　 鉄　 覆　 土　 中
M l寸

㌧．′′　　．′　　∴　．′

位置　調査区北部，I）3こ，：う区。、L

重複関係　本跡は　第納骨住居跡及び第狙号住居跡に掘　込まれている。

ご∴、　　　　　　　　′、一　　∴　・・1、・．、’　　　　　　′ノ　　　　′　‥∴′」ノ・t．、・－ノ　‥、1∴　つ－ら7ノ、

調査区外へ延びているため全長は確認できないこ

童軸方向　〔N一一一一30ぐ▼一一E〕

J′　′＿　一　　；′　二、′　　　　　　　　ノ・′　、・、′

床　平出で，踏み固めは弱いニ

ー　　　　　グ・一　′　∴・’一．／ノ　∴ノ　　　　、′、ノ　ら′　　′1′、′　∴　ノ　′＼ノ、、、1Jノ、、′　′二言力！、了‾J′．、

．．　1・i・′．　　1り　　二．′ノ、、ノご　　　′　　′′ノ．′‘、′　ノ、′　′′・．’

、4・′、．∴’「′ノ　＿　－ノ∴　・′　ノ．ケ′ノ、三′、、・ノ　、！．、　・一　′、．て：

所農　本跡の中央部床面からば　径的開cm　高さ蟻cmほどの黄色味の強い粘土塊が出土している。第鋪号士坑

下層及び底面に見られる粘土層と同じ質感と色であることから　この士坑から掘り出した粘土が本跡に持ち

込まれた可能性がある。本捗は　出土遺物から古墳時代の住居跡と考えられる。

…一一1つ62－…一一1－1－、、－－



第91号住居跡（第134図）

位置　調査区北部，D3b3区。

重複関係　本跡は，第90号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　南北軸長2．20m。東西軸長は1．10mまで測れるが，調査区外へ延びているため全長は確認でき

ない。南西コーナーはほぼ直角である。

主軸方向　〔N－0つ

壁　確認面で床面が表れており，ほとんど残っていない。

床　平坦で，踏み堅めは弱い。

竃　遺構の北部が遭構外へ延びているため確認できない。

覆土　残っていた覆土は極めて浅く，堆積状況は確認できなかった。

遺物　土師器片3点が出土している。

所見　本跡は，第90号住居跡より新しいが，出土遺物が細片で量も少ないため時期は不明である。

第92号住居跡（第136図）

位置　調査区北部，D3b2区。

重複関係　本跡は，第91号住居跡とわずかに重複する。新旧関係は不明である。

規模と平面形　南北軸長3．65m，東西軸長3．81mの方形である。

主軸方向　〔N－50－W〕

壁　壁高は約5cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，中央付近が硬く踏み固められている。

竃　耕作による削平のため確認できない。

旦26．2m

第136図　第92号住居跡実測図

2m

l　　　　；　　　！

ー163

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

「＿　　　；　　　！

第137図　第92号住居跡

出土遺物実測図



、．　　　．．、、、、、′　こ　：′　∴　′　∴　∴　一；　′ノ．′

遺鞠　床面から土師器楕頂点　須恵器片　点及び弥生土器片　点が出土している。第臓図　の土師器埠は南

西コーナー壁際床面から出上しているご

所農　本跡は　出土遺物から　世紀後半の住居跡と考えられる。

第犯号住居跡出土遺物観察衷

図版番号 器 穫 匝酬 極 ）i 器 形 の 特 徴 i 手 法 の 特 徴 胎か 鯛 凋 可　 ノ備　 考

第工丁図 林　　 A　 は 0　 日緑部一部欠損∵　中止　 休部は内　 内面磨き∴休部外面下位から底部 石英 の長石 0パ ミ　 P 325　　 95％
且 士 的 器　 H　 lJ ’「増しながら立ち上が り，十位から　 回転へラ削 年 ス ・スコリア　　　 内面黒色処理

C　 説　　 打線部は外傾する。 橙色　　　　 普通　 床面

．．・　・　′′　、′、

位置　調査区北部。D3°：う区。

′　′‘、・J　′　′　′、∴　　　′′ノ

ノ　　　　　　ー　　　′　、　′、　′　二　　二．′、

童軸方向　〔N一一一一」「一∴W〕

′　　　　　′′、′　‾、′、　－　　′′、′　ン、一一、、．′1、、′

ノ　／　・一／　′　′′、、、′一：

′　　　　　　　′　　　　′′　　　　　　　　　　　　　‥′　′

′　′′　　′　ノ．．　　．′′′．′　　ノ、‾　′′　J　ノ′

囲l

′・．　　　　　　　　　　一　　、

瑠）旦紬

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

一一1一つ6⊥「一一一1－－－－－－



遺物　土師器片4点が出土している。

所見　本跡は，出土遣物が細片で量も少ないため時期は不明である。

第94号住居跡（第138図）

位置　調査区北部，D3d3区。

重複関係　本跡は，第93号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　南北軸長2．56m，東西軸長3．23mの長方形である。

主軸方向　N－30－W

壁　壁高は15～28cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，中央付近から南東コーナーにかけて，硬化面が広がっている。

竃　北壁中央部を掘り込んで付設されている。耕作による削平のため焼土と粘土の堆積が残るだけで，規模や

形状は不明である。覆土もほとんど残っておらず，火床面も掘り込まれていないため堆積状況は記録できな

かった。

覆土　5層から成る自然堆積と思われる。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ローム粒子微量，焼土粒子・炭化粒子極微量

3　黒　　　色　ローム粒子極微量

4　暗　褐　色　ローム粒子微量

5　暗　褐　色　白色の火山噴出物多量

遣物　土師器片340点，須恵器片16点，陶器片2点及び弥生土器片5点が出土している。第139図1～5はいず

れも覆土中出土である。3は「S字聾」の口緑部片で流れ込みである。

所見　本跡は，出土遺物から9世紀前半の住居跡と考えられる。

第139図　第94号住居跡出土遺物実測図

第94号住居跡出土遺物観察表

〒＝＝

．

図版番号 器　 種 計測値 （Ⅶ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第139図 杯 B （4，0） 底部か ら口緑 部にか けての破片。 ロクロ整形 。内面磨 き。体部外面 石英 P 32 6　　　 5 ％

1 土 師 器 C 〔9．6〕 底部 は平底 で突出気味。体部 は内 ナデ。 鈍 い黄橙色 内面黒色処理

暫 しなが ら立ち上が る。 普通 覆土中

2

襲 A 〔19．1〕 口縁部片。 口縁 部は外反 し，端部 口縁部内 ・外 面ナデ。 石英 ・長石 P 32 7　　　 5 ％

土 師 器 B （3．2） は垂直方向 につ まみ上げ られて い

る。

鈍い橙色

普通

覆土 中

一165



図版番号 器　 種 計測値（皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

3
台 付 聾 A 〔14．4〕 口緑部片 。口緑 部は 「S 」字状 で 口緑部内 ・外面ナデ。 石英 ・長石 ・雲 母 P 328　　　 5 ％
土 師 器 B （1．9） ある。 鈍 い橙色　　 普 通 覆土 中

4

蓋 A 〔16．0〕 天井部か ら口緑 部にかけての破片。 ロクロ整形。天井部外面上位回転 長石 P 329　　 15％
須 恵 器 B （3．1） つ まみ部 欠損。 天井 部はロ縁部 に ヘラ削 り，内面ナデ。体部内面下 黄灰色 覆土 中

向か って緩やか に下 降する。端部

は下方 につ まみ 出されている。

半及び口緑 部内面に粕 付着。 普通

5

宣E B 〔2．6〕 高台部か ら体部下端 にかけての破 体 部か ら高台部内 ・外 面ナデ。底 長石 P 33 0　　 10％
須 恵 器 D　　 8．8

E　　 O．7

片。高台は短 く 「ハ」 の字状 に開

く。体 部は外傾 して立 ち上が る。

部 内面粕付着。 灰 白色

（粕）オリーブ灰色

普通

覆土中

第95号住居跡（第130図）

位置　調査区北部，D3。1区p

重複関係　本跡は，第86号住居跡を掘り込み，第96号住居跡に掘り込まれている。

規模と平面形　南北軸長は3・30mまで，東西軸長は3．10mまで測れるが，調査区外へ延びているため全長は確

認できない。

主軸方向　〔N－0つ

壁　壁高は約13cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦である。黒色土中に設けられた住居跡で，床面も黒色土の硬化面である。

竃　本跡の東部が重複する第96号住居跡との境から，竃の袖の補強材として使用されたと思われる凝灰岩が出

土していることから，東竃をもった住居跡と考えられる。

覆土　調査区境界の壁面で確認した。6層から成る自然堆積と思われる。

土層解説

1　黒　　　色　ローム粒子・焼土粒子微量

2　黒　　　色　焼土粒子・炭化粒子微量，ローム粒子極微量
3　黒　　　色　ローム粒子微量

4　黒　　　色　ローム粒子極微量

5　黒　　　色　ローム粒子・粘土粒子微量

6　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

遺物　土師器片72点，須恵器片6点及び縄文土器片1点が出土している。第140図1の土師器杯及び5の須恵

一
ノ
l
一
‥

第140図　第95号住居跡出土遺物実測図

！

－166－



、ニ　ュー（　、　　′　　、一′、　　　　　．　　　　　　　′　　．　　　　　　　　ノ　　　　　ノ．　・・　　、．　　　　　′

ら出上している、、

′＼‥－、　　　　　　　‥　．　　　　　　　∴　、　　一　°、　　　　′

′‥　・　∴ご・　　朋　．′・・こ

図版番号器　種計測値行の　　　 器　形　の　特　徴　　　　　 手　法　の　特　徴 胎か鯛冊叫　 二備　考

第140図 杯 A　は9　底部から＝縁部にかけての破片∵　ロタロ整形∴内面磨き∴底部回転石英の長石　　　　 ㌘331　　95％
ま士師　器B　3の5　平底。体部は内攣しながら立ち上　糸切り。 黒褐色　　　　　　 内面黒色処理
C　説5　が娠　打線部に至る。 普通　　　　　　　 覆土下層

2

林

士師器
Å　再・ざ　底部か吊1線部にかけての破片∴　ロケロ懲彬∴休部外面に強いロク

B　H　平底∵休部は内曾しながら立ち工　ロ日が残る・内面ナデ二　底部回転
長石も雲母　　　　 ㌘332　　50％

鈍い黄橙色　　　　 ∴次焼成
C　説　　が娠　日録部は外傾するe　　　　 糸切。 普通　　　　　　　 将士下層

3

林

士師　器

A　L川訂　底部から目線部にかけての破片∵　ロクロ懲肛内面磨き∵休部外面有薬・長有　　　　 P333　　　う％

吠黄褐色　　　　　 内面黒色処理
普通　　　　　　　 魔士中

B　5ぁ0　平底。体部は内攣しながら立ち上　下端手持ちへラ削娠

し　言・㍉　が十　十位から目線部は外傾する∴

4

婆

士師器

Å」15才　休部から目線部にかけての破片÷　目線部内・外面横方向のナデ∴体

H（8滴　休部は内攣し．頭部から目線部は　部内・外面ナデ∴頭部と休部との
緩やかに外反する＋　　　　　　　 境には横方向の強い調整による小

雲母　　　　　　　 P334　　10％

橙色　　　　　　　 床面
普通

さな稜がある。

5

悪

煩恵　器
A　五日　目縁描出片＋「」緑部は外反し，端　内・外面十デ　目線部には波状文
H　L71中　部は十方に小さく折り返されてい　が施されている∴

悪霊も石英 i蒜筑層　％

る。 普通　　 ！

第％聾健腰静　第摘脚）

位置　調査区北部タ　D詔だ2区。

㌻‾二ノ′　　ノ、．‾　′、′　　　　　！ノ　　　　　　　　′・　　　　　　　．、

・、∴　　　′・　　′‥、　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　′　　　′　ノ　　　ノ　・　、′．

－　‥　　　　′　　　′　　　　　　　　丁　′

主軸方向　Nl90ロー　E

′－　　　　　ノ　　　　　ン・　　　　　　　　ノ

床　平坦で，放校的踏み固めは弱齢。黒色土中の住居跡で　部分的に窯　光る硬化癖が確認で　る。

二　　と　一・、′　　ノ　ノ　　　　　　　　　　′　　・　・・　′　．ノ．　　　′　　　　′、　′　．．′

′′′11・∫　′．・　．　、　′　　、′言／′　　　　　．′．　　　、　　′　一ノ＼

竃土層解説

l　黒　褐　色　焼巨」、プロlソク少結lJ－ム粒守・弓封じ粒J’l

微量

2　吠　褐　色　枯日章j′一多量．ローム小ゾし「′ケ・焼巨十ノ’’

ロックを炭化粒子少量

3　黒　褐　色　炭化凝子少量，ローム粒子微量

・－1黒　褐　色　ローム粒子少量

5　灰　褐　色　ローム小ブロックの焼土粒子の炭化粒子少量

（i　暗′ホ褐色　ローム粒J’l・焼上人プロ、ソク・損じ粒「少量

γ　暗赤褐灰色　ローム粒J’・・焼日章J′一・歳化粒J’一少量

バ　鈍い赤褐色　焼日章J′・多量．炭化物・枯日章！一少量

り　暗′和夫色　ローム小プロ、ソク・焼‖六日∴尉ヒ物日砂粒

少量

10　赤　黒　色　ローム粒J’－・炭化粒J’・少；‾－1呈：

11暗′臣天色　焼巨トプロ、リク・損じ粒J’・少量ロー1∴粒自微量

∴　▼＿　　′：／、ノノ．ノ　　　　　′l　‥　　　　　　′　　′　一　　′

土層解説

1黒　褐　色　ローム・焼日立十・歳化粒自微量

2　黒　褐　色　枯「トプロ、ソク少量、1ローム粒j’l・焼巨位！・・損じ粒再出：

：j　黒　　色　ローム粒J’・・粘上ノ（プロ、ソク少量．焼日ソイ・尉ヒ粒J∴微；違

－1黒　　　色　ローム粒J’・少量

遺物　土師器片蟻は及び須恵器射場が出土している。第摘図　の高海相棒は西壁寄　覆土上層からの出土

であるご

所農　本跡は　出土遺物から摘健妃前半の住居跡と考えられる。

…lllつ67－－、・一一一一一1－
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第141図　第96・99号住居跡実測図
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第142図　第96号住居跡出土遺物実測図

第96号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　　1m

！　　　；　　　！

図版番号器　種計測値（①）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

第142図杯A　　9．5底部及び休部一部欠損。平底。体ロクロ整形。平底。体部内・外面石英・長石・スコP337　　　95％

1 土師器B　　2．4

C　　3．5

部は内攣しながら立ち上がり，口

緑部に至る。器高が低く，歪みが

激しい。

ナデ。底部回転糸切り。 リア

鈍い橙色　　普通

覆土中

2

高台付杯B〔2．6〕高台部から体部下端にかけての破ロクロ整形。体部内・外面及び高長石・細礫 P336　　15％

土師器D　　7．6

E　l．3

片。高台は短く直線的に「ハ」の

字状に開く。休部は外傾して立ち

上がる。

台部内・外面ナデ。 黄灰色

普通

覆土上層

168－



第97号住居跡（第143図）

位置　調査区北部，D3d4区。

規模と平面形　南北軸長は2．40mまで，東西軸長は1．30mまで測れるが，ともに調査区外へ延びているため全

長は確認できない。南西コーナーは隅丸である。

主軸方向　〔N－0つ

壁　調査区境界壁面で確認できる壁高は約55cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦である。

竃　出土遺物から竃をもつ時期の住居跡と思われるが，遺構が調査区外へ延びているため確認できない。

覆土　調査区境界の壁面で確認した。5層から成る自然堆積と思われる。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子微量

2　黒　　　色　ローム粒子・焼土中ブロック少量，炭化粒子微量

3　黒　褐　色　焼土中ブロック・炭化粒子・粘土大ブロック少量

4　黒　褐　色　ローム粒子・粘土小ブロック少量

5　黒　　　色　ローム粒子・焼土大ブロック微量

遺物　土師器片37点及び須恵器片2点が出土している。土師器片は嚢の体部片が大部分で，他に内面に黒色処

理をした土師器杯片が出土している。第143図1の土師器杯は覆土中からの出土である。

所見　本跡は，出土遺物から平安時代の住居跡と考えられる。

ll　　ノ

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

ト一一l…一一1－－

第143図　第97号住居跡・出土遺物実測図

第97号住居跡出土遺物観察表

＼∈≡

0　　　　　　　　　　　　　10cm

l　　　　＿⊥　　　」

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

第143回杯B（2．4）底部から休部下端にかけての破片。ロクロ整形。内面磨き。体部外面パミス・スコリアP338　　　5％

1土師器C〔7．4〕平底。休部は内暫しながら立ち上下端から底部外面回転へラ削り。灰黄褐色内面黒色処埋

がる。 普通覆土中

169－



第98号住居跡（第144図）

位置　調査区北部，D3。4区。

重複関係　本跡は，第99号住居跡に掘り込まれている。

規模と平面形　東西軸長5．05m。南北軸長は1．50mまで測れるが，調査区外へ延びているため全長は確認でき

ない。北東コーナーはほぼ直角である。

主軸方向　N－60－W

壁　壁高は65～68cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，踏み固めは比較的弱い。

竜　北壁中央部を幅60cm，奥行60cmほど掘り込んで付設されている。袖部は砂質粘土で構築されている。火床

部は約10cm掘り込まれ，煙道部に向かって横やかに立ち上がる。

埴土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土小ブロック・炭化粒子極微量

2　暗　褐　色

3　黒　褐　色

4　灰黄褐色
5　黒　褐　色

6　黒　褐　色

7　灰黄褐色

8　極暗赤褐色

9　暗赤褐色

10　暗赤褐色

11極暗赤褐色

12　極暗赤褐色

13　黒　褐　色

ローム粒子・焼土粒子少量，粘土小ブロック微量，炭化物極微量

ローム粒子少量，焼土小ブロック・炭化物・粘土粒子・粘土小ブロック微量

粘土小ブロック中量，ローム粒子少量，焼土粒子微量
粘土粒子中量，ローム粒子・焼土粒子少量

粘土小ブロック中量，焼土粒子・粘土粒子少量，焼土小ブロック微量

砂粒中量，ローム小ブロック少量，焼土小ブロック・炭化粒子微量

焼土中ブロック中量，ローム粒子・炭化物・炭化粒子・砂粒少量

焼土粒子多量，炭化粒子・砂粒少量

砂粒中量，焼土小ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量

ローム粒子・焼土大ブロック・焼土粒子・炭化物・砂粒少量

砂粒中量，焼土粒子・炭化物少量

焼土粒子・炭化物・砂粒少量

0山

第144図　第98号住居跡実測図

：：・；；

0　　　　　　　　　　　　　　　1m
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覆土　調査区境界の壁面で確認した。自然堆積である。

土眉解説

1黒　褐　色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子極微量

2　黒　褐　色　ローム粒子中量，焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土中ブロック少量

3　黒　　　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子極微量

4　黒　褐　色　焼土小ブロック・焼土粒子少量

5　黒　褐　色　ローム粒子・粘土粒子少量，焼土粒子極微量

遺物　土師器片384点及び須恵器片24点が出土している。第145図1の土師器杯は北東壁コーナー寄り覆土中層

から，6の土師器高台付杯は竃手前覆土上層から，7の土師器皿は竃手前覆土下層から，8の土師器皿は竃

右袖手前覆土下層から，10の土師器嚢は竃からそれぞれ出土している。2の土師器杯及び11の土師器嚢は竃

内外出土片が，3の土師器杯は竃手前出土片がそれぞれ接合している。

所見　本跡は，出土遣物から9世紀後半の住居跡と考えられる。

二二

二　Ill　‾

第145図　第98号住居跡出土遺物実測図
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第98号住居跡出土遺物観察表

計測値（cm）

A　12．9

B　　4。0

器　形　の　特　徴

体部から目線部にかけて一部欠損。
平底。体部は内攣しながら立ち上

手　法　の　特　徴 胎＿巨色調・焼成 備　　考

ロクロ整形。内面磨き。体部外面
ナデ，下端回転へラ削り。底部外

石英・長石・雲母
鈍い黄橙色

P339　　　95％

内面黒色処理
！ ‖二＋ 6．2 Iが り，上位か ら昌縁部 は外 反する。！面 回転糸切 り後 回転 へラ削 り。 l普通 ！覆土 中層

2

杯 A 〔13．7〕 体 部か ら目線 部にか けての破片。 ロクロ整形。 内面磨 き。体 部外面 長右 ・細礫 ・スコ P 3 40　　　 6 0％
士 師　 器 B　　 3．9 平底。体 部は内攣 しなが ら立 ち上 ナデ，下端 回転へ ラ削 り。底 部外 リア 内面黒色処理

C　　 7．8 が り， 目線 部に至る。 面回転へ ラ削 り。 鈍い黄橙色

普通

覆土下層

3

土不 A 〔1 3－0〕 底部か ら目線部 にかけての破片。 ロ クロ整形。内面磨 き。体部外面 パ ミス P 34 1　　 40％
土 師　 器 B　　 3．3 平底。体部 は内攣 しなが ら立ち上 ナデ，下端回転へ ラ削 り。底部外 灰 黄褐 色 内・外面黒色処理

C 〔7．5〕 が り， 目線部 は外反 する。 面 回転 へ ラ削 年 普通 二次焼成

覆土下層

4

高 台付 杯 Å　 13．7 高台部か ら日経部 にかけての破 片。ロクロ整形 。体 部内 や外 面に強い 長石 ・細 礫 P 3 4 5　　　 85％
土 師 器 B　　 5。8 付高台。高台 は直線 的に 「ハ」 の ロクロ目が残 る。内面磨 き。体部 鈍 い黄橙色 内面黒色処 理

D　　 ＆ 4

E　 l．7

字状に開 く。体部 は浅 い角 度で外

傾 して立ち上が った後上 向 きに折

れ，中位 か ら目線部 はわず かに外

反する。

外面 ナデ。高 台部内 ・外 面ナデ。 普通 覆土 中

5

高台付杯 B （1．6） 高台部 か ら底 部にかけての破片。 ロ タロ整形。底部内面磨 き，外面 長石 P 34 6　　　 4 0％
土 師 器 D　　 9．3 高台 はわず かに外 反 しなが ら「ハ」 回転へ ラ削 り。高台部内 の外面 ナ 浅黄橙色 内面黒色処理

E　 l．3 の字状 に開 く。 デ。 普通 覆土中

6

高台付 林 B （芝 3） 高台部か ら体部下端 にかけての破 ロクロ整形。内面磨 き。外面ナデ。ス コリア P 34 7　　　 40％
士 帥　 器 0　　 7．6 片。高台 は短 く 「ハ」 の字状に開 鈍 い黄橙色 内面黒色処理

E　　 O。8 く。体部 は内攣 しなが ら立ち上が

る。

普 通 覆土上層

7

皿 A 〔13．4〕 底部か ら目線部 にか けての破片。 ロクロ整形。 内面磨 き。体 部外 面 石英 ・パ ミス P 3 42　　　 5 ％
土 師 器 B　　 a 4 底部は平底で突出気味。体 部は内 ナデ。底部外面 へラ削 り。 鈍 い黄橙色 内面黒色処理

C 〔6．8〕 攣 しなが ら立ち上が り，上位 か ら

目線 部は外 傾する。

普通 覆土下層

8

皿 A 〔1 1．2〕 底 部か ら目線 部にかけての破片。 ロクロ整形。内面磨 き。体部外面 雲母 P 34 3　　　 5 ％
士 師 器 B　　 2。2 底 部は平底 で突出気味。体部 は浅 ナデ。 鈍い褐色 内面黒 色処理

C 〔 6．0〕 い角度 で外傾 して立ち上が る。 普通 覆土下層

9

皿 B （1．5） 底部か らロ縁部 にかけての破片。 ロクロ整形。内面磨 き。体部外面 雲母 P 34 4　　　 5 ％
土 師 器 C 〔紋 2〕 底部 は平底で突 出気 味。体部は浅 ナデ。 鈍 い黄橙色 内面黒色処理

い角度で外傾 して立 ち上がる。 普 通 覆土中

10

聾 A 〔19。4〕 体 部か ら目線部にか けての破 片。 打線部 内 0外商横方 向のナデ。体 長石 ・雲母 ・細 礫 P 3 48　　 15％

竃土 師 器 B （9誹） 体 部は内攣 し，頚部か ら目線 部は

外 反する。端部は真上 につ まみ上

げ られ沈 線が巡る。

部 内 ・外面 ナデ√ ス コリア

橙色

普通

11

聾 A 〔1臥 8〕 体 部か ら日録 部にかけての破片。 ＝縁部内 ・外面横方向の ナデ∴体 石英 ・長石 ・バ ミ P 34 9　　 1 0％

竃土 師 器 B （4．9） 体部 は内攣 し，頚部か ら目線部 は

外反す る。端 部は真 上 につ まみ上

げ られ沈線が巡 る。

部内 ・外面ナデ∵ ス ・スコリア

明赤褐色

普通

12

13

嚢 A 〔13．3〕 体部か ら目線部 にかけての破片。 目線 部内 ・外 面横方向のナデ。体 長石 ・パ ミス P 35 0　　 10％
千 師 器

嚢

B （4。6）

A 〔2 1．4〕

体部 は内攣 し　 頚部 は　 は 」の字

状 に折れ る。端部 はつまみ上げ ら

れている。

日録 部片。目線部 は頚部 か ら強 く

部外 面ナデ。

酢 外面横方 向のナつ

鈍い橙色

普通

石英 ・長石 ・細 礫

覆土中

P 3 5 1　　 10％
土 師 器 B （5誹） 外 反 し，端部は斜め上方 につまみ

上 げ られている。

鈍 い橙色

普通

覆土 中

1－－1一一一一172－－－－



第99号住居跡（第141図）

位置　調査区北部，D3。3区。

重複関係　本跡は，第98号住居跡を掘り込み，第96号住居跡に掘り込まれている。

規模と平面形　東西軸長3・10m。南北軸長は2．90mまで測れるが，調査区外へ延びているため全長は確認でき

ない。東コーナー及び北西コーナーはほぼ直角である。

主軸方向　N－8401E

壁　壁高は約7cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，比較的踏み固めは弱い。

竃　東壁を幅30cm，奥行40cmほど掘り込んで付設されている。袖部は砂質粘土で構築され，補強材として袖部

内や端部に凝灰岩片が使用されている。火床部はわずかに掘りくぼめられ，焼土の堆積は比較的薄く，煙道

部に向かって約45度の角度で立ち上がる。煙道部は削平されており不明である。

寵土層解説

1黒　褐　色　ローム小ブロック・焼土小ブロック・炭化粒子少量

2　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

3　黒　褐　色　ローム粒子・壌土小ブロック・炭化粒子少量

4　黒　　　色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量

5　黒　　　色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

6　黒　褐　色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量

覆土　調査区境界壁面で観察した。3層から成る自然堆積である。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

2　黒　　　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

3　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子微量

遺物　土師器片138点及び須恵器片9点が出土している。第146図1の土師器杯は竃右袖部から，2，3及び6

の高台付杯は中央付近床面から，4の高台付杯は北壁際床面からそれぞれ出土している。

所見　本跡は，出土遺物から10世紀前半の住居跡と考えられる。

一／／
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第99号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色訴巨 焼成 備　　 考

第14 6図 杯 A　 は3．6〕 底 部から目線部 にかけての破片。 ロクロ整形。体 部内面ナデ。底部 石 英 ・長石 e パ ミ P 35 2　　　 50％
1 土 師 器

l

B　　 2．9 平底。体部 は比較 的浅い角度 でわ 回転糸切 り。 ス 二次焼成
C　　 6．4

l

ず かに内攣 しなが ら立ち上が り，

目線部 に至 る。

鈍 い黄橙色

普通

竃

2

高 台付杯 A 〔15．4〕 高台部か ら目線部 にかけての破片。ロク ロ整形。内 ・外面 ナデ。 スコリア P 3 55　　　 4 0％
士 師 器 B （5言） 付高台。高台は 「ハ」 の字状 に開 鈍い黄橙色 二次焼成

D 〔6言〕

E　　 O．ヰ

く。体 部は内攣 しなが ら立ち上が

り，中位 か ら日録部 は外傾 する。
普通 床面

3

高台付埠 A　 1 5．4 高台部か ら目線 部にか けての破 片。ロクロ整 形。内面磨 き。体部外面 長石 ・砂粒 ・ス コ P 35 3　　　 80％
士 師 器 B　　 5．9 付 高台。 高台は低 くて短 く， 「ハ」 下端 回転 へラ削 り。 リア 内面黒色処理

C　　 6．3 の字状 に開 く。体 部は内攣 しなが 鈍 い黄橙色 二次焼成
D　　 O．9 ら立 ち上が り， 打線 部に至 る。 普通 床 面

4

高 台付杯 A 〔15．4〕 高台部か ら日録部 にかけての破片。 ロクロ整形。 内面 ナデ。体 部外 面 石英 ・長石 。パ ミ P 3 54　　　 4 5％
土 師 器 B （5．0） 付高台。高台 は低 くて短 く，「ハ」 下端回転へ ラ削 り。 ス 二次焼成

D （5．8）

E （0．9）

の字状に開 く。体部 は内攣 しなが

ら立ち上が り，目線 部は外反す る。
鈍い黄橙色

普通

床面

5

高台付埠 Å　 白3．6〕 底 部か ら目線 部 にか けての破 片。 ロクロ整形。内 0 外面ナデ。底部 石英 0 長石 。パ ミ P 35 6　　　 30％
土 師 器 B （4．6） 高台部欠損 。体部は内攣 しなが ら 外面 に 「＊」紋様 。 ス 二次焼成

立 ち上 が り，日録 部は外反す る。 橙 色　　　　 普通 覆土中

6

高台付林 B （3。7） 高 台部か ら底 部 にかけ ての破 片。 ロクロ整形。体部 内 e外 面ナデ。 長石 0パ ミス P 35 7　　　 30％
土 師 器 D　　 8。2 付高台。高台は高 くて長 く，外反 し 高台部外面 に強 いロクロ 昌が残る。鈍 い橙色 二次焼 成

E　 l．8 なが ら大 き く開 き，端部 は広 が る。 普通 床 面

7

皿 A 〔23．2〕 底部か らロ緑部 にかけての破 片。 ロク ロ整形。内面磨 き。底部外面 雲母 ・スコ リア P 3 58　　　 5 ％
士 師 器　 B　 l．3

C 〔2 1．9〕

平底。体部 は外 傾 して立 ち上 が り，

目線部に至 る。

ナデ。 鈍い赤褐色

普通

覆土 中

第臓考健腰静　第摘図）

位置　調査区中央部，り3g4区。

重複関係　本跡楓つ酎爛←A号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　南北軸長5も30mタ　東西軸長4。40mの長方形である。

主軸方向　N－12201一一一一E

壁　壁高は8～20cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，竃手前から中央部付近が特に硬く踏み固められている。

電　北壁中央部を幅はOcm9奥行50cmほど掘り込んで付設されている。袖部は砂質粘土で構築されている。火

床部は平坦で，煙道部に向かって70度の角度で立ち上がる。煙道部は削平されていて不明である。

竃土層解説

・1鈍い赤褐色　焼十粒子中軋　ローム粒子・焼土中ブロック・炭化粒子少量，炭化材微量

2　鈍い赤褐色　焼土粒子中鼠　口如ム粒子の焼土小ブロック。炭化粒子少量，焼土太ブロック微量

3　赤　褐　色　焼土粒子多鼠焼土小ブロックの炭化粒子中量，ローム凝子・焼土中ブロック少量
4　黒　褐　色　焼土粒子多量，炭化粒子中量，焼土小ブロック少量

5　暗　褐　色　焼土小ブロックe粘土小ブロック中量，焼土粒子0炭化粒子少量

（う　黒　褐　色　焼土粒子少鼠　焼土中プロ、ソク・尉ヒ粒子・精工小ブロック微量

7　黒　褐　色　炭化粒子中鼠　焼土粒子少量，ローム粒子さ焼土中ブロック微量

8　極暗赤褐色　焼土粒子e炭化粒子少鼠焼土小ブロック・粘土小ブロック微量
9　赤　褐　色

10　暗赤褐色
11極暗褐色

12　黒　褐　色

13　暗赤褐色

14　黒　褐　色

15　暗赤褐色

16　黒　褐　色

焼土粒子多量，

焼土粒子中量，

焼土粒子中量，

焼土粒子中量，

焼土粒子多量，

炭化粒子中量，

焼土粒子中量，

焼土粒子少量，

ローム粒千・歳化粒子少鼠　焼上中ブロック微量
ローム粒千・炭化粒子少量

ローム粒子・炭化粒千少量、ローム小ブロック微量

ローム粒子・炭化粒子少量，焼士小ブロック・粘土小ブロック微量
焼土小ブロック中量，炭化粒子少量

ローム粒子。焼土粒子少量

焼土中ブロック・炭化粒子少鼠　ローム粒子微量

炭化材・炭化粒子微量

17　黒　褐　色　焼士粒子・炭化粒子少鼠　ローム粒子・焼上中ブロック微量

18　黒　褐　色　ローム粒子さ焼士粒子少量，炭化粒子微量

19　暗赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子0炭化粒子少量，焼土小ブロック微量
20　褐　灰　色　焼土粒子中量，炭化材・炭化粒子少量
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第147図　第100号住居跡実測図

覆土　残っていた覆土は薄く，3層から成る。

土眉解説

1黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

2　黒　褐　色　焼土粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量

3　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片1488点，須恵器片42点，弥生土器片8点及び石製支脚1点が出土している。第148図1，3及

び6の土師器杯は南壁寄り床面から，2，5，9の土師器杯及び20の土師器嚢は東壁際覆土中層か

ら，4，7，10の土師器杯，13の土師器皿及び19，21の土師器嚢は中央付近覆土下層あるいは床面から，11

の土師器杯及び18の土師器要は竃付近覆土下層から，12の土師器皿は竃手前床面から出土している。14の土

師器皿及び17の土師器嚢は中央付近の数片が接合している。

所見　本跡は，出土遺物から9世紀後半の住居跡と考えられる。
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第148図　第100号住居跡出土遺物実測図（り
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第149図　第100号住居跡出土遺物実測図（2）

第100号住居跡出土遺物観察表

l二二二∴ 10cm

トl一一　一十－一一一　i

図版番号 器　種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第148図 杯 A　13．3 平底。体部は内暫しながら立ち上 ロクロ整形。内面磨き。体部外面 長石・雲母・細礫 P360　　 100％

1 土師器 B　　4．2 がり，中位から口緑部は外傾する。ナデ。休部下端から底部外面回転 スコリア 内面黒色処理

C　　6．0 ヘラ削り。 鈍い橙色

普通

墨書『□寺』か

床面

2

珂こ A 〔13．6〕底部から口緑部にかけての破片。 ロクロ整形。内面磨き。体部外面 細礫・パミス． P361　　 90％
土師器 B　　3．8 平底。休部はわずかに内攣しなが ナデ。底部外面回転へラ削り後ナ 鈍い黄橙色 内面黒色処理

C　　6．4 ら立ち上がり，口緑部は外傾する。デ。 普通 覆土中層

3

杯 A　13．6 底部から口線部にかけて一部欠損。ロクロ整形。内面磨き。体部から 長石・スコリア P362　　　 85％
土師器 B　　4．1 平底。休部は内攣しながら立ち上 底部外面ナデ。 鈍い黄橙色 内面黒色処理

C　　6．6 がり，口緑部に至る。 普通 床面

4

珂こ A 〔12．6〕底部から口綾部にかけての破片。 ロタロ整形。内面磨き。休部外面 長石・スコリア P363　　　 45％
土師器 B　　4．0 体部は内暫しながら立ち上がり， ナデ。休部外面下端から底部外面 鈍い橙色 内面黒色処理

C　　6．5 中位から口緑部は外傾する。 回転へラ削り後ナデ。 普通 覆土下層

5

杯 A 〔14．8〕休部片。休部は内暫しながら立ち ロクロ整形。内面磨き。休部外面 長石・スコリア P367　　 15％
土師器 B （4．1）上がり，わずかに肥厚する口縁部 下位回転へラ削り。 淡黄色 内面黒色処理

に至る。 普通 覆土中層

6

杯 A 〔13．2〕底部から口緑部にかけての破片。 ロタロ整形。内面磨き。体部中位 長石・雲母・スコ P365　　　 40％
土師器 B　　4．6 平底。体部は内攣しながら立ち上 から下位及び底部外面回転へラ削 リア 内面男色処理

C　　7．4 がり，口緑部は外傾する。 り。 鈍い橙色　　 普通 床面

7

巧こ A 〔13．6〕底部からロ緑部にかけての破片。 ロクロ整形。内面磨き。体部中位 雲母・スコリア P366　　　 30％
土師器 B　　4．4 平底。体部は内暫しながら立ち上 外面から底部外面回転へラ削り。 鈍い橙色 内面黒色処理
C 〔6．4〕がり，口緑部は外傾する。 普通 体部外面墨書

覆土下層

8

土不 A 〔13．4〕底部から口緑部にかけての破片。 ロクロ整形。内面磨き。休部外面 石英・長石・スコ P364　　　 40％
土師器 B　　5．8 平底。体部は内暫しながら立ち上 に強いロクロ昌が残る。体部外面 リア 内面黒色処理
C 〔6．7〕がり，口綾部に至る。比較的器高

が高い。

下端から底部外面回転へラ削り。 橙色

普通

覆土中

9

杯 A 〔13．2〕底部から口緑部にかけての破片。 ロクロ整形。内面磨き。休部外面 長石・繍礫 P368　　 10％
土師器 B　　3．4 平底。体部は内暫しながら立ち上 下端回転へラ削り後ナデ。 鈍い黄橙色 内面黒色処理

C 〔6．6〕がり，口緑部はわずかに外反する。 普通 二次焼成

覆土中層

10

珂こ A 〔15．2〕底部から口綾部にかけての破片。 ロクロ整形。内面磨き。休部外面 スコリア P369　　 10％
土師器 B　　2．7 平底。体部は浅い角度で内攣しな 下端回転へラ削り後ナデ。 鈍い黄橙色 内面黒色処理

C （8．4）がら立ち上がり，口緑部に至る。 普通 覆土下層

11

高台付杯 A 〔13．0〕高台部から口緑部にかけての破片。ロクロ整形。内面磨き。底部外面 長石・パミス P370　　　 45％
土師器 B　　4．6 付高台。高台は外反しながら「ハ」回転へラ削り。 橙色 内面黒色処理
D 〔8．0〕

E　 l．5

の字状に開き，端部は広がる。体部

は浅い角度で外傾して立ち上がり，

中位から外反して口緑部に至る。

普通 二次焼成

覆土下層

－177－



図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 彬　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 士 ・色 調 ・焼成 備　　 考

第148図 皿 Å 〔1軋0〕 目線部一部欠損。平底。体 部は外 ロクロ整形。 内面磨 き。体部外面 長石 ・細 礫 P 37 1　　 95％

12 土 師 器 B　　 2．0 傾 して立 ち上が り，不 明瞭な稜 を ナデ。底部外商 回転 へラ削 り後ナ 鈍 い橙色 内面黒色処 理

C　　 6．2 経て，白線部は 内攣 して上 向 く。 デ。 普通 二次焼成　 床 面

13

皿 A 〔12。2〕 底 部か ら＝縁部 にか けての破片√ ロタロ整形。 石英 ・バ ミス ・ス P 372　　　 20％
士 師 器 B　　 2。3 底 部は平底で突出気味。体部 は外 コリア 内面黒色 処理

C　　 5．2 傾 して立 ち上が り， 目線部 は外 に

開 く。

橙色

普通

覆土下層

14

皿 A 〔11。4〕 底部か ら目線 部にかけての破片。 ロクロ整形 。内面磨 き。体部外面 パ ミス ・紙礫 P 37 3　　 10％
土 師 器 B （2膏） 平底。体部 はわずかに内攣 しなが ナデ。底 部 と体部 との境 に洗練が 鈍 い黄橙色 内面黒色処理

C 〔4。4〕 ら立 ち上が り，日綾 部に至る。 巡 る。 普通 覆土中層

15

皿 B （14 ） 底部か ら体部 にかけての破 片。体 ロクロ整形。 内面磨 き。体部外面 バ ミス ・スコ リア P 37 5　　 10％
土 師 器 C 〔8．0〕 部は薄 く外傾 して立 ち上 がる ナ デ∴ 黒褐色

普通

内・外面黒色処理

穫土 中

ヱ6

将

士 師 器

B （3．7） 体 部片。体部 は内攣す る。 体部外南へ ラ削 り後 ナデ。 右 英 ・長石

鈍い黄橙色

普通

P 376　　 15％

覆土 中

17

登 A 〔挽 9〕 体部 か らロ嫁 部にか けての破片。 目線 部内 ・外面横方向の ナデご体 石英 ・長右 ・ス コ ㌘377　　　 30％
士 師 器 B （24。4） 体部 は内攣 し，頚部 は 「く」の字

状 に折 れる。 目線 部は外傾する。

端部 はつ まみ上 げ られている。

部外 面縦方向のヘ ラ削 ；主 リア

橙 色

普通

将土中層

18

登 A　 m ．0 体部か ら目線部 にかけての破 片。 ‖縁部 内 ・外 面横方向のナデ∵体 右 英 ・長有 ・バ ミ P 378　　　 25％
士 帥 器 B （10．5） 体部は内増 し，頭 部か ら‖縁 部は

緩やかに外反す る。端 部は上方 に

つ まみ上げ られ ている。

部外而縦方 向のヘラ削 i「 ス　0 スコ リア

明褐色

普通

覆土 下層

19

嚢 A 〔1駄9〕 体 部か ら目線 部 にか けての破片。 ＝縁部内 ・外面横方 向のナデ√体 長石 ・細礫 P 379　　　 20％
士 帥 器 B （10。3） 休 部は内攣 し，頭部 は 「く」の字

状 に折 れる。目線部 は外傾す る。

端部 はつまみ上げ られてい る∴

部外而縦 方向のヘ ラ削 ；「 鈍い褐色

普通

覆土下層

l
要　 一A　「18　91

エふ　＼JL）‥．ムJノl
体部か ら目線 部にかけての破片。 －日緑部 内 ・外面横方向の ナデ∴　　 －長石∴ 雲母 ナ細礫 －P 38 0　　 10％聾 A　「18　91

エ　ふ　　　＼JL）‥．ムJノ
体部か ら目線 部にかけての破片。 日緑部 内 ・外面横方向の ナデ∴ 長石∴ 雲母 ナ細礫 P 38 0　　 10％

20
土 師 器 B （5．5） 体部 は内暫 し，頚 部か ら打線部は ス コリア 覆土中層

緩やか に外反す る。端部は上方に 明赤褐 色

つ まみ上 げられている。 普 通

21

嚢 A 〔19．6〕 目線部片∴　‖縁部 は外傾 し，端部 ＝縁部内 ・外面 ナデ∴ 長石 ・砂粒 もス コ P 38 1　　 5 ％
土 師 器 B （2．5） ほ沈線が巡 る。 リア

橙色　　　　 普通

穫土下 層

第149図 ーニ土ご寛 B （19誹）－ 底 部か ら頚部にか けての破片。体 体 部外面粕付着，内面 ナデ。 長石 P 383　　　 60％

22 須 恵 器 D 〔14．7〕

E　 l誹

部はわずかに内攣 しなが ら立 ち上

が り，肩部で内攣 し，頚部 に至 る。

灰色

（粕）オリーブ黒色

普通

覆土 中

図版番号 器　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値 ！石 材

出士 地点 備　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cn ）

厚さ（cm）巨 L径（cm）
重量（g）

第149図23 支　　 脚 （12．3） （8。0） （6e9） ！ i （420・5） 凝 灰 岩 覆　 土　 中 Q 29

図版番号 器　 種
計　　　　 測　　　　 値

出士 地点 備　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cn） 厚 拍 m） 重射 の 材　　 質

第149図24 刀　　 子 （3。0） （162） （083） 巨 583） 鉄 覆　土　下　層 M l（i

25 鎌 （8 01日 （440） （批4） 巨鯨 5）
鉄 韓　 土　 中 M 15
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第101号住居跡（第150図）

位置　調査区北部，C2h9区。

規模と平面形　南北軸長2．35m，東西軸長3．43mの長方形である。

主軸方向　N－60－E

壁　壁高は4～15cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，南壁下から竃前にかけて特に踏み固められている。

竃　北壁中央部を幅70cm，奥行55cmほど掘り込んで付設されている。袖部は砂質粘土で構築され，補強材とし

て土器片が利用されている。火床部は15cm掘り下げられ，火床面及び袖部内面は赤変硬化してブロック状の

焼土が比較的厚く堆積している。

寵土層解説

1灰　褐　色　ローム粒子中量，焼土粒子微量

2　鈍い赤褐色　ローム粒子・粘土粒子多量，焼土小ブロック少量，炭化粒子微量

3　暗赤褐色　ローム中ブロック・ローム粒子・焼土小ブロック・炭化物少量

4　時赤褐色　ローム中ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・焼土粒子中量，焼土大ブロック・炭化物少量

5　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土小ブロック少量，炭化粒子微量
6　暗赤褐色　ローム中ブロック・ローム粒子・焼土小ブロック少量

7　鈍い赤褐色

8　暗赤褐色
9　黒　褐　色

10　黒　褐　色

11暗　褐　色

12　黒　褐　色

粘土粒子中量，ローム粒子・壌土粒子・炭化粒子少量

ローム粒子・焼土小ブロック・炭化粒子少量

焼土小ブロック・炭化粒子少量，ローム粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・粘土小ブロック中量，炭化粒子・砂粒少量

ローム粒子・焼土粒子・粘土小ブロック中量，ローム小ブロック・焼土小ブロック・砂粒少量
ローム粒子・焼土粒子中量，ローム小ブロック・焼土小ブロック・粘土粒子・砂粒少量

13　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・砂粒中量，焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子微量

覆土　残っていた覆土は薄く，3層から成る。

土層解説

1黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量
2　黒　　　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

3　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

遺物　覆土中から，土師器片20点及び須恵器片1点が出土している。いずれも細片で，嚢の体部片がほとんど

（勘

－179－

第150図　第101号住居跡実測図



である。

所農　本跡はタ　出土遺物から奈良e平安時代の住居跡と考えられる。

第柑考健屠跡（第蟻図）

侵置　調査区北部，C2hO区。

規模藍平面形・南北車由長3．15mタ　東西軸長3。43mの方形である。

主軸方向　N－50－－E

壁　壁高は　～ほCnで　外傾して立ち上がる。

床　平坦で，主軸線上を南壁下から竃前にかけて幅60cmほどの帯状に硬化商が広がっている。

聴　北壁中央部を幅8cm　奥行紬mほど掘　込んで付設されている。わずかに確認できる磯部は黒褐色士と砂

質粘土で構築されていて脆弱である。火床部は平坦で，火床面の赤変硬佃ま比較闘弓く，煙道部に向かって

緩やかに立ち上がる。煙道部は削平されており不明である。

仁　ジ：さて、′

第臓図　第臓号健贋跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

』　　　走

0　　　　　　　　　　　　　　　　1m

芦　＿　　　　　　一　　　　二　＿　　く

1－1801－一



電土眉解説

1黒　褐　色　ローム小ブロック・粘土粒子中量，ローム中ブロック・焼土′トブロック少量，炭化粒子微量
2　黒　褐　色　ローム小ブロック・焼土粒子・粘土粒子少量，炭化粒子微量

3　黒　褐　色　焼土小ブロック中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子・粘土粒子微量
4　黒　褐　色　粘土粒子少量，焼土粒子微量

5　黒　褐　色　炭化粒子中量，粘土粒子・砂粒少量

6　暗赤褐色　焼土大ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子少量

7　暗赤灰色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・炭化粒子・粘土粒子少量

8　暗赤褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土大ブロック・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・粘土粒子少量
9　明　褐　色　焼土粒子多量，焼土小ブロック少量

覆土　残っていた覆土は薄く，5層から成る。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子・炭化物・炭化粒子・焼土粒子少量

2　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

3　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
4　黒　　　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

5　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量

遺物　土師器片208点，須恵器片17点及び弥生土器片8点が出土している。第152図1の土師器杯は北東コーナー

寄り覆土下層から，3の土師器皿は竃右袖内側から，4の土師器嚢は竃袖部上面から出土している。5は口

緑部が「S」字状の台付要片で，流れ込みである。

所見　本跡は，出土遺物から9世紀後半の住居跡と考えられる。

第152図　第102号住居跡出土遺物実測図

第102号住居跡出土遺物観察表

《

図 版 番 号 器　 種 計 測 値 （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　 考

第 1 5 2 図 杯 A 〔1 5．2〕 底 部 か ら 口 縁 部 に か け て の 破 片 。 ロ ク ロ 整 形 。 内 面 磨 き 。 休 部 外 面 長 石 ・ス コ リ ア P 3 8 4　　　 4 0 ％

1 土 師 器 B　　 5．1 平 底 。 体 部 は 内 暫 し な が ら 立 ち 上 下 端 及 び 底 部 外 面 回 転 へ ラ 削 り。 鈍 い 黄 橙 色 内 面 黒 色 処 理

C　　 6．6 が り ， 上 位 か ら 口 綾 部 は 外 傾 す る 。 普 通 覆 土 下 層

2

高 台 付 杯 A 〔1 2 ．0 〕 高 台 部 か ら 口 緑 部 に か け て の 破 片 。 ロ ク ロ 整 形 。 内 ・外 面 ナ デ 。 パ ミ ス P 3 8 5　　　 5 ％

土 師 器 B　　 2 ．6 付 高 台 。高 台 は 短 く ，直 線 的 に 「ハ 」 鈍 い 橙 色 内 面 黒 色 処 理

D　 〔6 ．6 〕

E　　 O ．9

の 字 状 に 開 く 。 休 部 は 内 攣 し な が

ら 立 ち 上 が り ， 口 緑 部 に 至 る ．

普 通 覆 土 中

3

皿 A　 1 3 ．0 体 部 か ら 口 縁 部 に か け て 一 部 欠 損 。 ロ ク ロ 整 形 。 内 面 磨 き 。 休 部 外 面 ス コ リ ア P 3 8 6　　　 9 5％

土 師 器 B　 l ．8 底 部 と 体 部 の 境 に 沈 線 が 巡 る 。 体 下 端 回 転 へ ラ 削 り後 ナ デ 。 底 部 静 鈍 い 黄 橙 色 内 面 黒 色 処 理

E　　 6 ．4 部 は わ ず か に 内 攣 し な が ら 浅 い 角

度 で 立 ち 上 が り， 口 緑 部 は 外 反 す

る 。

止 糸 切 り 後 へ ラ 削 り。 普 通 竃

－181－



図版番号 器　 種 計測値（Ⅷ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

4

要 A 〔19．4〕 体 部か ら口綾部にか けての破片。 口緑部内 ・外面横方向のナデ。体 石英 ・長石 ・細礫 P 38 7　　 15％

土 師 器 B （10．2） 休部 は内轡 しなが ら立 ち上が り，

頚部 は 「く」の字状 に折れ る。 口

縁端部 はつ まみ上げ られている。

部外面へ ラ削 り，内面ナデ。 橙色

普通

竃

5

台 付 嚢 A 〔16．6〕 休部上端 か ら口縁 部にか けての破 口緑部上位丁寧なナデ，下位外面 パ ミス ・ス コリア P 38 8　　　 5 ％

土 師 器 B （3．4） 片。 口緑 部は 「S 」字状である。 雑 なヘラ調整。休部外面には刷毛

目が密に施 されている。

鈍い橙色

普通

覆土中

第104号住居跡（第153図）

位置　調査区，C2i9区。

重複関係　本跡は，第9号溝に掘り込まれている。

規模と平面形　東西軸長3．35m。南北軸長は2．90mまで測れるが，重複のため全長は確認できない。南東コー

ナー及び南西コーナーはほぼ直角である。

主軸方向　N－50－W

壁　壁高は6～12cmで，外傾して立ち上がる。

壁溝　東壁下，南壁下の東半分及び西壁下の南半分で確認され，上幅10cm，下幅5cm，深さ10cmほどで，断面

は「U」字形（部分的に「Ⅴ」字形）である。

床　平坦で，踏み固めは弱い。

竃　北壁中央部に付設されているが，第9号溝との重複により袖部を残し失われている。袖部は黒褐色土と砂，

礫及び褐色粘土を材料にして構築されている。火床部はわずかに掘り込まれて，火床面には焼土が薄く堆積

している。煙道部は第9号溝に掘り込まれている。

第153匹l　第104号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　2m O 1m

1　　＿＿＿＿」　　　」　　　　　l　　　；　　　！
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寵土層解説

1　暗赤褐色　ローム小ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　暗赤褐色　ローム中ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

3　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子少量，ローム大ブロック微量

4　黒　褐　色　ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

5　黒　褐　色　ローム粒子・炭化物少量，焼土粒子微量

覆土　残っていた覆土は薄く，2層から成る。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子・焼土小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量

遺物　土師器片76点，須恵器片10点及び弥生土器片7点が出土している。第154図1は流れ込みである。

所見　本跡は，出土遺物から奈良・平安時代の住居跡と考えられる。

第154図　第104号住居跡出土遺物実測図

第104号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

l　一　一一1－一一一ト　‥…一一」

図版番号器　種計測値（Ⅷ） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第154図台付璧A〔15．8〕体部から口緑部にかけての破片。口緑部内・外面横方向のナデ。体石英・長石・細礫P389　　10％

1 土師器B（6．4）体部は内暫し，頸部は「く」の字部外面には刷毛目が密に施されてスコリア 覆土中

状に折れる。口緑部は「S」字状

である。

いる。 灰黄色

普通

第105号住居跡（第89図）

位置　調査区北部，Bl。0区。

重複関係　本跡は，第52号住居跡及び第39号土坑に掘り込まれている。

規模と平面形　南北軸長5．70m，東西軸長5．50m。束コーナーはほぼ直角である。

主軸方向　N－150－E

壁　壁高は10～12C皿で，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，踏み固めは弱い。

竃　北壁に付設されているが，第52号住居跡に左袖を掘り込まれている。右袖部は砂質粘土で構築され，補強

材として凝灰岩が利用されている。火床部はわずかに掘り込まれ，火床面は赤変硬化してブロック状の焼土

が薄く堆積している。

寵土層解説

1　暗赤褐色　ローム粒子・焼土大ブロック・焼土粒子・炭
化粒子少量

2　鈍い赤褐色　ローム粒子・焼土小ブロック・炭化粒子・粘
土粒子少量

3　鈍い赤褐色　ローム粒子・焼土小ブロック・炭化粒子少量

4　鈍い褐色　粘土粒子多量，ローム粒子少量

5　鈍い褐色　ローム粒子・粘土粒子中量

ー183－

6　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量

7　明　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・粘土粒

子少量

8　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・粘土粒子少

量，焼土粒子・炭化粒子微量



尊堂12層から成る。（6～17が本跡のものである。）

土層解説

6　黒　褐　色

7　黒　褐　色

8　褐　　　色

9　黒　褐　色

10　黒　褐　色

11黒　褐　色

12　黒　褐　色

13　褐　　　色

14　暗　褐　色

15　黒　褐　色

16　黒　褐　色

17　褐　　　色

ローム小プロ・ソク・ローム粒J’一・焼士粒千・歳化粒千少量

ローム粒子・焼土粒Jナー・炭化粒子少量

ローム粒子中鼠　ローム小プロ、ソク・焼十粒子少量，尉ヒ粒子微量

ローム小プロ、ソク・ローム粒千・焼十粒子・炭化粒千少量

ローム粒子0焼土粒子e炭化粒子少量

ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

ローム小プロ、ソク・ローム粒子‥廃土粒子・炭化粒子少量

ローム粒子「巨星，ローム小プロ、ソク少量．焼士粒子・尉ヒ粒子微量

ローム粒子・ローム小ブロック少鼠　焼士粒子・尉ヒ粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒千・焼＝粒千・歳化粒千少量

ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒千微量

ローム粒子【二巨量．焼士粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片56息須恵器片9息　弥生土器片5点及び砥石1点が出土している。第ま55図2は竃手前床面

から，5の砥石は出入r二羽寸近床面から出土している。

所農　本跡は，出土遺物から古墳時代後期の住居跡と考えられる。

了∴…

第帽図　第臓号健腰跡出藍遺物実測図

第温05号住居跡出土遺物観察表
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0　　　　　　　　　　　　　　10cm

」　　　　　二二二∃

図版番号 器　種 計測値（cm） 器　 形　 の　特　 徴 手　法　 の　特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第155図 杯 A 〔1仇0〕体部から目線部にかけての破片。 口縁部内・外面及び体部内・外面 パミス。スコリア P390　　　 5％
1 土師器 B （2．3）体部は内攣しながら立ち上がり，

明瞭な稜を経て，目線部は真上に

伸びる。

ナデ。 橙色

普通

床面

2

高　　 塚 B （6。5）脚部片。脚部は外反しながら「ハ」ロクロ整形。脚部内面には強いロ 石英・長石 P393　　　50％
須恵器 D　　9．6

E　　5．8

の字状に開く。裾部は広がる。 クロ目が残る。脚部外面ナデ。 灰色

普通

床面

3

蓋 B（2言）天井部片。天井部には宝珠状のつ ロクロ整形。内・外面ナデ。 石英 P391　　 20％
須恵器 F　　2．2

G　　8．0

まみが付く。天井部は目線部に向

かってなだらかに下降する。
橙色

普通

覆土中

4

蓋 A 〔16．0〕天井部下位から目線部にかけての ロクロ整形。内か外面ナデ。 パミス・スコリア P392　　　 5％
須恵器 B （1。3）破片。天井部はなだらかに下降し，

日録端部は下方につまみ出されて

いる。

浅黄橙色

普通

覆土中

図版番号 器　種
計　　　　　　 測　　　　　　 値 ト 材

出土地点 備　　　　　　　　　 考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）孔径（cm）重量（g）

第155図5 砥　　石 （12．2） （4．9） （2。1） － （160．1）泥　　岩床　　　　 面 Q30
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第柑考住居跡（第121図）

位置　調査区北部，C2go区。

重複関係　本跡は，第78号住居跡に掘り込まれている。

規模と平面形　床面及び黒色士の広がりから南北軸長3。12m，東西軸長3．05mの方形と推定される。

主軸方向　〔N－110－E〕

璧　耕作による削平のため，壁はほとんど残っていない。

床　平坦で，北西コーナー部に硬化面が確認できる。南西コーナー寄り床面からは第91号住居跡から出土した

ものと同質の，わずかに灰色がかった黄色の粘土塊が出土している。

ピット　確認されていない。

電　耕作による削平と重複のため確認できない。

覆土　残っていた覆土は浅く，3層から成る。

土層解説（3～5が本跡のものである）

1　褐　　　色　ローム粒子中量

2　黒　褐　色　ローム粒子少量
3　黒　褐　色　ローム粒子微量

遣物　出土していない。

所凰　本跡は，遺物が出土していないことから時期は不明である。

第柑考住贋跡（第156囲）

位置　調査区中央部，E3g9区。

重複関係　本跡は，第44号住居跡及び第45号住居跡に掘り込まれている。

規模と平面形　確認面に部分的に床の硬化面と方形の黒い広がりが確認できる。南北軸長7言5m，東西軸長7．00

mはどの方形と推定される。

童軸方向　〔N…00〕

壁　耕作による削平のため残っていない。

床　部分的に硬化面の広がりが確認できる。

電　削平されているため確認できなかった。

覆土　覆土がほとんど残っていないため，堆積状況は確認できなかった。

遺物　出土していない。

所見　本跡は，遺物が出土していないため時期は不明である。
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第柑図　第柑号住居跡実測図
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第柑9－風考住居跡（第157図）

位置　調査区中央部，D3g3区。

重複関係　本跡は，第109－B号住居跡と重複する。

規模と平面形　南北軸長4．20m。東西軸長は4．08mまで測れるが，全長は確認できない。北東及び南東コー

ナーは直角である。

主軸方向　N－30－W

壁　壁高は42～45cmで，外傾して立ち上がる。

床　黒色土の平坦な床で，壁際を除き硬く踏み固められている。

竃　北壁を幅100cm，奥行60cmほど掘り込んで付設されている。袖部は砂質粘土で構築している。火床部は約

10cm掘り下げられ，火床面には赤変硬化した焼土が薄く堆積し，煙道部に向かって緩やかに立ち上がる。煙

道端部には煙出しの穴が確認できる。

竃土層解説

1明　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子中量，焼土中ブロック・粘土中ブロック少量

2　暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック微量，焼土中ブロック・炭化粒子極微量

3　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子微量，炭化物・粘土小ブロック極微量

4　黒　褐　色　ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼土粒子少量，ローム粒子・炭化物微量，粘土小ブロック極微量

5　黄　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中量，焼土粒子微量

－186－



第157図　第109－A・B・C号住居跡実測図

ー187－
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二二三了≡

第158図　第109－A号住居跡出土遺物実測図（り
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第759図　第柑9　A号住居跡出土遺物実測図2－

10cm



6　暗赤灰色　ローム粒子少量，焼士粒子・炭化粒子微量

7　暗赤灰色　ローム粒子少量，ローム大ブロック・焼土中ブロック・炭化物微意

8　暗赤褐色　ローム小ブロック多量，焼土粒子・炭化粒子少量
9　暗赤褐色　ローム粒子中量，ローム太ブロック少量，焼土粒子。炭化粒子微量

10　黒　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子e焼土中ブロックe炭化粒子少量

積立　4層から成る自然堆積と思われる。（7～10が本跡のものである。）

土層解説

7　黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム太ブロック・焼士粒子・炭化粒子微量

8　灰　褐　色　ローム粒子中量，ローム中ブロック0焼土太ブロック・炭化粒子・KP太ブロック少量
9　黒　褐　色　ローム小ブロック・焼土中ブロック・焼士小ブロック・炭化粒子少量

10　黒　褐　色　焼土小ブロック少量

遺物　土師器片1175点，須恵器片72点及び弥生土器片27点が出土している。第158図4の高台付埠は南東コー

ナー床面から，5の土師器皿は竃手前覆土下層から，9の土師器盤は竃右袖外側覆土下層から，11の土師器

嚢は東壁下床面から，第159図15，16の土師器嚢は竃から出土している。第158図10の土師器嚢は竃内外の数

片が，12の土師器賓は南壁際の2片が接合している。

所見　本跡は，出土遺物から9世紀後半の住居跡と考えられるp

第109－A号住居跡出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第15 8図 杯 A 〔12。9〕 底部か ら目線部 にか けての破片。 ロクロ整形 。内面磨 き。体部外面 長石 ・ス コリア P 39 4　　　 45％

1 士 師 器 B　　 4．6 平底。体部 は内攣 しなが ら立 ち上 下半 か ら底 部外 面回転へ ラ削 り。 鈍い黄橙色 内面黒色処理

C 〔3．2〕 が り， 中位か ら目線部 は外傾す る。 普通 覆土中

2

杯 A 〔12．8〕 底部か ら目線部 にか けての破片。 ロクロ整形 。内面磨 き。体 部外 面 長石 ・パ ミス P 39 5　　　 25％

土 師 器 B　　 3．7 平底。体部 は内攣 しなが ら立 ち上 下半か ら底 部外面 回転 へ ラ削 り。 鈍い橙色 内面黒色処理

C　　 6．0 が り，口縁部はわずか に外反す る。 普通 覆土中

3

林 A 〔10．5〕 底部か ら日録部 にかけての破片。 ロクロ整形。 内面磨 き。体 部外 面 長石 サバ ミス ・ス P 39 6　　　 25％

土 師 器 B　　 3．5 平底。体部は内攣 しなが ら立 ち上 下半か ら底 部外面 回転 へラ削 り。 コ リア 内面黒色処理

C 〔6．0〕 が り，器肉 を薄 くしなが ら口緑部

に至る。

灰 黄褐色

普通

覆土中

4

高台付杯 B （3言） 高台部か ら体部にかけての破片。 ロクロ整形。 内面磨 き。体 部外 面，長石 ・スコ リア P 4 0 1　　 60％

土 師 器 D 〔9．5〕 付 高台。高台は直線的に 「ハ」の 底部及 び高台部 内 ・外面 ナデ。 鈍 い黄橙色 内面黒色処理

E　　 5．6 字状 に開 く。体部は外傾 して立 ち

上がる。

普 通 床 面

5

皿 A　　 7。6 体 部か ら目線 部にかけて一部欠損。ロ クロ整形。内 ・外面 ナデ。底 部 石英 ・長石 P 3 97　　　 90％

土 師 器 B　　 2．6

C　　 5，3

平底。体 部はわずかに外反 しなが

ら立ち上 が り，目線 部に至る。

静止糸切 り後ナデ。 橙色

普通

覆 土下層

6

皿 A 〔10．0〕 底 部か ら目線 部にかけての破片。 ロクロ整形。内 0外面ナ デ。体部 パ ミス ・ス コリア P 3 98　　　 4 5％

土 師 器 B　　 2．6 平底。体部 は内攣 しなが ら立ち上 下端回転へ ラ削 り後ナデ。 鈍 い黄橙色 口緑部 部分的 に

C 〔5。6〕 が り， 中位 か ら目線 部は外 傾する。

底部上 げ底気 味。

普通 煤付着 （灯明皿）

覆土 中

7

皿 A 〔7．2〕 底部か ら目線部 にか けての破 片。 ロクロ整形。内 ・外面ナデ。 石英 ・長石 ・パ ミ P 3 99　　 15％

土 師 器 B　　 2．8

C 〔6。2〕

平底。体部 はわずか に内攣 しなが

ら真上 に立 ち上が る。

ス

橙色　　　　 普通

覆土 中

8

皿 A 〔13．0〕 底部か ら口縁部 にか けての破片 。 ロクロ整形 。内面磨 き。体部外面 長石 ・パ ミス P 4 02　　　 2 5％

土 師 器 B　 l．9 平底。体部 は浅い角度 でわず かに 下半 へラ削 り後ナデ。底部外面回 鈍い橙色 内面黒色処理

C 〔5．0〕 内攣 しなが ら立 ち上が り， 日録 部

に至る。

転へ ラ削 り後ナデ。 普通 覆土 中

9

盤 A 〔17．9〕 高台部か ら日録部にか けての破片。 ロクロ整形 。内面磨 き。底部外面 長石 ・パ ミス P 40 0　　　 7 5％

土 師 器 B　　 3。5 付 高台。高台は直線的 に 「ハ」 の ヘ ラ切 り後 ナデ。 高台部内 ・外 面 鈍い橙 色 内面黒色処理

D　 l O。6

E　 l。5

字状 に開 き，先端が薄 くなる。体

部は浅い角度で直線的 に立 ち上が

り，稜 を経 て，日録 部は短 く外傾

する。

ナデ。 普通 竃袖部
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計測値車両

A〔25。4〕
Il　：12．、i＿

し’　！）．t‾）

蓄　形　の　特　徴

底部か引！緑部工かけての破片

休部は外傾して立ち上が上　目、l－′：
に最太径をもり。頚部は　は」の

字状に折れタ　打線端部は斜め上方

手　法　の　特　徴

ロ縁部内の外商横方向のナデ。体
部外面縦方向のヘラ削娠　内面ナ
デ。

始まの色調0焼成

長石・ス∴コリー7’

鈍い橙色

普通

備　　考

1）事工1

竃

！　　 につまみ上げられている〇　 i

悪　　 A 」封．√　 休部から‖緑部にかけての破片　 「1線部及び体部内・外面ナチ＋　　 有薬 ・長有 ・細轢　 P！市　　 川㍉

Ⅲ
士 師 器　 H （∵∴事　 体仙ま内曾し，頭部は強く外反す　　　　　　　　　　　　　　　　 スコリア　　　　 床面

る。ロ縁端部は真上につまみ上げ　　　　　　　　　　　　　　　　　 橙色

られている〇　　　　　　　　　　　　　　　　 普通　　　 i

悪　　 A　 m ．り　 休部から「1線部にかけての破片＋　 目線部内・外面ナデ∴休部外面縦　 長有・1 コリア　　 P l廟　　 油㌦

12 士 師 器　 H　融 ．お　 体部は両曾し†頭部から目線領土　方向のヘラ削り夜ナナ＋　　　　　 鈍い橙色　　　　 床面

緩やかに外庭する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

婆　　 A　L接．0「 休部から目線部にかけての破片∴　 目線部内・外面横方向のナチ∵体　 右奥 ・長有 ・ノヾミ　 P潮γ　　 川㌦

13
士 師 器　 B　同 ．お　 体部は内暫し．頭部は 言 」の字　 部外面櫨方向のヘラ削り後ナデ． j ス・スコリア　　　 将士中

状に捕れる∴　端部はつまみ十げろ　内面ナデ＋　　　　　　　　　　　 鈍い褐色

れている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

14

悪　　 A　L用．21 休部から目線部にかけての破片＋　 内・外面ナチ＋　　　　　　　　　 長石 ・霊母　　　　 P 108　　 5㌦

土師器狛6の2）雷ぎ誓霊窯志炭雷撃慧警撒反すi　　　 i霊　　 覆・鯛

第ユ59図

15

婆　　 A　 2L 8 休部から目線部にかけての破片∴ 目線部内・外面横方向のナデ∴体　 石英・長有・実母　 P 」両　　 50㌦

土 師 器　 B　紹 減　 俸部は外傾して立ち上が娠　 ＿ハムと位　 部上半外面横方向のヘラ削　 後ナ　 鈍い橙色　　　　 竃

工最大律をもつ∵頭領土外側工強　 デ，内面ナチ．休部外面十半縦方　 普通

く屈曲し 「1線端部は真十に／ニま　 向のヘラ削り後ナデ，内面ナデ∴

み上げられている。

甑　　 Å　豆∴車　 体部から目線部にかけての破片∵　 目線部内・外面構方向のナデ∴体　 右英 ・長有 ・スコ　 P．梱　　 蘭㌦

土 師 器　 B　 30。0　 無底。体部はわずかに内攣しなが　 部外面縦方向のへラ削り。　　　 リア　　　　　　　 竃

且6 「　 日．り　 ら立ち十が上　 頚部から目線部は　　　　　　　　　　　　　　　　　　 樟邑

外圧する。端部はづまみ上げられ　　　　　　　　　　　　　　　　 普通

ている∴

i

17

［　　　　　　　　　 匿 25％

；）後ナデ．内面ナデ

図版番号i 器 種 i長腑 m）計　　　　　　 測　　　　　　 値 i石 中 土孟点 i 備　　 考

幅　 cm） 厚さcm小 鮒 m） 重義玩）

第湖 中 は 石巨 摘 如き7日 触 9日　　 目5955摘 凝灰岩i床　　 面極 1

：！－　∴　、′　　　、′．、′．

＿　こ　∴．／－　′て　　一、－．、′　、J・．く

・‘ノ㌔　三一て－　′・1　　′．∴　・十　　一レ　　′ノノ　　　　ノ　　　ー－　　′　．・　　　　　一　　　　二

．工こ、　一　一∵　　、、　　　　　・　　　　　　　　　　　－　　　　　　　′　　　　　　　　　　・、

ない。北東コーナーはほぼ直角である∴

主軸方向　〔NIF一一1－－－6e…」の

壁　壁高は約45cmで，ほぼ垂直に立ち上がる、、

床　平坦で，壁際を除き硬く踏み固められている二、

ピット　Pつま長径90cm，短径70cmの楕円形で言采き∠1行mご　性格は不明であるこ

炉　調査区外へ延びているため確認できない－．

覆土　3層から成る自然堆積であるご

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒j’・・焼巨粒子一少蔓

2　窯　褐　色　ローム粒子の廃土粒子少量，炭化粒子微量

：う　黒　　　色　ローム粒川瑞∴　焼日章「少量．炭化粒召哉量

一一一、、1一一一一つ91－－1－1－



遺物　土師器片213点，須恵器片25点及び弥生土器片4点が出土している。第160図19の土師器高台付杯は東壁

寄り床面から，21の土師器嚢は南東コーナー寄り南壁際床面から，22の土師器壷はPl内からそれぞれ出土

している。

所見　本跡は，第160図20や22から古墳時代前期の住居跡と考えられる。

一′∴

電－
第160図　第109－B号住居跡出土遺物実測図

第109－B号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

「　　　I　・　1

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第160図高台付i不B（3．6）高台部から体部にかけての破片。ロクロ整形。内面磨き。高台部内・雲母 P411　　45％

19 土師器D〔8．3〕平底。高台は外反しながら「ハ」外面ナデ。 浅黄橙色 内面黒色処理

E　1．5の字状に開く。休部は外反しなが

ら立ち上がる。

普通 床面

20

要A〔18．2〕口緑部片。ロ緑端部は折り返され端部外面及び内面ナデ。口緑部外石英・長石・′ヾミP414　　　5％
土師器B（2．0）ている。 面には刷毛目が施されている。ス

鈍い橙色　　普通

覆土中

21

憂A〔16．4〕体部から口緑部にかけての破片。口緑部内・外面横方向のナデ。体長石・細礫・パミP413　　10％
土師器B（8．1）体部はわずかに内轡しながら立ち

上がり，口緑部は外反する。

部外面へラ削り後ナデ，内面ナデ。ス・スコリア

橙色　　　　普通

床面

22

宣E A〔12．3〕底部から口縁部にかけての破片。口縁部内・外面ナデ。体部外面へ長石・雲母・細礫P412　　　50％
土師器B　14．8平底気味の丸底。体部は球状で，ラ削り後ナデ，内面ナデ。 灰黄褐色 口緑部から体部
口緑部は外反する。 普通 外面にかけ炭化

物付着

ピット内覆土中

第10争－C号住居跡（第157図）

位置　調査区中央部，D3g2区。

重複関係　本跡は，第109－B号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　南北軸長は2・釦mまで，東西軸長は0．80mまで測れるが，調査区外へ延びているため全長は確

認できない。

主軸方向　〔N－180－W〕

壁　壁高は約45cmで，ほぼ垂直に立ち上がる。

床　平坦で，壁際を除き極めて硬い床面が広がる。

覆土　調査区境界壁面で確認。3層から成る自然堆積である。（4～6が本跡のものである。）

－192一



土層解説
4　黒　褐　色　ローム粒子0炭化粒子少墓

5　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子少量，炭化粒子微量
6　黒　　　色　ローム粒子さ焼土粒子少量，炭化粒子微量

遣物　出土していないご

所見　本跡は，遺物が手廿土していないため時期は不明である。

第醐　考健腰掛　第摘図）

位置　調査区「巨央部，D3llH亘．

重複関係　本跡は，第24号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　南北軸長4．83Ill，東西軸長4．50111の方形である。

主軸方向　N一一一20－W

壁　壁高は21～30cmで，外傾して立ち上がる。

床　床面は常時水が湧き汁＝ノている状態で，硬化面は確認できない。

竃　北壁中央部を幅臓cm　奥行mCmほど掘　込んで付設されている。袖部は砂質粘土で構築されている。火

床部は平坦で，煙道部に向かって緩やかに立ち上がる。煙道部は削平されている。

竃土層解説

1　暗赤褐色　ローム小プロ、ソク・焼巨」、プロ、ソク・炭化粒J’一少量

2　黒　　　色　ローム粒J㌧・焼損白二・歳化粒子微憲二

3　褐　　　色　ローム申プロ・ソク中量，ローム大ブロック・焼土中プロ、ソク・炭化粒子・粘土粒子少量

－1　黒　褐　色　ローム大ブロック・焼上申ブロック・炭化粒子少量

5　赤　褐　色　焼士粒J′・多量．焼「大プロ、ソク「巨乱　ローム粒J’・・炭化粒j’一少量

6　鈍い赤褐色　焼土粒子中量，炭化粒子の粘土粒子少量

7　褐　　　色　焼土粒子の砂粒多量，焼土中ブロック少量，炭化粒子微量

8　黒　褐　色　ローム小ブロック‥焼上中ブロック・炭化粒子少量

9　鈍い赤褐色　ローム粒子中鼠　焼上中プロ、ソク・炭化物少量

10　鈍い赤褐色　焼土粒子中量，ローム粒子0焼土太ブロック・炭化粒子少量

覆土　7層から成る人為堆積と思われる。

土層解説

1　黒　褐　色　炭化粒子少量

2　黒　褐　色　ローム大プロ、ソク・ローム粒子・焼巨巨プロ、ソク・焼巨J、プロ、ソク・焼巨粒子・炭化粒j’一少EII呈：

3　黒　　　色　ローム申ブロック・ローム小プロ、ソク・焼上申ブロック・焼‖位「・炭化粒千少量

4　黒　　　色　ローム粒子・焼主夫プロ、ソク・焼上′」、ブロック少量

5　黒　褐　色　ローム粒J’・少鼠　焼土中ブロック・炭化粒子微量

6　黒　褐　色　焼土太ブロック中量，ローム粒子e焼士粒子・炭化粒子少量

7　黒　褐　色　ローム粒子の焼土粒子e粘土粒子少量

遺物　土師器片250点　須恵器片は点及び弥生土器片21点が出土している。第蟻図　の土師器塔及び膵の土

師器嚢は北東コーナー床面から，2，4，5，6の土師器塔タ　9，10，12，13の土師器高台付埠，第163図23の須恵器杯

は中央付近覆土中の下層及び床面から　第蟻図3の土師器杯，14の土師器盤及び16の土師器嚢は竃周辺か

ら，第162図11の土師器高台付棒，15の土師器嚢，第163図19，20の土師器登は覆土下層及び床面から，第162

図7の土師器杯は北西コーナー寄り覆土下層から出土している。

所見　本跡は，出土遺物から9世紀後半の住居跡と考えられるご
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第161図　第111号住居跡実測図
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第162図　第111号住居跡出土遺物実測図（り



第163図　第111号住居跡出土遺物実測図（2）

第111号住居跡出土遺物観察表

く

図 版 番 号 器　 種 計 測 値 （皿 ） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色 調 ・焼 成 備　　 考

第 16 2図 杯 A　 14 ．8 休 部 か ら 口 綾 部 に か け て 一 部 欠 損 。 ロ ク ロ 整 形 。 内 面 磨 き 。 休 部 か ら 細 礫 ・ス コ リ ア P 41 5　　　 90 ％

1 土 師 器 B　　 4 ．7 体 都 は 内 暫 し な が ら 立 ち 上 が り ， 底 部 外 面 回 転 へ ラ 削 り後 ナ デ 。 浅 黄 橙 色 内 面 黒 色 処 理

C　　 8 ．8 口 緑 部 は わ ず か に 外 反 す る 。 普 通 床 面

2

杯 A 〔14 ．6 〕 底 部 か ら ロ 縁 部 に か け て の 破 片 。 ロ ク ロ 整 形 。 内 面 磨 き 。 体 部 外 面 石 英 ・パ ミ ス ・ス P 4 1 6　　　 30 ％

土 師 器 B　　 5 ．3 平 底 。 体 部 は 浅 い 角 度 で 外 傾 し て に は 強 い ロ ク ロ 日 が 残 る 。 体 部 下 コ リ ア 内 面 黒 色 処 理

C 〔 5 ．6 〕 立 ち 上 が っ た 後 上 向 き に 折 れ ， 中 端 回 転 へ ラ 削 り 後 ナ デ 。 鈍 い 橙 色 体 部 外 面 下 位 墨

位 か ら ロ 緑 部 は 外 反 す る 。 普 通 書

覆 土 下 層

3

杯 A 〔13 ．8〕 底 部 か ら ロ 綾 部 に か け て の 破 片 。 ロ ク ロ 整 形 。 内 面 磨 き 。 休 部 外 面 雲 母 ・ス コ リ ア P 4 1 7　　　 30 ％

土 師 器 B　　 4 ．0 平 底 。 体 部 は 浅 い 角 度 で 外 傾 し て 下 端 回 転 へ ラ 削 り 後 ナ デ 。 底 部 外 鈍 い 黄 橙 色 内 面 黒 色 処 理

C 〔 7．8〕 立 ち 上 が っ た 後 上 向 き に 折 れ ， 下

位 か ら 口 緑 部 は 外 傾 す る 。

面 回 転 へ ラ 削 り 後 ナ デ 。 普 通 竃

4

杯 A 〔1 2．4 〕 底 部 か ら 口 緑 部 に か け て の 破 片 。 ロ ク ロ 整 形 。 内 面 磨 き 。 体 部 外 面 長 石 ・雲 母 ・砂 粒 P 4 1 8　　　 3 0 ％

土 師 器 B　　 4 ．0 平 底 。 休 部 は 内 轡 し な が ら 立 ち 上 及 び 底 部 外 面 ナ デ 。 鈍 い 黄 橙 色 内 面 黒 色 処 理

C　　 6 ．2 が り ， 口 縁 部 に 至 る 。 普 通 覆 土 中 層
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計測値（cm） 器　形　の　特　徴

A〔14．4〕

B　　4．5

C　　7．8

底部から目線部にかけての破片。
平底。体部は内攣しながら立ち上
がり，目線部に至る。

手　法　の　特　徴 胎上・色調・焼成 備　　考

ロクロ整形。内面磨き。体部外面
及び底部外面ナデ。

長石・雲母
鈍い黄橙色
普通

P419　　　20％
内面黒色処理
覆土中層

6

［ 杯 】A L14 割 l底 部 か ら目線部にか けての破片。 l ロ ク ロ整形。 内面磨 き。体 部外 面 】
石英 ・長石

！
P 4 20　　 15 ％

土 師 器 B　　 4．4 平 底 。体 部は内攣 しなが ら立 ち上 ナデ，下端 回転へ ラ削 り後 ナデ。 鈍 い黄橙色 内面黒色処理

C　　 7．4 が り， 口緑 部はわずかに外反す る。底部外面 ナデ。 普通 床面

7

杯 A 〔14 ．2〕 低 部 か ら目線 部にかけての破片。 ロ クロ整形。 内面磨 き。体部下位 長石 ・ス コリア P 4 21　 1 5％
土 師 器 B　　 4．4 平 底 。 体 部はわずかに内攣 しなが 外 面及び底部外面 ナデ。 鈍い橙色 内面黒色処理

C 〔7．2〕 ら立 ち上 が り，中位 か ら口縁 部は

外傾す る。

普通 覆土下層

8

杯 A 〔10 。8〕 底 部 か ら目線部 にかけての破 片。 ロクロ整形。内面磨 き。体部外面 長石 ・ス コリア P 42 2　　 10 ％
土 師 器 B　　 3．2 平 底 。 体部 はわず かに内攣 しなが 下端 か ら底 部外面へ ラ削 り後ナデ。鈍い黄橙色 内面黒色処理

C 〔6．0〕 ら立 ち上が り， 口縁部 に至 る。比

較的小形で厚めで ある。

普通 覆土中

9

高 台 付 杯 A　 14 ．5 高 台 部 か ら目線部 にか けての破片。 ロクロ整形 。内面磨 き。体部外面 長右 ・スコ リア P 4 2 3　　　 80％
土 師 器 B　　 5．3 付 高 台 。高台 は直線的 に 「ハ」 の 及 び高台部 内 ・外 面ナデ。底部静 浅黄橙色 内面黒色処 理

D　　 7．9

E　 l．5

字 状 に 開 く。体部 は浅い角度で外

傾 して立ち上がった後上向 きに折

れ，中位か ら目線部は外傾す る。

止糸切 り後 ナデ。 普通 覆土中層

10

高 台付 杯 A　 14 。4 高 台 部 か ら目線 部にかけての破片。ロ クロ整形。内面磨 き。高台部 内 ・ 長石 P 4 24　　　 8 0％

土 師 器 B　　 5．4 付 高 台。 高台は比較 的薄 く，外反 外 面ナデ。 橙色 内面黒色処理

C 〔8言 〕

E　 l。4

しなが ら 「ハ」 の字状 に開 く。体

部 は浅 い角 度 で外 傾 して 立 ち上

が った後上 向きに折 れ，中位 か ら

目線部 は外傾す る。

普通 二次焼成

覆土 中層

11

l

高 台付 杯 A　 13 ．3 杯 部 片 。高台部欠損。体 部は浅 い ロクロ整 形。内面磨 き。体部外面 長石 ・ス コリア P 42 5　　　 80％

土 師 器

】

B （4．4）

！

角 度で外傾 して立 ち上が った後上 ナデ，下端回転へ ラ削 り。底部外 浅黄橙 色 内面黒色処理

向 きに折れ， 中位か ら目線部 は外

傾す る。　　　　　　　　　　　　 ！

面ベ ラ削 り後 ナデ。

l

普 通

l

覆 土 下 層

傾す る。

1 2

高 台 付 杯 A 〔1 2．3〕 高 台 部か ら目線部にか けての破片。 ロクロ整形。 内面磨 き。体 部外 面 石英 ・長石 ・ス コ P 4 2 6　　　 75％

土 師 器 B　　 5．2 高 台 は 比較的薄 く，直線的 に「ハ」 ナデ。高台部 内 さ外 面ナデ。 リア 内面 黒色 処理

D　　 7。2 の 字状 に開 く。体部は内攣 しなが 鈍 い橙色 二次焼成

E　 l．3 ら立 ち 上が り，中位か ら目線部 は

外傾 する。

普通 床面

13

高 台付 土不 A 〔14 ．0〕 高 台部 か ら口縁 部にかけての破片。ロク ロ整形。 内面磨 き。体 部外面 ス コリア P 4 27　　　 2 0％
土 師 器 B　　 5．1 付 高 台 。 高台は直線的に 「ハ」の ナデ。高台部内 。外面 ナデ。 鈍い黄橙色 内面黒色処理

D 〔 ＆ 6〕

E　 l．5

字 状 に 開 く。体 部は浅い角度で外

傾 して立 ち上が った後上 向 きに折

れ， 中位 から目線部 は外傾 する。

普通 覆土下層

第 16 2図 盤 A　 19 ．8 高 台 部 欠損。体部 はわず かに内攣 ロクロ整 形。内面磨 き。体部外面 長石 ・細礫 ・ス コ P 42 8　　　 8 5％

1 4 土 師 器 B （3．5） しな が ら立 ち上が り，稜 を経 て， ナデ。底 部外 面へ ラ削 り後ナデ。 リア 内面黒色処理

E （0．6） 口 縁 部は外傾す る。 浅黄橙 色　　 普通 竃

15

嚢 A　 2 2．5 体 部 一 部欠損。平底。体部 はわず 目線部 内 ・外 面及 び体 部外面上位 石 英 ・長石 ・スコ P 42 9　　　 95％
土 師 器 B　 3 2。3 か に 内 攣 しなが ら立ち上が り，上 横方向の ナデ。体 部外 面中位か ら リア 床面

C　　 8．0 位 に 最 大径を もつ。頚部 は 「く」

の字状 に折れ，目線端部 はっ まみ

上 げ られている。

下位縦方 向のへラ削 り後ナデ。 橙色

普 通

16

嚢 A　 15 ．3 体 部 か ら目線 部にかけて一部欠損。目線 部内 ・外面横方 向のナデ。体 石英 ・長石 ・スコ P 4 3 1　　 80 ％

土 師 器 B　 17 ．2

C　　 7．1

平 底 。 体部 は内攣 しなが ら立ち上

が り，最大径 を上位 に もつ。頚部

か ら目線部 は外反 し，端部はつ ま

み上げ られ ている。

部外 面へ ラ削 り後 ナデ， 内面ナデ。 リア

橙色

普通

竃

1 7

嚢 A 〔2 2 。5〕 体 部 か ら目線部 にか けての破片 。 内 。外 面ナデ。 長石 ・細礫 P 4 32　　　 5 ％
土 師 器 B （9．0） 体 部 は内攣 し，頚部か ら目線部 は

強 く外反す る。端部 は斜 め上方 に

つ まみ上げ られてい る。

鈍い黄橙色

普通

床面

第 16 3 図 嚢 A　 22 ．5 体 部 か ら目線 部にかけての破片。 目線部内 ・外 面横 方向のナデ。体 石 英 ・長石 ・ス コ P 4 30　　　 8 0％

18 土 師 器 B （29 言 ） 体 部 はわずかに内攣 し，最大径 を

上位 に もつ。頚部か ら目線部は外

反 し，端部 はつまみ上げ られてい

る。

部外面へ ラ削 り後 ナデ，内面 ナデ。 リア

橙色

普 通

覆土中
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図版番号 器　 種 計測値 （cm）・ 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第163図 嚢 A 〔21．0〕 体 部か ら目線部 にか けての破片。 内 ・外面ナデ。 石英 ・長石 ・パ ミ P 434　　　 5 ％

19 土 師 器 B （7．6） 体 部は内攣 し，頚部か ら目線部 は

外 反する。端部 は斜め上方 につ ま

み上げ られてい る。

ス
橙色

普通

覆土下層

20

餐 A 〔20．8〕 体 部か ら日録部にか けての破片。 内 ・外面ナデ。 石英 ・長石 ・パ ミ P 433　　　 5 ％

土 師 器 B （7．9） 体 部は内攣 し，頚部か ら目線部 は

外 反する。端部は真上 につ まみ上

げ られている。

ス ・ス コリア

鈍い黄橙色

普通

床面

21

聾 A 〔20．7〕 体 部か ら口緑 部にかけての破片。 内 ・外 面ナデ。 石英 ・長石 P 43 6　　　 5 ％

土 師 器 B （・4．5） 体 部は内攣 し，頚部か ら目線部 は

強 く外 反する。端部は斜め上方に

つ まみ上げ られてい る。

鈍い橙色

普通

覆土 中

22

嚢 A 〔22．2〕 体 部か ら目線 部にかけての破片。 内 ・外 面ナデ。 石英 ・長石 ・パ ミ P 43 5　　　 5 ％

土 師 器 B （5．6） 体 部は内攣 し，頚部か ら目線部は

強 く外 反する。端部は斜め上方に

つ まみ上 げ られている。

ス

橙色

普通

覆土中

23

高台付杯 A 〔12．2〕 高台部 か ら目線 部にかけての破 片。ロクロ整 形。体 部外面に は強い ロ 長石 P 43 7　　　 30％

須 恵 器 B　　 5．5 高台 はわず かに外 反 しなが ら「ハ」 クロ 目が残 る。高台部内 ・外面ナ 灰色 体 部外面粕付着

D　　 7．8

E　 l．4

の字状 に開 く。体 部は浅い角度で

外傾 して立 ち上 が り，中位か ら目

線部 はわず かに外 反する。

デ。 普通 床 面

24

長 頭 壷 B （5．3） 頚部細片。頚 部はわずかに外 反す 内面 ナデ。体 部外 面に粕 付着。 石英 ・長石 P 438　　　 5 ％

須 恵 器 る。 灰 黄褐色

（粕）オリーブ黒色

良好

覆土中

25

長 頭 壷 B （5．3） 頚部細片。頚部 はわずかに外反 す 内面 ナデ。体 部外 面に粕付 着。 長石 ・砂粒 P 439　　　 5 ％

須 恵 器 る。 灰 白色

（粕）灰 オリーブ色
良好

覆土 中

図版番号 器　 種
計　　　　 測　　　　 値

材　　 質 出土 地点 備　　　　　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm ） 厚さ（cm） 重量（g）

第163図26 鉄　　 鉱 （7。9） （1。1） （0．6） （10．7） 鉄 覆　 土　 中 M 17

第m　号住居跡（第91図）

位置　調査区北部，B2gl区。

重複関係　本跡は，第53号住居跡及び第56号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　南北車由長3．28m，東西軸長1．92mの長方形である。

主軸方向　N－90－E

壁　壁高は14～18cmで，外傾して立ち上がる。

床　中央部が高くなっている。南側壁下周辺が比較的踏み固められている。

寵　北壁を幅60cm，奥行50cmほど掘り込んで付設されている。袖部は砂質粘土で構築され，補強材として凝灰

岩を使用している。火床部は17cm掘りくぼめられ，煙道部に向かって緩やかに立ち上がる。火床面及び袖部

内面には赤変硬化したブロック状の焼土が薄く堆積している。

竃土層解説

1　極暗赤褐色

2　極暗赤褐色

3　極暗赤褐色

4　鈍い赤褐色

5　暗赤褐色

6　灰黄褐色

7　黒　褐　色

8　暗赤褐色
9　黒　褐　色

10　黒　褐　色

ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量

ローム粒子・炭化粒子・砂粒少量，焼土粒子微量

ローム粒子・炭化粒子・粘土中ブロック少量，焼土粒子微量

ローム粒子多量

ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子少量，焼土粒子微量
粘土ブロック多量

ローム粒子・焼土小ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量

粘土大ブロック中量，ローム粒子少量

ローム粒子6炭化粒子e焼土中ブロック少量，焼土粒子微量

ローム粒子・焼土中ブロック・炭化粒子・粘土小ブロック少量，焼土粒子微量

11暗赤褐色　焼土中ブロック少量，ローム大ブロック微量

－198－



12　黒　褐　色　ローム申プロ、∵ケ・焼巨」、プロ、リク少甘，炭化粒自微量

1：う　灰　褐　色　ローム粒J’・・粘巨トプロ、ソケ少量．焼上位自微量

111暗赤褐色　ローム粒J’・少量．焼日章「微量

15　黒　褐　色　ローム粒J’一少量．焼土中プロ、リク微［‾‡‡：

1（う　鈍い黄褐色　ローム小プロ、ソヶ年且　ローム粒J’一少軋　焼日甘辛極微量
I、1リL H∵′．1－「‾I．　　kk I．・I：1．・　′　　　車主【．、上1．・，′1－え：；山ム　「I．

膵　暗　褐　色　こト浅凝予中量㍉数封㌃「璃最一触丁理解猟慮

18　黒　褐　色　ローム粒j’一少結　ローム小プロ、、ノク微量．焼巨トプロ、ソク・焼廿1つ’一・歳化粒J∵・粘‖＼白’凍微：還

lt）褐　　　色　ローム小ブロック中量．1ローム粒J’・少量．焼＝位十・歳化粒J『頼散量

2し）暗　褐　色　ローム粒J’・少；壬I∴　焼巨トプロ、リク・焼目白’－微量．炭化粒j’ム・枯巨J、ブロック柾微量

21黒　褐　色　ローム小プロ、、′′ク・ローム粒召鋸l‡∴　焼上′」、プロ、ソク・焼十粒j’・・炭化粒J∵・I（1－）粒月齢微量

黒　異　　　色　ローム粒子微軋　焼巨トプロ、ソク・炭化粒子極微［蔓

覆土　5層から成るご（5、9が本跡のものである、二．）

土層解説

5　黒　褐　色　ローム粒J′・少量．焼士粒子・炭化粒自微量

（う　黒　褐　色　ローム小ブローソク出し　ローム粒子少結　炭化粒自微量
7　黒　褐　色　ローム中プロ・ソク中量

8　黒　褐　色　粘土粒子少量，炭化粒子微量
9　明　褐　色　明褐色粘土

遺物　上師器片93点．須恵器片3点及び弥生U器月‾3点が出上している、第16引叫1の＝帥器悪は電右袖外側

床面からJ廿1二している、・「、．

所見　本跡は，出土遺物から9世紀後半の住居跡と考えられる、、

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

』　　　迄
ニ’了γ．二、′“ll　′、∴＿　　　て　こメ　言∴：

第m2号住居跡出土遺物観察表

図版番　　 器　 種　 計測値毎） 器　 形　 の　 特　 徴 手 法 の　 特 徴＋ 極 か 舶 用 痢　 ノ備　 考

第1侶図　　 登　　 Å豆0．主

1　　 工 師 器　 B　Ll（「＝

休部から目線部にかけての破片∴
休部は内暫し，頭部から＝縁部は

強く外皮する。端部は斜め上方に

つまみ上げられている∵

内・外面ナデ∵　　　　　　　　　　 長石・スコリア　　 P L＝0　　 m ㌦

鈍い橙色　　　　　 床面
普通

笑∵圭ニ∵予〕・∴・′．、左

位置　調査区南部，I6。1月‾亘ご

規模と平面形　東西軸長3．00171こ　南北軸長は1．44111まで測れるが言調査区外へ延びているため全長は確認でき

ない。南東及び南西コーナーは隅丸である。

主軸方向　〔N・一一一一一1－8し、．’lF一一ll・一一E：〕

壁　壁高は9～1＿2cmで，外傾して立ち上がる、、ご

一一一ーl一つ99－－1－一一一一一一一一一一



床　黒色土の平坦な床で，踏み固めは弱い。

寵　遺構の北半分が調査区外へ延びているため確認できない。

覆土　4層から成る自然堆積と思われる。

土層解説

1黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
2　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子少量

3　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子極微量

4　暗　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子少量

遺物　土師器片65点，須恵器片4点及び瓦片1点が出土している。第165図1の土師器杯は中央部前床面から

出土している。

所見　本跡は，出土遺物から9世紀後半の住居跡と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　　2m

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿⊥　　i

第165図　第113号住居跡・出土遺物実測図

第113号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

Li I

図版番号 器　種 計測値（皿） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第165阿 土不 A　15．2 体部から口緑部にかけて一部欠損。ロクロ整形。内面磨き。休部外面石英・長石・パミP441　　 90％
1 土師器 B　　5．2 休部はわずかに内暫しながら立ち下位回転へラ削り。 ス・スコリア 内面黒色処理

C　　6．6 上がり，中位から口縁部は外傾す

る。
鈍い黄橙色

普通

床面

第116号住居跡（第166図）

位置　調査区中央部，C3j2区。

規模と平面形　南北軸長は2・50mまで，東西軸長は2．20mまで測れるが，調査区外へ延びているため全長は確

認できない。南西コーナーは隅丸である。

主軸方向　〔N－80－E〕

－200－



壁　調査区境界壁面で確認できる壁高は39cmで，外傾して立ち上がる。

床　平坦で，部分的に硬化している。

琶　遺構の北東部が調査区外へ延びているため確認できない。

覆土　5層から成る人為堆積と思われる。

土層解説

1　黒　　　色　ローム粒子中量，焼土小ブロック・炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ローム小ブロック少量，焼土小ブロック・炭化粒子微量

3　黒　褐　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子少量，炭化粒子微量

4　褐　　　色　ローム中ブロック・焼土大ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

5　黒　褐　色　ローム中・小ブロック少量，焼土粒子・炭化物微量

遺物　土師器片77点，須恵器片1点及び砥石1点が出土している。

所見　本跡は，出土遺物から奈良・平安時代の住居跡と考えられる。

二」 0　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　；　　　i

第166図　第116号住居跡・出土遺物実測図

第116号住居跡出土遺物観察表

0　　　　　　　　　　　　　　　10cm

l I　一・一…一・一一一」

図版番号器　種
計　　　　　　測　　　　　　値

石　　材出土地点 備　　　　　　　　　 考
長さ（皿）幅（cm）厚さ（m）孔径（cm）重量（g）

第166図1砥　　石（6．2）（2．6）（1．9）－（40．3）凝灰岩覆　土　中Q33

－201－



表　長者屋敷遺跡住居跡一覧表

1⊥
！㌶4 a2［≠T　ノ10　－首ア1 1・　　日日

イlヽ　　　トり
恒瀾恒 絃瀾＼［1ハ　1

半 日～摘
J i平坦白 i

l
！
1
［ 主　 部一つ 自然巨締 （摘 軒凱 弥生土器軋 瓦 磁朝 鉦潮

2 G 4 iO 紅潮「載 隅丸方形
ト 附 ＋＋巨 3

半川 4 2 1 2 ほぼ全域

炉車
土瞞 酢綱 計器　骨 台付　愚

凱 須恵器機摘 生土器㈲

3 G 5 il 鮮悪声W 不　　 明 3瀾 ×鉦85

恒

平川 1 全　局 炉 自然
土師器杯滴軒椀瀾台機上須恵器

聯感激生土器濾絹 製模造品

4 H 5ま・2 酔う㌦茂 隅丸方形
巨 55 ×2を50

17～20 平川 － － － 人為 土醗聯璃　骨凱結城 凱瓦

5 H 5 f4 N－35㌧W 〔方　形〕
恒 ×（痛

－ 平出 4 1 ほぼ全局 － 不明 土師器瀬滴台付軒婆） 本跡→SBl

6
iH 5 g5 Ⅳ1了 不　　 明 4．10 ×（2。00） 5～20

桓
且 … － 自然 土師器肺高塚藩か婆）瀾生土器㈲

瓦 ！本跡→SB」

7 H 毎 5 Nづ00…E 隅丸長方形 3。40　×　2．55 8～12 平川 1 1 1 竃 自然
土師器聯・高埠璃台付軒朴儲か数
台付　載 須恵器聯骨董湖生土器
瓦鉄製品㈲ I

8 H 5h4 貯1㌢ 長　方　形 4。00　×　3．ユ0 25～30 平川 1 1 － 1 全　周 竃 自然
土師器（軒高軒高台付軒器台・台付婆）
瓦 きSBl尋本跡

9 I 5a6 甘受0～E 方　　 形 6。45　×　鋭15 8～15 平川 4 ほぼ全域 電　 自然
土師器掛 高埠滴台付埠冶付聾），須恵
器軒納 付軒婆億 瀾壁土酎凱
鉄製品磯）

本跡ザ∬は

10 ‡5 C5 鮮1 ㌧載 方　　 形 2や05　×　2．00 10～16 平坦 ー　 自然
土師器軒綱 瀾台甘瀾恵器億），

弥生土器㈲譲
Sm →本跡

Ⅲ ‡5 C9 Ⅳ1 y 不　　 明 逢。50 ×（3。30）12～23 平川 1 1

幸
土師器軒高軒器　骨 瀾恵器軒

婆周睦土酎凱息 有孔円版
S㌻3→本跡→SKづ

12 ‡5d8

巨

〔方　 形〕 3の30 ×は綿 15～23 平川 l 全　 席 …　 人為
土師器輝 高　溜台を髪用 恵器億㍉

弥生土酎軌息

13 ‡5go

巨

隅丸長方形 3。40　×　3。05 12～17 平川 竃 人為
土師器肺 高台付埠磯債）瀾恵器億），

弥生土器僅　瓦釘

14 ‡5 f8 鉦瑚0 〔長方形〕〔4。20〕×〔3635〕 平川

中
土師器昨磯溜恵器億）瀾生土器

㈲
本跡→Sは5

ま5 ‡5 f8 N」が 方　　 形 3。50　×　3。40 20～30 平二坦 1

竃 ト為
土師器肺高埠瀾骨 甑），須恵猷掛

蓋債周睦土酎軌混管状土錘

S Il恒本跡→S

上里

16 ‡5g8 Nづ5㌧宅 長　方　形 3，16　×　2∵摘

！

13～25

i

平川

！　 ！ l ！

ほぼ全局

l

竃 ト為
土師器輝高年滴台付埠瑠信須恵器

億億摘
i

17 I5 f8 N…00 方　　 形 3．35　×　3。23 26～32 平川 l 1 ほぼ全局 幾日鼠 自然
土嫡 軒高台付埠強襲），須恵器肺

敷蓋磯）滴生土器㈲譲
S「舘18→本跡

1．8 B g9 軒引「W 方　　 形 3．45　×　3．30 7 平川 － … 自然 土師器輝高軒掛恩周睦土器（壷）
本跡→S H 吊

Kl O，SD4

19 I 5 i8 酢当㌧受 長　方　形 2。95　×　2。55 11～13 平川 2 且
［
－ 自然 土瞞 肺嚢瀾生土器僅）

20 m a7 鉦惹上浦 不　　 明 3。15 ×（1。8鋸 10～15 平川 炉2 自然
土師器滴軒台付聾e嚢）瀾離糾札弥

生土酎凱土製紡錘車

21 G 4 i8 N－32㌧W 不　　 明 58踊 ×眩鵬 13～18 平川 1
」
1
」
－
！」 自然

土師器㈲高埠磯骨台付婆） 本跡→SIづ2A・22B

22A G 4 h9 N…340…W 隅丸方形 7。04　×　6。82 18～48 平坦 4 2 2

1 ！

一　部炉2　自然
土師器掛高軒高台付軒酢器台骨
台付整骨 ，須恵器掛高台鮮札瓦土 本跡→S Iづ2B

製紡錘車

22Bi

23

24

25 i

26

G4h8 鮮悪声W 不　　明4．35×（上05）糾＋I

13～28

10～12！

13

20 i

尋

尋

尋

平坦

尋

1

4 ！

」

」

1

－i
1

－i
」

1

1 i

1

1 i

」

1

1 i

1

1

1 i

」

」

」

」

！」自然土師器掛嚢）瀾恵器億）瀾生土器
僅） Sは2A→本跡

G4go

D3h5

D3i5i

D3j4

N－220－E i

Nly

N－260－W

可

長方形

〔方形〕i

〔方　形〕

〔長方形〕i

4e65×4の10i

（588腑 75）！

〔痛 ×〔痛 i

（2さ65）×2．35

炉回

斗 為

一回

竃回

本跡→S「22A

本跡→Sは11

本跡→Sは6骨
111

SI25骨・29→本跡

－202…



S I

番号
位置
主軸方向

脹軸刑
平面形

規模（m ）

（長軸×短軸）

壁高

（cm）
床面

内　　 部　　 施　　 設
覆土 出　　 土　　 遺　　 物

備　 考

新旧関係清→縮主柱穴貯蔵穴 ピット 入口 壁溝 炉・竃

27 D 3 j 5 N…501 V 長　方　形 3．40　×　2．85 10～16 平坦 1 竃 自然

土師器掛 高杯・高台付杯・聾），須恵器

（軒聾・蓋）瀾文士削 酢 弥生土糾凱

瓦，緑粕陶器

SI4 5→本跡→Sト

26

2 9 D 3 j4 N…50－E 不　　 明 4．65 ×（3．30）12～16 平坦 竃 自然
土師器瀬骨 戦 慄 恵器琳・凱 弥生

土器甘 通
本跡→S ト溺

30 D 3 f6 Nづ00－E 長　方　形 3．25　×　2．53 20～26 平坦 竃2 人為
土師器杯 満杯滴 台付軒 嚢・齢 ，須恵

器（軒 卦滴 生土酎 凱 瓦
S「32A→本跡

32 A D 3 j6 〔N…1001 V〕 長　方　形 4．34　×　4．16 16～28 平坦 1 自然
土師器（軒高台付軒朴器台・椀骨 台
付婆・甑），須恵器杯・整・蓋欄 生土器

甘 ，瓦，石製支脚

S I－32B ・33→本

跡→S ト都

32 B E 3 a 6 〔Nづ501 町〕 不　　 明 （3』0）×（1誹0） 7 平坦 自然
土師器（杯・高台付軒 斐・台付婆），須恵器

（年増・蓋），瓦
本跡→S I1 2A

3 3 E 3 a 7 〔N－170…W 〕 不　　 明 4．26 ×は40） 7～12 平坦 自然
土師器（杯滴 軒登用 恵器杯億∴弥

生土器（壷），釘
本跡→S は2A

3 4 E 3 b 7 N－40－E 〔方　 形〕 4誹0 ×（2諸0） 8 平坦 竃 自然
土師器（軒高台付杯甘 聾∴須恵器（婆），

弥生土器僅）
本跡→SI1 5・36A

3 5 E 3 b 6 N1 60－E 〔方　 形〕 〔2．69〕×〔2．65〕 6 平坦 竃 不明
土師器（軒高台付軒襲），須恵器（土札 弥

生土器僅）
S I1 4・36A→本跡

36 A E 3 C 7 N－100一二W 方　　 形 7．20　×　6．84 5 平坦 1 ほぼ全周 竃 人為
土師器（軒 高軒高台付杯骨 甑），須恵

器（軒 嚢・蓋），弥生土酎 凱 瓦

SI1 4→本跡→S

I1 5・36B ・36C

36 B E 3 C 7 Nづ001 V 〔長 方 形〕〔5．38〕×〔4．12〕 5 ～8 平坦 1 竃 自然
土師器（軒 斐），須恵器（軒婆），弥生土器

（壷㍉瓦，釘

SI1 6A→本跡→
SI1 6C

36 C E 3 C 8 N当 ㌧W 〔隅丸方形〕〔2．90〕×〔2．80〕10～15 平坦 竃 自然
土師器（杯・高台付軒 襲用 恵器億），弥

生土器僅）
Sト溺A ・36B→
本跡

37 E 3 d 6 N…100…W 〔方　 形〕 3．18 ×（1．80） 15～18 平坦 竃 自然
土師器聯・高台付杯億）瀾 恵器酢 高

台榊札 瓦

38 E 3 f 7 〔N－180－W 〕 不　　 明 2．73 ×（1．40）18～20 平坦 － 人為 土師器（球場台付杯億），須恵器慄） SK4 9→本跡

39 E 3 f8 N1 50－E 長　方　形 3．50　×　2．73 4～10 平坦 竃 自然
土師器（軒高台付軒 器台・襲用 恵器

（軒嚢），弥生土酎 凱 瓦
S I4 6→本跡

40 E 3 e 8 N－1001 V 長　方　形 4．96　×　4．45 10～21 平坦 1 1 ほぼ全周 竃 人為
土師器（軒 高軒高台付杯・婆・台付凱

須恵器㈲ 高台付杯，婆，壷，卦
S I4 2→本跡

41 E 3 e 9 〔N－201 V〕 不　　 明 3．80 ×（2．85） 8 ～20 平坦 2 人為
土師器杯・勤 ，須恵器（軒 整骨 ，弥生

土器（壷）
S I4 2・43→本跡

42 E 3 e 9 〔N－1001 V〕 不　　 明 2．90 ×（0諸0） 8 ～20 平坦 － 自然 土師器（杯億），須恵器㈲ 本跡→SI4 0・41・

43

4 3 E 3 f O 〔N－60－E〕 方　　 形 3．18　×　2．95 6 ～10 平坦 － 自然 土師器（埠・凱 須恵器（埠・斐） SI4 2→本跡→S上

41

4 4 E 3 g o N－301 V 長　方　形 4．37　×　3．12 8 ～12 平坦 － 竃 人為 土師器（軒 凱 弥生土酎 凱 瓦 S IJ O8→本跡

45 E 3 g 9 Nづ30－E 方　　 形 2J O X 〔2．62〕 8 平坦 － 竃 自然 土師器（杯億摘 恵器億），弥生土器
僅）

SI…108→本跡→S

K司5・69

46 E 3 g 8 N－401 V 不　　 明 （3．80）×は 20） 26 平坦 竃 人為
土師器杯 ・凱 須恵器杯塙台付軒 婆・

壷・蓋），弥生土器（壷）
本跡→S は9・48A

47 E 3 iO N…201 V 方　　 形 3．45　×　3．40 10～14 平坦 1 ほぼ全属 竃 人為
土師器掛 凱 須恵器 軒斐∴弥生土器

㈲

48A E 3 h 8 N…1701 Ⅴ 不　　 明 5．輌 ×（2．35） 6～10 平坦

1

2 i

」

1 ！

」

2

－ i 1

竃 自然 土師器（軒婆）

土師器（軒高杯骨 甑・蓋用 意器杯・

高台付杯骨 横瓶），弥生土器㈲

土師器杯 ・高埠・器台・整う，須恵器杯・
登壇・蓋日経 土器僅），石製紡錘車瀾

石

土師器杯・高軒皿骨 甑億），須恵器

杯・高台付恥 凱 多孔円板，刀子

S I4 6・48B ・108

→本跡

48 B

5 0

5 1

52

E 3 i8 i

B l b 7

B I c8

B l e o i

N－170－W

〔N－501 机

N－00

N－100－E i

〔方　 形〕

〔方　 形〕

〔方　 形〕

〔隅丸尋

〔3．36〕×（1．80）

5．25 ×（1．90）

6．60 ×（5．40）

4．00 ×は 50）

12

25～37

25～37

10～29

平坦

平坦

平坦

尋

竃2

自然

自然

人為 i

人為 i

本跡→S I－48A

S I－105→本跡→

∬「溺
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S I

番号
位置
主軸方向

脹軸方裾
平面形 規模 （m ）

（長軸 ×短軸）

壁高

（cm）

内　　 部　　 施　　 設
血ヽ

主柱穴貯蔵穴 ピット 入可 壁溝 炉・竃 出　　 土　　 コ見　　 物 新旧関係渚→那

53 B l g o N…1鮮或 長　方　形 4．80　×　3．90 4～18 平坦 3 1 － 人為
土師器 杯 ・整う，須恵器 億 ・蓋∴ 縄

文土器 欄轟 弥生土器 甘 ，砥石
本跡→S Iづ6引2

5 4 B l fO 〔N～100…E 〕 不　　 明 （0．90）×（0．84） 10 平坦 － 不明 本跡→S Iづ3

5 5 B 2 e 2 N…80－E 〔方　 形〕 3．24 ×（2．34） 12 平坦 － 竃 自然
土師器 杯 ・高杯・高台付杯・聾），弥

生土器 ㈲ 本跡→S上部

56 B 2 g 2 N－50－E 〔方　 形〕 4．95 ×〔4．90〕 － 平坦 － 竃 自然
土師器 杯 ・高杯・高台付杯・婆），須

恵器 杯 ・嚢）

S Iづ3・55→本跡→

S Iづ7・112

5 7 B 2 g 3 N～20…E 方　　 形 3．90　×　3．78 10～20 平坦 4 2 2 ほぼ全周 竃 人為

土師器 （恥 高台付埠・嚢・甑・蓋∴

須恵器 聯 ・高台付杯・嚢・蓋∴弥生

土器，ガラス玉

S「溺→本跡→S I

づ8

58 B 2 g 4 十 90－E 長　方　形 （2．76）× 2．34 5 平坦 1 竃 自然
土師器 （杯・高杯・高台付杯・棄・蓋），

須恵器 杯 ・整・壷」 弥生土器 ㈲
S I一骨 59→本跡

59 B 2 g 4 〔N－80－E〕 不　　 明 1．56 ×（0．53） 6 ～7 平坦 － 自然 土師器 （襲） 本跡→S 上側

60 B 2 i3 N～40－E 〔方　 形〕 〔5．05〕×〔4．85〕 平坦 4 竃 不明
土師器（埠・高台付杯・聾欄 恵器瀬・

棄㍉ 弥生土器 （壷）
Sは 1→本跡

61 B 2 i2 N－00 不　　 明 〔4．10〕×〔3．90〕 － 平坦 2 － 竃 不明 土師器 （杯・嚢），須恵器 杯） 本跡→S 上側

62 B 2 j3 N 4 50…E 〔方　 形〕 〔4．35〕×〔4．35〕 － 平坦 － 竃 不明
土師器 碑 ・椀・凱 須恵器 杯 ・嚢），

石製支脚
Sは5→本跡

63 C 2 e 3 炬圭或 〔方　 形〕 〔4．50〕×（3．96） 7 平坦 3 － 竃 自然
土師器（杯・高台付杯・登用 恵器軒

蓋）
S I1 3→本跡→SK

1 2

6 4 B 2 i5 〔N…170－E〕 不　　 明 ほ路）×は 20） 14 平坦 自然
土師器 （杯・高杯・高台付杯・聾），須

恵器 （杯・斐），弥生土器 （凱 金環

65 B 2 j 4 Nつ上潮 〔隅丸方形〕 〔4．30〕×4．10 4～31 平坦 1 1 1 －
竃 人為

土師器 杯 ・凱 有孔円板，弥生土器
僅） 本跡→S 「儲

66 B l jO 〔Nづ90－E 〕 不　　 明 （1．60）×（0．50） 14 平坦 － 自然 土師器 億）

67 C 2 a 6 N－00 方　　 形 5．00　×　4．80 20～27 平坦 4 1 全　 周 竃 自然
土師器 杯 ・高杯・高台付杯・皿・嚢・
蓋），須恵器 （杯・高台付埠・襲・凱

弥生朋 抽 凱 双孔円板
本跡→S H 8

68 C 2 C 6 N－00 〔方　 形〕 （6．55）× 6．00 4 ～20 平坦 4

i

1 1 盤日且 自然
土師器 （杯・高杯・器台・鉢・聾・蓋），

須恵器 杯 ・棄）
S I雄7凋→本跡

69 C 2 C 7 〔N－00 〕 不　　 明 〔3．00〕×（1．10） 12 平坦

2

1

2

1

竃

自然 土師器 （棄） 本跡→S上側

71A C 2 d 9 〔N瑚0　 〕 不　　 明 3．20 ×（2．70）20～32 平坦 人為 須恵器 （杯）
S Il lB→本跡→

SB4

71 B C 2 e 9 〔N瑚0　 〕 不　　 明 （3．90）×（1．95） 5 平坦 不明 須恵器 億）
本跡→SIl lA ・

76

72 A C 2 f 7 〔N4 501 V〕 〔方　 形〕 （4．45）×（4．45） 10 平坦

1

1

自然 土師器（土札 須恵器（土札 弥生土器（壷）
本跡→SI1 2B ・

72C

72 B C 2 f 7 〔N－00 〕 方　　 形 3．00　×　2．90 10 平坦

1

不明 土師器 （杯・斐）
SIづ2A→本跡→

S I1 2C

72 C

7 3

C 2 f 7 N－00 方　　 形 2．75　×　2．70 9～14

40

14

17～20

平坦 自然
土師器 （杯・高埠・斐），須恵器 偶台

付杯・斐），弥生土器 僅）
S I1 2A・72B→本跡

C 2 b4 〔N－130－E 〕 不　　 明 （2．95）×（2．85） 平坦 自然
土師器聯 ・高台付杯・斐），須恵器聯・

聾）
S I1 4→本跡→SI
1 3

7 4 C 2 C 4 N－90－E 不　　 明 （2．00）×（1．60） 平坦 自然 土師器 聯 ・棄），須恵器 （射 本跡→S I1 3

7 5

76

77

C 2 f9

C 2 f 9

C 2 h 8

Nづ40－E

Nづ901 V

N…50－E

〔方　 形〕

不　　 明

欄丸長方形〕

〔5．00〕×〔4．60〕

〔5．50〕×（1．90）

（3．70）×（3．18）

平坦

平坦

平坦

幾日且

竃

竃

不明

人為

自然

土師器 杯 ・高杯・賓），須恵器 （土札

弥生土器 ㈲

土師器 （杯・高杯・器台・整・台付婆・

壷・ミニチュア土器），須恵器 億），弥

生土器 ㈲

土師器 瀬 ・高埠・高台付杯・嚢），須

恵器 杯 ・嚢・蓋），弥生土器 （壷㍉砥

石

S Iづ6→本跡→S

ト即

SIl lB→本跡→S
I1 5

本跡→SIト9

7 8 C 2 g o 〔N－80－E 〕 〔長 方形〕 2．75 ×〔2．45〕 6 平坦 自然 土師器 億） S Il O7→本跡

79 C 3 i l N－00 〔長 方形〕 〔4．05〕×〔3．65〕 8 平坦 自然
土師器（杯・高杯・嚢・壷），須恵器瀬・

棄） 本跡→SI－麟Sm

8 0 C 3 j l 〔軒側㌦E 〕 〔長 方形〕 4．35 ×〔3．16〕 7～24 平坦 自然
土師器 杯 ・高杯・高台付杯・凱 須

恵器 日射 SI1 9→本跡

－204－



S I
番号
位置
工軸方向

瀞鵬㈲
平面形

規模事前

（長軸×短軸）
壁高
（cn）

魂 遥 諺 讃 靂 気 骨 出 土 遺 物

81 C 2 i8 N－50－E 不　　 明 （4も62）×（3。25ラ 16

平車 「 止 ⊥ 損 醸 鴎 碧 雪 誌

82 C 2 j9 狛鵬哉 不　　 明 （9 7日ミxは2プラ 20 平錘　 …　 …　　　　　　　　　　 癖　 ．妖　　　 ロ　ノ王　威、ノ南口ノ
」．〕 竃　用然「朗帽‖棒璃鉦須應器湖㍉勤 S I瑠1→繍

85 り3ci
巨
長　方　形4淵3　×　£56 9～12

尋 汗 半 日

86 B 3 cl 軒が 不　　 明 ほ15い亘‖顧 ユ0
朝 日　　　　　　　　 ！　　 妖 土瞞 酢 凱 須恵器鶴 弥壁土　　　 r

－　 1 2 北錮 「 つ 賊 は竃 報巨∬瀾

87 C 2 f9 醇宥或 方　　 形 3。51 ×　3の46 5～18
聖 上 」 上 土 ⊥ 」 可 や 頂 蜜 有 滴 有 感 幣 前 議

89 り3a2 N－801野 〔長方形〕 4湖 ×〔4の31〕 ′一ヽヽ＿′′

土師器聯鴻埠鴻台村輝き皿0軌
肯′頭　　　　　　　　　　　　　　 ；　　　　 臼　′南口　套　　　 恵．

、　 狽心　 、さ　　寛亨　，　泄　　　　　　　 →　′、
子

90 り3a3 〔賠酢粛 不　 明 〔3。70〕Xは10〕 －
平身昌　一　　　　　　　　　　 や′ふ日　土瞞 酢 高離囲璃狛摘骨牌

…　 不明 嚢を蓋う　　　　　　　 掛 S I瀞 9ま

91 B 3 b3 〔Ⅳ－00 〕 不　 明 〔2。20〕×〔日0〕 － 平土呂　…　　　　　　　　　　　　　　　 ‾‾潤 「＝酢絵像
－ － 不拇　土師器　瓦ノ　　　　　　　　　　 S づ→繍

92 り3 b2 〔Ⅳ…5㌧W 〕 方　 形 3。81 ×　3865 5～7
尋 ニ 」 」 上 ⊥ J 」 可 読 嘉 ㌫ 蒜 蒜 可

93 り3 C3 〔醇杵潮 〔長方形〕〔2。90〕×〔2。壷〕 － 平ま昌　…　　　　　　　　　　　　　 ′　　　 臼　　　 口　魔
一 炉　 不碍　土師器（瓦）　　　　　　　　　 本跡可汀湖

94 D 3d3 酢で一一W 長方形 乱23　〉く　2∴沌 15～28

平車 上十 日

95 P 3el 〔軒が 〕 不　 明 〔3。30〕×〔3410〕 13
竺 」 」 上 土 ⊥ 」 二 恒 博 函 南 前 幅 蔽 吾 嘉 前

96 D 3 e2 〔陸側○…E〕 〔長方形〕〔3600〕×〔ユ．。90〕 20
字音目　……　 …　　　　　　 盤　 妖 土瞞 酢 高鍋 埠㈲ 須離摘 圭 T 冊

一 眼　 目… 酎 壷）　　　　　　 S づ働 繍

97
i
0 3 d4 〔酢雄0 〕 不　 明 眩顧 ×圧師 55

尋 」 」 一 」 」 上 庚 纏 密 語 面 前 雪

98 り3 e4 Ⅳ－結滞 不　 明 5。05 ×（1。50ラ65～68
酎 冒　　　　　　　　　 盤　 妖 土瞞 酢 高鍋埠凋拍骨 柄

平一 狙　 日当 凱 翫鰭 酢 高鍋 恥 登濁 本跡→S上側

99 り3 e3 軒懐手受 〔長方形〕 3。ユ0 ×（2。90） ア
平坦「 「 十 十　 回 自然恒 器酢 襲用 恵器酢 魂 づ櫛 S I

100 り3g4 酢が－E 長　方　形 5。30　×　4。40

土師器瀬鴻台付恥 血欄 を納 凱

8～20 平坦「… 竃　 自然　須恵器聯鴻台付埠も壷　卦諸 生　S H 鋸下欄

土器僅）諸藩 製支脚誹 子

101 C 2 h9 酔宥或 〔長方形〕〔3．43〕×2。35 4～15
尋 ∴ 「 「 「 十 つ 可 可 読 高 宕 表 音 「

102 C 2 1－0 Ⅳ王芦戌 方　　 形 3め43　×　3。ユ5 8～12
平坦ト ト 十 十 ！ 回 自然慨 温風 須鰭 酢 凱 弥！

104

105

C 2 i9

B leo

軒づ㌧w

N」結成

〔方　 形〕 3。35 Xは90）6～12
平坦 － … … … ．一 部 竃 自然ぼ 豊 霊禁 霊恵器桐 納 本跡棚

〔方　 形〕 5．70 ×〔5。50〕10～12
叫 工 「 「 巨 「 つ 可 所 謂 ㌫ 慧 溜 紺 骨 牌 ㌍

107 C 2go 〔Ⅳ」上潮 〔方　 形〕〔3。12〕×〔3。05〕 －
平年 十 十 十 「 「 回　　　　　 桓 I1 8

川8 E 3 g9 佃溺0 〕
〔方 形〕i

〔ア。15〕×〔7。輔〕 －
平坦日 日 斗 つ　 日 用　　　　　 桓 朋

109A i

109B

109C i

H l

112 i

り3 g3

り3g2

0 3g2

り3 h5

B 2g l i

酢づ㌧滞

佃溺㌧酌

N－201Ⅴ

Ⅳ守 …E i

〔方　 形〕 4。20 ×（4。08）42～45
聖 上 ト ト 「 十 つ 可 醜 儲 ㍑ 霊 や 寸埠欄 載 s l傭B

土瞞 瀬を高埠鴻台付捧増 せ卦努

不　　 明 〔4．蛸 Xは鵬 45 平坦「－ ！… i 且 自然　須恵器瀬滴納 棒を婆を蓋欄 生土　 S l鵜か C

器㈲

不　　 明 （2瀾 ）×（鋸顧 45 平川 …　 自然　　　　　　　　　　　　　　　 S上拍柑

十曜 互・帝「高｛伸十川・輯・

〔方　 形〕

〔長方中

4を83 ×〔4。50〕

3や28）×（1e92）！

21～30

14～ユ8 i

不十 一 十

竺 」 上 土 ⊥ ⊥ 」 車 庫 論 議 蒜 寸 言 議

113 ！I 6d2 ！N一項 不　 可 3胴 叫 9～12！、亘 ⊥ ⊥ ⊥ ⊥ 上 唇 麿 痢 痛 感 雪

H 6 C 3 j2 甘ぜ－E〕不　　 明 （2。50）×〔2e20〕 39　 、
叫 丁 子 十 十 上 中 膿 豊 洲 湖 腑

一一一一一一一Il205－－－－－－－－rl



2　土　坑

当遺跡から，76基の土坑を検出した。以下，主な土坑の概要と出土遺物について記載し，その他の土坑に

ついては実測図と一覧表を掲載する。

第4号土坑（第167図）

位置　調査区南部，H5f2区。

規模と平面形　長径2．32m，短径2．24mの円形で，深さは82cmである。

長径方向　N－60－E

壁面　ほぼ垂直に立ち上がる。

底面　平坦で，中央部がわずかにくぼむ。

覆土　5層から成る。ロームブロックが見られる土層2及び土層3が人為堆積と思われる。遺物の大半はこれ

らの層から出土している。

土層解説

1黒　　　色　ローム小ブロック・炭化粒子・焼土粒子微量

2　黒　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子少量
3　極暗褐色　ローム中ブロック多量

4　褐　　　色　ローム粒子多量，KP少量
5　褐　　　色　ローム粒子中量

遺物　土師器片229点及び弥生土器片37点が出土している。土師器片には，口緑部が「S」字状の土師器賓の

体部から口緑部にかけての細片3点が含まれる。第167図3の土師器台付聾は覆土下層から出土している。

所見　本跡は，出土遺物から古墳時代の前期に構築された土坑で，埋まる過程で土器片が投棄あるいは流れ込

んだものと思われる。性格は不明である。

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

！　　　；　　　i

第167図　第4号土坑・出土遺物実測図

－206－
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第4号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （皿） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎 土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 16 7回 嚢 A 〔16．4〕 口緑部細片。 口緑 部は 「S 」字状 口縁部 内 ・外 面ナデ。口緑 部下端 長石 ・雲母 ・ス コ P 44 2　　　 5 ％

1 土 師 器 B （2．1） で ある。 には刷毛 目痕 が残 る。 リア

橙色　　　　 普通

覆土中

2

憂 A 〔13．8〕 口綾部細片。 口緑 部は 「S 」字状 口緑部 内 ・外面 ナデ。口緑 部下端 石英 ・長石 ・パ ミ P 4 4 4　　　 5 ％

土 師 器 B （2．3） であ る。 に は刷毛 目痕が残 る。 ス

黄褐色　　　 普通

覆土中

3

台 付 賓 B （3．9） 脚台部か ら体部下端 にかけての破 体部下端か ら体部 にかけて刷 毛 冒 石英 ・長石 ・スコ P 4 4 5　　　 5 ％

土 師 器 E （2．2） 片。脚台部 は「ハ」の字状 に開 く。休

部はわずかに内攣 しなが ら立 ち上

がる。

が施 されてい る。 リア

鈍い橙色

普通

覆土 下層

第7号土坑（第168図）

位置　調査区南部，H5d2区。

規模と平面形　長径1．38m，短径0．55mの不整長楕円形で，深さは22cmである。

長径方向　N－840－W

壁面　横やかに傾斜して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　1層である。

土層解説

1　暗オリーブ褐色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子・炭化物極微量

遺物　土師器片26点及び瓦片4点が出土している。

所見　本跡は，投棄された8世紀代の瓦片が底面から出土していることから，時期はそれ以降と考えられる。

性格は不明である。

l幸手　く言
旦

「」＿＿＿了
0　　　　　　1m

l　；！

第168図　第7号土坑・出土遺物実測図

第7号土坑出土遺物観察表

0　　　　　　　5cm

i ii　！

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成備　　考

第168図璽E A〔16．2〕口縁部細片。口緑部はわずかに外口綾部外面には刷毛目痕が残る。雲母・パミス P446　　　5％

1 土師器B（3．0）反し，棒状工具による押圧が施さ

れた隆帯が貼り付けられている。

内面ナデ。 鈍い黄橙色

普通

覆土中

－207－



第8号達観（第169囲）

位置　調査区南部，H5e3区。

重複関係　本跡はタ　第1号溝に掘り込まれている。

規模と平面形　長径4。00m，推定短径3。40mの不定形で，深さは35cmである。

長径方向　N－10ローE

壁面　緩やかに傾斜して立ち上がる。

底面　平坦である。

穫羞　5層から成る。ロームブロックが見られることから芦　人為堆積と思われる。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム中・小プロ、ソク少量

2　暗　褐　色　ローム中・小プロ・ソク少鼠　焼上粒J’・微量

3　暗　褐　色　焼土粒子少量

l－1．黒　褐　色　ローム小ブロック【恒星∴　ローム粒f一・尉ヒ粒Jつ鋸違

5　黒　褐　色　ローム申・小ブロック少鼠　ローム大プロ、ソク微量

遺物　土師器獅9息弥生土器片9点及び瓦片2点が出土している。土師器片は嚢体部片が大部分であるがタ

台付婆の脚台部片2点が含まれるご

所農　本跡は，出土遺物及び重複関係から古墳時代の土坑と考えられる。性格は不明である。

第相国　第　号羞琉実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

i　　　　　＿t　＿＿　　、二

第　考量琉　第膵図）

位置　調査区南部，I5°吊衷こノ

親機と平面形　短車虹90m。長鰍ま3。00mまで測れるが，調査区外へ延びているため全長は確認できない。平

面形は隅丸長方形と推定される。深さは約35cmである。

長軸方向　N－20－一E

壁面　緩やかに傾斜して立ち上がるこ

ー208－



底面　平坦で，緩やかに傾斜する。

覆土　1層である。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子少量

遣物　土師器片77点，須恵器片5点，弥生土器片10点及び管玉1点が出土している。

所見　本跡は，出土する遺物の時期差が大きく，ほとんどが流れ込みと思われる。時期や性格は不明である。

くI

堅　　21

－＼」－／

0 2m

l・　　1　　　1

第170図　第9号土坑・出土遺物実測図

第9号土坑出土遺物観察表

0　　　　　　5cm

L．＿．」＿j

図版番号器　種計測値（皿） 器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴 胎土・色調・焼成 備　　考

第170図 盤 B（3．0）高台部から底部にかけての破片。底部内面磨き，外面回転へラ削り石英・長石・パミP447　　　30％
1 土師器D　12．6 高台は直線的に「ハ」の字状に開後ナデ。高台部内・外面ナデ。 ス 内面黒色処理

E　l．6 く。 橙色　　　　 普通覆土上層

図版番号器　種
計　　　　　　 測　　　　　　 値

石　　材出土地点 備　　　　　　　　　 考
長さ（cm）幅（cm）厚さ（cm）孔径（皿）重量（g）

第170図2管　　玉 （3．1） 径　　　 （1．1） （0．3）（5．8）緑壬尼片岩床　　　　 面Q34

第27号土坑（第171図）

位置　調査区南部，E3a6区。

規模と平面形　長径0．90m，短径0．85mの円形で，深さは25cmである。

長径方向　N－100－E

壁画　緩やかに傾斜して立ち上がる。

底面　平坦で，わずかに傾斜する。

209－



覆土　5層から成る自然堆積と思われるご

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子も焼士粒子・炭化粒子少量

2　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼十粒子少量

3　黒　褐　色　ローム大プロ・ソク‥焼」二粒子少量

4　褐　　　色　ローム粒子少量

5　暗　褐　色　ローム粒j’一・炭化粒子少量

遺物　土師器嚢体部片3点，土師器椀1点及び弥生土器片1点が出土している。第171図1の土師器椀は覆土

上層から出土しているご

所農　本跡はタ　出土遺物が少なくしかも覆土上層出土であるため撃　時期や性格は不明である。

堅豪華
郵

随　　　　　　瑠

∵　一∵

0　　　　　　　1m

に⊥＿」

ニ　ノ・去一　言容′1一　言　一一　ふ二彙∴・な∴よ

第27号土塊出土遺物観察表

0　　　　　　　5cm

！＿＿∴上∴」

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士・色調・焼成 備　　 考

第171図 椀 A　　 9．4 目線部一部欠損。丸底。体部は内 目線部内・外面横方向のナデ。体 右奥・長石・スコ P 448　　　 95％

1 士 師 器 B　　 4。3 攣しながら立ち上がり，明瞭な稜

を経て，目線部は内傾する。

部外面へラ削り後ナデ，内面ナデ。リア

鈍い橙色　　 普通

覆土上層

第3考量坑　第膵図）

位置　調査区南部，B2。2区。

規模と平面形　長径1．10m，短径0．75mの楕円形で　深さは姐cmである。

長径方向　N－100－Ⅵ・「

壁面　緩やかに外傾して立ち上がる。

底面　凹凸である。

尊皇　5層から成る。ロームブロックが見られることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム粒子・焼土粒子微量

2　暗　褐　色　ローム大・申ブロック少量

3　黒　褐　色　ローム申プロ・ソク中量

4　黒　褐　色　ローム粒子少量

5　褐　　　色　ローム粒子多量

遺物　土師器嚢体部片は点　土師器捧　点及び弥生土器片1点が出土している。第172図1の土師器杯は覆土

上層から出土しているこ

所農　本跡はタ　出土遺物が少なくしかもほとんどが覆土上層出土であるため，時期や性格は不明である。
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0　　　　　　　1m

．

こ∴！、章・∴∴∴＿　工・1－　㌧ご一．ノ主√二　一、

第33号士坑出土遺物観察衷

0　　　　　　　5cm

l l A l　　　　．

図版番号器　種計測値（cm）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

第172図林A〔12。6〕体部から打線部にかけての破片。＝縁部内・外面横方向のナデ㍉体石英・長有・スコP449　　15％

1士師器B（3。4）体部は内攣しながら立ち上がりタ

明瞭な稜を経て，目線部は真十に

伸びる。

部外面へラ削り後ナデ，内面ナデ∴リア

鈍い黄橙色

普通

将士中

第詣考量坑　第膵図）

位置　調査区南部．B2。、汗も

∴・．、三二、ノー∫∵喜　一言l桔　′′（′∴　∴工・」言1、〇′）、ノ　二‾　　′’二．ノ　ブ、、．ご．〔‾ご′タメノ

長軸方向　N一一1－一1900

壁面　外傾して立ち＿i二がるこ、

底面　平班であるご

覆土　2層から成る自然堆積であるこ

土層解説

＿1　黒褐色　ローム粒J’・少量

2　黒褐色　ローム粒子中量

遺物　土師器片10点及び須恵器片1点が出土している。第173図1、の須恵器蓋は覆土上層から出上している。

所見　本跡は，r仕上遣物が少なくしかも覆土上層から出上しているため，時期や性格は不明であるこ

ふや　だ透
JL′′F．ノ

｛；二二手
◎　　　　　　　酌的

ト＿・＿・

子守籠∴　㌣予㍉∴：㌧．一完一′巌言ニー1く

第35号土塊出土遺物観察表

－　11111

9　　　　　　5C悶

』二二二∃

図版番号 器　種 計測値（cm） 器 形　 の　 特　 徴 ！ 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調・焼成 備　　 考

第173図

1

蓋

須恵器

A 〔17。0〕

B （3。4）

天井部片。天井部は日縁部に向　天井部上位へラ削り後ナデ。 長石・細礫

灰色

㌘450　　　 20％

覆土中かってなだらかに下降し，端部は

下方につまみ出されている。 普通

一一一l－1－21111－1一一一



第174図　第39号土坑・出土遺物実測図
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第175図　第39号土坑出土遺物実測図

奪≡ミ≡≡≡≡＝盟－3

ミニ二こ‾一二．一一一二：子
l

こ　　15

7

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

－…一　　　一一一一」

位置　調査区南部，BldO区。

重複関係　本跡は，第52号住居跡を掘り込んでいる。

規模と平面形　長軸4．08m，短軸3．55mの不整方形で，深さは33cmである。

長軸方向　N1900

壁面　緩やかに傾斜して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　5層から成る自然堆積と思われる。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量
2　黒　褐　色　ローム粒子・焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量

3　黒　褐　色　ローム粒子・焼土粒子・炭化物・炭化粒子少量

－213－



11黒　褐　色　ローム粒j’一・焼上粒J’一・尉ヒ粒J’・少：Il：

う　暗　褐　色　ローム小プロ、、′ク・ローム粒J’一・焼巨」、プロ・ソク・焼‖∵イ・炭化粒Jr一少量

遺物　土師器片及び須恵器片が多量に出土している。第膵図及び且開園の遺物はいずれも中央部床面で確認さ

れた焼士と炭化物の塊の中及びその周囲から出土している。

所農　本跡はラ　当初住居跡として調査を始めたがタ壁の立ち上がりが極めて緩やかなことや平面形が不整方形

であることなどから土塊とした。遺構中央部で確認された比較的太　な焼土塊や炭化物中から多くの土器片

が出土していることから　火を燃やしながら何らかの祭事が行われた可能性がある。

第媚考量境　第膵囲）

第39号土塊出土遺物観察衷
図版番可 器 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第 1月図　　 杯 Å　 白8．4〕 底部か ら口縁部 にかけての破片∴ ロクロ整形∴　内面磨 き∵休 部外面 長石 P 4 5 1　　 4 0％
1　　 土 師　 器 B （6。4） 丸底。体部 は内攣 しなが ら立 ち上 へ ラ削 り後丁寧 なナデ。 鈍 い黄橙色 内面黒色 処理

が 勘　 目線部 に至 る。 普通 覆土 中層

林 A 〔12。7〕 休部か ら目線部 にか けての破 片∴ 目線 部内 ・外面横方向のナデ∵体 長右 ・石英 ・小礫 P 20 5　　 1 5％
士 師 器 B　 「乱射 体部は内攣 しなが ら立 ち上 が り， 部外 面へ ラ削 り後丁寧なナデ，内 橙 色 内 ・外面黒 色処

2 不明瞭な稜 を経て， 目線 部は直線 面 ナデ。 普通 理
的に内傾する。 二次焼成

覆士中層

高　　 林 B （6。2） 脚部 か ら棒体 部にかけての破片。 林底部 内面 磨 き．外面 へラ削 り後 パ ミス ・ス コリア ㌘2 08　　　 舶 ％
士 帥 器 D　白1．7 1 脚部 は低 く，太 く毎 く直線的 にわ ナデ∵　脚部外面 へラ削 り後ナデ† 鈍 い橙色 二次焼 成

3 E　　 寸．2

i

ずか に 「ハ」 の字状 に開 き，端部 内面ナ デ。

l

普通

！

覆土 下層
は広が る。体部 は内攣 しなが ら立

l　　　　　　　　　　i
ち上が る。　　　　　　　　　　 il ！ i ち上が る。 I

i
l ！

高　　 林 B （5を7） 脚部か ら埠底部 にかけての破片。 林底 部内面磨 き，外面へ ラ削 り後 バ ミス ・スコリア P 20 9　　 1 5％

4
士 師 器 n　 白0．81

E　 J．8

脚部は低 く，わずか に外 反 しなが

ら 「ハ」の字状 に開 き，裾 部は広

ナデ∴　脚部外面へ ラ削 り後ナデ，

内面へ ラ削 ；「
鈍い橙色

普通

内面黒 色処理

二次焼成
がる。 覆土下層

慧 A 〔25の8〕 体 部か ら目線 部にかけての破片。 ＝縁部 内 ・外 面ナデ∵休 部外 面へ 右 英 ・長石 ・スコ ㌘45 3　　　 閥％
5 士 師　 器 B （9。2） 休 部は内暫 し，＝縁 部緩やか に外 ラ削 り後ナデ，内面ナデ∵ リア 将士中層

反す る。 鈍 い橙色　　 普通

第 17 5図 聾 A 〔25。8〕 体部 から目線部 にかけての破片。 目線部内 ・外面横方 向の ナデ∵体 有英 ・長石 ㌘4 54　　 15％
6 土 師 器 B （9。2） 体部 はわず かに内攣 し，目線部は 部外面縦方向のヘ ラ削 り後ナデ， 橙色 覆土下 層

外反 して 開 く。 内面ナデ。 普通

嚢 Å　白 9言〕 体部か ら目線部 にか けての破 片∵ ‖縁 部内 ・外面横方向のナデ∴体 石英 ・長石 ・パ ミ P 2 12　　 10％

7
士 師 器 H （日．両 休 部は内攣 し，頭部 か ら＝縁 部は 部外 面縦方向のヘ ラ削 り．両面ナ ス ・ネ コリア 覆士下層

緩 やかに外 反す る。 デ。 橙 色

普通

第 17 4図 林 A 〔14。8〕 底 部か ら口縁 部にかけての破片∴ ロクロ整形 ∵　‖縁 部内 ・外 面ナデ√長 石 ・雲母 ㌘45 5　　　 55％
8 須∴恵 器 B　　 も 3 丸底気味 の平底 。体 部 は内攣 しな 底部外面へ ラ削 り後ナデ∵ 灰 黄色 覆土下層

し　　 7．2 が ら立 ち上 がった後上向 きに折 れタ 良好

中位 から目線 部はわずかに外反す

る。

高台付林 Å 〔1 4。6〕 高台部か ら日縁部 にかけての破 片∴ログ ロ整形。 長石 ・細礫 P 4 56　　　 2 0％

9
須 恵 器 B　　 Ll．3

日〔0．0〕

付高台∵高台 は短 く 「ハ」の字状

に聞 く∴休部 は内暫 しなが ら立ち
灰黄色

良好

覆士下層

E　　 O．3 上 が り，打線部は外傾す る。

1 0

高 台付杯 A 〔摘諸〕 高台部か ら＝縁 部にか けての破片 ∵ロクロ整形 。 バ ミス ・ス コリア ㌘20 6　　　 4 0％
須 恵 器 B　　 も 0 付高 台。 高台は短い。体部 はわず 灰 黄色 覆土下層

り 〔9。2〕 か に内攣 しなが ら立ち上が り， 口 良好

E　　 O．3 綾部 に至 る。

n

高台 付杯 B （2。0） 高台部か ら体部 にかけての破片。 ロ クロ整形∵　底部 内面 ナデ∵ パ ミス　のスコ リア P 21 1　　 5 ％

須 恵 器 い　　 り．2 付高台∴高台 は毎 い∴休 部は内攣 灰 白色 床面

E　　 軋 5 しなが ら立ち上が る。 良好

第 17 5図 高 台付 片 A 〔30。5〕 高台部か らロ縁部 にか けての破片 。

．」　　」

口縁部外 面及び休部外面平行叩 き，長石 。雲母 のパ ミ P 2 07　　　 4 0％

1 2
口　　 鉢 B　 2 1．5 高台は直線的に 「ハ」の字状 に開 内面 ナデ∵ ス ・スコリア 二次焼成
須 恵 器 D 〔1叡 8〕

E　 l．7

く∴休 部は内攣 しなが ら立ち十が

る。 目線部 には注 ぎ口が付 く。

橙 色

普通

覆土 中層

ーr1－214－－－－一一一



図版番号 器　 種
計　　　　 測　　　　 値

材　　 質 出 土 地 点 備　　　　　　　　　　　 考
長 さ（Ⅷ） 幅 （CⅢ） 厚 さ（皿） 重量 （g ）

第175図13 鎌 （7．2） （2．6） （0．5） （20．9） 鉄 覆　 土　 中 M 8

14 刀　　 子 （13．2） （1．1） （0．3） （9．7） 鉄 覆　 土　 中 M 9

15 刀　　 子 （5．1） （1．4） （0．4） （7．9） 鉄 覆　 土　 中 M lO

位置　調査区南部，C2。7区。

規模と平面形　長軸2．67m，短軸2．42mの不整長方形で，深さは30cmである。

長軸方向　N－230－W

壁面　緩やかに傾斜して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　3層から成る自然堆積と思われる。

土層解説

1　黒　褐　色　焼土粒子少量，炭化粒子・黄白色粘土粒子微量

2　黒　　　色　焼土粒子・炭化粒子・黄白色粘土粒子微量

3　黒　褐　色　焼土粒子・炭化粒子・黄白色粘土粒子少量

遺物　土師器片614点及び須恵器片13点が出土している。第176図1の土師器杯，3，4の土師器皿は覆土中層か

ら，2の土師器杯は覆土下層から出土している。

所見　本跡は，覆土下層及び床面から土器細片が多量に出土していることから，一時期に投棄されたものと思

われる。出土遺物から9世紀後半の土坑と考えられる。

2m

ト一一一一一一一一一一十一一一一一一一一一一一一一」

第176図　第哺号土坑・出土遺物実測図

ー215－
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第46号土塊出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼 成 備　　 考

第176図 林 A 〔1 2．8〕 底部か ら目線部 にかけての破片。 ロ クロ整形。体部外面 には強いロ 石英 ・長石 ・柵礫 P 4 57　　　 4 0％
1 土 師 器

i

B　　 3．6 平底。体部 は内攣 しなが ら立ち上 ク ロ目が残 る。内面磨 き。体部外 鈍い黄橙色 内面黒色処理

C　　 5諸 が り，日録部 は薄 くなってわずか 面下位及び底部外面 回転へ ラ削 り 普通 覆土 中層
に外反す る。 後 ナデ。

2

皿 A 〔14．2〕 底 部か ら日録部 にか けての破片 。 ロクロ整形。内面磨 き。体部外面 長石 P 45 8　　 15％
土 師 器 B　　 2。2 底 部は平底 で突出気味。体部 は内 及 び底 部外 面ナデ。 鈍 い黄橙色 内面黒色処理

C 〔7。4〕 攣 しなが ら立ち上が り， 日録部 に

至 る。

普通 覆土下層

3

皿 A 〔13。0〕 底部 から目線 部にかけての破片。 ロクロ整形。 内面磨 き。体 部下端 長石 ・雲母 P 4 5 9　　 15％
土 師 器 B　　 2言 平底。体部 は内攣 しなが ら立 ち上 回転へ ラ削 り後 ナデ。底 部外 商へ 鈍い黄橙色 覆土 中層

C　　 5。4 が り， 目線部 はわずかに外反す る。 ラ削 り後 ナデ。 普通

4

皿 A 〔1 3。8〕 底部か ら口縁部 にかけての破 片。 ロク ロ整形。 内面磨 き。外面 ナデ。石英 ・スコリア P 4 60　　 1 5％
土 師 器 B　 l．7

C 〔 6．6〕

平底。体部 は内攣 しなが ら立ち上

が り，薄 くなって目線部 に至 る。

鈍い黄橙色

普通

覆土 中層

第鯛考量坑　第膵囲）

位置　調査区南部．E3°（日東。

規模と平面形　長径1890m，短径1．65mの不整楕円形で蔓　深さは30cmである。

長径方向　N一一150一一W

壁面　緩やかに傾斜して立ち上がる。

底面　皿状である。

覆土　4層から成る人為堆積と思われる。

土層解説

1褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

2　褐　　　色　ローム粒子・焼土中プロ、ソク中鼠　ローム小プロ、ソク・焼十粒子少量

3　暗　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

4－　明　褐　色　ローム粒子多鼠　ローム小ブロック中量

遺物　土師器片56息須恵器片4点及び弥生土器片1点が出土している。第177図1の土師器埠は覆土中から

の出土である。

所農　本跡は，出土遺物から7世紀後半頃の土坑と考えられる。土器片が投棄され，人為的に埋められたもの

と思われる。
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第59号土坑出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値k m）　　　 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第1 77図 林 目線 部内 ・外 面及び体部内 ・外面 右英 ・長’石 ・スコ P 46 1　　 65％

1 土 師 器 ナデ∴底 部外 面へラ削 り後ナデ，

内面 ナデ。

リア

明赤褐色　　 普通

覆土上層

第醜考量坑　第膵囲）

位置　調査区南部，E3°つズ∴、

重複関係　本跡は，第36－B号f封調亦と重複する、二、

規模藍平面形　長径。渕m　短径。摘mの不定形で　深さは飢cmである。

長径方向　Nl1－－1mC、－1・一つ三

壁面　緩やかに傾斜して立ち上がる、、

底面　凹凸であるご

尊皇　　層から成る。各層にロームブロックが見られることからタ　人為堆積と思われる。

土層解説

1　褐　　　色　ローム小プロ、ソク・ローム粒J－’一・焼巨」、ブロック中量，焼目白二少量

2　褐　　　色　ローム粒j’・多量．ローム小プロ、ソク少量

こう　黒　　　色　ローム小ブロック少量．ローム中プロ、ソク微量

遺物　土師器片誠意　須恵器片　点　縄文土器片温点及び弥生土器片鉱産が出土している。第膵図　の土師

器蛮声　乳　の須恵器杯はいずれ　覆土中層から出土している。

所農　本跡はタ　出土遺物から8健妃中頃の士坑と思われる。比較的多くの土師器片が出土している芸　やÅ為

l裾こ埋め扇きれている様子から∴上器片投棄のための十坑とも考えられる、、

詭湘
箋裏㌔ヤ

⑳　　　瑠悶

』三豊＝≡≡≡』

1′　工∴、！＼′　　＿r　　　　′÷ヰ∴，、∫′

第㈹号士坑出土遺物観察衷

0　　　　　　　5cm

』二二二二二∃

図版番号 器　 種 計測値（cmラ 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第178回 嚢 A 〔23。7〕 体部から打線部にかけての破片。 内・外面ナデ∵ 石英・長石 ・雲母 P 462　　　 5％

1 土 師 器 B （6。0） 体部は内攣し，頚部から目線部は

外反する。端部はつまみ上げられ

ている。

橙色

普通

将士中層

2
林 B （3．4） 底部から体部にかけての破片。平 ロクロ整形。底部外面へラ削り後 長石 P 464　　 15％
須 恵　器 C 〔8。6〕 底。体部は外傾して立ち上がる。 ナデ。 黄灰色　　　 普通 覆土中層

3

埠 B （3。4） 底部から体部にかけての破片。平 ロクロ整形∴　休部外面には強いロ 長有 P463　　 15％
須 恵 器 C 〔凱4〕 底。体部は外傾して立ち上がる。 クロ目が残る。底部外面へラ削り

後ナデ。

黄灰色

普通

将士中層
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第64－A号土坑（第179図）

位置　調査区南部，I5a4区。

規模と平面形　南北軸長0．90m。東西軸長は0．80mまで測れるが，調査区外へ延びているために全長は確認で

きない。平面形は長方形と推定される。深さは約20cmである。

長軸方向　N－110－W

壁面　緩やかに外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　4層から成る。ロームブロックが見られることから，人為堆積と思われる。

土層解説

1　黒　褐　色　ローム粒子・焼士粒子少量，炭化粒子微量

2　暗赤褐色　ローム中ブロック少量，ローム粒子微量

3　灰　褐　色　ローム粒子中量，ローム大ブロック少量

4　褐　　　色　ローム粒子多量

遺物　出土していない。

所見　本跡は，出土遺物から9世紀後半から10世紀初め境の土坑である。

頂
r
l
r

L
一

0」
！；！

第179区l　第64－A・B号土坑・出土遺物実測図

0　　　　　　5cm

L．i…＿

第64－B号土坑（第179図）

位置　調査区南部，I5。4区。

規模と平面形　長軸1．50m，短軸1．30mの不整長方形で，深さは32cmである。

長軸方向　N－100－E

壁面　ほぼ垂直に立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　4層から成る。ロームブロックが見られることから，人為堆積と思われる。

土層解説（5～8が本跡のものである。）
5　黒　褐　色　ローム粒子・KP大ブロック少量
6　暗　褐　色　ローム大ブロック・KP大ブロック少量

7　暗　褐　色　ローム粒子中量，KP大ブロック少量
8　極暗褐色　ローム中ブロック・ローム粒子少量

遺物　土師器片9点が出土している。第179図1の土師器皿は南西コーナー壁面覆土中層から出土している。

所見　本跡は，出土遺物から10世紀初め頃のものと思われる。性格は不明である。
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第64－B号士坑出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色誘巨 焼成 備　　 考

第 17 9図 土不 A　 12．8 目線部一部欠損。底 部は平底で突 ロ クロ整形。 内面磨 き。底 部回転 長石 ・スコリア P 4 65　　　 9 5％

1 土 師 器 B　　 2．5 出気味。体部 は内攣 しなが ら立ち 糸切 り後ナデ。 鈍い黄橙色 内面黒色処理

C　　 6．7 上が り， 口縁部 に至 る。 普通 覆土 中層

第73考量坑（第180図）

位置　調査区南部，C2。7区。

規模と平面形　長径1．80m。短径は撹乱を受けているが，推定圭30m。楕円形で，深さは58cmである。

長径方向　N－140－W

壁面　緩やかに傾斜して立ち上がる。

底面　凹凸である。

覆土12層から成る。ロームブロックが見られることから人為堆積である。

土層解説

1　暗　褐　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼士太ブロック・焼士粒子・炭化物・灰白色粘土大ブロック少量

2　暗　褐　色　ローム太ブロック・灰白色粘土太ブロック中量，焼土粒子・炭化粒子少量

3　褐　　　色　ローム大ブロック中量，焼土粒子e炭化粒子・灰白色粘土小ブロック少量

4　黒　褐　色

5　黒　褐　色

6　明　褐　色

7　黒　褐　色

8　暗　褐　色

9　黒　褐　色

10　黒　褐　色

11黒　褐　色

12　黒　褐　色

ローム粒子中量，ローム太ブロック。灰白色粘土粒子少量

ローム大ブロック・焼土太ブロック・炭化粒子。灰白色粘土太ブロック少量

ローム粒子多量，KP粒子少量
ローム粒子中量

ローム大ブロック・焼土太ブロック・灰白色粘土太ブロック少量

ローム小ブロック・ローム粒J二・焼士粒子少量

ローム粒子多量

ローム大ブロック・ローム中ブロック・焼土太ブロック・焼土粒子e炭化物・灰白色粘土太ブロック少量

ローム中ブロック中量，焼士粒子e炭化粒子0灰白色粘土太ブロック少量

遺物　土師器片52点，須恵器片1点及び弥生土器片5点が出土している。土師器片の大部分は嚢体部片及び内

面黒色処理された球体部片である。

所凰　本跡は，出土遺物から平安時代の土坑と思われる。性格は不明である。

∴
B

l二＿＿＿！l‾ 0　　　　　　　1m

」二王＝∃

第柑図　第調号羞坑実測図

第75考量坑（第181図）

位置　調査区南部，C2jO区。

重複関係　本跡は，第80号住居跡と重複する。
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規模と平面形　長径3言5m，短径2．50mの楕円形で，深さは60cmである。

長径方向　N－800－W

壁面　外傾して立ち上がる。

底面　平坦である。

覆土　6層から成る自然堆積である。

土層解説

1　黒　　　色

2　黒　　　色

3　黒　　　色

4　黒　褐　色

5　黒　　　色

6　黒　　　色

ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子・焼土中ブロック・炭化粒子少量

ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

焼土大ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
ローム粒子・焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片113点，須恵器片29点及び弥生土器片6点が出土している。第181図1の土師器杯は床面から出

土している。

所凰　本跡は，出土遺物から古墳時代後期のものと思われる。黄白色粘土層を掘り込んでいることから粘土採

掘坑と考えられる。

0　　　　　　　　2m

l＋‥∴一十…－‥　！

第柑図　第凋尊皇坑◎出立遺物実測図

第75号土坑出土遺物観察表

0　　　　　　5cm

ヒ二二±二∃

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土・色調 ・焼成 備　　 考

第181図 杯 A 〔15．8〕 底部から口緑部にかけての破片。 目線部内 ・外面横方向のナデ。体 石英 ・長石 P 504　　　 40％

1 土 師 器 B （4．3） 丸底。体部は内攣しながら立ち上 部外面及び底部外面へラ削り後ナ 橙色 二次焼成

がり，稜を経て，目線部は外反す

る。

デ，内面磨き。 普通 床面

第76号丑坑（第182図）

位置　調査区南部，B2j5区。

規模と平面形　長径2．10m，短径2．05mの円形で，深さは44cmである。
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第182図　第76号土坑・出土遺物実測図
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最後方向　N…00

壁面　ほぼ垂直に立ち上がる。

底面　平班であるご

覆羞　複層から成る鬼為堆積である。

土層解説

1黒　褐　色　ローム小プロ、ソク・ローム粒J’一少量．焼＝拉√微量

2　暗　褐　色　ローム粒戸車駁　ロームl巨プロ、ソク・ローム小プロ、ソク少軋射二粒召敬呈

3　暗　褐　色　ローム粒子多量．ローム小プロ、ソクf巨軋　焼L二粒子微量

・1黒　　　色　ローム小プロ、ソク・ローム粒召錆呈：

、二・一か　‥・・′′、・・′了　ろ∴′丁、！．、ノ．：ノ＼∴　／・　′　ノ・；　、∴、′　′、ニ・．阜く・　、、ひ．十一′∴′′　こノ

の土師器高塚及び相の土師器嚢は覆土中層から，乳の土師器杯夕臓の土師器堵及びlの土師器嚢は覆土下

層及び床面からそれぞれ出土している。岩の土師器杯は覆土中層出土片と下層出土片が接合している。

所農　本跡は芦　出土遺物から古墳時代後期のものと思われる。性格は不明である。

第開音土塊出土遺物観察表

図版番号i 器 種 計測値 （cm） 器 形　 の　 特　 徴 i 手　 法　 の　 特　 徴 ！胎土 e色調 8焼 成 ！ 備　 考

第182図

1

林

士 師　 器
Å　 14．8

B　　 説4

目線部一部 欠損 √丸底 ∴休部は内　 ‖縁 部内 ・外面ナう㍉ 体部 内 ・外 石英 ・長石 ・スコ

リア

鈍い褐 色　　 普通

㌘466　　　 95％

覆土 中層暫 しなが ら立ち上 が り，頭部で く　 而及び底部内 ・外面へ ラ削 り後ナ

ぴれ，日縁部 は外傾 する。　　　　 デ。

林 Å　 13．1 ‖縁 部1 部 欠損 ∵　平底 気味の丸底 ∴内面 ナデ，外 面へラ削 年 石英 ・長右 ・バ ミ

ス

橙色　　　　 普通

P 46 7　　　 95％

将士下層2 士 帥 器 B　　 も5 体 部は内暫 しなが ら立 ち上が り，

打線 部に至 る。

3

杯

士 帥 器

Å　 12．7

B　　 5．5

口縁部一部 欠損 ∵丸底∵休部 は両　 日縁部内 ・外面 ナデ∵休部外 面へ
l
長石 ・雲母

橙色

普通

i

P 4 68　　　 95％
覆土下層曾 しなが ら立 ち上 が り，目線部 に　 ラ削 り後ナデ，内面 ナう㍉ 底部 内 ・

圭 る∵　　　　　　　　　　　　 外 面へ ラ削 り後 ナデ∵

林 A 〔16．0〕 底部か ら目線部 にかけての破片 ∴　 ‖縁 部内 ・外面ナラ㍉ 休部外面及 石英 ・長石

橙 色

普通

㌘469　　　 50％

覆土中層4
土 師 器 B　　 鋭5 丸底。体部は内轡 しなが ら立 ち上　 び底部外 面へ ラ削 り後ナデ，内面

が り，明瞭な稜 を経て， 目線部 は　 ナデ∴

短 くテ　内傾 する。

5

塔

士 師 器

！

A 〔20。4〕

8　　 7．寸

底部 か ら目線 部にかけての破片∴　 目線部内 ・外面 ナデ∴休 部外 面へ

丸底。体部 は内攣 しなが ら立ち上　 ラ削 り後 ナデ， 内面雑 な磨 き。底

が り，明瞭 な稜 を経 て，目線部は　 部外 面へ ラ削 り後ナ デ， 内面 ナデ

内攣す る。

石英 ・長石

橙色

」普通

P 470　　　 45％

将士中層

6

杯

士 師 器

A　 L 1．2

B　　 説5

底 部か ら目線部 にか けての破片 ∵　 目線部 内 ・外 面ナデ∴休部外面及 有英 ・長石 ・雲母

明赤褐色

普 通

P 471　　 50％

内面黒色処理

二次焼成
覆土中層

丸底 。・体 部は内攣 しなが ら立 ち上　 び底部外 面へラ削 り後ナデ。体部

が り，小 さな綾 を経て， 目線部 は　 内面及 び底 部内面放 射状のヘ ラ磨

わず かに内攣する。　　　　　　　 き。

7

杯

土 師 器

A 〔16。4〕

B （6も0）

休部か ら‖縁 部にかけての破片∴　 目線部外面横方 向の強 いナデ，内

休部 は内暫 し　 目線 部は外反す る∴面ナデ∴休 部外面へ ラ削 り後ナデ，
長石

明赤褐色

P 47 2　　　 40％

内面黒色処理
内面ナデ∵ 普通 二次焼成

将士 中 ・卜層

林

U

A 〔1説0〕 休 部か ら目線部 にか けての破片∵　 目線部 内 ・外 面横方向のナデ∴体

臓
石英 ・長石 ・バ ミ P 473　　　 30％

8 土 師　 器 B　「も習 休部 は内鸞 し，口縁部 は薄 くなっ　 部外面へ ラ削 り後ナデ，内面ナデ∴ノス 楷土中 ・下層
てわず かに外 反する。 明赤 褐色　　 普通

9
高　　 林

ロ

D　 白5．両 脚部片。脚部 は外 反 しなが ら「ハ」 脚部外面へ ラ削 り後丁寧 なナデ， 長石 P 474　　　 65％

工 師 器 E 〔6。7〕 の字状 に開凱　 裾 は広 がる。　　 内面へ ラ削 り複雑 なナデ。 明赤 褐色　　 普通 覆土 中層

10

柑

土 師 器

Å　 11．3

B　 l∴1．0

打線部一部欠損。平底気 味の丸底 。日縁 部外 面縦方向のヘ ラ削 り後 ナ 石英 ・長石 ・細 礫

鈍い橙色

普通

P 475　　　 95％

覆土下層

P 47 6　　　 65％
床 面

P 477　　　 20％

覆土 中層

体 部は内攣 しなが ら立 ち上 が り， デ，内面ナデ。体部外面及 び底部

頭 部で緩 やかに外 反す る十 日縁部　 外面へ ラ削 り後ナデ∴体部内面及

は外傾 する。　　　　　　　　　 び底部 内面 ナデ。

n

嚢

土 師 器

Å　 16．7

B　 27．4

C 〔7．3〕

体部及 び底 部一 部欠損。底部 は平　 日縁部内 0外面横方 向のナデ。体 石 英 ・長石

鈍 い黄褐色

普通

底で突出気味。体 部は内攣 しなが　 部外面縦方向のヘ ラ削 り後 ナデ，

ら立ち上が り，頚部 か ら目線 部は　 内面ナデ。

轟受やかに外反す る。

12

魔
瓦　　　　　　J
士 師　 器

1　 丁7言　 イ

B （962）

本部か ら目線部 にか けての破片。　 目線部 内 の外 面横方向のナデ。体

体部 は内攣 し，頚部 は 「く」 の字　 部外面へ ラ削 り後ナデ，内面ナデ。
右英 ・長右 ・バ ミ

ス ・ス コリア
童犬に祈 れる。打線部は外傾す る。 橙 色　　　　 普通

・一一222－
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第相国　その他の丑坑実測図（3）

その他の土坑土層解説

第2号土坑土層解説

1　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

2　暗　褐　色　ローム大ブロック・ローム粒子少量

3　黒　褐　色　ローム粒子少量

4　褐　　　色　ローム中ブロック・ローム粒子中量

5　暗　褐　色　ローム粒子・ローム大ブロック少量

6　明　褐　色　ローム粒子多量，KP大ブロック少量

7　明　褐　色　ローム粒子多量
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第32号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ローム粒子少量
2　褐　　　色　ローム粒子多量
3　黒　褐　色　ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子少量
4　褐　　　色　ローム大ブロック多量
5　極暗褐色　ローム太ブロック中量，ローム中ブロック少量

第50号土坑土層解説
1　黒　褐　色　ローム小ブロック・焼土中ブロック・炭化物少量
2　黒　褐　色　ローム小ブロック・焼士粒子・炭化粒子少量
3　黒　褐　色　ローム粒子。焼士粒子・炭化粒子少量
4　黒　褐　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
5　褐　　　色　ローム粒子中量，焼土粒子・炭化粒子微量
6　黒　褐　色　ローム小ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量

第58号土坑土層解説
1　褐　　　色　ローム中ブロック・ローム粒子少量
2　暗　褐　色　ローム大ブロック・ローム粒子少量
3　黒　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子中量
4　褐　　　色　ローム粒子多量

表　長者屋敷遺跡士坑一覧表

土坑

番号
位　 置

長径方向

（長軸方舶
平　 面　 形

規　　　　　 模 備　　　　　　 考

重　 複　 遺　 構

底 面 覆土長径×鰍 中 細 三豊と 出　　 土　　 遺　　 物

1 H 5 al N －80－E 長　 方　 形 1．10 ×　0．52 2 3 緩斜 平坦 自然 土師器 （聾） S I …1

2 H 5 。2 N －530－E 長　 方　 形 0．80 ×　0．68 5 9 外傾 皿状 自然 土師器 （登），弥生土器 （壷）

3 H 5 f2 N －130－W 楕　 円　 形 1．40 ×　0．95 8 6 外傾 皿状 自然 土師器 （嚢），弥生土器 （壷）

4 H 5 f2 N →鮮－E 円　　　　 形 2．32　X　2．24 8 2 垂直 皿状 自然 土師器 （埠 ・高杯 ・嚢），弥生土器 （壷）

5 H 5 g 2 N－240－E 円　　　　 形 2．07　×　2．00 3 1 緩斜 平坦 自然

6 H 5 h 3 Ⅳ1 ㌢－E 長　 楕　 円　 形 2．60 ×1．24 3 5 外傾 凹凸 自然 土師器 （嚢），弥生土器 （壷）

7 H 5 d2 N －840…W 不整 長楕 円形 1．38 ×　0．55 22 緩斜 平坦 自然 土師器 聯 ・賓），瓦

8 H 5。3 N l lOO－E
！
不　 定　 形

l
4諭0 ×は40〕 35

l
緩斜
l
平坦
l
人為 土師器（杯・嚢 ・台付棄），瓦 弥生土器（壷）

l

9 I 5 。9 N …20－E 隅 丸 長 方 形 は00）×1．90 35 緩斜 平坦 自然 土師器杯 ・高封寸恥 棄・凱 管も 弥生土器（壷） S I －11，S I）－3

10 I 5 g8 酢湖㌣W 長　 方　 形 1。20　×　0．82 27 緩斜 平坦 自然 土師器 （杯 ・聾） S I …18

1 1 J 6 。1 N －50－E 不　 定　 形 2。05　×1．02 2 2 緩斜 平 坦 自然

13 J 6 。2 N －210－E 不 整 楕 円 形 1．96　×1．60 18 緩斜 平坦 自然 土師器（杯 ・嚢），須恵器（嚢），弥生土器（壷）

14 G 4 j9 N …600－E 楕　 円　 形 1．33　×1．00 4 0 緩斜 平坦 自然 土師器 （高杯 ・嚢）

15 G 4 i9 Ⅳ1 y 円　　　　 形 1．25　×1．27 5 0 緩斜 平坦 自然 土師器 （高杯・嚢）

16 G 4 g 9 N 1 ㌢ 円　　　　 形 1．08　×1．04 3 0 緩斜 平坦 自然

22 H 5 j7 N－890－E 不　 定　 形 2．93　×1．68 50 緩斜 凹凸 自然

23 H 5 i6 N …900－E 不 整 長 方 形 0．98 ×　0．68 25 緩斜 平坦 自然 土師器 （高杯 ・斐）

26 E 3 a5 N －90－E 不 整 楕 円 形 1．84　×1．32 30 緩 斜 凹凸 自然 土師器 （高杯 ・斐），須恵器 （嚢）

27 E 3 aG N －100－E 円　　　　 形 0．90　×　0．85 25 緩斜 平坦 自然 土師器 （嚢），弥生土器 （壷）

28 E 3 a6 N －730－E 楕　 円　 形 1．08 ×　0．85 4 6 緩斜 皿状 自然 土師器 （杯 ・高杯・嚢）

29 E 3 f7 N －4 0…W 不　 定　 形 1．03 ×〔0．84〕 22 緩斜 平 坦 自然

30 E 4 fl N－210－W 不　 定　 形 1．74 ×（0．96） 60 緩斜 皿状 自然 土師器杯 ・嚢），須恵器億 ），弥生土器（壷）

S I－52

32 E 3 jO N－540－W 楕　 円　 形 2．96　×　2．50 19 緩斜 平坦 自然 土師器 杯 ・嚢），弥生土器 （壷）

33 B 2。2 N－100－W 楕　 円　 形 1．10　×　0．75 4 1 緩斜 凹凸 人為 土師器 漸 増 ），弥生土器 （壷）

34 B 2。3 N －150－E 楕　 円　 形 0．62　×　0．55 4 0 緩斜 凹凸 自然 土師器 （埠 ・嚢）

35 B 2 。3 N －900 長　 方　 形 0．90　×　0．70 34 外 傾 平坦 自然 土師器 （杯 も嚢），須恵器 （蓋）

土師器 杯 ・賓）

36
】

B 2 f3 N －400－W 不　 定　 形 0．75　×　0．70 25 外 傾 皿状 自然

37 B 2 f3 軒4 ㌧W 不 整 楕 円 形 1．07　×　0．69 60 外 傾 凹凸 自然

39 B l d O Nづ00 〔不　 整　 方　 形〕 4．08 ×〔3．35〕 33 緩斜 平 坦 自然 土師器瀬 ・凱 須恵器肺 葉・蓋）
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土坑

番号
位　 置

長径方向

脹軸方郎
平　 面　 形

規　　　　　 模
i壁面

底 面 覆土 出　　 土　　 遺　　 物
備　　　　　　 考

重　 複　 遺　 構長径×短針壷 深さ廟

40 B 2 fl Ⅳづ6㌧判T 〔楕　 円　 形〕 〔1．74〕×〔0．90〕 22 緩斜 凹凸 自然
l

41
E
B 2 h4
I
鉦溜手薄
ァl 長　 方　 形

2．65　×1．15 17 緩斜 凹凸 自然 土師器 勝 ・婆）

43 C 2 d 7 Nづ00 方　　　　 形 0．75　×　0．70 3 7 外傾 平坦 自然 土師器 聯 ・婆），弥生土器 （壷ラ

44 C 2。8 N－320－E 楕　 円　 形 0．77　×　0．65 4 2 外傾 平坦 自然 須恵器 （襲う

45 C 2。8 N －200－E 長　 方　 形 1．44　×　0．71 42 緩斜 平坦 自然 土師器 （杯 ・嚢），弥生土器 （壷）

46 C 2。7 N －230…W 不 整 長 方 形 2．67　×　2．42 30 緩斜 平坦 自然
土師器 （埠 ・高杯・高台付杯 弓主 賓 ・皿），

須恵器 湖こ・高台付杯・蓋）

48A C 2 d6 N …0 0 円　　　　 形 0．42　×　0．42 39 緩斜 皿状 自然

48B C 2 f6 N 4 30－E 楕　 円　 形 0．78　×　0．70 26 媛斜 皿状 自然

50 C 2 f8 酔当㌧或 円　　　　 形 2．45　×　2．37 5 4 緩斜 平坦 自然
土師器 （杯 ・婆），須恵器 杯 ・高台付杯 ・

婆），弥生土器 （壷） S I －87

5 1 D 2 a o N－720…E 不 整 楕 円 形 1．16　×　0．80 4 9 外傾 凹凸 自然

54 C 2 jO N －850－W 楕　 円　 形 0．90　×　0．72 5 2 外 傾 平坦 自然 土師器 （嚢）

55 D 3。ユ Ⅳ1 了 円　　　　 形 0．76　×　0．74 4 6 外 傾 平坦 自然 土師器 （嚢）

58 E 3。8 N づ00 楕　 円　 形 0，70　×　0膏1 35 外傾 平坦 自然
土師器 （杯。婆），須恵器 （婆），瓦，弥生土

器 し壷）

59 E 3 。6 N －150－W 不 整 楕 円 形 1．90 ×1諸5 30 嬢斜 皿状 人為
土師器 （杯 ・嚢），須恵器 （埠 ・蓋），弥生土

器 （壷）

60 E 3 °7 N－100…E 不　 定　 形 1．30　×1．10 2 4 緩斜 凹凸 人為
土師器 移行 嚢），須恵器 杯 。蓋），弥生土

器 し壷） S I …36 B

61 E 3。6 N－100－W 不 整 楕 円 形 1．88　×1．32 2 0 緩斜 皿状 自然

62 E 3 d 7 N 4 00…E 不　 整　 円　 形 0．90 ×　0．82 2 0 緩斜 皿状 自然 土師器 （嚢），弥生土器 （壷）

63 E 3 g8 N …00 円　　　　 形 0．53 ×　0．52 18 外 傾 平坦 自然 土師器 （聾），須恵器 （賓），弥生土器 （壷）

64A I 5 a4 N …110…W 長　 方　 形 0．90 ×　0．80 20 緩斜 平坦 人為

64可

可

I 5 a4 l

E 3 g9 1

N －100－E i

N づ0つ

不 整 長 方 形 ！

長　 方　 形 ！

1・50 ×1・30 ！

1・25 ×0・62 I

32 ！

44 ！

垂可

外可

平坦

平川

人可

自然 ！

自然

自然

自然

自然

土師器 （皿）

土師器 （杯 ・高塚 ・聾）

土師器 （杯 ・嚢），須恵器 （杯 ・嚢）

S I －36 A66 E 3 b8 N －30…W 長　 方　 形 1．18 ×　0．76 2 8 外傾 平坦

67 E 3。8 N－30－W 長　 方　 形 1．16　×　0．71 2 2 外傾 平坦 S I －36 A

6 8 E 3。8 N 1 ㌢ 長　 方　 形 0．85 ×（0．74） 28 外傾 凹凸 S I －36 A

6 9 E 3 g9 N…170－W 不　 整　 円　 形 0．68 ×　0．65 18 緩斜 皿状 土師器 （杯 ・斐） S I －10 8

7 0 E 3。8 N －120…W 楕　 円　 形 0諸4 ×〔0．76〕 30 緩斜 皿状 自然 土師器 （杯 ・嚢），弥生土器 （壷） S 「4 0

S I －83

7 1 I 6 f2 N づ00 長　 楕　 円　 形 1。76 ×1．00 18 緩斜 平坦 自然 土師器 杯 ・斐），瓦

72 C 2 。3 N －300－W 楕　 円　 形 1．11 ×〔0．30〕 33 緩斜 凹凸 自然 土師器 （棄），須恵器 （嚢），弥生土器 （壷）

73 C 2 。7 N －140－W 楕　 円　 形 1諸0 ×（1．30） 58 緩斜 凹凸 人為 土師器（杯 ・嚢），須恵器（杯），弥生土器僅 ）

土師器（杯 ・嚢），須恵器（杯），弥生土器（壷）

S I…68

7 4 D 2 。0 N －840－W 長　 方　 形 0．86 ×　0．64 32 外傾 平坦 自然 S 上欄5

7 5 C 2 jO N －800vv…W 楕　 円　 形 3．15　×　2．50 60 外傾 平坦 自然 S I －80

S I －55

7 6 B 2 j5 N …00 円　　　　 形 2」0 ×2．05 4 4 垂直 平坦 人為
土師器 （捧 ・高埠・嚢 ・台付聾・甑），須恵

器 （埠・嚢 ・蓋），弥生土器 （壷）

77 C 2 d7 N 4 00－E 楕　 円　 形 0．68 ×0．58 5 5 垂直 皿状 自然 土師器 （杯 ・嚢）

！

78A B 2 f2 N －230－W 不 整 楕 円 形 2．16　×1，53 4 7 外 傾 平坦 自然

78 B B 2 f2 N －850－W 楕　 円　 形 （2．10）×1．79 29 外 傾 平坦 自然 S I －55

79 E 3 m N －100－E 長　 方　 形 1．57　×1．00 32 外傾 平坦 自然
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3　溝

当遺跡では，9条の溝を検出した。以下，それぞれの概要や出土遺物について記載する。

第瑠考溝（第186図）

位置　調査区南部，H5区。

重複関係　本跡は，第8号土坑を掘り込んでいる。

規模と形状　断面は逆台形である。上幅1。50～2．05m，下幅0．80～1．20m，深さ90～100cm，確認した長さは

16．00mで，直線的に調査区外へ延びている。長楕円形の掘り込みが1か所ある。

方向　N－880－W

覆土　自然堆積と思われる。

土層解説
A…A′

1　暗　褐　色

2　黒　褐　色

3　暗　褐　色

4　暗　褐　色

5　暗　褐　色

6　黒　褐　色

B－B′

ローム中ブロック

ローム小ブロック

ローム中ブロック

ローム小ブロック

ローム中ブロック

ローム粒子少量，

・ローム粒子少量，ローム大ブロック微量，炭化粒子極微量
・ローム粒子微量，ローム中ブロック・炭化粒子極微量

・ローム粒子少量，ローム大ブロック・焼土粒子極微量

・ローム粒子少量，炭化粒子・KP極微量

・ローム粒子少量，ローム大ブロック極微量

ローム大ブロック微量，炭化粒子極微量

1　鈍い褐色　ローム小ブロック少量，ローム粒子極微量

2　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化物極微量

3　明　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

4　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化物少量

5　橙　　　色　ローム粒子多量，KP小ブロック中量

6　明　褐　色　ローム粒子・KP小ブロック少量，炭化物微量

遺物　土師器片566点，縄文土器片2点，弥生土器片48点及び瓦片26点が出土している。第186図2のミニチュ

ア土器は覆土中層から，6の土師器甑は床面から出土している。8の須恵器浄瓶は撹乱部から出土したもの

である。他の遺物は覆土中からの出土である。第199図26，第202図19，20，第203図21，22，23，24，25の瓦片は

いずれも覆土中e上層から出土している。

所凰　本跡からは，体部外面に『久寺』と墨書された土師器杯の他，軒丸瓦1点を含め比較的多くの瓦が出土

している。調査区南端の第5号溝からも，同様に軒丸瓦1点を含めて瓦片が出土している。第1号溝と第5

号溝は規模及び形状がほとんど同じで，ほぼ90度で交差する。出土遺物も同じ時期のもので，ほとんどの遺

物が覆土中e上層から出土する点も共通である。これらのことから，第1号溝と第5号溝とは，方形もしく

は長方形を成す溝の一部と推定される。ところで，当遺跡は『常陸風土記』の記事から久慈郡街及び郡の寺

の所在地と推定され，周辺からはそれを示すような瓦や「焼米」が採集されている。今回の調査で出土した

『久寺』と墨書された杯などを考え合わせると，本跡は久慈郡街に関わる寺の寺域を区画する溝ではないか

と考えられる。また，本跡から出土した軒丸瓦（素緑複弁六菓花文）は8世紀代に位置付けられていること

から，本跡も同時期の溝と考えられる。
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第186図　第1号溝・出土遺物実測図
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第温骨藩出土遺物観察衷

図版番号　 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

凱 隼 謡 器

i

A　 l工 0 底部から目線部にかけての破片∴ ロクロ懲彬∵　内面磨 き∴休部外面 有 英・長石 ・スコ ㌘478　　　 90％
B　　 逢。4 平底。体部は内攣しながら立ち上 下端回転へラ削り後ナデ。鷹部外 リア 内面黒色処理
C　　 7諸 が 娠　 打線部に至る。 面へラ削 り後ナデ∴ 鈍い橙色 墨書 『久寺』か

普通 将士中

ミニチュア土器 Å 〔6諸〕 底部から目線部にかけての破片∴ 休部外面には刷毛日が施されてい 石英 ・長石 P 479　　　 65％
2　　 土 師 器 B　　 3の4 平底。体部は外傾 しながら立ち上 る。体部内面及び底部内面へラナ 淡黄色 将士中層

C　　 2。9 がる。 デ調整。底部外面ナデ。 普通

3 i士 漂 器 A 〔ヱ3。6〕 目線部細片∴　‖緑部は 「S 」字状 ＝縁部内 ・外面ナデ∵　頭部との境 スコリア P 480　　　 5 ％
B （2。8） である。 に刷毛 ＝痕が残る∵ 鈍い黄橙色　 普通 覆土中層

4 i土 漂 器 A　は逢。4〕 目線部細片∵　目線部は 「S 」字状 ＝縁部内 ・外面ナデ∴頭部との境 長右 ・スコリア P 481　　 5 ％
B （1。8） である。 に刷毛昌痕が残る。 浅黄橙色　　 普通 覆土中層

5 i 士 漂 器 A 〔1460〕 目線部細片∴　目線部は 「S 」字状 口縁部内 ・外面ナデ∴ 長石 P 482　　　 5 ％
B （2。3） である。 浅黄橙色　　 普通 覆土中層

甑 B （後。7） 底部から体部にかけての破片。底 休部外面へラ削 り後ナデ，内面ナ 長石 P 483　　 10％
6　　 土 師 器 C　　 6言 部は単孔で突出気味。体部は内攣 テ㌔ 鈍い黄橙色 床面

しながら立ち上がる。 普通

嚢 A 〔66。6〕 ヽ＝縁部細片∴　＝縁部はわずかに外 ‖縁部内 ・外面ナデ∴ 長石 ・スコリア ㌘484　　　 5 ％
7　　 須 恵 器 B （8ゆ5） 反し†端部は折 り返され，外面に 灰色 覆土中層

は沈線と波彬文が施されている∵ 普通

浄　　 瓶 B （5。9） 注目部片∵注目は内轡しなが ら立 注目部外面へラ削り調整∴外面紬 パ ミス ㌘485　　　 5 ％
8　　 須 恵 器 ち上がる。 付着。 （粕）灰オリーブ色

灰白色　　　 普通
将士中層

第　号湧　第摘囲）

位置　調査区南部，Ii5区こ．

重複関係　本跡は，第1射・津潮こを掘り込んでいる。？

‘∴　∴lこ！．・∴　二・‾′　′「、′妄言　　　一　二：　　′、、・l、・言、、、．、、、十二三　＼、＝　中　一′ノ　′′・了′二

摘め諏mで　直線的に調査区外へ延びている。櫨穴状のピットが確認されたが性格は不明である。

方向　N－F－160。一一AE

覆土　自然堆積と思われる。．

土層解説

B Iう’

1　明　褐　色　ローム粒J’一少軋　ローム中ブロック微量

2　橙　　　色　ローム粒子多量，Kf）小ブロック微量

：う　黄　橙　色　ローム粒子・IH〕小プロ、ソク中量

し1（1′

I　褐　　　色　ローム粒J’・多量．ローム小プロ、ソク中量

2　明　褐　色　ローム粒J′一多量．ローム小プロ、ソクl巨品　損じ粒月齢微量

：j　明　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック中軋　ローム大プロ、ソク少品　炭化粒j’一極微量

∴i　褐　　　色　ローム小プロ、ソク・ローム粒子中量．焼土中プロ・ソク少量

5　明　褐　色　ローム粒！一多量、ローム小ブロック中量

遺物　土師器片35点が出土している。第摘図　の土師器埠，　の土師器高塚，3の土師器甑はいずれも覆土

中からの出土で，流れ込みと思われるこ

所凰　本跡は9　出土遺物から古墳時代後期の藩と考えられる。性格は不明である。
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第188図　第2号溝出土遺物実測図

第2号溝出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色 調 ・焼 成 備　　 考

第 1 88図 杯 A 〔15．2〕 底部か らロ縁部 にか けての破 片。 内面磨 き。 口緑部外面横方 向のナ 長石 ・スコリア P 4 86　　　 20％
1 土 師 器 B　　 4．6 丸底。休部 は内管 しなが ら立ち上 デ。体部外面及 び底部外面 へラ削 鈍 い黄橙色 内面黒色処理

が り，明瞭な稜 を経 て， ロ緑 部は

薄 くなって外傾す る。

り後ナデ。 普通 覆土 中

2

高　　 杯 B （5．8） 脚 部片。脚 部は外反 しなが ら「ハ」 脚部外 面刷 毛 昌調整後ナデ， 内面 石英 ・長石 P 48 7　　　 4 5％
土 師 器 D　 l l．0

E　　 5．3

の字状 に開 く。中位に は 4 孔穿 た

れていたと推 定 される。

ナ デ。 鈍い黄橙色

普通

覆土中

3

甑 A 〔22．2〕 体部 からロ緑 部にかけて一部欠損。口緑部 内 ・外 面横 方向の強いナデ。石 英 ・長石 P 48 8　　　 75％
土 師 器 B　 17．4 無底。体部 は内攣 しなが ら立 ち上 体部外面縦方 向のヘラ削 り後ナデ，鈍 い黄橙色 覆土中

C　　 8．4 が り， 口綾部 は横 やかに外反する。内面ナ デ。 普通

第3号溝（第187図）

位置　調査区南部，I5区。

重複関係　第11号住居跡に掘り込まれている。

規模と形状　断面は逆台形である。上幅1・00～1．20m，下幅0．70～0諸Om，深さ約70cm，確認した長さは約21

mで，直線的に調査区外へ延びている。

方向　N－900

覆土　自然堆積である。

土層解説

1暗　褐　色　ローム粒子中量

2　褐　　　色　ローム中ブロック・KP小ブロック少量

3　褐　　　色　ローム粒子少量

4　褐　　　色　ローム粒子中量

5　褐　　　色　ローム粒子多量

6　褐　　　色　ローム大ブロック・ローム粒子少量

7　褐　　　色　ローム中・小ブロック少量

遺物　土師器片570点，須恵器片6点及び弥生土器片124点が出土している。覆土下層及び床面からは，比較的

多くの弥生土器片が出土している。第189図1～3の刷毛目調整を施された土師器要はいずれも覆土中から

出土している。

所見　本跡は，古墳時代前期に位置付けられる第11号住居跡に掘り込まれていることや床面から弥生時代後期
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後半の土器片が数多く出土していることから，弥生時代末から古墳時代初め頃の溝と考えられる。性格は不

明である。

ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　一　m・▼＿　－，＿A　．1－－・－

．・こミ英二‾・三澤二・こ声吉＿治、、、＿．．f・知　刀

工∴

第189図　第3号溝出土遺物実測図

第3号溝出土遺物観察表

∠≡≡

0　　　　　　　　　　　　　　10cm

」　＿　；　　　！

図版番号器　種計測値（皿）器　形　の　特　徴 手　法　の　特　徴胎土・色調・焼成備　　考

第189園嚢A〔25．0〕口緑部細片。 口緑部内・外面には刷毛目が密に長石・雲母P489　　　5％

1土師器B（4．2） 施されている。 鈍い黄橙色　普通覆土中

2
嚢A〔14．8〕体部からロ緑部にかけての破片。口緑部内・外面ナデ。体部外面刷長石・スコリアP490　　　5％
土師器B（5．2）休部は内攣し，口緑部は外反する。毛目調整，内面ナデ。 浅黄橙色　　普通覆土中

3

尭B（2．5）底部から体部にかけての破片。平体部外面刷毛目調整，内面ナデ。長石 P491　　5％
土師器C　　8．8底。体部は浅い角度で外傾して立

ち上がる。
鈍い黄橙色

普通

覆土中

4

蓋A〔11．4〕天井部から口緑部にかけての破片。天井部外面上位回転へラ削り，下長石 P492　　　20％
須恵器B（2．0）天井部は口緑部に向かってなだら

かに下降する。ロ緑部内面にはか

えりが付く。

位ナデ。内面ナデ。 灰色

普通

覆土中

第4号溝（第190図）

位置　調査区南部，I5区及びI6区。

重複関係　本跡は第18号住居跡と重複している。新旧関係は不明である。

規模と形状　断面はU字形である。上幅0．70～0．85m，下幅0．60～0．75m，深さ約15cmで，確認した長さは5．60

mである。

方向　N－800－E

覆土　残っていた覆土は浅く，2層から成る。

土層解説

1　黒　　　色　ローム中ブロック中量

2　暗　褐　色　ローム粒子多量，KP粒子少量

遺物　土師器片が4点出土している。

所見　本跡は，周辺に対して高くなっている場所から，緩やかな傾斜面を経て小さな谷に向かって構築されて

いることから，排水施設とも考えられる。第18号住居跡の床面と本跡の底面は高さがほとんど同じだが，2

遺構に関わりがあるかどうかは不明である。
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第5号溝（第190図）

位置　調査区南部，J6区。

規模と形状　断面は逆台形である。上幅1。30～1．60恥下幅0．80～1．05m，深さ50～60cm，確認した長さは17．5

mで，直線的に南北方向に調査区外へ延びている。

方向　N－20－E

覆土　自然堆積である。

土層解説

A－A′

1　黒　　　色　ローム粒子微量

2　黒　　　色　ローム粒子，KP微量

3　黒　褐　色　ローム粒子，KP微量

4　暗赤褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・KP少量
B－B′

1　黒　　　色　ローム粒子微量

2　黒　　　色　ローム粒子，KP微量

3　黒　褐　色　ローム粒子，KP微量

4　暗赤褐色　ローム小ブロック・ローム粒子・KP少量
5　黒　褐　色　ローム粒子微量

C－C′

1　黒　　　色

2　黒　　　色

3　黒　褐　色

4　黒　　　色

5　黒　褐　色

6　黒　　　色

ローム粒子微量

ローム粒子・KP微量

ローム粒子・KP微量

ローム粒子少量

ローム粒子中量

KP粒子中量

遺物　土師器片79点，須恵器片13点，弥生土器片3息　瓦片3点及び鉄斧1点が出土している。第190図1の

土師器手捏及び2の鉄斧は覆土上層から出土している。

所農　本跡は，第1号溝と規模及び形状が類似し，出土遺物の時期がほぼ同じであることやそれぞれを延長す

るとほぼ直角に交差することなどから，方形あるいは長方形の溝の一部と考えられる。出土した軒丸瓦の年

代が8世紀代と考えられていることから，同時期の溝と思われる。寺域を区画する溝の可能性がある。

第5号溝出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 190図 手　　 捏 A　　 8．2 目線部 一部欠損。平底。体部 は外 目線部 内 ・外 面及び体 部内 ・外面 長石 P 49 3　　　 9 5％

1 土 師 器 B　　 4．1

C　　 5．3

傾 して立 ち上が り， 目線部 に至 る。 には調整 のための強い指頭庄痕が

残 る。

鈍い黄橙 色

普通

覆土上層

図版番号 器　　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値 巨 土 地 点

備　　　　　　　　 考
長さ（cn） 幅 （cm） 厚さ（cm） 孔径 （cm） 重量（g ）

第190図2 鉄　　　　 斧 （13．5） （5．1） （2．8） － （391．9） 覆　 土　 上　 層 M 18

第6号溝（第191図）

位置　調査区南部，J6区。

重複関係　本跡は，第7号溝に掘り込まれている。

規模と形状　断面は皿状である。上幅0．60～0．80m，下幅0．50～0．60m，深さ55cm，確認した長さは7．10mで

ある。南端部に平面形が長方形で深さ55cmの升状の部分をもち，北側は直線的に調査区外へ延びている。

方向　N－00

覆土　3層から成る自然堆積と思われる。
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土層解説
A－A′

1　黒　褐　色　ローム大ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

2　黒　褐　色　砂粒中量，ローム粒子少量

3　明　褐　色　KP多量，砂粒少量

遺物　土師器片5点及び弥生土器片3点が出土している。

所見　本跡は，出土遺物がいずれも細片で流れ込んだものと思われる。本跡が掘り込んでいる第7号溝が9世

紀のものなので，それ以前の時期と考えられる。性格は不明である。

第191図　第607号適0出土遣物実測図

0　　　5cm

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿i＿＿」

第7号溝（第191図）

位置　調査区南部，J6区。

重複関係　本跡は，第6号溝を掘り込んでいる。

規模と形状　断面は皿状である。上幅1．20～1．40m，下幅0．80～0．95m，深さ約55cm，確認した長さは7．20m

で，直線的に調査区外へ延びている。

方向　N－880－E

覆土　3層から成る自然堆積である。

土層解説
C－C′

1　黒　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子極微量
2　黒　褐　色　ローム粒子少量
3　黒　褐　色　ローム粒子・KP粒子少量
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遺物　土師器片135点，須恵器片18点，縄文土器片4点，弥生土器片32点及び瓦片1点が出土している。第1

91図1の須恵器蓋は覆土中からの出土である。

所農　本跡は，出土遺物から9世紀のものと思われる。性格は不明である。

第7号溝出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第1 91図 蓋 A 〔12．2〕 天井部片 。天井部は上部 に平坦面 外面粕付着 ，内面ナデ。 長石 P 49 4　　 15％

1 須 恵 器 B　　 3．6 をもち， 口縁 部に向か ってなだ ら

か に下 降す る。 内面に は外反す る

か え りが付 く。

（粕） 黄灰 色

灰 白色

普通

覆土中

第8号溝（第192図）

位置　調査区南部，I5区。

重複関係　本跡は，第9号住居跡と重複する。新旧関係は不明である。

規模と形状　断面は皿状である。上幅1。20～工40m，下幅0．95～1。25m，深さ約20cm，確認した長さは7．80m

で，直線的に調査区外へ延びている。

方向　N－830－E

覆土　4層から成る人為堆積と思われる。

土層解説

1黒　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム中ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック・ローム小ブロック少量

3　明　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・KP少量，炭化粒子微量
4　黒　褐　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量

遺物　土師器片11点が出土している。第192図1の土師器高台付皿は壁面覆土中層から出土している。

④）

七5

0　　　　　　　　　　　　　　　　　2m」
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所農　本跡は，周辺に対して高くなっている場所から，緩やかな傾斜面を経て低地に向かって構築されている

ことから，排水施設とも考えられる。第9号住居跡の床面と本跡の底面は高さがほとんど同じだが，2遺構

に関わりがあるかどうかは不明である。第192図1の土師器皿は10世紀のものと思われるが，遺構の時期を

表すものかどうか明確ではない。

第8号溝出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第19 2図 皿 A 〔12．4〕 底部か ら目線部 にか けての破 片。 ロクロ整形。内面磨 き。外面ナデ。石英 ・長石 P 49 5　　　 25％

1 土 師 器 B　　 2．1

C　　 6．6

平底。底部外面 には沈線 と高台状

の小 さな帯が巡 る。体 部は内攣 し

なが ら立ち上が り， 口緑 部に至る。

鈍い黄橙色

普通

覆土中層

第9号溝（第193図）

位置　調査区南部，C2～C3区。

重複関係　本跡は，第77号住居跡，第79号住居跡，第81号住居跡及び第104号住居跡を掘り込んでいる。

規模と形状　断面はU字形である。上幅0。60～0。85m，下幅0。22～0．40m言深さ50～55cm，確認した長さは13・50

mで，直線的に調査区外へ延びている。

方向　N－840－E

覆土　7層から成る人為堆積と思われる。

土層解説

1　褐　　　色

2　暗　褐　色

3　暗　褐　色

4　黒　褐　色

5　黒　褐　色

6　明　褐　色

7　黒　褐　色

焼土小ブロック・炭化物・ローム小ブロック・ローム粒子・白色粘土粒子少量

ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

ローム小ブロック・ローム粒子少量，炭化粒子微量

ローム小ブロック少量，焼土小ブロック・炭化粒子極微量

ローム小ブロック微量，焼土中ブロック極微量
ローム粒子多量

ローム小ブロック少量

遺物　土師器片543点，須恵器片50点，弥生土器片6点，陶器片5点及び瓦片3点が出土している。第193図1

の土師器杯は覆土中層から，2の土師器杯及び3の土師器嚢は底面から出土している。

所見　本跡は，出土遺物から9世紀のものと思われる。性格は不明である。

第9号溝出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 193図 杯 A 〔13．0〕 底部か ら目線部 にか けての破 片。 ロクロ整形。内面磨 き。体部外面 石英 ・長石 P 49 6　　　 2 0％

1 土 師 器 B　　 3．1 平底。体部は内攣 しなが ら立ち上 ナデ。体 部外 面下端か ら底部外面 灰黄褐色 内面黒色処理

C　　 4．8 が り，日録部 はわずか に外 反する。ヘラ削 り後ナデ。 普通 覆土 中層

2

杯 A 〔5．7〕 底部か ら口縁部 にか けての破片 。 ロクロ整形 。内面磨 き。体部外面 パ ミス P 49 7　　 1 5％

土 師 器 B　　 4．1 平底。体 部は内攣 しなが ら立 ち上 下端 回転 へラ削 り。 鈍い橙色 内面黒色処理

C 〔6．0〕 が り，目線 部は外傾す る。 普通 底面

3

嚢 A 〔1 8．0〕 体 部か ら目線 部にか けての破片。 目線部 内 ・外面横方 向のナデ。体 石英 ・パ ミス P 49 8　　 1 5％

土 師 器 B （2 3．3） 体 部は内攣 しなが ら立 ち上が り，

頚 部は 「く」の字状 に折 れる。 目

線 部は短 く，外 傾す る。端部 はつ

まみ上 げ られている。

部外面へ ラ削 り後ナデ，内面ナデ。橙 色

普通

底面
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4　掘立社建物跡及び基壇建物跡

当遺跡では，3棟の掘立柱建物跡及び1基の基壇建物跡を検出した。以下，それぞれの概要や出土遺物

について記載する。

第瑠考掘立櫨建物跡（第194図）

位置　調査区南部，H5g5区。

重複関係　本跡は，第5号住居跡及び第6号住居跡を掘り込み，第8号住居跡に掘り込まれている。

規模　東西3間，南北5間の建物で，柱間寸法は，桁行2言0～2。50m，梁行2。00～2。20mである。柱穴の掘り

方は平面形が長軸1言0～1。50m，短軸0．75～上15mで，深さは78～111cmである。

長軸方向　N－150－E

覆土

A－A′

1黒　褐　色　ローム中ブロック・ローム粒子少量，ローム大ブロック微量

2　暗　褐　色　ローム大ブロック中鼠　ローム粒子少量

3　暗　褐　色　ローム粒子少鼠　ローム大プロ、ソク微量

4　暗　褐　色　ローム太ブロック・ローム粒子多量

5　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子中量

6　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子多量

7　黒　褐　色　ローム大・中ブロック中量，灰色粘土太ブロック少量

8　暗　褐　色　ローム中・小ブロック多量，KP太ブロック微量
B－B′

1黒　褐　色　ローム申・小プロ・ソク中鼠　ローム大ブロック微量
2　黒　　　色　ローム粒子少量

3　褐　　　色　ローム大ブロック多量，KP大ブロック少量

・1黒　褐　色　ローム大・申・小ブロック少量

5　暗　褐　色　ローム粒子多量，ローム太ブロック・KP粒子少量

6　極暗褐色　ローム太ブロック少量，KP太ブロック微量

7　褐　　　色　ローム大ブロック中量，KP大ブロック微量
8　黒　褐　色　ローム大ブロック中量，粘土大ブロック少量

9　黒　褐　色　ローム小ブロックeローム粒子多量，KP中ブロック中量
10　褐　　　色　KP中ブロック多量
C－C′

1黒　褐　色　ローム大ブロック・ローム中ブロック・ローム粒子少量

2

3

4

5

6

黒
褐
黒
褐
黒

褐　色　ローム大・中・小ブロック少量

色　ローム大ブロック・ローム粒子多量

褐　色　ローム粒子少量

色　ローム太ブロック多量

褐　色　ローム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量

7　褐　　　色　ローム大ブロック・KP大ブロック多量
8　橙　　　色　KP粒子多量

9　褐　　　色　ローム粒子多量
D－D′

1黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム大ブロック・KP大ブロック少量
2　暗　褐　色　KP太ブロック中量，ローム粒子少量

3　黒　　　色　ローム粒子少量，ローム大ブロック微量

4　極暗褐色　ローム粒子少量，ローム大ブロック・KP大ブロック微量
5　極暗褐色　ローム粒子少量

6　黒　　　色　ローム粒子微量

7　暗　褐　色　ローム太ブロック・粘土粒子少量，ローム粒子微量

8　褐　　　色　ローム粒子中量

9　褐　　　色　ローム粒子多量
E－E　′

1黒　褐　色　ローム太ブロック中量，ローム中・小ブロック少量

2　黒　　色　ローム太ブロック・ローム中ブロック・ローム粒子少量

3　黒　褐　色　ローム大ブロック・ローム中ブロック・KP大ブロック少量，炭化粒子微量
4　黒　　　色　ローム粒子少量

5　明　褐　色　KP粒子多量，ローーム粒子少量

6　褐　　　色　ローム粒子・KP粒子中量

7　明　褐　色　KP粒子多量，ローム粒子少量
8　褐　　　色　ローム粒子中量

9　褐　　　色　ローム粒子多量
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色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
　
色
色
色
色
色
色

褐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
褐
　
褐
褐
褐
褐

′

黒
褐
褐
褐
褐
黒
褐
黒
黒
褐
褐
F
暗
褐
黒
暗
暗
黒

7

8

9

1

0

1

1

1

2

1

3

1

4

1

5

1

6

1

7

F

1

2

3

4

5

6

ローム粒子中量，ローム大・中・小ブロック少量，焼土粒子微量
ローム粒子多量，ローム中ブロック少量
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ

ーム粒子中量
－ム粒子多量，ローム大・中ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子・KP中ブロック微量
－ム粒子多量，KP大ブロック少量
－ム粒子少量
－ム粒子多量
－ム小ブロック少量
－ム中ブロック・ローム粒子少量
－ム粒子中量，ローム小ブロック少量
－ム粒子多量

ローム中・小ブロック中量，ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
ローム粒子中量，ローム小ブロック微量
ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ

ーム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
－ム中ブロック・ローム小ブロック・ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量
－ム粒子中量，ローム大・中・小ブロック少量，焼土粒子微量
－ム小ブロック中量，ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片204点，須恵器片8点，弥生土器片24点及び瓦片1点が出土している。遺物はいずれも細片で

流れ込みと思われる。

所見　本跡は，9世紀前半に位置付けられる第8号住居跡に掘り込まれていることから，それ以前のものと考

えられる。

第2号擁立櫨建物跡（第195図）

位置　調査区南部，H5j6区。

重複関係　本跡は，第9号住居跡を掘り込んでいる。

規模　南北3間。東西は3間まで数えられるが，調査区外へ延びているため全長は確認できない。柱間寸法は

南北方向が1・50～上70m，東西方向が2．10～2．30mである。柱穴の掘り方は平面形が長軸0．70～0．95m，短

軸が0。50～0．80mの長方形で，深さは23～64cmである。

方向　N－40－W（南北軸）

覆土

A－A′

1　黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

2　黒　褐　色　炭化粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子微量

3　黒　褐　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・炭化粒子微量

4　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック中量，ローム小ブロック・炭化粒子少量

5　灰　褐　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・炭化粒子少量，焼土粒子微量
6　黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量

7　黒　　　色　ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

8　黒　褐　色　ローム中ブロック多量，ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，炭化粒子微量
B－B′

1　暗　褐　色　炭化粒子中量，ローム粒子少量，ローム小ブロック微量

2　褐　　　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子微量

3　黒　褐　色　ローム大ブロック中量，ローム粒子・炭化粒子少量

4　黒　褐　色　炭化粒子中量，ローム粒子・焼土粒子微量

5　暗　褐　色　ローム粒子中量，炭化粒子少量

6　極暗褐色　ローム粒子中量，炭化粒子少量，ローム中ブロック・焼土粒子微量

7　褐　　　色　ローム粒子多量

8　黒　褐　色　炭化粒子中量，ローム粒子少量
C－C′

1　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子・炭化粒子微量

2　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム中・小ブロック少量，炭化粒子微量

3　黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土中ブロック・炭化粒子微量
4　褐　　　色　ローム粒子多量，炭化粒子微量

5　灰　褐　色　ローム粒子多量
D－D′

1　暗　褐　色　ローム大・中ブロック多量

2　暗　褐　色　ローム中ブロック多量，ローム大ブロック中量

3　褐　　　色　ローム粒子多量
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E¶－E′

1　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム太。中ブロック少量，焼土粒子微最
2　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム中ブロック少量，焼土粒子微量

3　褐　　　色　ローム粒子多量，焼土粒子少量

4　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック少量

5　暗　褐　色　ローム粒子中量，ローム大・中・小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

6　明　褐　色　ローム粒子多量，焼士粒子微量

遺物　土師器片34点及び弥生土器片5点が出土している。いずれも細片で流れ込みと思われる。

所見　本跡は，5世紀末頃に位置づけられる第9号住居跡を掘り込んでいることから，それ以降のものと考え

られる。
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第3号掘立櫨建物跡（第196図）

位置　調査区南部，E3g9区。

重複関係　本跡は，第108号住居跡と重複する。耕作により削平され，新旧関係は確認できない。

規模　東西1間，南北3間の建物で，柱間寸法は桁行2．00～2．60m，梁行1．80－2．20mである。柱穴の掘り方

第196匪i　第3号適意櫨建物跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

ト一一一一　　ト　－」

ー246－



は正方私　長方形及び円形がある。Pl及びP8は一辺が約0．60mの正方形で，深さはPlが38cm，P8が24cm。

P2は一辺が約0・80mの正方形で，深さは20cm。P4，P5及びP6は長軸0．90～1言5m，短軸0．60～0．70mの長

方形で，深さは32～34cm。P3は径約50cmの円形で，深さ30cm。P7は長径0。85m，短径0．80mの卵形で，深

さは30cmである。

長軸方向　N－80－W

覆土

土層解説

A－A′

1　黒　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

2　黒　褐　色　ローム小ブロック中量，ローム粒子少量，焼土小ブロック・焼土粒子・炭化粒子微量
3　褐　　　色　ローム粒子多量，ローム小ブロック・炭化粒子微量

4　黒　褐　色　ローム中ブロック中量，ローム粒子少量，焼土粒子・炭化粒子微量

遺物　土師器片11点が出土している。いずれも細片で流れ込みと思われる。

所見　時期や性格は不明である。

第超考量壇建物跡（第197図）

位置　調査区北部，C2。8区。

規模　南北軸長は5・60mまで，東西軸長は5．00mまで測れるが，ともに調査区外へ延びているため全長は確認

できない。南東コーナーはほぼ直角である。

方向　N－40－E（南北軸）

覆土19層から成る。褐色系土と黒色系土を互層に版築している。

土層解説

1　鈍い褐色　ローム大・中ブロック中量

2　黒　褐　色　ローム小ブロック・焼土粒子少量，焼土中ブロック微量

3　鈍い褐色　灰白色粘土大ブロック中量，ローム小ブロック少量，焼土粒子・炭化粒子微量

4　褐　　　色　ローム中ブロック多量

5　褐　　　色　ローム大・中ブロック多量
6　黒　褐　色　ローム大ブロック少量

7　明　褐　色　ローム粒子多量

8　褐　　　色　灰白色粘土粒子中量，焼土粒子・炭化粒子少量

9　褐　　　色　灰白色粘土大ブロック中量，焼土粒子・炭化物少量
10　黒　褐　色　炭化粒子・砂粒少量，焼土大ブロック微量

11黒　　　色　ローム大・中・小ブロック少量

12　暗　褐　色　ローム大・中ブロック少量

13　褐　　　色　ローム中ブロック・ローム粒子中量，ローム大ブロック少量

14　黒　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

15　黒　褐　色　ローム大・中ブロック少量

16　褐　　　色　灰白色粘土粒子少量

17　褐　　　色　灰白色粘土大ブロック少量

18　褐　　　色　ローム中・小ブロック多量

19　黒　褐　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量

遣物　土師器片34点及び弥生土器片4点が出土している。いずれも細片である。

所見　本跡は，丁寧に版築されていることから，規模の大きな建物が当遺構上に構築されていたものと考えら

れる。
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5　井　戸

今回の調査では，平安時代の井戸を1基検出した。以下，その概要と出土遺物について記載する。

第瑠号井戸（第198図）

位置　調査区南部，H5。1区。

規模と平面形　長径4．20m，短径4。05mの円形。110cmまで掘り込み礫層に達したが，水が湧いてきてしまい

それ以上掘り下げられなかった。

長径方向　N－750－E

壁面　外反する。

覆皇こ　7層から成る自然堆積である。
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土眉解説
1暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・KP粒子微量，焼土粒子・炭化物極微量
2　褐　　　色　ローム小ブロック・ローム粒子少量，ローム中ブロック・KP小ブロック極微量
3　褐　　　色　ローム粒子中量，ローム小ブロック・KP粒子微量，焼土粒子極微量
4　黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム中ブロック・ローム小ブロック・焼土粒子・KP粒子微量
5　黒　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・焼土粒子・KP小ブロック微量
6　黒　褐　色　ローム粒子少量，KP小ブロック・KP粒子微量
7　暗　褐　色　ローム粒子少量，ローム小ブロック・KP小ブロック極微量

〕対　　⑥

第198図　第1号井戸・出土遺物実測図
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遺物　土師器片紺息須恵器片4点及び弥生土器片41点が出土している。第198図1の土師器杯及び2，3，4

の土師器嚢及び5の土師器蓋はいずれも覆土中の比較的高い位置から出土している。

所凰　本跡は，出土遺物から平安時代のもので，形状や水が湧いて溜まることから井戸と考えられる。遺物は

埋まる過程で投げ込まれたものと思われる。

第1号井戸出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値（cm） 音　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎土 ・色調 ・焼成 備　　 考

第 198図 杯 A 〔15．8〕 底部から目線部にかけての破片。 目線部内 ・外面横方向のナデ。体 長石 P 499　　　 40％
1 土 師 器 B （4．7） 丸底。体部は内攣 しながら立ち上 部外商及び底部外面へラ削 り後ナ 灰褐色 内 ・外面黒色処

がり，明瞭な稜を経て，目線部は

真上に伸びる。

デ，内面ナデ。 普通 理

覆土中層

2

台 付 嚢 A 〔16．0〕 体 部から白線部にかけての破片。 目線部内 ・外面横方向のナデ。体 長石 ・雲母 もパ ミ P 502　　 15％
土 師 器 B （臥9） 体 部は内攣 しながら立ち上がる。

目線部は 「S 」 字状である。

部外面刷毛昌調整，内面ナデ。 ス

鈍い橙色　　 普通

覆土中層

3

台 付 登 A 〔16．7〕 体部から目線部にかけての破片。 目線部内 ・外面横方向のナデ。体 石英 ・長石 P 503　　 10％
土 師 器 B （5言） 体部は内攣しながら立ち上がる。

目線部は 「S 」字状である。

部外面刷毛目調整，内面ナデ。 橙色

普通

覆土中層

4

嚢 A 〔21．0〕 体部から口綾部にかけての破片。 日録部内 ・外面横方向のナデ。体 長石 ・スコリア P 501　　 10％
土 師 器 B （11．1） 体 部はわずかに内攣 しながら立ち 部外面縦方向のへラ削 り後ナデ， 橙色 覆土中層

上がり，目線部は緩やかに外反す

る。

内面ナデ。 普通

5

蓋 A 〔17．0〕 天 井部片。天井部は日録部に向 内 ・外面磨 き。 石英 ・長石 ・砂粒 P 500　　　 40％
土 師 器 B （1．8） か ってなだらかに下降する。端部は 灰色 内・外面黒色処理

下方に小さくつまみ出されている。 普通 覆土中層

6　出土蕊

第199図27は「素縁単弁人糞花文軒丸瓦」で，瓦当外区は無文で，内区は大小8枚の子葉をもつ花弁が，9

点の連子をもつ円区画された中房周囲に交互に配されている。それぞれの花弁は左右対称軸が稜線をなしてい

る。また，瓦当裏面には丸瓦との接合面の痕跡として，周縁に鋸歯状の線刻が残る。26は「素緑複弁六菓花文

軒丸瓦」で，瓦当外区は無文で，内区は子葉をもつ達弁6線と間弁とから構成されている。中央部が欠損して

いるために中房は確認できないが，長者屋敷遺跡で採集された同じ形式と思われる個体が，茨城県立歴史館学

術報告書4『茨城県における古代瓦の研究』（1994）に紹介されている。それによると，前述27と同様に，中

房は円区画され9点の蓮子によって構成されていたものと推定される。

第200図4は完形の行基式丸瓦で，長辺約亜cm，広端幅約21cm，狭端幅約1細，重さ2，665gで，凹面には布

目痕が明瞭に残り，凸面はナデ調整されている。

第201図1，2，5，6，7，8，9及びⅢは丸瓦片で，いずれも凸面は丁寧にナデ調整され，凹面には布目痕が残る。3は慰

斗瓦で，比較的薄手で，長辺の一方の側面は焼成後に調整されている。9は凸面全体を長縄叩きで成形している。

202図10昌8及び19は丸瓦で，12，13㌶4月5誹昌及び20は平瓦である。12昌6は凸面に長縄叩き痕が残

り，15，膵，20は凸面を斜格子叩きで整形している。また，13の凹面はヘラ状工具によるナデ調整がされて布目

痕が消され，凸面も同様の工具によって横方向の調整が加えられている。また，側面は糸切り離し後へラ状工

具によって調整がされている。

第203図21，22，25，29，32は丸瓦で，いずれも凸面はナデ調整され，凹面には布目痕が残る。23，24，28詔0，31

は平瓦で，23，封は凹面に布目痕が残り，凸面には長縄叩き痕が残る。30の凹面はへラ状工具で調整されてい

る。24，28は凹面に布目痕が残り，凸面は斜格子叩きによって整形されている。28は長辺約36cm，短辺約29cm，

重さ2，694gで，欠損している部分を補完すると3。6kgほどになるものと推定される。また，25の丸瓦は，いわ

ゆる玉縁式丸瓦で，玉縁部を細く作って，段のみ粘土を加えて整形している。
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第200図　第7号住居跡出土瓦拓影図
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7　遺構外出土弥生土器

第204図1から7は口唇部が残るロ緑部片で，内面はナデ調整されている。口唇部にはいずれも縄文原体や

棒状工具の押圧によるキザミ目が施され，1，2，3，4及び7の口緑部には棒状工具による押圧が施された

隆帯が巡る。1は口唇部に縄文原体の押圧による小さなキザミ目が施され，上位には比較的幅が広く，棒状工

具の押圧によって波打つ2条の隆帯が巡る。2，4の口唇部も縄文原体による押圧が施されている。3は棒状

工具による押圧の施された2条の隆帯が間隔をおいて巡る。7も口唇部に縄文原体が押圧され，格子目文の下

位には押圧の施された比較的幅の狭い隆帯が1条巡る。5は4本櫛歯の波状文が，6は3本櫛歯の波状文が施

されている。8から13は口緑部から頚部にかけての破片である。8は上部に棒状工具で押圧された隆帯が巡り，

下部には縦区画の中に5本櫛歯の波状文が施されている。9は縦区画されたそれぞれに，5本櫛歯の波状文と

格子文が施されている。10及び11はヘラ状工具による格子文が施されている。12は縦区画されたそれぞれに斜

め方向の3本櫛歯の波状文と斜め方向の3本櫛歯の平行沈線が施されている。13は羽状構成の縄文が施されて

いる。14から21は体部片で，内面はナデ調整されているが，21及び23は剥離が激しい。14は上部に隆帯が貼り

付けられ，下部には附加条1種（附加1条）の縄文が施されている。15は縦区画の中に6本櫛歯の波状文が施

され，下部には連弧文が施されている。16は6本櫛歯，17は3本櫛歯の波状文が施されている。18は3本櫛歯

の波状文が施され，下部には連弧文が施されている。19は4本櫛歯の波状文が施され，20には5本櫛歯の波状

文と連弧文が施されている。21は縦区画に2本櫛歯の山形文が施されている。22から28はいずれも附加条1種

（附加1条）の縄文が施文され，22，23，25，26，27，28は羽状構成をとっている。29及び30は底部片で，内

面はナデ調整されている。29は外面に布目痕が残り，30は木葉痕が残る。

－256一

＼

∴l∴
心

第204図　遺構外出土弥生土器拓影図

【
■

′

′

　

　

　

　

2

′

　

　

　

．

．

．

け

r



8　遺構外出土遺物　以下，遺構外出土遺物の拓本及び実測図を掲載する。
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第206図　遺構外出土遺物実測図（2）
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遺構外出土遺物観察表

図版番号 器　 種 計測値 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

第20 5図 台 付 嚢 A 〔16．8〕 体部か ら目線 部にかけての破片 。 目線 部内 ・外 面横 方向のナデ。体 長石 P 54 0　　 1 0％

1 土 師 器 B （3．7） 体部 は内攣 し，頚部は 「く」 の字 部外面 には刷毛 目が蜜 に施 されて 灰 褐色

状 に折れ る。 目線 部は 「S 」字状

であ る。 目線部 一部欠損。平底

い る。 普通

2

台 付 聾 A 〔14．4〕 体部か ら目線部 にかけての破片。 日録部内 ・外面横方 向のナデ。体 長石 P 53 7　　 10％
土 師 器 B （3．9） 体部は内攣 し，頚部 は 「く」の字 部外面へ ラ削 り後刷毛 目調整 ，内 鈍 い黄橙 色

状に折れ る。 目線部 は 「S 」字状

である。

面横方向の ナデ。 普通

3

台 付 襲 A 〔1 5．6〕 体部か ら目線部 にか けての破片。 口縁 部内 ・外面横方向の ナデ。体 長石 ・石英 P 53 9　　 10％
土 師 器 B （2．8） 体部は内攣 し，頚部 は 「く」の字 部外 商には刷毛 目が密 に施 されて 浅黄橙色

状 に折 れる。目線部 は 「S 」字状

である。

いる。 普通

4

台 付 嚢 A 〔1 7．6〕 体 部か ら目線 部にか けての破 片。 日録 部内 e外 面横 方向のナデ。体 パ ミス P 5 38　　 10％

土 師 器 B （6。2） 体 部は内攣 し，頚部 は 「く」 の字 部外 面には刷 毛 目が密に施 され て 浅黄橙色

状 に折 れる。 目線部 は 「S 」字状

である。

いる。体 部内面横 方向のナデ。 普通

5

台 付 嚢 A 〔15や2〕 体部か ら目線部 にかけての破片。 目線部 内 の外面横 方向のナデ。体 ス コリア P 5 36　　 1 0％

土 師 器 B （7．1） 体部 は内攣 し，頚部は 「く」 の字 部外面へ ラ削 り後刷毛 目調整，内 灰 褐色

状 に折れ る。 目線 部は 「S 」字状

であ る。

面横方 向のナデ。 普通

6

器　　 台 A 〔11．2〕 器受部一部欠損。脚 部は直線的 に 器受部内 e外 面には刷毛 目が密に 長石 P 53 2　　　 80％

土 師 器 B　　 9．7 「ハ」の字状 に開 き，肺基部 は「く」 施 されてい る。肺部 内 ・外 面雑 な 鈍 い褐色

D　 ll．4

E　　 6．2

の字状に折れ る。器受 部は外傾 し

て立ち上が る。

刷毛 目調整。 普通

7

】

杯 A　 1 2。8 体部か ら日縁部 にかけて一部欠損。ロク ロ整形。内面磨 き。 目線部及 長右 ・石英 P 5 06　　　 90％

土 師 器

l

B　　 3。4 平底。体 部は内攣 しなが ら立ち上 び体 部外 面横方向のナデ。底部 回 鈍 い橙色 内面黒色 処理

C　　 7．5

l

が り，中位か ら日縁部 は外 傾する。

I

転 糸切 り後ナデ。 普通

l

8

杯 A　 14．0 体 部か ら目線 部にか けて一 部欠損 。ロクロ整 形。内面磨 き。体部上半 長石 ・スコリア P 5 05　　　 9 5％

土 師 器 B　　 3．9 平底。体 部は内攣 しなが ら立ち上 横方 向のナデ，下半回転へ ラ削 り 鈍い橙色

C　　 7．3 が り， 目線 部に至 る。 後 ナデ。底 部外 面回転へ ラ削 り。 普通

9

高 台付杯 A　 14．7 体部か ら目線 部にかけて一部欠損。 ロクロ整形。 内面磨 き。体 部外面 長石 ・石英 P 5 18　　　 8 0％

土 師 器 B　　 4．5

D　　 8。6

E　 l．7

平底。付高台。高台は直線的 に「ハ」

の字状 に開 く。体 部はわずか に外

反 しなが ら立 ち上 が り，目線部 に

至 る。

及 び高台部 内 ・外面 ナデ。 鈍い橙 色

普通

内面黒色処理

10

高台付杯 A　 13．7 体部か ら目線部 にかけて一部欠損。 ロクロ整形。 内面磨 き。体 部外 面 長石 P 5 15　　　 95％

土 師 器 B　　 5。5 平底。付 高台。高 台は直線的 に「ハ」 及び高台部内 e外商 ナデ。 橙色 内面黒色処理

D　　 8．7

E　 l．8

の字状に開 く。体部 はわずかに外

反 しなが ら立 ち上が り，口綾部に

至る。

普通 二次焼成

11

高台付 杯 A　 1 5．1 体 部か ら口縁部 にか けて一部欠損。ロタロ整形。内面磨 き。体部外 面 スコリア P 51 6　　　 90％

土 師 器 B　　 6．5 平底 。付高台。高台 は直 線的に「ハ」 及 び高台部内 ・外面ナデ。 鈍 い黄橙色 内面黒色処理

D　 lO。0

E　　 2。2

の字状 に開 く。体部 は外傾 しなが

ら立 ち上 が り，目線部 に至 る。

普通 二 次焼 成

12

高 台付杯 A　 15。8 体部か ら日縁 部にかけ て▼一部 欠損。 ロクロ整形 。内 ・外 面ナデ。 長石 ・スコリア P 5 17　　　 9 0％
土 師 器 B　　 5．3

D　　 9。0

E　 l．8

平底。付高 台。 高台は外反 しなが

ら 「ハ」の字状 に開 く。体部 は内

攣 しなが ら立 ち上が り，目線部 は

外反 して 開 く。

鈍い黄橙色

普通

13

皿 Å　　 9．3 目線部一部欠損。平底 。底部外面 ロクロ整形。 内 ・外面 ナデ。底部 長石 ・砂粒 P 5 22　　　 9 5％
土 師 器 B　 l。4

C　　 5．2

は くぼみ，内面 は突 出。薄手で器

高が低 く，全体 に偏平 。

回転糸切 り。 褐色

普通

二次焼成

14

皿 A　　 9．4 目線 部一部欠損。底部 は平底で突 ロク ロ整形。内 の外面 ナデ。底 部 石 英 e 長石 P 52 5　　　 9 5％
土 師 器 B　 l。8

C　　 4．4

出気 味。底部内面突 出。 薄手で器

高が低 く，全 体に偏平。

回転 糸切 り。 鈍 い黄橙色

普通

二次焼成

15

皿 A　　 9．0 目線部一 部欠損 。平底。底部 内面 ロクロ整形。内 ・外面ナデ。底 部 石英 e長石 P 52 6　　　 95％

土 師 器 B　 l．7

C　　 4．8

突 出。薄手 で器 高が低 く，全体 に

偏平。

回転糸切 り。 鈍 い黄橙色

普通

二次焼成

皿 A　 lO。2 口縁部一部欠損 。平底。体部 は外 ロクロ整形。 臼縁 部内 ・外面横方 長石 P 52 7　　　 85％

16 土 師 器 B　　 2．0

C　　 6．8

傾 して立 ち上が り，口緑部 に至 る。向の ナデ。体部 部外 面ナデ。底部

回転糸切 り。　　　　　 ！

灰黄色

普通
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図版番号 器　 種 計測値 （cmラ 音　 形　 の　 特　 徴 手　 法　 の　 特　 徴 胎士 ・色調 ・焼成 備　　 考

1丁

小　　 鉢

土 師 器

ii

盲

Å　　 6。5

H　 J．い

C　　 も6

目線 部－′′′′′一部欠損 。平底。体部 は内 ロタロ整形。 日縁部 内 e外面 及び 石英
i p 53 0　 95％

暫 しなが ら立ち上が りタ　中位か ら 体部 内 あ外商 ナデ。体部外癖 下端 鈍 い橙 色

垂直 に上 向 凱　 昌縁 部に至 る。薄

手。

手持 ㌧ヘ ラ削 十 普通

小　　 鉢 Å　　 6．8 日録郎一部 欠損 。平 底。体部 は内 ＝縁部内 ・外面横方向の強 いナデ∴スコリア P 53 1　　 95％

18
士 師 器 B　　 4．3 攣 しなが ら立 ち上 が り管　中位か ら 体部外面ナ デ， 内面横方 向の強 い 灰黄色

垂直 に上 向き，目線 部に至る。厚 ナデ。底部内 0外面へ ラ削 り後 ナ 普通

手。 デ∴

19

嚢 Å　 16．1 体部一部欠損。平底 。体 部は内攣 目線部内 ・外面横方向の ナデ。頚 長石 ・石英 ・細 礫 P 533　　　 80％

士 師 器 B　 31．6 しなが ら立 ち上が り，目線 部は短 部外 面強い横方向のナデ。体部外 鈍い橙色

C　　 4．4 く媛やか に外反す る。 商縦方向のヘ ラ削 り。 普通

第206図 横　　 瓶 A 〔12の6〕 体部及 び目線部一一部欠損 。体 部は 目線 部内 や外面ナデ。体部外商学 石英 ・長有 P 544　　　 55％

20 須 恵 器 B　 29。7 内攣 しなが ら立 ち上が る。目線 部

は外反 して開 く。

行 タタキ，内面同心円文。 鈍い黄橙色

普通

図版番号 器　　　 種
計　　　　　 測　　　　　 値

出土 地点 備　　　　　　　　 考
径 高さ（cm） 孔径（cn） 重量（g ）

第206図21 土　製　支　肺 3．9～女5 10．9 － 241。2 表　　　　 採 D P 6

図版番号 器　 種
計　　　　　　 測　　　　　　 値 i石 材

出土地 点 備　　　　　　　　　 考
長さ（cm） 幅 （cm） 厚さ（cm） 孔径（cm） 重量（g）

第206図22 石　　 匙 5．0 2．3 0．7 － 鋭3 め　の　う 表　　　　 採 Q 39

23 単孔円盤 （径） （6。0） （L O） （0．3） （40。4） 緑色片岩 表　　　　 採 Q 38

24 砥　　 石 （9。2） （3。6） （2。2） （110。4） 凝 灰 岩 衷　　　　 採 Q 37

25 磨　　 石 （摘。0） （7。5） （4。1） － （549言） 安 山 岩 衷　　　　 採 Q 36

図版番号 器　　　 楯
計　　　　　 測　　　　　 値 i 出土地点

備　　　　　　　　 考長さ（cm）i幅 （C可 酎 海中 L径（cm）l重射 g）

第206図26 刀　　　　 子 は2．1） （2。3） （0。6） （106。7） 鉄 表　　　　 採 M 19

27 釘 （18．4） （2言） （1。1） （86。3） 鉄 表　　　　 採 M 24

図版番号 名　　　 称 初鋳 造年 出　土　地　点 備　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 考

第206図28 文　久　永　賓 1 8　6　3 表　　　　 採 M 25

29 政　和　適　賓 1 1 1 1 表　　　　 採 M 26

30 元　祐　通　貨 1 0　8　6 表　　　　 採 M 27
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第4節　まとめ

長者屋敷遺跡の調査で得られた成果を．各時代ごとにまとめてみたいJ

l　竪穴住居跡の時期と出土遺物

弥．生時代

今回の調査では弥生時代の遺構は確認されなかったが撃　調査区北部の古墳時代以降の第93号住居跡の床面

下からタ　弥生時代の土器片を多数含んだ炉の痕跡と思われる焼土塊が検出されている。またタ　第3号港から

は弥生土器片が123点出土し，調査区全域にわたって偽の遺構の覆土中からも多くの弥生土器片が出土して

いる。これらの弥生土器片は遺構に伴うものでなく流れ込みと考えられるがタ　採取された弥生土器片の量や

散布範囲の広さなどから，弥生時代にも相当規模の集落が当地に形成されていたものと推定される。なおタ

出土した弥生土器酌も　弥生時代後期復業に位置付けられるものでタ　壷の頚部から打線部にかけては縦区画

に櫛歯による文様が充填きれ，体部には羽状構成の縄文が施されているJ

古墳時代前期（4世紀）

第2㊧6811魯20e21022…A㊧22－B e23号住居跡がこの時期に該当し芦　調査区内で最も標高の高い南

部に集中している。一辺が4～5mの方形または隅丸方形で　南北軸が北に向かって錮度程度西に傾いてい

る。内部に炉をもち賢　主柱穴や出入り口施設に伴うピッ軋　貯蔵穴及び壁溝などが確認できる。床面は比較

的硬く踏み締められ，第2号住居跡は出入り口施設に伴うピット層園の硬化面が癖状に盛り上がり資　長期に

わたって生活が営まれたことが想像される。特徴的な出土遺物は，土師器の相，嚢，器台である。相は小形

で底部が丸い　のが第霊…A号住居跡床面からタ　同じく小形で底部が平坦なものが第22－B号住居跡床面か

らそれぞれ比較的良好な状態で出土している。器台の脚部には中位に3～5孔が穿たれタ　裾部が広がるもの

が第6の11623号住居跡から出土している。登は底部が平底で突出気味である。第22…Aの23号住居跡など

から出土している台付嚢は刷毛昌調整が密に施されている。第20号住居跡床面からは，薄手で器肌が白っぽ

く夕　日嫁部が「S」字状に屈曲しタ　頚部から体部にかけて比較的彫りの深い刷毛目が丁寧に施された台付登

の頚部から打線部にかけての破片が出土している。遺構に伴うと判断できるものは少ないが，同じ特徴をも

つ破片が他にも5～6個体分出土している。これらは搬入品と考えられることから　当地の交流の広さを伺

わせる。そのうち　個体には体部上位に横方向の刷毛自調整が認められ，4世紀後半の史料であることが確

認できる。

古墳時代後期

竪穴住居跡は一辺が4～5mの方形または隅丸方形でタ　4世紀に比べて主軸方向がより北に寄っている。

第1期　し5世紀末～6世紀初）

第109◎18834◎65号住居跡がこの時期に該当する。第9号住居跡と第65号住居跡は竃が北壁に付設さ

れている。出土遺物は土師器の埠，高塚，椀，嚢などでタ　小形の双乳円盤などの石製模造品を伴う住居跡も

ある。埠は体部と底部との境に明瞭な稜をもち，比較的浅く，日録部が外反するものが第1号住居跡からタ

ロ縁部が比較的長く垂直に立ち上がる須恵器捧模倣のものが第34号住居跡から出土している。高塚は中位に

稜をもち，日縁部が外反して開くものが第18号住居跡から出土している。椀は体部と打線部との境が括れて
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稜を成し，小さい目線部がわずかに外反するものが第65号住居跡から出土している。嚢は頚部が「く」の字

状に折れ日録部が外傾するもの，頚部から日録部が緩やかに外反するものなどが出土している。第65号住居

跡からは，線泥片岩質の石製模造品の完成品や製作途中片及び剥離片が床面から出土しており，径約20cm，

高さ約13cmの細工台を兼ねた砥石に用いたと思われる泥岩も床面から出土している。

第2期（6世紀）

第14。15e32－B e33044。50。51e61e76e81号住居跡がこの時期に該当し，調査区全域に分布してい

る。竃が北壁に付設され，主軸はほぼ北を向く。出土遺物は土師器の埠，高埠，椀，嚢などで，杯や高杯の

中には赤彩されているものもある。杯は外面目線部寄りに稜をもつものが第14e33。61号住居跡から，器高

が低く日録部から3分の1ほどの所に稜が付き，目線部が内傾するものが第33号住居跡から出土している。

高塚は杯部中位に稜があり，口緑部が「S」字状に張り出すものが第76号住居跡から出土している。嚢は日

録部が外反して外に開き，頚部から体部上位にかけて強い横方向のナデ調整が施されているものが第50号住

居跡から出土している。

第3期（7世紀）

第29e52e53号住居跡がこの時期に該当する。竃が北壁に付設され，主軸はほぼ北を向く。遺物は土師器

の杯，高塚，椀，嚢などが出土している。杯は器高が極端に低く，内。外面黒色処理されているものが第29

号住居跡から出土している。高塚は小形で，脚部が太く短く裾が開く最終段階のものが第52号住居跡から出

土している。

奈良。平安時代

当期の竪穴住居跡の規模は比較的小さくなり，北に竃をもつが，10世紀になると東向きの竃が出現する。

いずれも柱穴，′壁溝，貯蔵穴などが確認できないものが多い。

第1期（8世紀）

第4・32－A・36－A・36－B・36－C・47・48－A・48－B・55・56・57・67・87号住居跡がこの時期

に該当する。当期前半では丸底気味の須恵器杯，丸底気味の高台付杯，かえりの付く蓋などが出土し，後半

になると，須恵器杯は平底で器高が低く底部径の大きいものが出土している。須恵器の高台付杯は体部が浅

い角度で立ち上がってから，鋭く上向きに折れて外傾するタイプのものが多く出土している。

第2期（9世紀）

第8・10・12・13・16・17・25・26・27・30・37・38・41・42・46・58・79・89・92・94・98・100・109

－A・111el128113号住居跡がこの時期に該当する。土師器杯や高台付埠の多くは体部内面に黒色処理が

施され，外面に墨書されたものも数多く見られる。8世紀後半の高台杯に比べて底部からの立ち上がりが滑

らかになる。皿や高台付皿が出現する後半になると杯の底部径が小さくなる。

第3期（10世紀以降）

第7。35e39e45。80。82e95。96e99号住居跡がこの時期に該当する。もっとも特徴的なことは，竃が

東壁あるいは南東コーナー部に付設されていることである。東向きの竃をもつ住居跡から出土した遺物を見

ると，須恵器片が極端に少なくなり，高台付杯の高台部が高くなり，底部を回転糸切り技法によって切り離

す土師器の杯や皿の占める割合が高くなっている。なお，第40号住居跡出土の土師器高台付杯は，高台部が

高くて外反し，それまで見られた体部内面の黒色処理は施されず，口緑部が外反して外に開く特徴などから

11世紀に位置づけられるものと考えられる。
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2　溝の性格と時期及び出i二遣物
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3　据立柱建物跡及び基壇遺構の時期と性格
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